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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　「黒幕」







　薄うす暗い部屋の中で、一人の男が新聞紙を広げたほどの大きさの液晶モニターに向き合っていた。

　年ねん齢れいは五十代に差し掛かったくらいだろうか、灰色の髪かみと角ばった顔、そして、がっちりした体型を持ち、どこか軍人にも似た迫力を感じさせるその男は、ゆったりとした革かわ張りの椅い子すに深く身を預け、モニターを見つめていた。

　モニターの中に映っているのは会議室だろう。長い机の両側には、ダークスーツ姿の男や女がずらりと並び、突き当たりのホワイトボードの前には、ビジネスマン風の若い男が立って、レポートを読み上げていた。

『……現在、全世界に流通するタングステンの八十八・三パーセントは中国（中華人民共和国）からの産出によるものであります。

　中国は改革開放政策の名の下に急速に大量消費型の経済に移行し、このタングステンを内ない需じゆに振り向け、輸出量を急激に減らしつつあります。そのため、二〇〇三年には一キロあたり六ドルだった国際価格が、二〇〇六年四月には二十六ドルにまで跳はね上がっております。

　タングステンに関する限り、完全な中国の売り手市場であり、この価格高こう騰とうに対抗する唯一の手段は、他ほかの産出地からの増産と新たな鉱物資源の開発による国際価格の安定化であることはいうまでもありません……』

　言葉を切った若い男が、合図をすると、液晶画面の右隅すみにリンクウィンドウが開き、そこにタングステン鉱石の分ぶん析せき結果と、想定埋まい蔵ぞう量を表すグラフが示された。

『このグラフに示されたタングステン鉱こう床しようは、中央アジアにあるセリカスタンの鉱物データであります。ご覧のとおり、その品位は中国産出のものより良質であり、コストから判断しても中国産のものに充分対抗できるものと思われます。

　安定した鉱物資源の産出を行うプラントを建設し運営するためには、セリカスタン全土を実効支配することのできる確固たる政権を構築する必要があります。しかし、セリカスタンは長期にわたって部族間で抗争が続く政情不安定な国家であり、タングステン鉱床が存在する地区は中央政府が実効支配しておりません。

　そのため我々マテリアル部門は、軍事技術開発部門と共同でセリカスタン政府とセンドルク大統領に対し、軍備増強のための資金援助及びハイテク兵器の供与を行うグンニグルプロジェクトを推進することにいたしました……』

　そのとき、会議の出席者の中から発言があった。

『ちょっと待ちたまえ、軍事行動に関してはフェイズ・スリーの範はん疇ちゆうに入るはずだ。マテリアル部門に与えられた権限を逸いつ脱だつしているのではないかね？』

　発表者は小さくうなずいた。

『総務タスクリーダー殿どのの指摘のとおり、軍事行動に関与する場合はフェイズ・スリー以上の幹部会議の承認を必要とします。しかし、一定の金額内の資金提供の場合はフェイズ・ツーの権限で実施可能です。我々はセリカスタンの大統領と政府首脳に対し交際費として認められている枠内の金を渡しただけです。その金の使い道は彼ら自身が決めたことです……いささかのアドバイスは致しましたが……』

　総務タスクリーダーの追及は終わらなかった。

『なるほど、マテリアル部門だけの力でセリカスタンに影響力を行使できれば、それは素す晴ばらしい成果となるからな。しかし、そういった独断専行は、成功して初めて成果となる。セリカスタン空軍に提供していたＧＰＳ誘ゆう導どう爆ばく弾だんは何と言い訳するのかね？　セリカスタン空軍は、国連機関と赤十字が入っている学校と病院に対し、このＧＰＳ誘導爆弾を投下したことを発表した。この種の爆弾を我々が開発していることは周知の事実だ。セリカスタン内戦に我々が関与していることを疑うものはおるまい』

　若い男は悪びれる様子も無く、手元のコントローラーを操作して軍事技術開発部のテストデータ画面を呼び出した。

『この画面を見て戴いただければおわかりになると思いますが、我々はあくまでも試作ＧＰＳ小型爆ばく弾だんのテストをセリカスタン空軍に依い託たくしただけのことです。我々が引き渡した爆弾をどこにどのように使用するのか、それはすべて我々の関与するところではありません。目標の選定も爆ばく撃げきの日時も我々には何の権限もありません。今回の学校及び病院に対する空くう爆ばくは、すべてセリカスタン空軍に責任があります』

　その言葉を聞いた総務タスクリーダーは、皮肉な微笑ほほえみを浮かべて言った。

『なるほど、君たちマテリアル部門には責任は無いというわけか……しかし、君たちが資金援助した政府軍は、レアメタル鉱こう床しようの存在する北部少数民族の支配地域に対する攻こう撃げきに失敗したそうじゃないか。さらにＧＰＳ誘ゆう導どう爆弾によって行われた南部州に対する空爆も、ゲリラコマンドによる逆ぎやく襲しゆう奇襲攻撃により輸送機を破壊され、試作ＧＰＳ爆弾のデータ収集に当たっていたカイトグループの技術開発チームに多大の犠ぎ牲せい者を出す結果となった……この事実は曲げようがない！』

　そのとき、薄うす暗い部屋の中でじっとモニターの中の会議を見つめていた灰色の髪かみの男が、右手を伸ばし、机の上にあるコントロールキーを押した。

　モニターの中に映っていた出席者が全員、ぎくっとしたように男の方を見た。

　灰色の髪の男は、ゆっくりと言った。

「我々はマテリアル部門の責任逃れの説明とやらを聞くために集まっているのではない。そして、責任を追及するためでもない。セリカスタンは本当に利益を産むニワトリなのかどうか、それを見極めるために集まったのだ。

　マテリアル部門が独断で行った資金援助の額は、傭よう兵へい軍事サービス部門を介かい入にゆうさせる場合の金額に比べれば微び々びたるものだ。つまり、今ならたいした損金を出さずに手を引くことができる、というわけだ」

　総務タスクリーダーは、我が意を得たりという風にうなずいた。

『ゼネラルマネージャー殿どのの言うとおり下へ手たな内戦介入は泥どろ沼ぬま化しますからな。よほど注意してやらねば……いかに我がカイトグループに資本力があるとはいえ、一部門が勝手に手を出せるものではありません。現に私のところに入っている情報では、セリカスタンの反政府軍勢力は、突如出現した軍事指導者によって団結し、その攻撃によって現在、セルム族を主体とするセリカスタン政府軍は国内各地で敗走しつつあるそうです……』

『そんな事実はありません！　政府軍はセリカスタンの主要都市を確保し続けております！　さらなる援助を行えば、全土を掌しよう握あくすることなどわけはないはずです！　ゼネラルマネージャー殿の承認を得て、軍事サービス部門の専門家を送り込めば、セリカスタンに存在するすべての地下の資源が、我がカイトグループに転がり込むことは間違いありません！』

　必死になって反論するマテリアル部門の若い責任者を見み据すえ、ゼネラルマネージャーと呼ばれた灰色の髪の男はゆっくりと言った。




「確かに、あんな小さな国など、我がカイトグループの力を以てすれば、どうということは無い。君もそう考えたのだろう……あんな貧乏な小国などどうにでもなる……とな。しかし、我我はあくまでもオブザーバーでしかない。国家を直接統治するのはセリカスタン政府だ。我々に入ってくる情報はすべて、セリカスタン政府のバイアスがかかっていると考えた方がいい。君の予測がすべて外れた理由は、そこにあるのだ。正しい選択肢しを取るためには正しい情報が必要なのだ……」

　灰色の髪かみの男は、視線をマテリアル部門の責任者から会議室にいるメンバーに移して、言葉を続けた。

「……この件については、ロシア共和国と繫つながりが強い第二課が情報エージェントを現地に潜せん入にゆうさせ、直接情報収集に当たることが決定した。

　ロシア共和国当局は、セリカスタン内戦について中国の武力介かい入にゆうを牽けん制せいし、その事実があれば直ちに軍を進しん駐ちゆうさせる用意ができていると言明しているが、実際にはタングステン採さい掘くつ時じにおける利り潤じゆんの配当と引き換えにセリカスタンの内戦には直接関与しないという密約が我々との間にできている。

　セリカスタン内戦が中国とロシアの代理戦争に進展し、タングステンの産出が遅れれば利益を得るのは中国だけだ。中国の影響力をなるべく抑おさえた形でこの内戦をどう収拾するのか、それについてはエージェントの報告を待って、現政権の支援を続行するのか、中国との繫がりの無い反政府勢力に交渉を持ちかけるのか、今後の方針を決定する。この件について事前に関係各局に遅ち滞たいなく通知願いたい！」

　カイトグループのフェイズ・スリー会議に出席していた全員が無言でうなずいた。







　　　第一章　「シマオオカミ」







　風が、砂さ塵じんを巻き上げながら荒野を渡っていく。

　標高の高いセリカスタンのさらに高地にあるこの南部州の東部には、樹木どころか満足な草も生えぬ荒こう涼りようたる大地が広がっている。

　かつて「緑なす海原」と呼ばれ、緑の草が生い茂るセリカスタンでも有数の放牧地だったこの平原が、たった五十年ほどで「静寂の草原」と呼ばれるようになったのには理由がある。

　ソビエト連れん邦ぽうの一員だったこの国は、六十年代の終わりに雪融どけ水を集めて流していたクロノ川に水門を造り、コンクリート製の水路によって下流の土地に水を引く、大規模な灌かん漑がい設備を造った。

　この設備によって、首都の周辺の土地は豊かな穀こく倉そう地帯に変へん貌ぼうしたが、その頃から徐々に川の上流域の広い範囲で乾燥化が始まった。

　水門によってせき止められ、そしてコンクリートの水路によって川かわ床どこから大地に滲しみ込む水を断たれたことが、この平原の乾燥化の理由だった。

　科学的社会主義の名の元に自然を支配しようとした計画は、一握りの麦畑を得る代わりに広大な砂さ漠ばくを作り出すという手ひどいしっぺ返しを喰らうこととなった。

　そしてそのしっぺ返しは、この放牧地で家畜を育てて生計を立てていたオードン族の多くを困こん窮きゆうに追い込み、彼らのセリカスタン政府に対する憎にくしみの炎ほのおをさらに搔かき立てることとなったのである。




　どん！

　厚い木のテーブルを握りこぶしで叩たたいて、オードン族の族長サゴンが大声で言った。

「断固攻せめるべし！　空くう爆ばくという牙きばを抜かれた政府軍は今、逃げ腰ごしになっている！　この機を逃すことなく一気にインナルドを攻め落とすべきだ！」

　横に座っていた、ナガス族の軍事指揮官を意味するブルーの布を首に巻いた三十代半ばの男が首を振った。

「いや、今の状況は、政府軍の戦力の中から、単に空爆の要素が差し引かれただけにすぎない。地上戦力は、何一つ弱体化していない。インナルドを正面から攻めても以前の二にの舞まいを踏む事になりますぞ」

　サゴンの顔が真まっ赤かになるのと同時に、部屋の中の空気が凍こおりついた。

　オードン族は自分の失敗を公衆の面前で指摘されることを最大の恥ち辱じよくとする。

　しかし、ナガス族の軍事指揮官は、表情も変えずにサゴンに向き直ると、ゆっくりと言葉を継ついだ。

「……私は事実を言っている。指導者ならば、個人のプライドと委ゆだねられた責任と、どちらが大事なのか判断はできるはずだ」

　南部州の東部に位置するダワフという小さな村がある。ここは村の中にある宿屋を借り上げて作られた臨時の司令部だった。

　今、この司令部では反政府軍同盟を結んだ三つの部族の指揮官たちが集まって作戦会議が行われている。

　男をにらみつけていたサゴンは、大きく深呼吸したあとで、にやっと笑った。

「……この私に面と向かってそういうことを言えるほどの剛ごうの者ものが軟弱なナガス族にいるとは思わなかった……貴様、名はなんという？」

　ナガス族の指揮官は、笑って答えた。

「……会議の前に自己紹しよう介かいしたが、覚えてはいただけなかったようだな。私の名はラクアク。ナガス族の第一軍の指揮官をやらせてもらっている」

「第一軍？」

　怪け訝げんな顔をするサゴンを見て、ラクアクは手元にある何枚かの写真を広げて見せた。

　その写真には、車体の上に兵士を載のせて砂さ塵じんを巻き上げて走る戦車や装そう甲こう車しや、そして遠距離まで届く大型の野や砲ほうなどが写っていた。

「ナガス族の中にいた元政府軍の兵士と、ソビエト連れん邦ぽう時代に国境警備部隊に配置されていた戦車や砲を装備した、訓練が行き届いた精鋭部隊。それがナガス第一軍だ」

「……これほどの戦力をナガス族は持っているのか！　……もしや貴様ら中国と手を……」

　険けわしい目で見たサゴンに向かってラクアクは首を振って見せた。

「確かに我が部族と中国との間に繫つながりがある。それは認めよう。だが、中国からの援助はこの戦車やトラックを動かす燃料、そして大たい砲ほうの砲ほん弾だんなどの消しよう耗もん品ひんの一部だけだ」

「ふん、これほどの装備を隠かくし持っているとはな……ナガス族は狡ずる賢がしこくて信用できんわけだ」

　そのとき、たしなめるような口調で若い女の声が飛んだ。

「サゴン！　いいかげんにしな！」

　声の主は、サラサだった。

　自じ慢まんの長い黒髪かみを、邪じや魔まにならないようにポニーテイルのように後ろでまとめ、戦闘服に身を包んだサラサは、会議室の机の上に広げられたセリカスタンの地図に歩み寄って、東側の国境を指差した。

「中国は国際的な影響力を持つために、様々な国の政府や反政府組織に燃料や弾だん薬やくという消耗品を援助しているわ。エネルギー消費大国になりつつある中国にとって、原油や地下資源を持っている国に影響力を持つことは重要な国家目標だからね。今や中国の武器援助の対象は遠くアフリカにまで及んでいる。ナガス族にもその一部が流れ込んでいるというわけよ。ナガス族が持っている戦車や野や砲ほうはセリカスタンがソビエト連れん邦ぽうの共和国だったころの軍の装備だわ。通常兵器削さく減げん条約で廃は棄きされ、埋うめられた戦車や野砲を掘り出して再生したものね。埋められた場所の土が酸性土ならこうはいかなかっただろうけどね」
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　サゴンは不満げに言った。

「では、これほどの戦力を持っていながら、なぜ、攻せめようとは思わんのだ？　この戦車と砲ほうがあればインナルドを攻め落とすことなど容た易やすかろうに……」

「この部隊は我々ナガス族の本ほん拠きよ地を守る最後の最後に使う切り札として秘密裏に温存していた部隊なのだ。軽々しく使うわけにはいかん」

「戦闘部隊とは戦うための部隊だろうが！　軽々しくも重々しくもない！　戦いに使わなければ無用の長ちよう物ぶつに過ぎんではないか！」

「戦いには戦略と戦術があるわ。目的と手段と言い換えてもいいでしょう。この戦いは、今までのような各部族が、それぞれ自衛のために政府軍と戦っていた小さな戦いとはわけが違うわ。オードン族、ナガス族、そしてキンリ族の三部族の戦力は、兵士の数だけを見れば政府軍の兵士の数よりはるかに多いのよ、ちゃんと目的を立てて戦わなきゃいけないってことよ。インナルドを攻め落とすのはいいけど、それでこの戦いが終わるとは思えないわ。戦いを始めるなら、落としどころをきちんと決めた方がいいと思うけどね」

「落としどころだと？」

　怪け訝げんな顔をするサゴンを見て、サラサは小さくうなずくと、セリカスタンの地図のほぼ中央にある首都アーディンを指差した。

「つまり、我々の戦力は、やろうと思えばこの首都を攻せめ落とし、新しいセリカスタン政府を立てることも可能だということよ。

　そこまでやるつもりなのか、それともセンドルクに条件を突きつけて、それを吞のませて手打ちにするのか、目的をしっかり決めておかないと戦いは長引くばかりだわ。戦争なんてのは早く終わらせるに越したことはないのよ」

　サゴンはうなずいた。

「目的は決まっている、血の復ふく讐しゆうだ！　空くう爆ばくで殺された女子供の恨うらみをセルム族の血で償つぶなわせるのだ。セルム族を女子供に至るまで皆殺しにする！　それがこの戦いの目的だ！」

　ラクアクは鼻はな白じらんだような顔でつぶやいた。

「ここは、目の前の状況をどうするかを決める、実務的な会議の場だ。戦士を扇せん動どうするための演説はどこか別のところでやってもらいたいものだな」

「何を言う！　これは演説などではない！　我がオードン族が戦う目的だ！」

「我々は、現実的な話をしているのだ、理想とか、願望の話ではないのだぞ。セルム族の皆殺しなどという実現不可能な目的を掲げられてもどうしようもないではないか」

「不可能などではない！　復讐に燃える執しゆう念ねんがあればできるはずだ！」

　一人で盛り上がっているサゴンをたしなめるようにサラサが言った。

「じゃあ、サゴン族長に聞くけど、もし、セルム族三十二万人を女子供に至るまで一人残らず皆殺しにした……そのあとどうするの？」

　サゴンの目が泳いだ。

「そのあと……とはどういう意味だ？」

「だから、あんたらはセルム族を根ね絶だやしにするんでしょ？　あいつらは曲がりなりにもこのセリカスタンの政権を担当して、軍事、司法、行政、そういったことを動かしてるわ……多分に自分たちだけに都合のいい恣し意い的な政治だけどね。そういった国の役人から何から皆殺しにして、首都を空っぽにして、それからどうやってこの国を動かしていくつもり？」

「ふん、俺おれはこの国を動かすなどということには興味はない。どうにでもなれだ」

　吐はき捨てるように言ったサゴンを見て、サラサはあきれたように言った。

「あんたは暴れるだけ暴れて、復讐したいだけして、あとは野となれ山となれって言うつもりなの？　それじゃあ若い連中が憂うさ晴らしに酒飲んで暴れるのと変わんないじゃない」

　サゴンは、胸を張って答えた。

「それのどこが悪い！　俺はオードン族の族長として、オードン族のために生きることしか考えておらん！　セリカスタンが、どうなろうと知ったことか！」

　サラサは、こりゃダメだという風に肩かたをすくめたあとで、子供に言い聞かせるような口調で言った。

「あのね、オードン族もナガス族も私たちキンリ族も、全部ひっくるめてセリカスタンなんだよ。セリカスタンって国が、ちゃんとした国になって初めてオードン族も幸せになれるんだ」

　サラサの言葉をサゴンは鼻で笑った。

「オードン族は、セリカスタンという国から今まで何一つ恩恵を受けておらん。我がオードン族の緑の海うな原ばらを、あの豊かな放牧地を、草も生えぬ荒野にしたのは誰だ？　オードン族はセリカスタンとは無関係だ。国など無くともやっていける！　セリカスタンの指導者だの何だの……こんな話は仮定の延長だ。机き上じようの空論に過ぎん。政府軍を叩たたきのめし、首都を陥かん落らくさせたそのあとにやりたいヤツがやればいい」

　サゴンとサラサのやり取りを黙って聞いていたラクアクが小さくうなずくと、サラサが指差した地図を同じように指差した。

「我々反政府同盟は、いわば昨さく日じつまで敵として争っていた同士なのだ。そう簡単に意思の疎そ通つうは図れない。この戦いの落としどころは、戦っているうちに見えてくるかもしれん。ここはサゴン族長の言うとおり、目の前にあるこのインナルドの戦いに目を向けようではないか。

　センドルクは、このインナルド死守をラジオやテレビで繰り返し公言している。そのインナルドを我々が陥落させられれば、センドルクの威信は地に落ち、影響力は失われるだろう。

　その上で、交渉を持ちかけるなり、徹底的に戦うなり、政府の出方を見て決めればいい。すべてはインナルドを落としてからの話だ」

「インナルドはシルクロード時代に作られたとはいえ四方を高い城壁に囲まれているし、政府軍の守備隊も精鋭だわ。相手の装備も戦力も知らずに力押しで正面からぶつかるなんてのは下げ策さく中の下策ね」

　サラサの言葉を聞いたラクアクが、わが意を得たりという風に笑ってうなずいた。

「インナルドに、どれほどの戦力が装備されているのか、その情報はすでに入手してある。あの街には我々の協力者がいるのでね、すべて筒つつ抜けというわけだ」

「なんだ、そうだったのか。ならばこの戦いは勝ったも同然ではないか。敵の戦力と配置がわかっているのなら、その弱いところを狙ねらえばいいだけのことだ」

　楽観的な言葉を並べたサゴンをたしなめるようにサラサが言った。

「確かにそれは戦いに勝つための基本よね。敵てきの弱い部隊に、こちらの強い部隊をぶつけるってのは……でも、実際の戦いはそう簡単には進まないわ。敵だって馬鹿じゃない。我々の戦力の詳しよう細さいも、同じように向こうに筒抜けになっているはずだわ」

「いや、我がナガス族の第一軍の存在は極秘だ。政府軍はおそらくその存在に気づいてはいないはずだ」

「甘いわね……」

　サラサは、ラクアクに首を振ってみせた。

「存在を知っている人間が多ければ多いほど情報は漏もれるのよ。千人以上の兵士を一歩も外に出さずに監かん禁きんしているわけじゃないでしょう？　いくら兵士に口止めしていても、やはり家に帰って親兄弟に会えば警戒心が薄うすくなる。これくらい、と思って話した内容でも、その断片的な情報を繫つなぎ合わせれば簡単に精度の高い情報にたどり着くわ。同じ国の中で戦っているんだから、秘密部隊なんてのは当の本人たちだけがそう思っている幻想のようなものだわ」

　ラクアクは考え込んだ。

「……うむ、そう言われてみれば確かにそうかもしれん。相手の情報を知ることができるということは、相手もまた我々の情報を知ることができる。そう考えておくべきかもしれんな」

　サラサとラクアクの会話を聞いていたサゴンが不満そうに言った。

「お互いに相手の戦力がわかっているとすれば、作戦など無意味ではないか！　結局は正面からぶつかり合う力と力の戦いになるしかないのだろうが！」

「違うのよ、だからこそ、作戦が重要になるのよ。なぜなら、それは目で見てわかるものじゃないでしょう？　いくらスパイを送り込んでも、いくら調べても、軍を指揮する指揮官の頭の中にある考えだけはわからない。敵に対して秘密にできる唯一の要素、それが作戦というものなのよ」

　サラサの言葉を聞いたラクアクは、もっともだ、という風にうなずいて言った。

「確かに、作戦だけが完全な秘密を保てる唯一の要素でしょうな。そしてつまり、作戦の優劣がこの戦いの結果を左右するということなのでしょう。

　……となれば、ここは一つキンリ族の守り神にして神しん算さん鬼き謀ぼうの持ち主である、シマオオカミ殿どのの出番ではないかと思います。ぜひともこのインナルド攻こう略りやく戦の陣じん頭とう指し揮きを執っていただきたいものですな」

　その言葉を聞いたサゴンも同じように大きくうなずいた。

「うむ、シマオオカミ殿は、我がオードン族にとって災さい厄やくとも言うべき空くう爆ばくを止めた恩人！　その御お方かたの姿を目にすれば我が部族の戦士どもはみな奮ふるい立つであろう！　サラサ殿、ぜひともシマオオカミ殿をこの地に招いていただきたい！」

　サラサは、あいまいな微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「いや、シマオオカミは異国の者で言葉に通じておりませぬゆえ、人前に立って、士気を鼓こ舞ぶすることや陣頭指揮などは、とてもできるものではありません。それだけはご勘かん弁べんを」

「シマオオカミ殿が異国の者だということは、我が妹シーデより聞いておる。確かに言葉が拙つたなければ戦士を煽あおり鼓舞することはできぬかもしれぬ。しかし、真の指揮官に言葉は要いらぬ！　その姿を見せるだけでいいのだ！　シマオオカミ殿が実在し、我々を導いてくれるという実感こそが戦士を支えるのだ！」

　勢いづくサゴンを見て、サラサはあわてて顔の前で手のひらを振ってみせた。

「あ、いや、実を言ゆうとシマオオカミは例の輸送機爆ばく撃げき作戦の際に目標への誘ゆう導どうを行うために空港に潜せん入にゆうしていたのよ。そのときに爆撃に巻き込まれて負傷したため、今、キンリの里で療養中なの。命に別状は無いけど、しばらく動くのは無理ね」

　サゴンは目を見開いた。

「なんと！　我が部族の恩人がそのようなことになっていたとは！　それにしても作戦遂行のためとはいえ、あの警戒厳重な空港に単身忍び込むとは、その胆たん力りよく……まさに傑けつ物ぶつ！」

　サゴンの言葉を聞いたサラサは、キンリの里にいる一人の青年の顔を思い浮かべて小さくため息をついた。

　……どう見ても英雄とか傑物とかいう言葉とは縁遠い顔なんだけどなあ。

　そして、サラサは目の前にいるラクアクとサゴンを見て思った。

　ラクアクは用心深くて堅けん実じつだけど、それはある意味、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで消極的な部分があるということね。防ぼう御ぎよには向いているけど、攻こう撃げきのときは千せん載ざい一いち遇ぐうの追つい撃げきのチャンスを見逃したりするタイプだわ。

　んでもってサゴンはと言えば、攻撃オンリーしか頭にない猪ちよ突とつ猛もう進しんの積極直情熱ねつ血けつ馬鹿ね。敵てきが弱ければ、行け行けドンドンだけど、強い敵がいれば当たって砕くだけてしまうタイプだわ。

　この全く正反対の指揮官に率いられた二つの軍隊をまとめて指揮するってのは至し難なんの技だわ。

　そんなことが龍たつ也やにやれるわけがない。

　サラサは、小さく咳せき払ばらいをしてからサゴンとラクアクに告げた。

「かといって、ソナムル空軍総司令官が失脚し、後あと釜がまに誰を据すえるかで政府軍の上層部が混乱し、空くう爆ばくができない今を逃しては時じ機きを失する。シマオオカミに頼る前に打てる手を打った方がいいと思うわね」

　インナルド周辺の地図を覗のぞき込んだラクアクがうなずいた。

「政府軍はインナルドの街の周辺に大規模な防御陣じん地ちを構築中だ。あれが完成してからでは、インナルド攻こう略りやくはさらに難しくなるだろう」

　それを聞いたサゴンも同じように腕うで組みをして言った。

「うむ、このまま放置しておけば、敵の守りは堅かたくなるばかりだ。それに敵の戦力とか部隊の配置状況を調べるには、一戦交えるのが一番手っ取り早い。陣地構築の妨害と敵情視察を兼ねて軽く一当たりしてみるというのはどうだ？　トラックに重じゆう機関銃じゆうと無反動砲ほうを搭とう載さいしたジャングート部隊は機動力がある。一撃離脱で仕掛ければ、損害は少なくて済むと思うが」

　サラサはしばらく黙って考え込んでいたが、やがて小さくうなずいた。

「確かに威力偵てい察さつを仕掛けるのも一つの手かもしれないわね。攻撃を仕掛けてみて、初めてわかるものもあるわ。特に政府軍の兵士の士気がどんなものかは、後方では判断できないわ」

「わかった、装備と弾だん薬やくについては我々ナガス族が提供しよう」

「攻撃は我々がやろう。あのあたりの地形は我々オードン族が一番詳くわしいからな」

　サゴンとラクアクは、顔を見合わせると互いにうなずいた。




　作戦会議を終えて、宿屋の自分の部屋に戻ってきたサラサは、上着のボタンをはずして、後ろでまとめていた髪かみを解くと、寝室のベッドにどさっと座り込んだ。そして、やれやれ、という風に独り言をつぶやいた。

「あーあ、めんどくさい。何か一つの決断をするにも、時間がかかるったらありゃしない」

　そして、そのままあごの下に手を当てて考え始めた。

　……同どう床しよう異い夢むというか、寄り合い所帯というか、同盟軍なんてのは、みんなこんなものかもしれないわね……でも、明確な決断ができる指揮官と、それを守る命令系統が確立しないまま戦いを始めたら絶対にうまくいかない。同盟軍で戦って勝つためには、違う部族の兵士、それも末まつ端たんの兵士まで言うことを聞くようなカリスマというか、説得力を持つ指揮官が必要だってことか……。

　サラサの脳裏に、メガネをかけた見るからに頼りない若者の顔が浮かんだ。しかし、サラサはぶんぶんと音がするくらいに首を振って脳内からその若者のイメージを振り払った。

　いや、あいつに任せるわけにはいかない。あいつはただの旅行者だ。あいつにこの国を背負って立つだけの覚かく悟ごがあるとは思えないし、そんな覚悟を負わせるべきじゃない。

　でも……考えてみればあいつは、もう、ただの旅行者には戻れないんだ。

　今、あいつの名前、つまりシマオオカミの名前は確実にこのセリカスタンの人々の間に浸しん透とうしている。もし、シマオオカミの名前が使えれば、この同盟軍は一つにまとまるだろう、そうなれば我々はこの内戦に勝てる。

　部族間の争いも無い、新しいセリカスタンを作ることができるかもしれない……。

　そして、サラサは何かに驚いたかのように目を見開いた。

　……ひょっとして、私、あいつに期待して、あいつのことを必要としているのか？

　サラサは小さく声を上げて笑った。

「ははは、はは、なんてことだ、私があいつを必要とするなんて！」

　そして、笑ったあとで真剣な目で考え込んだ。

　……最初は、そんなことができるヤツだとは思ってもみなかった。すぐに泣き言を言う軟弱でお人よしの日本人の若者にしか見えなかった。そして、私はあいつの外国人という立場だけを利用するつもりだった。あいつが、ここまでやるとは思ってもみなかった。

　計算違いというか、見込み違いというか。

　そして、サラサはもう一度やれやれ、という風に独り言をつぶやいた。

「男子三日遭あわざれば括かつ目もくして待つべし、とはいうものの、はてさて、どうしたもんだか」




　その頃、そこから遠く離れたセリカスタン北部にあるキンリの里の客人まろうどの間では、自分のことでサラサが悩んでいるなど知る由よしも無い龍たつ也やが、両足を投げ出して壁にもたれながら、膝ひざの上のパソコンの一時保存フォルダに放り込んだダウンロードデータの整理をしていた。

　客人まろうどの間は、キンリの里の岩がん盤ばんをくりぬいてつくられた洞どう窟くつ住居の一角にある。

　周りを岩で囲まれた洞窟と聞くと、湿気に満ちた冷え冷えしとしたイメージを思い浮かべるかもしれないが、この洞窟は、分厚い砂岩の中に掘りぬかれているために、常に乾燥している。

　また、岩盤全体が地下に流れる温泉の地熱を伝えてくるために、室内は常に摂せつ氏し二十度程度に保たれており、夏は涼しく、冬は暖かいという、天然のエアコンデションの中で暮らすことができる。

　色とりどりの毛け織おり物ものが敷き詰められた部屋の中には、板に革かわを貼はった小さなチェストや、細かな彫刻が施された座卓が置かれており、座卓の上にある小さな黒いラジカセから、セリカスタン国営放送の音楽が流れている。

「……うわ、一ギガ近くある。こんなに容量食ってるとは思わなかった……空くう爆ばくをやめさせる方法を思いつくまで、とにかく役に立ちそうなページを片かたっ端ぱしからダウンロードして保存していたから、仕方ないって言えば仕方ないんだけど……」

　独り言をつぶやきながらゴミ箱の掃除をしていた龍也は、座卓の上のラジカセが、男性アナウンサーのヒステリックな抑よく揚ようをつけた演説調の話し方でニュースを流し始めたのに気がついて顔を上げた。

「……なんだ、音楽番組終わっちゃったのか」

　そう言ってラジカセのスイッチに手を伸ばした龍たつ也やは、その下に大きく書かれたローマ字のブランド名を見て小さく首をひねった。

　……ＨＯＮＤＡっていったいどこのメーカーなんだろう？

　自動車メーカーのホンダなら知ってるけど、家電製品を作っているって話は聞かないよなあ。

　そのラジカセは、いわゆるフェイクジャパンと呼ばれる日本製品のニセモノだった。

　東南アジアなどの家電メーカーが日本の有名なブランド名をつけて、日本で作られたかのように装って中東や中央アジアなどに輸出しているのだ。

　ソニーとかパナソニックという電機メーカーを名乗った完全なニセモノではなく、トヨタとかホンダとか、そういった家電メーカーではないブランドを名乗っているところが、まだ可愛かわいげがあるかもしれない。

　ラジカセは、オードン族の族長のサゴンがいかに残ざん虐ぎやくな人間なのかを繰り返し訴えていた。サゴン率ひきいるオードン族は、一族の者が殺されたら五倍の数の敵てき部族を殺すという血の復ふく讐しゆうを信しん奉ぽうする野や蛮ばんな一族であり、インナルドの市民を虐ぎやく殺さつする機会をうかがっているのだと、繰り返し訴えていた。

　やがて、政府軍の空爆は、この悪魔の一族をこの世から滅ぼすに対する正義の行動だったと言いはじめたのを聞いて、龍也は不快な顔になってラジカセの上にあるモードセレクトスイッチをラジオから切り替えた。

　ラジオが消えた部屋の中が、急に、しん……と静まり返ったような気がして、龍たつ也やは思わず部屋の中を見回した。

　……他ほかに娯ご楽らくが無くてラジオばっかり聞いてるから、それに慣れちゃったよな。

　しょっちゅう流してるスローガンとか、この真実の窓とかいうニュースなんかやめて、音楽番組だけやってくれないかな。日本みたいにノリノリのＤＪとか、お笑い番組とか、そういった娯楽番組をもっとやれば、みんな喜ぶと思うんだけどな。

　まあ、セリカスタンには国営放送一局しかないから仕方ないんだろうけど、この国には本当に娯楽ってもんが無いよなあ。

　そして、膝ひざの上のノートパソコンの液晶画面に視線を戻した龍也は、そこに表示されているアイコンに目を止めて、日本にいた頃のことを思い浮かべた。

　……日本にいた頃は、インターネット常時接続が当たり前だった。

　朝起きたら、開きっぱなしのブラウザで、掲示板のニュース速報の板を覗のぞいて、書き込み読んでそれからいろんなところを巡じゆん回かいして……。

　テレビで伝えるニュースやバラエティなんか全部作り物だと思っていた。

　ネットの中にだけ真実があると思っていた。

　現実の友人……友人の顔をした他人なんかより、ネットの中で俺おれの書き込みにレスを付けてくれるヤツらの方が大切だった。

　日本に帰りたいよなあ。

　……俺は、いつまでこのセリカスタンにいなくちゃならないんだろう？

　日本に帰って、ネットで俺のやってきたこと……このセリカスタンで見たり聞いたり、俺がやったことを発表できたら、どんなにすごいことになるだろう。きっと、俺のブログや掲示板はみんなの書き込みで埋うまるだろう。俺は有名人の仲間入りだ！

　龍也の心は一瞬ときめいたが、その感情はすぐにしぼんだ。

　……でも、この内戦が終わるまで、空港も国境も閉へい鎖さされているから、俺は日本に帰れないんだよなあ。

　サラサさんは、陸路でカザフスタンに行く方法もあるけど、今は治安が悪いから無理だって言っていたし。まあ、当分このキンリ族のところに厄やつ介かいになっていればいいか。

　言葉が通じるようになると、ここもそんなに悪いところじゃないしな。

　真っ先に龍也の脳裏に浮かんだのは、にっこり微笑ほほえむリューカ姫ひめの顔だった。

　あ、いや、違う……というか、違っちゃいないんだけど認めたくないというか……。

　照れくささを隠かくすためにあわてて首を振った龍也の目に、エスカリボルグと名付けた革かわの棍こん棒ぼうと、そしてアライグマの尻尾しつぽをつけた毛皮の帽ぼう子しがとびこんできた。

「シマオオカミ……か……」

　龍たつ也やは、ぽつりと独り言をつぶやいたあとで考えた。

　……俺おれがここにいる理由は、俺がシマオオカミになってしまったからなのかもしれない。

　キンリ族の人たちを政府軍の攻こう撃げきから守ろうと思ったとき、俺には理由ができた。ここにいる理由ができたんだ。

　俺がここにいる最大の理由は、俺にだって何かができるんだということを、俺自身が知ってしまったからなのかもしれない。

　……でも、それって、むちゃくちゃしんどいよな。ときどき全部投げ出したくなる。

　龍也は、膝ひざの上のノートパソコンの向こうに延びる自分の足に視線を移した。

　ズボンの上からでも、左右のふくらはぎの太さが違っているのがわかる。

　左足だけが何重にも巻かれた包ほう帯たいの厚さの分、太くなっているのだ。

　空港で飛び散ったガラス片が刺さった傷は、七針縫ぬうほどの大きなものだったが、診療所で受けた治療と抗生剤の大量投与によって、化か膿のうすることも無く傷は順調に治りつつあった。

　……俺が何もしなけりゃこんな怪け我がをすることはなかった。でも、俺が何かをしたから、オードン族の人たちは空くう爆ばくから救われたんだ。

　少なくとも俺はそう信じているし、信じてもバチは当たらないと思う。

　でも、俺の心のどこかに、一刻も早く日本に帰りたがっているもう一人の俺がいるってことも事実だ。

　だって日本にいれば、俺はただの高校生で済んだんだ。親や、先生や、世の中の悪口を言ったりネットに書き込んだりしても誰からも『だったらおまえがやってみろ』と言われない、なんの責任も無い自由な立場だったんだ。

「あーあ、日本に帰りたいよなあ」

　小さくため息をついて独り言をつぶやいた龍也はふと思いついた。

　……もしかすると、今日あたりから松葉杖づえ無しでも歩けそうだな。歩いてみようか？

　龍也は膝の上のノートパソコンを閉じて床ゆかに置くと、ゆっくりと膝を曲げて身体からだを回し、壁に手をついた。

　今まで怖くてできなかった左足のふくらはぎに力を入れてみる。

　じわっと鈍にぶい痛みが伝わってくるが、我が慢まんできないほどではない。

　左足に力を入れながら壁かべ際ぎわにつかまって立ち上がった龍也は、目の前の壁に立てかけてある松葉杖を一瞬見たが、すぐに視線を外した。

　……いや、大丈夫だ、これなら歩ける。

　いつまでも杖に頼ってるわけにはいかない。自分の足で歩けるようにならなくちゃ。

　日本に帰ることが決まったら、すぐにここを発たって空港に行かなくちゃならない。そのときに馬に乗れないと困るしな。

　龍也は、小さくうなずくと一歩左足を踏み出した。

　三週間力を入れたことの無かった左足の筋肉が、体重を支えきれずに小刻みに震えるのがわかった。

　……うわ、俺おれの左足は、歩き方忘れちまったみたいだ。

　そのとき、部屋のドアをノックする音と共にリューカ姫ひめの声が聞こえた。

「イイデスカ」

　龍たつ也やは、声の方向に反射的に振り向いて答えた。

「ああ、いいよ」

　しかし、その上半身に生じた身体からだの傾かたむきを、衰えた左足の筋肉は吸収できなかった。

　一歩踏み出すはずの左足が動かぬまま龍也の身体が、ぐらっと傾かたむく。

「おわっと！　とと！」

　そのまま倒れそうになったとき、誰かが龍也の胸元に飛び込んで抱だきつくようにして身体を支えた。

　目の前で広がった長い黒髪かみが日の光に透すけて一瞬栗くり色に見えた。

「リューカ姫！」

　驚く龍也をリューカ姫は怒ったような目で見上げて言った。

「ダメ！　マダ歩クノダメ！　杖つえツカウ！」

「もう歩けると思ったんだけど……」

　そう答えたとき、花のような優しい甘い匂においがふわっと龍也を包んだ。

　それがリューカ姫ひめの身体からだから立ち昇る匂いだと気がついたのと、龍也の意識の中に腕うでの中にいるリューカ姫の柔やわらかな身体の感かん触しよくと温かさが飛び込んでくるのは同時だった。

　リューカ姫は龍也の身体を支えながら気遣づかうように左足を見た。

「ダイジョウブ？　痛クナイ？　タテル？」

　龍也はどぎまぎしたように答えた。

「え？　あ、ああ、大丈夫だよ、立てる」

「イマ、杖モッテクル、ウゴカナイ！」

　そう言うと、リューカ姫は龍也に抱きついていた手を離し、壁に立てかけてあった松葉杖を急いで持ってきて差し出した。

「杖無イト、マダ無理」

　龍也は笑いながら小さく首を振った。

「いや、そろそろ歩く練習をしたほうがいいと思うんだ。痛みもないし、傷口が開かなければ大丈夫だと思う」

　リューカ姫は心配そうに龍也の顔を見たあとで、小さな声で聞いた。

「タツヤ、外行キタイ？」

「え？　ああ、うん、ずっと部屋の中にいたからね」

　その答えを聞いたリューカ姫ひめは、にっこり笑ってうなずいた。

「ワタシ杖つえニナル……タツヤト一緒、外歩ク！」

「大丈夫かな？　サラサさんから、あんまり外に出ないように言われているんだけど……」

　リューカ姫は自分が着ている黄色いワンピースのスカートと、ピンクのブラウスの私服を龍たつ也やに見せるように両手を広げて言った。

「コノ服デ髪かみヲ結ブ、ワカラナイ。タツヤモメガネ外ス、ワカラナイ、ダイジョウブ！」

「ええっ？　メガネ外すとよく見えないんだけど……」

　リューカ姫は、すっと手を延ばして龍也の顔からメガネを外して、うなずいた。

「外セバ、ワカラナイ、ダイジョウブ」

「本当にメガネ外しただけで、変装になるのかなあ……」

　不安そうな顔をする龍也を力づけるように腕うでを取ったリューカ姫は、そのまま部屋のドアを開けて、廊ろう下かへと出た。

　二人に気づいた見張りのリネト衆しゆうが、廊下の外れから小走りにやってくる。そしてリューカ姫の前に片かた膝ひざをつき小さく頭を下げてから聞いた。

「どちらに行かれます？」

「シマオオカミ殿どのの足の傷も、そろそろ回復してきたようですので、今日は少し外を歩いてみようかと思います……部屋の中に篭こもっていたのでは、気分もすぐれませんから」

「了解しました。ネマコル殿どのにその旨むね伝えて参まいりますゆえ、しばらくお待ちを」

　リネト衆は、そう言って小さく頭を下げると、そのまま小走りに廊下を去って行った。

　常人が全力疾しつ走そうするぐらいの速さで走りながら、足音を立てないリネト衆の走り方を見て、龍也は、なんとなく時代劇に出てくる忍にん者じやを思い出していた。

　やがて、二分も過ぎないうちに、リネト衆のリーダーであるネマコルがやってきた。

　ネマコルは、二人に向かって一礼したあとで、微笑ほほえんだ。

「シマオオカミ殿は、杖無しで歩けるようになりましたか……傷口が塞ふさがれば、無理をしない範囲で足を動かした方がよろしいですな。巫み女こ頭がしら様の読みによりますと、本日は里の中に不ふ穏おんな動きや気配を見せる者の姿は無い、とのことでございますゆえ、外の風に当たるのもよろしいでしょう」

　ネマコルの言葉を聞いたリューカ姫の顔が輝いた。

「では、里のバザールに行ってもよろしいのですね？」

「はい、我らも警護に付きますゆえ、御安心を」

　そう言って小さくうなずいたネマコルを見たリューカ姫は、振り返って龍也に向かって微笑ほほえみかけた。

「タツヤトワタシ、バザール歩ク、キット楽シイ！」




　キンリの里の街は、周囲を切り立った崖がけで囲われた楕だ円えん形の広い空間の中にある。

　広場を取り囲む切り立った崖には、岩を掘りぬいて作られた住居の窓が並び、その下に二階建てや平屋の住宅や商店が広場を中心にほぼ同心円状に建てられている。

　空から見れば、さながら大地に開いた巨大なクレーターの中に街が並んでいるように見えるだろう。

　中央の広場には、各地から集まる巡じゆん礼れい者のための宿屋や、普通の人々の家々が立ち並んでおり、中心部には様々な品物を商あきなうバザールが作られている。

　セリカスタンが内戦状態になっても、キンリの里にやってくる巡礼者の数は減らなかった。いや、むしろ増えていた。

　危機から身を守ると言われている祖そ霊れいの護ご符ふを求めるために、兵士の家族たちが次々にこの地を訪れていたからである。

　キンリの里のバザールは各地の様々な産物が売られており、巡礼だけではなく、このバザールを目当てでやってくる人も多い。

　行き交う人々に口上を述べて商品の説明をして気を引こうとする雑貨屋の店主の声や、客寄せのために置かれた店先のラジカセから流れる演歌によく似た節ふし回まわしの民俗音楽。

　声高に値引き交渉をする気の強そうなおばさんの客に、困ったような顔で応対する、人のよさそうな主人。

　龍たつ也やとリューカ姫ひめは、人々が行き交うバザールの隅すみっこで、賑にぎやかな街のざわめきを浴びながら、しばらく黙ったまま立ち尽くしていた。

「……にぎやかだなあ」

　龍也の独り言のつぶやきを聞いたリューカ姫が小声でたしなめた。

「ニホンゴ使ワナイ！」

「え？　あ、そうか……」

　龍也はあわててセリカスタン語で言いなおした。

「にぎやかだ」

「ええ、護ご符ふを欲しがる女の人が増えました……戦いが続くことを知っているのです」

「戦いとは……内戦のこと？」

「そうです。みんな、兵士になった夫や息子むすこのために、護符をもらいに来ています」

　リューカ姫はそう言うと、神しん殿でんの洞どう窟くつの入り口に下がる、七色の刺し繡しゆうを施した色鮮やかな布を見上げた。

「あの、テンジンに捧ささげるタンダルムの布に施してある刺繡は、すべて自分の子や孫まごや夫や父の無事な帰還を願って、このキンリの里に巡礼に来られた方が、一針ずつ施したものです……セリカスタンに戦争が起こるたびに、このキンリのタンダルムは人々の願いの分だけ厚く重くなっていくのです。あのタンダルムの布が軽やかに風に舞う日が早く来て欲しい……」

　そして、気分を変えるように微笑ほほえんだリューカ姫ひめは龍たつ也やの腕うでを取って聞いた。

「バザールの中で何か食べましょう、何にします？」

　食べ物という単語を聞いたとき、龍也の脳裏に、今までキンリの里で食べてきた様々なセリカスタン料理が浮かんだ。

　チーズの入った揚げパンとかギョウザみたいなのとか、いろんな料理があった。でも、俺おれが今一番食いたいのは、お寿す司しだ！

　回転寿司でなくてもいい！　スーパーで売っている海の苔り巻きといなり寿司のパックでもいい！　ちくしょう！　日本に帰ったら死ぬほど寿司食ってお茶飲んでやる！

　でも、無理だよなあ、セリカスタンじゃあ。

　ここで食える料理で、日本風のヤツといえばうどんみたいな麵めん料理くらいのものかな？

　そういえば、あの肉うどんみたいな『ラグマン』って麵料理は、もしかしたら『ラーメン』の原型なのかもしれないな。ラグマンとラーメンって語感も似てるし……。

「……どうかしましたか？」

　ぼんやりとセリカスタンの麵料理のことを考えていた龍也は、心配そうに覗のぞき込んできたリューカ姫の顔を見て我に返った。

　長い髪かみを後ろでポニーテイルのようにまとめたリューカ姫は、いつもの姿と違って、ちょっと大人おとなびて見えた。
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　龍たつ也やは、初めてキンリの里のバザールに出かけたときのことを思い出していた。

　……この子は、ときどき俺おれなんかより、ずっと大人おとなに見えるときがある。

　俺おれがバウズって名前の熱い肉まんを食って、中の肉汁を口からこぼしたときも、まるで姉が、できの悪い弟の面倒を見るように、俺の服を拭ふいてくれたっけ。

　龍也は心配そうな顔をするリューカ姫ひめに向かって笑ってみせた。

「バザールにバウズの店は出ているかな？」

「はい、出ていると思います。バウズが食べたいのですね？」

「うん、今度はこぼさないように、気をつけて食べるから」

　リューカ姫も、龍也と初めてバザールに出たときのことを思い出したのだろう、小さく、くすっと笑ってから龍也の腕うでを取って、ゆっくりとバザールの東の端はしにある食べ物の屋台が並んでいる一角に向かって歩き始めた。

　ベンチのような長椅い子すに座った二人が熱あつ々あつのバウズを食べ終えた頃、バザールの商人の中にリューカ姫に気づいた者が出始めた。

　同じキンリの里の者は、見て見ぬ振りをしていたが、遠くから来た別の部族の商人の中には、それを知って自じ慢まんげに客に話す者がいた。

　バザールの中に、キンリの里の姫巫み女こさまがお忍しのびで参まいられているそうだ……というウワサが飛び交うのに、そう時間はかからなかった。

　そして、その言葉の中にもう一つ別の名前が加えられると、その声はささやき声から驚きの声に変わった。

「シマオオカミさまが一緒だそうだ！」

「姫ひめ巫み女こさまとシマオオカミさまが、参られたそうだぞ！」

　キンリの里の住民たちの間には龍たつ也やの姿は、もはや珍しいものではなかったが、巡じゆん礼れいにやってきた他ほかの部族たちにとってはそうではなかった。

　最初、人々の間に流れていたシマオオカミの情報は、

『シマオオカミはキンリの姫巫女を守るためにテンジンが遣つかわした軍ぐん師しであり、その外見は見み目め麗うるわしく、眼光鋭く、その目で見つめられるといかなる企たくらみも謀はかりごともたちまちのうちに見破られてしまう』

　……という、どこかの民族の伝承物語に出てくるヒーローのようなものだった。

　しかし、こんな夢物語のような情報は長続きしなかった。

　ものの数週間もしないうちに人々の間には、

『シマオオカミを名乗っているのは十七歳さいくらいの、見るからに冴さえない風ふう貌ぼうと顔色の、メガネをかけた外国人の若者である』

　という正確な情報が流れはじめていた。

　しかし、シマオオカミがセリカスタンのどの部族ですら手も足も出なかった政府軍の空くう爆ばくを中止させた、というウワサが人々に伝わったとき、龍たつ也やの外見は、無む慈じ悲ひな強力な敵てきに力ではなく知恵を持って立ち向かう中国の三さん国ごく志しなどに登場する軍ぐん師しのイメージと重なって受け取られることとなった。

　そして今や、龍也……いや、軍師シマオオカミはセリカスタン中で知らぬ者は無い有名人となっていた。

　最初に龍也のことをシマオオカミだと見抜いたのが誰なのかはわからない。しかし、声に出して告げなくとも、人々の視線は龍也とそしてリューカ姫ひめに集中していた。そして、その視線を追う形で人々が集まり始めた。

　一人、二人、と立ち止まった人の数はあっというまに数十人の規模に膨ふくれ上がった。

「……やばい、バレたかな」

「どうやらそのようですね」

「どうする？」

　リューカ姫はきょとんとした顔で龍也を見返した。

「リネト衆しゆうがおりますから大丈夫だと思いますけど……」

「いや、危険は無いかもしれないけど、こんな風に人が集まってきたら、大変じゃないか」

　龍也の言葉を聞いたリューカ姫の顔色が変わった。

「大変って……もしかしたら、あの中にテロリストがいるということですか？」

　龍也はあわてて首を振った。

「いや違うよ、そうじゃない！　人にじろじろ見られるのが大変だってことだよ」

「人に見られることが……大変なのですか？」

　そう言って小さく首をかしげたリューカ姫を見て龍也は思った。

　……そうか、この子は、こうやって人にじろじろ見られることに慣れているんだ。

　キンリ族の姫巫み女こになったときから、ずっと人々の注目を浴び続けてきているから、こうやって人に囲まれることを、大変なことのように思えないんだ。

　龍也は、自分が初めてこのキンリの里に来たときのことを思い出していた。

　……あのときも、こんな風に、まわりに人だかりができていて、何かイベントでもあるのかと思ったっけ。

　最初の頃、このバザールで俺おれが浴びていた視線は、要するに物珍しさだけだった。

　風のウワサに聞く日本人という生き物を一目見てみようか、という好こう奇き心しんを丸出しにした視線がほとんどだった。

　キンリの里ではテレビは映らない、せいぜいラジオを聞くだけで他ほかに娯ご楽らくが無い。そこにやってきた日本人というのは格好の娯楽だったのかもしれない。

　でも……今の俺に浴びせられている視線は、あのときのものとはちょっと違う。

　……なんて言ったらいいのかな？　好奇心じゃなくて、もっと怖がられているような、どっか尊敬のまなざしが交じっているような、そんな視線だ。

　龍たつ也やがそんなことを考えたとき、まわりを取り巻いた人の輪の中から、一人の老ろう婆ばが龍也の前に進み出た。

　老婆はいきなり目の前の地面に両膝ひざをつくと、龍也に向かって手を合わせ、何やらつぶやきがなら、何度も頭を下げ始めた。

　その老婆は、小声でこんな言葉をつぶやいていた。

「ありがとうございます、シマオオカミ様。あなた様は、恐ろしい空くう爆ばくから村をお救い下さった恩人でございます……我が一族の守り神として孫まご子この代まで語り継つぎとうございます。ありがとうございます、ありがとうございます……」

　その老婆の言葉を横で聞いていた中年のおばさんが、同じように老婆の隣となりに膝をついて龍也とリューカ姫ひめに向かって頭を下げ始めた。

「兵隊に取られたうちの息子むすこが、無事に家に帰ってこられますようにシマオオカミ様のお力にすがりとうございます！　お願いします、なにとぞ無事に！」

　その二人がきっかけだった。

　龍也とリューカ姫の周りに集まった人々の中に、二人に向かって手を合わせ、頭を下げる者が続出した。

　……うわ、まいったな、どうしよう、拝おがまれてるよ。

　俺は別に神様でもなんでもないぞ？

　そのとき、困こん惑わくする龍也をかばうように、横に付き添っていたリューカ姫が一歩進み出て、その場に集まった人々に向かって、よく通る澄すんだ声で話し始めた。

「皆さまにお願い致します。シマオオカミ殿どのは一月前の戦いで傷を負い、いまだ本復なさっておりません。皆様のお願いは、姫巫女の私が聞き届け祖そ霊れいの御み霊たまに願い奉たてまつります。皆様のお気持ちはわかりますが、どうかシマオオカミ殿に静養をお与えくださる様にお願いいたします」

　リューカ姫の言葉を聞いた人々の間に「おお……」とか「ああ……」という声にならない驚きのつぶやきが広がって行く中で、リューカ姫はさらに進み出た。そして、龍也の前に座り込んだ老婆の前に同じように両膝をつくと、その両手を取った。

「お婆ばあ様は、オードン族の方ですね？　シマオオカミ殿は異国の方です。どの部族にも分け隔へだてなくこの戦いを一刻も早く終わらせるために、そして弱きもののために知恵をお貸しくださる心広き御お方かたです。きっと一族の守り神として末永く見守ってくださるでしょう……あとで、巫み女こ頭がしらのところまでおいでください、護ご符ふをお渡しします」

「ああ……ありがとうございます」

　老婆は、リューカ姫の手に触ふれた両手を胸に押し頂いて何度も頭を下げた。

　リューカ姫は同じように膝をついて座り込んでいる中年のおばさんの前に行くと、同じように座り込んで、両手を取った。

「あなたは、セルム族の方ですね？　このキンリの地はすべての部族の祖そ霊れいが集まる地です。すべての祖霊の願うことは一つです。自分の子が孫まごが無事に成長し、一族を絶やすことなく続いていくことです。子が孫が、戦い殺しあうことを望む祖霊はおりません……この戦いが一刻も早く終わり、あなたの息子むすこさんが無事に帰ってこれるように私も祈ります。祖霊に想いが届くようにあなたも心を強く持ってください」

　中年のおばさんは、目から涙なみだをぽろぽろこぼしながら、何度もうなずいた。

　……あれと同じ言葉を、同じように俺おれやサラサさんが真ま似ねして言ったとしても、人々は受け入れてはくれないだろう。感動するどころか、何をキレイゴト言いやがって、と反感を持つ人間のほうが多いだろう。

　でも、なぜだろう？　リューカ姫ひめの言葉は、聞いている人々の心にすっと入っていく。

　……そうか。リューカ姫の言葉も仕し草ぐさも、演技じゃないからだ。

　その場を取り繕つくろうという気持ちも、人々を説得しようという気持ちもリューカ姫には無い。

　リューカ姫は本気で、あの老ろう婆ばやおばさんのことを案じている。自分と自分の言葉を信じている。だから、聞いている人の心に真まっ直すぐに入っていくんだ。

　両手を合わせて伏し拝おがむ人々の間を、優しい言葉をかけて回るリューカ姫をぼんやり眺ながめながら、龍たつ也やは思った。

　やっぱり、リューカ姫は特別なんだな。

　この里の人々にとっても……俺にとっても。

　このまま里にいれば、俺は嫌いやでもシマオオカミであり続けなくちゃならない。責任だって負わされるし、危険な目にだって遭あうだろう。

　日本に戻れば俺はただの天あま山やま龍也に戻れる。何もしなくていいし、責任も何も無い安全で、気楽な高校生活が待っている。

　でも、日本にリューカ姫はいない。俺のことを信頼してくれる人も、俺に一いち目もくおいてくれる人もいない。

　……俺はどうすればいいんだろう？　俺はどっちを選ぶべきなんだろう？

　龍也は、二つの気持ちの間で揺らいでいる自分を持て余すように、小さくため息をついた。







　　　第二章　「インナルド」







　インナルドの街は、南部州にある広い乾燥した平原のほぼ中央に位置しており、人口約三千人のセリカスタンとしては中規模の街である。

　平原の周囲を囲む標高五千メートルクラスの峰みね々みねに降る雪は、溶とけて地面に染み込んだあと、地下水となって地下を流れる水脈となる。

　平原には川は無い。川は水脈となって地下を流れているのだ。

　そしてその地下の川が平原の何箇所かにある断層に沿って地表に湧わき出す場所が、俗にオアシスと呼ばれる場所である。

　そしてオアシスから流れ出た川は、そのまま平原の中にある湖に注がれる。周囲を高い山で囲まれた中央アジアでは、川は海に注ぐことはないのだ。

　インナルドの街は、シルクロードの時代に、この平原の真ん中にあるナルセル湖のほとりに造られた古い街であり、街の外周には、日ひ干ぼしレンガを積み上げた高さ四メートルほどの防壁が築かれている。

　かつて、この防壁は盗とう賊ぞくなどの外がい敵てきから街の人々を守るために使われていた。しかし、今は季節の変わり目に吹く季節風と砂さ塵じんから街の人々を守る風除よけに使われているだけだった。

　セリカスタン政府は、反抗的だった南部のオードン族に対抗するために、この街を軍事的な要よう衝さいとして捉とらえ、政府軍の駐ちゆう屯とん地を置いて、多くのセルム族を送り込んだ。

　しかし、ここより南は、すべてオードン族が実効支配する土地であり、中央政府の威光は、このインナルドの街の外にまで及ぶことは無かった。

　インナルドの旧市街を囲った防壁の外側に塹ざん壕ごうが掘られ、鉄条網が張られ始めたのは、二週間前頃からだった。

　過去におけるオードン族の攻こう撃げきは、すべて遠距離からロケット弾だんを撃うち込む、という間接的なもので、インナルドの街の外にある政府軍の駐屯地を狙ねらった弾たまが流れ弾となって市内に落下することはあっても、市街が直接攻撃の目標になったことはない。

　塹壕と鉄条網によって街を守るということは、インナルドの街が直接攻撃にさらされる可能性があるということの証明に他ほかならなかった。

　その光景は、このインナルドに暮らす多くの人々に衝しよう撃げきと不安を与えることになった。




　インナルドの市庁ちよう舎しやの奥にある市長の執しつ務む室では、政府軍の軍服を着た太った男と、スーツ姿の貧ひん相そうな顔つきの神経質そうな男が激しく言い合っていた。

「バンユー少しよう将しよう！　あの仰ぎよう々ぎようしい鉄条網や塹ざん壕ごうはなんのためだね？　インナルドの市民はあれを見て不安がっている！　市長として即刻工事を中止するように申し入れる！」

　市長の言葉を聞いたバンユー少将は首を振った。

「私はセンドルク大統領から、インナルドを死守するように、との命令を受けてここに配属されております。このインナルドを守るために陣じん地ちを構築するのは当然のことではありませんか！　それよりも市長閣かつ下か。戦場になることが誰の目にも明らかであるこの街に非戦闘員を縛しばり付けておくのは犯罪にも等しい行為だとは思いませんか？　なのになぜあなたは市民に旅行許可証を与えようとはしないのですか？　庁ちよう舎しやの周りをとりまく旅行許可証を求める人の列は毎日増えつつあるというのに……」

　市長は目をむいた。

「治安上の理由から旅行許可証の発行数に制限が設けられていることは、君も知っているだろう！　これは中央政府の指示なのだ！」

「確かに規則はそう定められています。しかし、旅行制限規則は、旅行する人間を管理下に置いて、反政府ゲリラが首都に潜もぐり込まないように作られたものです。このインナルドのような、最前線になるかもしれない都市に適用するべきものではありません！　特例として緊急時、非常時には市長の権限で、許可が出せるはずです！」

「君はこの私に中央政府に逆らえと言うのか！　そんなことをすれば、全責任は私に来る！　私がすべてを負うことになるのだぞ！　センドルク大統領は、インナルドは安全であり、反政府同盟軍の魔まの手から守り抜かれるであろうと何度も言明している！　にもかかわらず私が市民を避ひ難なんさせたりすれば、それはすなわち大統領閣下のお言葉を疑ったことになるではないか！　そんなことができるものか！」

　バンユー少将は、子供に言い聞かせるようにゆっくりと言った。

「いいですか？　このインナルドは、オードン族の支配区域の中に突き出した半島……いや、街道という一本の橋で繫つながっているだけの孤島のようなものなのですよ。街道を押さえられれば、どこからも補給物資は入って来ない。我々は、その日のことを考えて常に駐ちゆう屯とん地に物資を備蓄している。しかしそれは我々軍隊を支えるためだけの、それも最低限の分量なんです。このインナルドの街に住む市民を養えるだけの量は無い。非戦闘員を抱かかえ込んだ状態では戦うに戦えない。このままでは取り返しのつかぬ事になる……あなたにはそれがわからんのですか？」

　市長は、にやりと笑った。

「わかった、要するに君は、自分に、このインナルドを防衛するだけの能力が無いということを言いたいのだな。その旨むね中央に報告しておこう！　軍の将官と言えども、センドルク大統領閣下の親しん戚せきである私に逆らえば、どんなことになるか、楽しみにしておくがいい！　帰っていいぞ！」

　バンユー少将は黙って敬礼すると、そのままくるりと回れ右をして市長の執しつ務む室を出た。

　執しつ務む室を出たところには、副官のモリスン大たい佐さが待っていた。

　モリスン大佐は、バンユー少しよう将しようの表情を見てすべてを察したのだろう、何も言わずに書類カバンを持って少将の後に続いた。

　そして、市役所の廊ろう下かに出てしばらく歩いたところで、あたりを確認してから小声で言った。

「相変わらずですか、あの馬鹿市長は……」

　バンユー少将は吐はき捨てるように言った。

「ああ、相変わらずだよ。あいつはセンドルク大統領の血けつ縁えんだというだけで市長になった人間だからな。大統領の気まぐれで自分の所に転がり込んだ市長というポストにしがみつくには、常に尻尾しつぽを振り、追従すること以外に方法が無いのだ。大統領の言うことを疑ったり、それに逆らうなんてことは恐ろしくて、とてもできんのだろう」

　モリスン大佐は心配そうに聞いた。

「空軍司令官のソナムルの陰いん謀ぼうが発覚して以来、センドルク大統領は疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられ、反逆の兆きざしがあるとウワサされたものが次々に罷ひ免めんされているそうですが……大丈夫ですか？」

　バンユー少将は皮肉な笑いを浮かべてみせた。

「私は軍の中央から、このインナルド防衛軍総司令官に左さ遷せんされた男だ。この上どんな処分を受けても動じんよ。

　世間では公安部の秘密警察に通じる電話の回線を増やす工事が行われているというジョークが流れているそうだが、首都では誰も笑わんよ。軍の幹部と政府の主要ポストについている連中は、自己保身のためにお互いを密告しあっている。私はそんな場所に戻りたくはないね」

「一ヶ月前、少将閣かつ下かが指揮してオードン族の襲しゆう撃げきを撃げき退たいしたあの防衛戦が、完全なワンサイドゲームだったのがいけなかったのかもしれませんね……あのあと、閣下を代理司令官ではなく正式な陸軍総司令官にすべきだという声があちこちで上がりましたが、それが怪け我がから復帰した陸軍総司令官殿どのの耳に入ったのが、すべての原因でしょう……」

　モリスン大佐は、そこで言葉を切ると微笑ほほえんだ。

「閣下からすれば都みやこ落おちかもしれませんが、私や部下からすれば、頼もしい守り神が降こう臨りんしてきたようなものです。おそらく市民も私と同じ思いでしょう。オードン族に負ければ自分たちがどうなるかわかっていますから」

　バンユー少将は、市役所の窓から南の地平を見て言った。

「我々は今、このインナルドの南側を中心に何重もの陣じん地ちを構築している。敵が機械化された正規軍並みの攻こう撃げき部隊を送り込んでくるなら、この縦じゆう深しん防ぼう御ぎよ陣地が役に立つだろう。いずれにしろこの戦いに負けるわけにはいかないのだからな……」

　バンユー少将の言葉にモリスン大佐がうなずいたその頃、インナルドの南に広がる丘きゆう陵りよう地帯では、上半身裸はだかになってシャベルを振るう兵士たちの姿があった。

　平原の両側に連なるその丘陵地帯は、長い年月によって山が風化して丘になったものであり、丘の頂上付近に大きな岩がいくつもむき出しになっている風景は、西部劇に登場するアメリカの中西部の砂さ漠ばくにどこか似ている。

　バンユー少しよう将しようの立てた防ぼう御ぎよ計画は、平原の中央に地じ雷らい原げんを構築し、その両側に連なる丘の一つ一つに塹ざん壕ごうを掘り、無反動砲ほうと対戦車砲を備えた陣じん地ちを作り、それぞれの陣地を連絡壕ごうで結び、相互支援できる位置に火器を配置する、というものだった。

　陣地を攻こう略りやくされ、支えきれないと判断された場合は、その陣地を放ほう棄きして直ただちに後方にある次の陣地に移動する。そして敵てきを包囲できる場所まで誘い込み、複数の陣地から一気に砲ほう撃げきと銃じゆう撃げきを浴びせて、これを殲せん滅めつする、といういわゆる縦じゆう深しん防ぼう御ぎよ陣地であり、第二次世界大戦でソビエト軍がナチスドイツ軍を迎え撃うった作戦と同じである。

　その防御陣地の建設現場の一つでは、現場監かん督とく役の中年の軍ぐん曹そうが、一生懸けん命めい塹壕を掘っている若い兵士に声をかけていた。

「手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込まれてもいいように、塹壕の底にはちゃんと傾斜をつけて、その先に深く溝みぞを掘っておけよ。手を抜くと自分の手や足でツケを払うことになるぜ」

　若い兵士は顔を上げて白い歯を見せながら答えた。

「グレネード・サンプってヤツですよね。マニュアルに書いてありましたけど……あれって本当に効果あるんですか、軍ぐん曹そう殿どの」

　その屈くつ託たくのない笑顔を見た軍曹は、苦笑いしながら答えた。

「何を寝ぼけたことを言ってんだ。効果があるから教本とかマニュアルとかに書いてあるにきまってるじゃねえか。あそこに書いてある塹壕の幅とか深さ、土ど囊のうと材木で壁を補強する方法、それは、全部お前の祖じ父いさん、ひい祖父さんの代からずっと引き継つがれてきた、戦争で生き残るための方法なんだ。ぐずぐず言わねえでしっかり掘れ！　今度の敵は馬に乗った民兵じゃねえ、戦車に乗った機械化歩兵だそうだ。準備砲ほう撃げき食らっても塹壕が崩くずれないように土囊でしっかり補強しておかねえと、生き埋うめになっちまうぞ」

　若い兵士は首をすくめたあとで怪け訝げんな顔で聞いた。

「どうしてナガス族のヤツら、そんな兵器を持ってるんですか？　もしかして中国から貰もらっているとか？」

　軍曹は首を振った。

「ナガス族と中国が繫つながっているってウワサは昔からあるからな。もしかしたら弾だん薬やくとかは貰っているかもしれねえな。でも、戦車とか野や砲ほうとかそういった装備は違う。ありゃあみんなソビエト時代のシロモノらしいぞ」

「ソビエト時代って言うと、もうずいぶん前ですよね」

　そう言って右手で汗を拭ぬぐった若い兵士を見て軍曹が笑いながら言った。

「馬鹿、そんな手で顔を拭ふけば額ひたいが泥どろだらけになっちまうだろうが！　ちゃんと拭いておけ……そうだな、お前ら若い連中は知らんだろうが、ソビエト時代はナガス族もキンリ族もみんなひっくるめてセリカスタン共和国軍だったんだ。んでもって中国との国境付近に住んでるナガス族は土地勘かんがあるってんで、中国との国境を守る守備隊に回されていたんだな。ソビエト崩ほう壊かいの前に、通常兵器削さく減げん軍縮ってのがあって、駐ちゆう留りゆうソビエト軍の戦車とかは全部穴掘って埋うめちまったんだが、ナガス族の連中はそいつを堀り出して整備して自分たちの物にしちまったんだ……かれこれ二十年近く前の話だ……」

　軍ぐん曹そうがそこまで言ったとき、南の方角から爆ばく発はつ音と銃じゆう声せいが響いて来た。

「何かあったんでしょうか？」

「何かじゃねえ！　敵てき襲しゆうに決まってるだろう！　おい！　作業中止だ！　配置につけ！」

　ぼんやりと南の地平線を見ていた若い兵士は、シャベルを投げ捨てると、あわてて小しよう銃じゆうと弾だん帯たいを取りに走った。

「通信士！　本部からの通信を傍ぼう受じゆしろ！　伍ご長ちよう！　双そう眼がん鏡きようを持たせて一人岩の上に上げて周囲の確認をさせろ！　敵は近いぞ！」

　丘の中腹に塹ざん壕ごうを掘っていた戦闘工兵部隊は大あわてで戦闘配置に移った。

　ばたばたと走り回る部下を見て、軍曹は舌打ちをした。

　……くそ、ここしばらく襲しゆう撃げきが無かったから気が緩ゆるんでいたな。全員を作業班に回しちまっていたぜ……こんなところを襲撃されたら、ひとたまりもねえ。

　そのとき、丘の上にある岩によじ登った部下から報告があった。

「南東の丘……第二分隊の作業区域に爆ばく発はつと思われる煙けむりが上がっています！」

「煙だけか？　敵らしきものは？」

「まだ何も……あっ！　見えました！　小型トラックです！　荷台から無反動砲ほうを発射しています！」

「武ジ装ヤトンラグッークトか！　何台だ！」

「砂すな煙けむりでよくわかりませんが七、八台程度ではないかと思われます！」

　軍曹は考え込んだ。

　……少なすぎる。もしかして別方向から本隊が来るのか？　いや、もし大部隊が動いているのなら、周辺の監かん視し哨しようから報告が来ているはずだ。

　きっとあのトラックは、分散して夜のうちに監視哨をすりぬけたかどうかしたのだろう。

　……ということは、こいつは威力偵てい察さつの可能性が高い。

　軍曹は顔を上げると、分隊支援火器の軽機関銃を構えている兵士に向かって怒鳴った。

「やつらが、こっちに来るかどうかわからんが、射程内に入ったら射しや撃げきを開始しろ。当てようと思うな、無反動砲の射しや手しゆの狙ねらいを狂わせれば充分だ！」

　やがて、隣となりの陣じん地ち構築現場の兵士たちが、軽機関銃を撃うち始めると、その丘の向こうに砂煙が立った。

「敵トラック近づきます！」

　岩の上で見張りについていた兵士が叫ぶのと、砂すな煙けむりの中からトラックが飛び出すのは同時だった。

　それは、すべて日本製の四輪駆く動どうのトラックだった。

　トヨタ・ハイラックスやニッサン・ダットサントラックなどのピックアップトラックの荷台に十二・七ミリ口こう径けいのデグチャレフ重じゆう機関銃じゆうや、Ｂ─11一〇七ミリ無反動砲ほうを搭とう載さいしたこの種の武装トラックは、町工場程度の設備があれば簡単に作ることのできる安価な戦闘用車両であり、アフリカでは『テクニカル』、アフガニスタンなどの中央アジアでは『ジャングート』と呼ばれている。

　ベースになっているトラックは、ごく普通の民間用の車両で、防ぼう弾だんや装そう甲こうは一切無い。身を守るのはその機動性である。

　銃の弾たまというのはそう簡単に当たるものではない。ましてや動く標的に対する命中率は著しく下がる。

　トラックを運転している反政府同盟の戦士たちも、そのことをよく知っているのだろう。トラックは速度を保ち、ジグザグに走りながら、荷台に乗った戦士が重機関銃を乱射している。

　やがて、八台のトラックの列のほぼ中央あたりにいたトラックの速度が落ちた。

　……なんで、あのトラックは停まりやがったんだ？

　もしかすると……。

　その動きにピンと来た軍ぐん曹そうは、持っていた双そう眼がん鏡きようを速度を落としたトラックに向けた。

　そのトラックの荷台には、細長いパイプのようなものが取り付けられていた。

　そして、トラックが止まるのと同時に、荷台に立った二人の男がハンドルをぐるぐる回して、そのパイプを構築中の陣じん地ちに向けはじめた。

　軍曹は持っていた双眼鏡を下ろして、部下に向かって叫んだ。

「あの止まったトラックを撃うて！　あれには無反動砲が積んである！　やつら車を止めて、こっちに狙ねらいをつけている！　撃たれる前に撃て！」

　土ど囊のうの上に据すえつけられていたＲＰＤ軽機関銃を構えた兵士が、あわてて引き金を引いた。

　この軽機関銃の弾だん丸がんは兵士たちの持つＡＫ47自動小銃と同じだが、ＡＫよりも発射速度が速いために、兵士たちの持つ銃よりもカン高い銃声をあたりに響かせながら発射炎えんを吐はき出した。

　軍曹が覗のぞき込んだ双眼鏡の中には、トラックの周辺に着ちやく弾だんした銃弾が無数の土の噴ふん水すいを噴ふき上げる中で、無反動砲の照準を必死に合わせている戦士の姿が見えた。

　……くそ、有効射程ギリギリだから着弾地点がバラけちまっている！　一弾だん倉そう撃ち尽くす前に当たってくれ！

　軍曹が心の中で願ったそのとき、自分たちの陣地とは違う場所から機関銃の銃声が響いてきた。

　それは、周りにある構築中の陣地からの射撃だった。

　作業についていた他ほかの戦闘工兵部隊が、攻こう撃げきを仕掛けてきた武装トラックに向かって軽機関銃じゆうを撃うちまくり始めたのだ。

　機関銃の火線は、四方八方から延びて、武装トラックを押し包んだ。

　軍ぐん曹そうの双そう眼がん鏡きようの中に、停車して一〇七ミリ無反動砲ほうの照準をつけていたトラックの周囲に弾だん着ちやくが集中し、荷台にいた二人の戦士が、転げ落ちる光景が飛び込んできた。

「やった！　これで無反動砲は撃てないぞ！」

　陣じん地ち構築中の各分隊が装備している軽機関銃は一丁ちようだけだった。しかしいくつもの異なる方向から同時に撃つことにより、武装トラックの行く手を阻はばむ形となった。

　逃げ場を失ったトラックは、その場でＵターンして逃走を始めたが、その最中に銃じゆう弾だんに運転席を射抜かれて停止するトラックが相次いだ。

　停止してしまえば、銃弾はさらに集中する。防ぼう弾だん板ばんなどを張っていないごく普通の民間用のトラックは、そのまま蜂はちの巣すのようになって完全に破壊された。

　この日攻こう撃げきしてきた八台の武装トラックのうち、逃げることができたのは三台だけだった。

　バンユー少しよう将しようの計画による丘きゆう陵りよう地帯に構築中の陣地は、図らずもその威力を証明する形となった。

　反政府同盟のジャングート八台の奇襲攻撃を、工兵部隊の軽機関銃だけで撃げき退たいした、という報告を受けたインナルド駐ちゆう屯とん地にある防衛軍司令部では、机の上に広げた縦じゆう深しん防ぼう御ぎよ陣地の配置図を前にした参さん謀ぼうたちが、明るい顔で状況の分ぶん析せきをしていた。

「構築途中の未完成な陣地そのものに効果があったわけではない。相互支援可能な位置に配置されていた軽機関銃の十字砲ほう火かに、それだけの威力があったと考えるべきだな」

「陣地が完成して、Ｔ─12一〇〇ミリ対戦車砲や重じゆう機関銃などを据すえ付ければ攻撃力は格段に上がるに違いない。攻撃は最大の防ぼう御ぎよと言うが、その点から考えるとこの陣地群の防御力は、かなりのものになりそうだ」

「反政府同盟が攻めてきても、充分持ちこたえることはできそうだな」

「うむ、同盟軍は数が多いが、しょせんは民兵だ。我々正規軍とは、装備の質が違う。どうということはないだろう」

　そのとき、状況分ぶん析せきをしていた参さん謀ぼうの一人が、何も言わずに眉まゆをひそめて考え込んでいる同どう僚りように気がついた。

「おい、チタ少しよう佐さ。どうした？　何か気になることでもあるのか？」

　チタ少佐と呼ばれた参謀は、はっとしたように顔を上げて、声をかけてきた同僚に答えた。

「あ、いや、今回の奇襲は、ジャングートだったから軽機関銃でなんとか撃退できたが、もし、あれが装そう甲こう車両だったら、こうは簡単に行かなかっただろうな、と思ってね」

「あの陣地には、対戦車砲や、対戦車ミサイルなどが配置される予定だ。そうすれば装甲車両なんか簡単に撃げき破はできる。別に心配要らないだろう？」

　チタ少佐は真剣な目で同僚を見ると、小声で言った。

「ミヒロ少しよう佐さ、お前は通信担当じゃないから、首都の陸軍軍令部の空気がわからないと思うが……首都の連中は、本当に増援の砲ほうやミサイルを送ってくると思うか？」

「増援が来ないっていうのか？　それってどういう意味だ？」

「声が大きい！」

　ミヒロ少佐はあわてて声を潜ひそめた。

「あ、すまんすまん、いきなりな話なのでびっくりしたんだ……それより、それってどういう意味だ？」

「バンユー少しよう将しようは警戒されている。あの人は有能であるところを見せすぎた。失点続きのリューコフ司令官は自分のポストを、あの人に奪われるかもしれないと疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられている。そして、これが一番問題なんだが……」

　チタ少佐は、さらに声を潜めて言った。

「センドルク大統領が、もっと疑心暗鬼に駆られているってことだ。ソナムル空軍司令官のようなヤツが他ほかにもいると思い込んでいる。部下を疑い出した上の人間ほど始末に負えないものはないぞ」

「それはそうだが……いくらなんでも、このインナルドを見殺しにすることはないだろう。国家の命運より、個人的な感情を優先するようなそんなことをするわけがない」

「そうだ……それが常識だ。でも、人間が常に賢い行動を取るとは限らない。人間の歴史ってのは愚ぐ行こうの歴史だ。人間ってのは愚おろかだぞ、俺おれもお前も含めてな……」

　そう言ってうなずいたあとで、チタ少佐はインナルドの地図の北側を指差した。

「俺が注目しているのは、縦じゆう深しん防ぼう御ぎよ陣じん地ちよりも、実を言うとこっちの街道の方だ。俺が攻せめる側なら、まずこの補給路を攻こう撃げきする。立て籠こもる敵てきを倒すにはまず補給路を断つのはセオリーだ。そして、点を守るのは簡単だが線を守るのは難しい。四キロごとに防衛拠きよ点てんを置いて、輸送トラックには護衛がついているが、待ち伏せする場所はいくらでもある」

「いや、道路沿いは、武装ヘリコプターが哨しよう戒かい飛行をしているから大丈夫だ。ゲリラコマンドが待ち伏せしていても、上空から見ればすぐに発見できる。今のところ問題なく通行できているじゃないか」

　チタ少佐は小さく首を振ってみせた。

「武装ヘリコプター部隊を首都防衛のために転進させるというウワサが流れているんだ」

「まさか！　ヘリは航空戦力を持たないゲリラコマンドに対して圧倒的なアドバンテージを持つ部隊なんだぞ！　一番必要で、一番効果的な場所から引き揚げる理由は、なんのためだ！」

　ミヒロ少佐は思わず声を荒げたが、今度はチタ少佐もその声を制しなかった。

「確かに、お前の言うとおり、武装ヘリコプターの制空攻撃の攻撃力と制圧範囲は他ほかの部隊の比じゃない。だが、武装ヘリコプターは高価な兵器で数が少ないし、それを操そう縦じゆうできるパイロットも多くはない。ここで消しよう耗もうしてしまえば後が無いというのがその理由だろう。戦力温存というヤツだ」

　チタ少しよう佐さとミヒロ少佐のやり取りは、他ほかの参さん謀ぼうたちにも届いていたのだろう、参謀本部の中に驚くような声が上がった。

「武装ヘリコプター部隊が首都防衛に引き揚げられるだと？　おい、それは本当か？」

「そんな馬鹿な話があってたまるものか！　あの部隊がいるからこそ、このインナルドは孤立せずにいられるのだぞ！　ヘリ部隊がこのインナルドの生命線を握っているんだ！　軍令部は何を考えているんだ！」

　驚き騒ぐ参謀たちを見たモリスン大たい佐さが、たしなめるように言った。

「チタ少佐！　それはウワサに過ぎんのだろう？」

「はい、今のところは……ですから、最悪の場合の可能性の一つとして話したまでです」

　モリスン大佐は、小さく首を振った。

「確かに、ありとあらゆる状況を仮定してそれに対応する策を練るのが我々参謀の仕事だ。可能性の一つとして語るぶんには構わんが、君は通信担当参謀でもある。他の誰よりも早く中央の動向を知る立場にある。その立場をよく考えてから発言したまえ」

　そしてモリスン大佐は、まわりにいる参謀たちに視線を投げた。

「最悪の場合を考えるのは我々の仕事でもある。もし、武装ヘリ部隊が引き揚げられるとしたらどうすればいいのか、そういうときこそ冷静になって、方策を考えるのが我々参謀の仕事だ！　怒りに燃えて軍令部を罵ば倒とうしたところで事態は変わらんのだ！　無む駄だなことに精神力を使うのではなく、いかにして危機を乗り越えるかに使え！」

　参謀たちは、ばつが悪そうな表情で、互いの顔を見合わせた。




　一時間後、インナルド駐ちゆう屯とん地の中にある司令部の一室では、防衛部隊総司令官であるバンユー少しよう将しようと参謀のモリスン大佐が、首都にある軍令部から送られて来た通達を見て、難しい顔をして黙り込んでいた。

　最初に口を開いたのはモリスン大佐だった。

「軍令部が送ってくる増援の大たい砲ほうも対戦車ミサイルも、こっちの要求した数字の半分です。これでは防ぼう御ぎよ陣じん地ちを作っても機関銃じゆうしか配置できませんが……」

　バンユー少将は、にやっと笑うと、モリスン大佐の持つ通信用紙の表を指さした。

「その数字をよく見たまえ。軍令部に、あらかじめ水増しして請求しておいたのだ。定数を満たすまでは行かないが、充分戦えるだけの数は確保されているはずだ」

　手に持った通信用紙にもう一度目を落としたモリスン大佐は、小さく声を上げた。

「おお！」

　バンユー少将の言葉に噓うそはなかった。軍令部が送って来る砲ほうやミサイルと、今、この駐屯地に配備されている砲やミサイルの数字を合わせたものは、必要定数の八割近い数字だった。

　モリスン大たい佐さも、バンユー少しよう将しようを真ま似ねて、にやっと笑ってみせた。

「さすがです。少将のほうが、軍令部の連中より役者が一枚上うわ手てですな」

「私だけの力ではないよ。事務方とか、装備課とかそういったところの連中がいろいろ手を回してくれた結果だ。この戦いは負けられん。そのことを誰もが理解しておるのだ。後方から増援の装備が届き次第、陣じん地ちに据すえ付ける事ができるように準備を進めてくれ」

「了解しました！」

　モリスン大佐は敬礼すると、バンユー少将の執しつ務む室を出て行った。

　一人になったバンユー少将は、ゆっくりと自分の机に近づくと、壁に掲げられたセンドルク大統領の大きな写真に視線を移した。

　……センドルク大統領閣かつ下か。あなたは、この内戦を始めたとき、事態がこうなるかもしれないとお考えになっていたのですか？

　自分が、本当はセリカスタンの大統領ではなく、セルム族だけの大統領だったということをご存じなかったのですか？　話し合いでも懐かい柔じゆう策でもない、内戦という方法を取るということは、この国の四分の三を敵に回すということを……。

　そして、バンユー少将は視線をセンドルク大統領の隣となりに掲げられている、新型戦車の写真に移した。

　それは、旧式化したＴ55型戦車に代わって、ウクライナから急きゆう遽きよ輸入することが決定した新型のＴ72ＡＧ戦車の写真だった。

　バンユー少将は、小さくため息をついて肩かたをすくめた。

　……私も、人のことは言えんな。あなたの唱となえるセルム族至上主義に共感を抱いだいた人間の一人なのだから。

　西側資本から資金援助を受け、最新型の装備によって武装したセルム族はセリカスタン最強の部族となる。馬と小しよう銃じゆうしか持たぬオードン族のような蛮ばん族ぞくや、東の辺境にいるナガス族のような狡こう猾かつな部族を力で平定し、このセリカスタンをセルム族の手で統一できるのだ、というあなたの言葉を聞いたとき、そして目の前に新型の装備のカタログを見せられたとき、私もあなたの言葉を信じた。この内戦は勝てる。明あ日すにでもセリカスタン全土がセルム族の土地になると私は錯さつ覚かくしていた。

「おわかりですか？　我々は、戦争を続けることはできます。しかし、戦争を止める事はできません。それができるのはあなただけなのですよ……」

　バンユー少将が、もう一度視線をセンドルク大統領の写真に移して、そう小声でつぶやいたその頃。

　ダワフの村にある反政府同盟軍の司令部では、サラサたち三人が黙ったまま難しい顔でインナルドの地図を囲んでいた。

　最初に口を開いたのは、ナガス族の将しよう軍ぐんであるラクアクだった。

「インナルドの防衛陣じん地ちは想像以上に厚く、兵士の士気もきわめて高いことがわかった。ジャングート部隊は非装そう甲こう車両とはいえ機動力に優すぐる。それが壊かい滅めつ的な損害を被こうむった理由は、この巧たくみな防ぼう御ぎよ陣地の配置にある。軽機関銃じゆうでさえこれほどの威力があるのだ。もしここに野や砲ほうや対戦車ミサイルなどが配置されれば、我が軍の戦車を持ってしても、突破は難しいだろう」

　サラサがうなずいた。

「そのとおりよ。この陣地の配置を考えたのは、インナルド防衛軍の総指揮官バンユー少しよう将しようらしいわね」

「バンユーというと、あの男か……センドルク大統領の一族でなければ出世できないと言われた陸軍の中で、実力で将官にまで出世した男として有名な……」

「そうだ！　そして二ヶ月前、我がオードン族の精鋭にロケット弾だんの雨を降らした男だ！　オードン族は決してあいつを許さんぞ！　今なら敵の防御陣地には、対戦車砲もミサイルも装備されていない。明あ日すにでも総攻こう撃げきをかけるべきだ！」

　目に怒りの炎ほのおを燃やして叫んだサゴンを見て、ラクアクは冷ややかに答えた。

「君は、知ち将しように守られた堅けん陣じんを突破することの難しさがわかっていないようだな。確かに最前線の陣地にはまだ砲もミサイルも設置されていないようだが、縦じゆう深しん防御陣地というのは、何重にも陣地が重なっているのだ。その奥の陣地には、すでに対戦車砲やミサイルが設置されていると考えたほうがいい。正面から攻せめかかるだけが作戦ではあるまい」

　サゴンは、そのラクアクの言葉を鼻で笑った。

「ふん、偉そうなことを言っても、ナガス族の自慢の戦車部隊はどこにもいないではないか！　貴様らナガス族は。我々と同盟を結んで一ヶ月になるというのに、最前線に持ってきたのは、武装トラックだけではないか！　先日の強行偵てい察さつでも、犠ぎ牲せい者を出したのは我がオードン族だけで、ナガス族はポンコツトラック五台を失っただけだ！　戦車も大砲も兵士も失うことを恐れて後ご生しよう大事に抱かかえ込んでいたのでは勝てる戦も勝てん！　計算高いのは結構だが、一歩間違うと臆おく病びよう者と変わらん！」

　ラクアクは、呆あきれたように顔の前で手を振った。

「戦車は馬と違って、飛び乗ればすぐに走り出せるというものではないのだ。実戦に投入するとなれば消費するぶんの燃料や弾だん薬やく、そして交換部品など、戦車部隊と共に運うん搬ぱんせねばならない物が山のようにある。それらの品物を運ぶトラックが不足しているために、時間が掛かっておるのだ。ましてや我々の主力戦車は、防御力も攻撃力も高いが、機動力に欠けるＴ─10型重戦車なのだ。戦場に投入できるのはかなり先になるだろう……」

　サゴンは両手を広げた。

「それでは間に合わんではないか！　貴き様さまの戦車隊がやってくる頃にはとっくにインナルドの防御陣地は強化されているだろう！　腰こし抜けのナガス族などと組んだのが間違いだな！」

　そのとき、にらみ合う二人の間に、サラサが割って入った。

「いい加減にしな！　サゴン！　あんたたち民兵レベルの武装では、政府軍の近代兵器の集中砲ほう火かにはかなわないってことを学んだでしょう？　それにラクアク！　あんたも言い訳はいいから一刻も早く部隊を移動させてちょうだい！」

　そして、机の上に広げたインナルドの地図を指差してサラサは言葉を続けた。

「インナルドを迂う回かいして北にある首都の近くの街を攻せめることができれば言うことは無いけど、インナルドの街は東側にあるナルセル湖と西側にある山さん岳がく地帯に挟はさまれた交通の要よう衝さいにある。湖か山を迂回するとなると、二百キロは遠回りをしなくちゃならない。補給とかを考えたらとてもじゃないけどそんなことはできない。私たちは何が何でもこのインナルドを陥かん落らくさせなくちゃならないんだ！　あんたらはそのことがわかっているのか？」

　ばつが悪そうに互いの顔を見合ったサゴンとラクアクを見てサラサは言った。

「オードン族は、オードン族のできることを、そしてナガス族はナガス族のできることをすればいいだけのことよ。

　インナルドの陣じん地ちを正面から攻こう撃げきしたって、犠ぎ牲せいが出るばかりよ。だからサゴンたちには、増援の砲ほうやミサイルが運び込まれないように、まず敵てきの補給路を叩たたいてちょうだい。

　馬に乗った少人数の兵力なら、政府軍の監かん視し哨しように引っかからずに西の山を越えて、インナルドの北側に回りこめるはずよ」

「うむ、ゲリラコマンドの小部隊をいくつか編制して送り込むなら今すぐにでも可能だ。オードン族は、そういった戦いに慣れているからな。だが、我々が増援の砲やミサイルが運び込まれないように敵の補給路を叩いている間にナガス族の連中は何をやっているんだ？」

　そう言って不満そうな顔をしたサゴンに向かって、サラサは両手を広げてみせた。

「何を聞いてるの？　言ったじゃない、部隊の移動をするって！　いい？　協力して戦うってのは一緒に並んで敵に向かって銃じゆうを撃うつことだけを言うんじゃないの！　あんたらオードン族が敵の補給路を攻撃して増援部隊の足を止める。そして時間を稼かせいでいる間にナガス族の部隊がインナルドの正面に展開する。それだって立派に協力して戦うことになるのよ！

　私たちは団結し、強力な政府軍と戦わねばならないの！　勇者が右手に剣を持ち、左手に盾たてを持って戦うとき、右手が左手に、俺おれだけが戦っているのにお前は戦わないのか？　って文句を言うと思うの？　剣には剣の盾には盾の仕事があるのよ、そんなこともわかんないの？」

　サゴンは小さく咳せき払ばらいすると、最後に残った虚勢をかき集めたような顔でサラサに言った。「ああ、うむ、いや、念のために聞いただけだ。我々オードン族は剣にふさわしい部族だ。補給路に対する攻撃は、我々に任せてもらいたい」

　サラサは胸の内で大きくため息をついたあとで、インナルドから北に伸びる街道の地図を広げ始めた。

「今夜からさっそくインナルドの北側に向けて、ゲリラコマンドを送り込みましょう。敵の補給路を叩くのは戦術のセオリーよ……もっとも、敵もそのことはしっかりわかっているでしょうから、そう簡単にはいかないと思うけど。何もしないでインナルドの守りが堅かたくなっていくのを指をくわえて見ているわけにもいかない。とにかく私たちは力を合わせ、何としてでもこのインナルドを陥かん落らくさせなくちゃならないんだ。そのことを肝きもに銘めいじてくれ！」

　サゴンとラクアクは、真剣な目でサラサを見てうなずいた。







　　　第三章　「期待と約束」







　松葉杖づえ無しで歩き始めて三日ほど過ぎた日の夕方。龍たつ也やは夕食を終えたあと、いつものように部屋でリューカ姫ひめと一緒にセリカスタン語の勉強をしていた。

　リューカ姫のマンツーマンのレッスンのおかげで、龍也は日常の会話程度なら充分意味を聞き取れるようになっていたし、話すほうはまだおぼつかなかったが、込み入った内容でなければ意志を伝えることはできるようになっていた。

「えーと『セリカスタンの女の子は、可愛かわい』……発音、合ってる？」

　龍也が日本語とセリカスタン語を交えて質問をすると、リューカ姫が流りゆう暢ちような日本語で答えた。

「カワイイの発音ハ『ジンム』デス。モット『ジ』ヲ強ク言ウト、意味ガ伝ワリマス」

『ジンム』

「ソウソウ、ソレデ大丈夫デス」

　そう言ってにっこり笑ったリューカ姫を見て、龍也は思った。

　……俺おれがセリカスタン語を覚えるよりも早く、リューカ姫ひめが日本語を覚えちまったからなあ。この子は本当に頭の回転が速くて物覚えがいいや。

　そして龍たつ也やは、リューカ姫の手元にある自分のノートパソコンに視線を移した。

　日本に関する教材代わりに、毎日ノーパソいじって遊んでるからなのかもしれないな。あれにはネットニュースとかフルボイスのゲームとかいろんなのがインストールされているから、耳で聞くこともできるし……。

　龍也が、ぼんやりとそんなことを考えていると、リューカ姫が、いきなり真ま面じ目めな顔で聞いてきた。

「ヒトツワカラナイ事聞イテイイデスカ？」

「うん、どんなこと？」

「萌もエ。トハ、ドウイウ意味デスカ？」

「へ？」

　目を見開いた龍也を、リューカ姫は真剣な目で覗のぞき込んだ。

「パソコンノ中ニアッタ女ノ子ノ絵ニ、ツイテイル解説文ニアリマシタ『萌エ美少女』ト……コレハ『モエ』ト読ムノデショウ？」

　龍也の耳の中に、さーっという音が聞こえた。それは頭の中の血が降りていく音だった。

　……やばい、リューカ姫が見たのは、きっとＨＤＤの中に保存してあった美少女ゲームのレビュー画面だ！　十八禁の画像じゃないけど、かなりきわどい絵だったような気がする。

「あ、いや、その、それはね、こう、カワイイ、でもないし、イトオシイ、でもないし、なんと言うか一言では説明できないというか……」

　しどろもどろになって説明する龍也を見て、リューカ姫は怪け訝げんな顔になった。

「イトオシイ、トハ、ドウイウ意味デスカ？」

「いとおしいってのは、こう、なんというか……自分でも美う味まく言えないな……ちょっと待って、今パソコンの国語辞典で調べるから」

　龍也は、パソコンの中にインストールされている国語辞典を起動して、いとおしい、という単語を検けん索さくした。

　……えーと、なになに？　可愛かわいらしくて、大切にしたいと思うことをいうのか、へえ、漢字で書くと『愛いとおしい』って書く場合もあるんだな。よし。

　パソコンから顔を上げた龍也は、もったいぶった言い方でリューカ姫に説明した。

「えーとね、イトオシイってのは、可愛らしくて、大切にしてやりたい、と思うことを言うんだよ」

「ワカリマシタ、ソレデ小サナ女ノ子ノ絵に『萌エ美少女』ト書イテアッタノデスネ」

「そうそう、そういうこと」

「私ハ、下着ヲ見セテイル、胸ノ大キナ女ノ子ノコトダト思ッテマシタ。私、日本ノコト知リマセン、日本ノ文化ハ難シイデスネ」

　にっこり笑ってうなずいたリューカ姫ひめに、内心の狼ろう狽ばいを隠かくしながら、龍たつ也やはもっともらしくうなずいてみせた。

「そ、そうだね、そんなパソコンの中だけじゃ、日本の本当の姿はわからないからね……」

　……というか、俺おれのパソコンの中に入っている情報だけで、日本の姿を理解されたらえらいことになるよな。針の穴から日本を見るようなものかもしれない。

　龍也は、おずおずと聞いた。

「えーと、日本の首都はどこかな？　知ってるよね」

「東京デス、ソレハ常識デスヨ」

　リューカ姫は、馬鹿にしないで、という顔で答えたあとで得意げに付け足した。

「……ソシテ日本ノ文化ノ中心ハ秋葉原デス！」

「あ、いや、えーと……」

「チガウノデスカ？」

「ある一部分の文化の中心であることは間違いないんだけど……さすがにそれが日本の全部だと思われても困ると言うかなんというか……」

「ソウデスカ、私ノ知ッテイルコトハ、少シナノデスネ」

　悲しそうな顔で、小さくため息をついたリューカ姫を見て、龍也はあわてて首を振った。

「いや、違うよ、それは君のせいじゃないよ！　君が悲しむことじゃない」

　リューカ姫は首を振った。

「私ハ悲シイ……私ハ、タツヤノコト、モット知リタイ！　タツヤノ両親ノコト、家ノコト、友達ノコト、街ノコト、ナンデモ知リタイ！　モットモット色々ナコト知リタイ！」

　その、真剣な目を見たとき。

　龍也は、息が詰まったような息苦しさを覚えた。

　この子は……自分のことを想ってくれている。

　それだけで充分だった。好きだった。離れたくなかった。ずっとこのままでいたかった。

　……そうか。

　これが「愛いとおしい」という言葉の意味なんだ。

　俺は今、その言葉の意味を知った。知識でも理性でもない、魂たましいが知ったんだ。

　そして、龍也は力いっぱいうなずいて言った。

「日本に行こう、リューカ姫！　君に日本を見せてやる。俺の両親や家や友達や街を君に見せてあげる！　秋葉原にも連れて行ってあげる！　東京だけじゃない、京都や奈良、九州、四国、北海道。日本は小さな島国だけど、君に見せたい物がいっぱい詰まってるおもちゃ箱みたいな国なんだ！」

「ホントデスカ！」

　目を丸くして、両手を口に当てたリューカ姫ひめを見て、龍たつ也やは我に返った。

「あ、うん、えーと、今すぐは無理だけど、大丈夫。日本に帰ったら、必死にバイトして飛行機代稼かせいで、絶対に迎えに来る。約束するよ」

「ハイ！　待ッテマス！」

　龍也の部屋で、リューカ姫がにっこり笑ってうなずいたその頃。

　キンリの里に一頭の馬が駆かけ込んで来た。

　その馬に乗っていたのは、同盟軍の指揮にあたっているはずのサラサだった。

　馬から降りたサラサは、着ている戦闘服の砂すな埃ぼこりを払おうともせずに、出迎えたネマコルに向かって言った。

「大至急、リネト衆しゆうの戦士長以上の者に集会室に集まるように言って。それとタツヤ……じゃなかったシマオオカミは、どこにいるの？」

「この時間でしたらシマオオカミ殿どのは、自室でセリカスタン語の練習をされているのではないかと思われますが……」

「リューカ姫と？」

「はい、実に仲良く、それでいて節度を持って……微笑ほほえましいものですよ」

　うなずくネマコルを見て、サラサは少し忌いま々いましそうに言った。

「微笑ましいのはわかったから、とにかくシマオオカミにも集会室に来るように言って。自分の将来が掛かっている一大事だからって」

「了解しました」

　そう言ってうなずいたあとで、ネマコルは真剣な目になって聞いた。

「インナルドはそれほど堅かたいのですか？」

　何も言わないうちにすべてを察したネマコルを見て、サラサは目を見開いたあとで、小さくうなずいた。

「さすがはネマコルね……そうよ、強行偵てい察さつは失敗。続いて仕掛けた補給路への待ち伏せ攻こう撃げき部隊も相次いで武装ヘリに発見されて全滅よ。今のところ手も足も出ないわ」

「かくしてシマオオカミ殿の出番が、ついては我らリネト衆にも出番が回ってきたというわけですな、了解しました、では十五分後に全員を集合させておきます」

　ネマコルは唇くちびるの端はしに嬉うれしそうな微笑を浮かべて小さく頭を下げると、その場から立ち去った。

　サラサは、つむじ風のように走り去っていくネマコルの後ろ姿を見送ったあとで、そのまま客人まろうどの間の窓に灯ともる明かりを見上げた。

　リューカ姫と二人で言葉の勉強か。私が通訳しなくても意思の疎そ通つうができるくらいになってくれていれば有難い。

　果たしてあいつの名前だけが役に立つのか、それとも、あいつ自身が役に立つのか、いずれにしろ、それは、これから始まる会議でわかる。

　……腑ふ抜ぬけてなきゃいいけど。




　キンリの里の長老たちの館やかたの奥にある、岩がん盤ばんをくりぬかれて造られた大きな部屋に敷かれた色とりどりの敷物の上に二十人ほどの男たちが、胡坐あぐらをかいて座り込んでいた。

　彼らは、ネマコルが呼び集めたキンリ族のリネト衆しゆうの戦士長以上の階級の者たちだった。

　部屋の奥には、長い白はく髪はつと髭ひげを持つ、キンリ族の族長であるフタルニ老人とサラサ、そして龍たつ也やの姿があった。

　龍也は居心地悪そうに小さく背中を丸めて、ちらちらとサラサの横顔を見ていた。

　……いきなり一大事だって言われて呼び出されちまったけど、いつものサラサさんなら、こういった会議のときに、どんなことを決めるのか、どうすればいいか、あらかじめ教えてくれるのに、今回は事前に何も言わないなんて……俺おれはどうすればいいんだ？

　そのとき、龍也のすがるような視線を無視したままサラサが立ち上がった。

「諸君らに集まってもらったのは、他ほかでもない。我がキンリ族も反政府同盟の一員としての義務を果たさねばならない時が来た。反政府同盟が行っているインナルド攻こう略りやく戦せんに、我がキンリ族も参加していただきたいのだ」

　居並ぶ戦士長たちの間にざわめきが起こり、その中の一人が手を上げた。

「ちょっとまってくれ、我々はこの地に留とどまり、首都の北側から、セルム族を牽けん制せいする。それが約やく定じようではなかったのか？　我がキンリの戦力は乏とぼしい。分散したのではさらに戦力が弱体化することになる。だから我々は、この地に集結し圧迫を加える。それが、ナガス族とオードン族と同盟を結んだときの約定のはずだ！」

「そうよ、その約定は変わらない。しかし、あのときとは状況が変わったの。

　我々反政府同盟は、単なる烏う合ごうの衆ではない。我々には、いざとなれば首都を攻略するだけの力がある、ということをセンドルク大統領と政府首脳に認識させ、交渉の場に引きずり出さねば、この内戦は終わらない。そしてインナルドはそのための最も重要な舞台なの。でも、インナルドの守りは想像以上に堅かたく、オードン族とナガス族の総力を結集して攻せめ落とすにはかなりの犠ぎ牲せいが出ることが予想されるわ……」

　サラサは、そこで言葉を切ると、その場にいたネマコルとリネト衆しゆうの主だった者たちに視線を移した。

「その犠牲を最小限に食い止めるために、あなた方リネト衆の力が必要になったわけ。

　オードン族は少人数のゲリラコマンドで戦うことはできるし、ナガス族は正規軍として大規模攻こう撃げきをかけることはできる。だけど、敵地に潜入して情報を収集するような仕事ができる人間は、我々キンリ族のリネト衆だけなのよ」

　その言葉を聞いたリネト衆の戦士長の一人が言った。

「我々がインナルド攻略戦に参加しなくてはならない理由はわかった。しかし、我々が送り出せる戦士の人数も百人がいいところだろう。たったこれだけの戦力で何ができると言うのだ？」

　サラサは、自分の脇わきに置いたバッグの中から地図を取り出して、床ゆかに広げながら言った。

「それを考えてもらうために、皆に集まってもらったのだ。とりあえずここに来て、この地図を見て欲しい。これが我々が調べ上げたインナルド周辺の防ぼう御ぎよ陣じん地ちの状況だ」

　床に広げた地図のまわりをリネト衆しゆうが取り巻いた。

「これがインナルド。この南に広がっているのが静せい寂じやくの草原。この赤い点が防御陣地で、そこに斜線が引いてある区域が地じ雷らい原げんよ。そしてこの北に延びる線が、インナルドとザケンを結ぶ街道。街道沿いの赤い点は警戒拠きよ点てん。橋と切通しには兵士が二十四時間張り付いているわ」

　龍たつ也やは、なんとなく気後れして、地図のまわりに集まる戦士たちの中に入れずに、少し離れたところから、その様子を見ていた。

　地図のまわりに屈かがみこんだ二十人の屈くつ強きような男たちが、地図の上を動き回るサラサの白い細長い指先を追って一いつ斉せいに頭を動かす様は、どこか滑こつ稽けいに見えて、龍也は思わず小さく笑ってしまった。

　その笑いをサラサは見逃さなかった。

『タツヤ！　お前、他ひ人と事ごとじゃ思うとるの！　これはお前にとっても大おお事ごとなんじゃけえ、もっと真ま面じ目めに考えんか！』

　その日本語の意味は、他ほかの者たちには理解できなかった。しかし、龍也が叱しつ責せきされたことは理解できたのだろう、戦士長たちは互いの顔を見合わせると、ひそひそ言葉を交し合った。

「なぜサラサ殿どのはシマオオカミ殿を叱しかったのだ？」

「よく見ていなかったが、どうやらシマオオカミ殿が笑っていたのを見み咎とがめたようだ」

「笑っていた？　この難なん攻こう不ふ落らくのインナルドの防御陣地の地図を見て？」

　一人の戦士長がうなずいた。

「そうか！　シマオオカミ殿どのの目には、このインナルドの守りなど、児じ戯ぎにも等しいのだ。だから思わず笑いが漏もれてしまったのだ。サラサ殿はその驕おごりを戒いましめたに違いない！」

　居並ぶ戦士長の間に「おお」とか「うむ」という賛同のつぶやきが漏れた。

「そうか、我らキンリ族にはシマオオカミ殿がいたのだ」

「難なん攻こう不ふ落らくに見えるインナルドでも、シマオオカミ殿にかかれば、紙で作った灯とう篭ろうのようなものに違いない！」

　戦士長たちのやり取りを聞きつけたサラサは、日本語で龍也に言った。

『今のを聞いたろうが？　お前は、はぁもはやただの天あま山やま龍也じゃ言ゆうとられん。このキンリの里……いや、セリカスタンにおる限り、お前は軍ぐん師しシマオオカミなんじゃ。そろそろ覚かく悟ごせえ』

『そんなこと言われたって……』

　思わず不服そうな顔をした龍也にサラサはきっぱりと言った。

『よう考えてみい、タツヤ。ここいらの国境はすべて閉へい鎖さされとる。この内戦が終わらん限り、お前は日本には帰れん。日本に帰るんには……シマオオカミじゃのうて天あま山やま龍たつ也やに戻る言ゆうんなら、内戦が終わるんを待つか終わらせるか、その二つしかないんじゃ！』

　そしてサラサは大きくうなずくと、言葉を付け加えた。

『ほうじゃ。お前はこの内戦を終わらせることができる。それだけの力がお前にはある……自分じゃあ気づいとらんけどの』

『俺おれに？　だって……俺は何もしてないし、何もできないぜ』

　目を丸くした龍也にサラサは首を振ってみせた。

『いや。お前はやって見せたじゃろうが。このキンリの里を戦車部隊から救うたし、オードン族への空くう爆ばくもやめさせとる。他ほかの誰もできんかったことをお前はやっとるんじゃ。それを自覚せえ！』

『自覚しろとか言われたって……俺はそんなこと望んじゃいない！　俺は、ただ、やらなきゃいけないと思って……』

　サラサは両手のひらを上に向けて、龍也に差し出すような仕し草ぐさをして言った。

『ほうじゃ。お前はやらんといけんことをやって、そしてそれをやってのけとる。お前は結果を出したんじゃ。その結果がお前に力を与えた。他人を動かす力をの。わしはその力を自覚せえと言ゆうとるだけじゃ』

『俺の……力？』

　サラサの仕し草ぐさを見た龍也は、思わず同じように胸の前で両手を広げ、それを見おろした。

　それを見たサラサは、地図の周りにいる戦士長たちに向き直って龍也を指差し、セリカスタン語で言った。

「見るがいい、シマオオカミ殿どのの頭の中には、すでに両手の指に余るほどの策が浮かんでいる！　我々にはシマオオカミ殿がついている！　何の心配もいらない！」

「え？」

　顔を上げた龍也が何かを言うより早く、サラサが宣言した。

「我々キンリ族の戦士は、これより部隊を編成し、反政府同盟軍に参じる。出発は明後日あさつての朝。それまでに各自装備を整えて欲しい……異議は無いな？」

　戦士長たちはそれぞれに力強くうなずいた。




　キンリ族の戦士たちが去ったあとの広間で、龍也が恨うらめしそうにサラサに言った。

「ひでえなあ、俺は自分の力を自覚しろ……とかなんとか言われたから思わず自分の手を見ただけなのに、それを両手の指に余る策だなんて……そんなの詐さ欺ぎだよ」

「すまんすまん。いやの、お前のその仕草を見とったら、ふと思うたんよ。何も知らん者もんには、その姿はどげな風に見えるかのう……とな。

　ほいで、神しん算さん鬼き謀ぼうの軍ぐん師しが自分の両手を見つめとる姿におうとる説明をつけたんよ。じゃが、誰一人としてわしの言葉を疑わんかったろう？」

「うん……みんなしっかり騙だまされてた……」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうに答えた龍たつ也やを見て、サラサは微笑ほほえんだ。

「それが他人を動かす力じゃ。こうあって欲しい、こうあるべきじゃ、ゆう期待を他人に抱いだかせる人間は、そうはおらんで」

「そんな期待を寄せられてもなあ……」

　サラサは困こん惑わくするように首をひねる龍也を手招きした。

「お前は軍事的には素人しろうとも同然じゃ。そいじゃけえ、わしらには考え付かん方法を思いつくこともできる。説明するけぇしっかり聞いて、ほんでじっくり考えてくれ……衛星携帯電話も使つこうてええぞ。なんじゃったかの……そうそう、あの『ちゃっと』とかゆう場所で相談しても構わん。ほじゃ、まずは地図を見い」

　そう言ってサラサは床ゆかに広げた地図の前に正座するように両膝ひざをつき、説明を始めた。

「インナルドの外周南側半分はの、見てのとおり何重にも防ぼう御ぎよ陣じん地ちが作られとるし、中央の開けた土地には地じ雷らいが埋うめられとる。地雷を踏んだ車両が動けんようになったところを四方八方から狙ねらい撃うちにする仕掛けじゃ。こうゆうんは縦じゆう深しん防御陣地ゆうて、いわば木の年輪みたいに何重にもなっとる。一つを突破してもまた次の陣地が迎え撃うつゆう寸法じゃ」

　龍也はサラサに向き合う位置に座ると、床ゆかに両手を突いて身を乗り出して地図を覗のぞき込んだ。

「街の北側はどうなってるの？」

「街の北側の陣地はそれほど厚うないの。ほいじゃが北に回り込むんには、東側にあるナルセル湖を大きゅうに迂う回かいするか、西にある山を越えにゃあいけん。山には道はないけぇ。人と馬は通れるが戦車や車は無理じゃの」

「湖を迂回する道は？」

　サラサはインナルドの東側にあるナルセル湖の外周を指差した。

「湖の周りには崩くずれやすい岩山が突き出とっての。一ひと抱かかえも二抱えもある岩がえっとたくさん転がっとるんじゃ。うろうろ遠回りしとったら、あっとゆう間に見つかってしもうて、攻こう撃げきされるじゃろ。それと、敵の指揮官はバンユー少しよう将しようゆうての。政府軍の将しよう軍ぐんにしたら珍しゅうに頭が回って部下に慕したわれとる。本当ならこんな地方都市の守備隊の指揮官やっとるような男じゃない」

　龍也は顔を上げた。

「そんな優秀な人が……なんで？」

「例の、このキンリの里に戦車部隊を差し向けて、狙そ撃げき食ろうた陸軍総司令官のリューコフゆう男がおったじゃろ？　あの男が自分のライバルになるんじゃないか思うて、中央から追い払はろうたゆう話じゃ。これはまあウワサじゃけど、案外真実ほんまかもしれんの」

「優秀な人間を追い払わせちゃうなんて、センドルクって大統領も案外人を見る目がないんだね」

　サラサは、にやっと笑ってうなずいた。

「逆じゃ。人を見る目があるけえよ。自分の地位を脅おびやかすおそれのある者もん、自分より優秀な者もんは許さん。それが独裁者ゆうもんじゃ。例の空くう爆ばくを指揮しとった空軍司令官のソムナルが反逆罪で逮たい捕ほされたゆうんは聞いとるじゃろ？　ソムナルは冷れい酷こくじゃが頭の回転は速い。なまじ頭がええ人間を部下に据すえると、寝ね首くびをかかれる可能性がでるけえの」

「それって、要するに頭の悪いヤツだけを自分の周りに置いておけば安心だってこと？」

「ほうじゃ。これが独裁者のジレンマゆうヤツじゃの。優秀な人間は仕事はできるが自分に取って代わろう思うかもしれん。ほんで、愚ぐ直ちよくな人間は裏切る心配は無のうても仕事はできん。そのどっちを取るかゆうことじゃ。歴史を見ればわかるじゃろう？　ヒトラーもスターリンも過去に存在したおつた独裁者はみんな、ライバルになりそうな人間を投とう獄ごくしたり暗殺したりして自分の権力を確立したんじゃ。独裁者にとっては部下が愚おろかなほうが安心できるけえ」

　龍たつ也やはつぶやいた。

「そうなんだ……独裁者って、やりたい放題じゃん、って思ってたけど、誰も頼れないし、誰も信じられないし、気が休まらないし……思ってたより楽じゃないんだな」

「独裁者には限らんがの。人の上に立つ者もんには共通の悩みかもしれん。リーダーは決断を下してこそリーダーじゃ。相談はできても決断は自分一人じゃ。ほんでその結果も責任も一人で背負うんじゃ。その辺のことがわかりゃあ、お前も一人前なんじゃが……。

　さて、話をインナルドに戻すで。インナルドへの敵てきの補給路じゃが、この街の北に延びとる街道一本だけじゃ。敵もそのことはよう知っとる。四キロごとに警戒拠きよ点てんを置いとるし、橋や切きり通どおしなんかの要所要所には兵士が張り付いとる。補給部隊が通る直前には必ず武装ヘリを飛ばして警戒しとるほどじゃ。何度か待ち伏せを仕掛けようとしたんじゃが、すべて発見されて失敗しとる……ここと、ここじゃ……」

　サラサは身を乗り出して床ゆかに手をつき、四つんばいになって地図を指差した。

　ひょい、と顔を上げた龍也が、そのまま固まった。

　龍也の目の前には、戦闘服の胸元の奥に盛り上がる柔やわらかそうな大きな二つの丸い白い丘とその谷間があった。

　龍也が固まったのに気づかぬままサラサは説明を続けていた。

「……人間は布をかぶったり、岩陰に隠かくれたりできるが、馬はそうはいかん。あのへんは開けた土地での、馬を隠せる場所が無いんじゃ。武装ヘリをなんとかせんと補給路への攻こう撃げきは、まず無理じゃろう……って……お前はどこ見とるんじゃ？」

「え？　あの、その……」

　龍也は、あわてて目をそらしたが、視線の行き先はしっかりバレていた。

　サラサは、胸元を押さえたまま、少し赤い顔になって龍也をにらみつけた。

「こんくされ外げ道どうが！　どこを見とる！」

「いや、だって、見ようとして見たわけじゃないよ、前向いたら目の前に……」

「えらい余よ裕ゆうじゃのぉ……煩ぼん悩のうを働かす前に、知恵を働かせぇ！　知恵を！　さっきも言ゆうたとおり、お前が日本に帰ることができるかどうかがこの戦いにかかっとるんじゃ！

　ええかタツヤ、よう聞け。お前はもうわしら反政府同盟軍の一員じゃ。お前の正体はほとんどバレとる。それがどうゆうことかわかるか？　お前はもう、今の政府がある限り、日本には帰れんゆうことじゃ。お前が日本に帰るんには、政府の目を潜くぐって、封ふう鎖さされとる国境を突破して隣りん国こくに逃げ込むか、でなかったらこの内戦を終わらせて、正々堂々と飛行機で帰るか、そのどっちかしかないんじゃ。

　政府の目を逃れて運良く隣国に逃げ込んでも、その国の官憲に捕つかまったら不法入国者じゃ言ゆうてセリカスタンに強制送そう還かんされてしまうかもしれん。そうなったら一巻の終わりじゃ。

　このキンリの里で、内戦が終わるのを待つのもええじゃろう。だが、それはいつになるかわからんぞ。お前は日本に帰りとうないんか？」

「帰りたいとは思うけど……」

　そう答えたとき、龍也の脳裏に、リューカ姫ひめの顔が浮かんだ。

「このまま……帰らなくてもいいかな……とか思ったり、半々だね。だって日本に帰っても別に楽しいことなんか何もないもの」

　その、龍也のにやけた顔を見たサラサは、血けつ相そうを変えた。

「かばちたれなぁ！　お前にも両親が、お前のこと心配しとる家族がおるじゃろが！　家や親兄弟をほんな簡単に捨てられるわけ無かろうが！　お前はまだ国を捨てるんが、どういうことかわかっとらん！　じゃけえそんな風にあっさり答えられるんじゃ！」

　そして、サラサは真剣な目で龍也を見て、ゆっくりと言った。

「わしの祖じ父いさんはの、本気で日本に帰りたがっとった……日本はええ国じゃ、日本ほど住みええ国は無い言ゆうて死ぬまで繰り返しとった。祖父さんが生きとった頃は、この国はソビエト連れん邦ぽうの一部じゃった。今のように自由に行き来できる時代じゃない。帰りとうても帰れん。そうゆう時代じゃったんじゃ。わしの祖父さんは、日本への想いを、わしに日本語を教えることで託たくし、このセリカスタンの土になっとる……今の、お前の言葉を、わしの祖父さんが聞いたら、どう思うかのぉ」

　サラサは小さくため息をついたあとで、言葉を続けた。

「正直言ゆうてお前には悪いことをしたと思うとる。一番最初にお前に出会ったとき、わしはお前を追っ手から逃れる隠かくれ蓑みのにするために利用した。このキンリの里が戦車隊に攻せめられたときも、お前のアイディアを利用した。空くう爆ばくのときもそうじゃ。そうやってさんざんお前を利用して、戦争に引きずり込んでおいて、お前は反政府活動のメンバーだ、日本に帰りたければ協力しろ、というのはあまりにも虫が良すぎる話じゃ。お前が腹を立てても当然じゃな、わしには言い訳はできん」

　サラサの言葉を聞いた龍たつ也やは、あわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いや、腹なんか立ててないって！　本当だよ！」

「うむ……確かにお前はわしの言ゆうことを聞いてくれた。それは本当にありがたいと思っておる。わしらは、絶対にこの内戦に負けるわけにはいかんのじゃ。

　わしらは、センドルクのようなセルム族だけを優ゆう遇ぐうする民族差別を推し進める大統領を認める気はない。今、ここでわしらが負ければ、この先生まれてくる子供たち……セルム族以外の部族の子供たちに未来は無い。わしらはそんな未来を子供に与えるつもりはない。

　わしらは、どの部族の人間でも平等に扱われ、各部族の代表が集まって話し合いで物事を決める、そういう未来を与えたいのじゃ。

　そのために、内戦に勝たねばならん。勝ってセンドルクを大統領の座から引きずりおろし、馬鹿な法律を撤てつ廃ぱいさせねばならんのじゃ。

　そして、この戦いは長引かせてはならん。お前の言ゆうとおり、同じ国の人間が互いに血を流して争うのは愚ぐの骨こつ頂ちようじゃ。サゴンの馬鹿は力押しで攻せめることしか思いつかん、ラクアクは持久戦しか思いつかん、そしてわしはゲリラ戦くらいしか思いつかん……」

　サラサは、龍也に向かって頭を下げた。

「頼む、力を貸して欲しい。さんざっぱら利用して偉そうなことを言ゆっておいて、なんだ！　と怒るかもしれんが、わしらはお前の力を必要としておるのじゃ！」

　龍也は、びっくりしたように目を見開いたあとで、もう一度顔の前で両手を振った。

「は、ははは、いやだなあ、人をからかわないでよサラサさん。俺おれ、そんなたいした人間じゃないよ。ただの、どこにでもいる日本の高校生なんだから」

「昔はそうだったかもしれん、だが今は違う。お前は自分の意思で考え、自分の意思で決定し、自分の意思で行動し、そして結果を出した。そういうことができる人間は別の名前で呼ばれるのじゃ」

「別の名前？　シマオオカミのこと？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサは謎なぞめいた微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「いや、もっと別の名前じゃ。あとで教えてやる……インナルド攻こう略りやくが終わったときにでもの」

「ちぇっ、いつも思わせぶりなんだからなあ、サラサさんは。それって知りたければインナルドを攻略しろってことなんでしょ？　結局そこに行き着いちゃうんだね」

「仕事とゆうのは、できるヤツのところに回って来るものじゃ、最初からこいつには無理じゃとわかっとるヤツに仕事を任せる者はおらん」

　龍也は大きくため息をついたあとでうなずいた。

「わかったよ、考えてみる……」




　自分の部屋に戻った龍也は、いつものように壁にもたれて両足を投げ出し、ぼんやりと考え込んでいた。

　座卓の上には、サラサから渡された地図が置かれていたが、それを開く気にはなれなかった。

　……ああ言ったものの、どうすればいいんだろう？

　龍たつ也やは自分の左足の包帯を見た。

　……この傷と同じだ。自分で決めたことだものな、文句を言っても後悔しても、やっちゃったことは仕方ない。いまさら、こんなつもりじゃなかったとか、もっと楽をしたいのに、とか言っても仕方ない。行けるところまで行く、やれるところまでやってみるしかない。

　失敗するかもしれない、ダメかもしれない。だから何もしない。そういう選択肢しもある。その選択肢を取れば失敗しないから自分は絶対に傷つかない。

　でも……その選択肢を取り続けている限り、何も手に入らない。自分の中からどんどん何かが失われていくんだ。そして、自分で自分が嫌きらいになっていく。

　……日本にいた頃の俺おれのように。

　内戦が終わるとき。そのときが来るまで何もしないで、ただ声を上げるだけで待つんなら誰にでもできる。

　一年でも二年でも、膝ひざを抱かかえてこの部屋から一歩も出ずに、自分には何もできないんだから……と言い訳して、逃げ道を作った上で他人を声高に非難すれば、自分は傷つかないし、全部他人のせいにできる。

　龍也は、ついさっきまで、リューカ姫ひめが座っていた座卓の向こうを見つめて独り言をつぶやいた。

「俺、約束しちまったもんなあ、日本に連れて行ってやる、日本を案内してやる、って……」

　龍也は顔を上げ、座卓の上に置かれた地図と、そしてノートパソコンに繫つながれた衛星携帯電話のセットを見て小さくため息をついてから、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「……やるっきゃない、ってことだな」

　龍也は、のそのそと座卓に近づくと、その上に地図を広げて、あらためて見直した。

　地図の上には、何重にも取り巻いた防ぼう御ぎよ陣じん地ちと、山と湖という自然の要害に守られたインナルドの街があった。

　龍也は考え込んだ。

　……サラサさんは俺に何を求めているんだろう？

　犠ぎ牲せい者を山ほど出して力押しで攻せめるサゴンのような戦い方でもなく、持久戦でもなく、ゲリラ戦でもない方法で、インナルドを攻め落とす方法、それが求められているんだ。

　……専門家のサラサさんが、難なん攻こう不ふ落らくに近いって言うことは、要するに正攻法では無理ってことなんだろう。

　どうやったら敵てきの街を攻め落とせるんだ？　でも、こうやって見ると街というより城みたいに見えるな。城攻めなんて、まるで戦国時代だ。

　龍たつ也やは視線を地図の脇わきにあるノートパソコンに移した。

　……例のチャットで聞いてみるか。

　あそこは、参加している人が、いろんな文ぶん献けんとか知識とかを教えてくれるけど、基本的に傍観者という立場は変わらない。匿とく名めい掲示板よりははるかにマシだけど、いきなり聞いたって、すぐに答えが返って来るわけじゃない。

　何かを聞く前に自分で調べて考えて、それなりの答えを自分なりに出してから聞いたほうがいいかもしれない。

　そこまで考えたとき、龍也は思わず、ぽん、と手を打った。

　そうだ！　この前の空くう爆ばくを中止に追い込んだときに、作戦を立てるための考え方を教わったじゃないか。全体を見るんじゃなくて、それが成り立つ要件を抜き出すって考え方だ。

　そうやって単純化して考えていけば、糸口が見つかるかもしれないぞ！

　飛行機を撃つい墜らくしなくてもいい、燃料やパイロットに何かあれば飛行機は飛べない。そして爆ばく弾だんが無ければ飛行機が飛んでも空くう爆ばくはできない。

　だから、俺おれはその爆弾を運んでくる輸送機をやっつける方法を考え出した。

　今回も同じだ。同じように敵てきの防衛陣じんを構成している要件を考えればいい。

　まあ、とりあえず「城攻ぜめ」「攻こう略りやく法」で情報を検けん索さくしてみるか。

　龍也は衛星携帯電話でプロバイダに接続すると、パソコンのブラウザを起動した。

　大手の検索エンジンのキーワードに単語を打ち込んで検索ボタンを押すと、画面にはずらっと結果が並んだ。

　うわ、九百二十四件もある……でも、見出しを見るとゲーム関連ばっかりで、実際に役に立ちそうな情報はあまり無いなあ。一つぐらい、実際に城を攻めたときの経験とかノウハウとかあっても良さそうなのに。

　そう考えたとき、龍也はその自分の考えが、いかに現実離れしているかに気がついて思わず声を上げて笑ってしまった。

「ははは、当たり前だよな。ゲームの中ならいざ知らず、リアルなこの現実の日本で、武力で城を攻めた経験がある人なんかいるわけないし、そんなノウハウを必要とする人がいるわけが無いじゃないか、馬鹿だなあ俺って」

　ひとしきり一人で笑ったあとで龍也は思った。

　……その、日本人から見たら、どう考えてもゲームの中でしかありえないことを俺はやろうとしている。

　これは、ちっともリアルじゃない、作りものの、誰かがでっち上げた小説の中の出来事のようなことにしか見えないだろう。

　でも、これはマンガでもアニメでもない。このセリカスタンでは、リアルな現実の出来事なんだ。

　……とはいえ、ゲームの攻こう略りやく法はあんまり参考にならないよなあ。現実の攻こう城じよう戦というと、日本じゃ戦国時代まで遡さかのぼらないと無理かもしれないな。

　とりあえず、戦国時代の城攻ぜめのノウハウみたいなものを探し出してみようかな。

　龍たつ也やは、検けん索さくエンジンでヒットしたウェブページの記事を一つずつ読み始めた。

　……えーと、なになに？『孫そん子しの兵へい法ほうによると、城攻めは最も下げ策さくである……』

　なんか、いきなり嫌いやなことが書いてあるなあ。

　まあいいや、続きを読もう。えーと『血けつ気き盛んで我が慢まんできない将しよう軍ぐんが、準備が整う前に兵士たちに向かって、アリのように城壁をよじ登って力押しで攻こう撃げきするよう命じれば、総兵力の三分の一を戦死させても、城は落ちないだろう……』か。

　龍也は、思わずサゴンの顔を思い浮かべた。

　……そうか、あのサゴンのおっさんが、オードン族を率いて大損害を出した戦いは、こういうことなんだな。うん、これは当たってるな。さて、他ほかにはあるかな。

　えーと、こいつは、日本の戦国時代の兵法の解説らしいな……お！　なんか箇条書きにまとめてあるな。なになに？　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが得意とした城攻めの四つの方法か。





一・城を孤立化させて補給と情報を絶つ

二・城内に忍にん者じやを忍しのび込ませて撹かく乱らんする

三・守備兵の士気を挫くじく

四・指揮官を説得する






　ノートパソコンを前にして、龍也は腕うで組みをして考え込んだ。

　……これってつまり、さっき俺おれが考えようとしていた『要件』ってヤツだよな。

　城の中に立て籠こもる軍隊を支えているのは、補給物資と情報、そして兵士のやる気と指揮官のやる気。この四つで、このどれが欠けても城は維持できないってことか。

　でも、なんというか、あまりにも時代錯さく誤ごのような気がするよな。五百年も前の戦い方の考えが、今の二十一世紀に通用するとは限らないものな。

　……例の、あのＩＲＣのチャットで聞いてみようかな。

　龍也は、日本領事館の相そう元もとに教わったとおり、クライアントソフトを立ち上げて、サーバーに接続した。

　パソコンの中をいくつものメッセージが流れ、いつもの、事務的な無味乾燥なチャット画面が現れた。

　ハンドル名は、以前インしたときの〈Ｓｉｍａ〉のままだった。

〈Ｓｉｍａ〉『お久しぶりです、ちょっとお聞きしたいことがあったので、顔を出してみました。よろしく』

　龍たつ也やが挨あい拶さつすると、即座にチャットルームの常連が気軽な返事を寄越してきた。

〈Ｃａｔ〉『よろしく！』

〈Ａｋａ〉『おや、久しぶりじゃな』

〈Ｂｎｏ〉『どもども、元気だったかい？』

　…えーと、確かこの〈Ａｋａ〉って人は、シミュレーションゲームとかのシステムやシナリオ作ってるプロのゲームデザイナーで、〈Ｂｎｏ〉ってのは、仮想戦記やライトノベル書いてるプロの作家で、〈Ｃａｔ〉ってのは、この『ＩＦチャンネルサーバー』の管理人で、情報管理ツールのプロだったよな。

　この三人は、いろんなプロっぽい人が集まるこのチャンネルでも、これまた飛び切りの物知りのカタマリみたいな人たちだったよな。

　三人揃そろってるなんて、こいつは運がいいや。

　龍也は、チャットに、質問を書き込んだ。

〈Ｓｉｍａ〉『大たい砲ほうや対戦車ミサイルなどで何重にも防衛されている都市を攻こう略りやくする方法を調べています。時代は現代で、攻せめる方も守る方も、使用するのは現代の兵器ですが、ハイテクの兵器や大部隊は持っていません』

　龍也の発言がモニターに表示されると、インしていたメンバーの何人かが喰いついた。

〈Ｃａｔ〉『相変わらず面白いことを聞く人だな』

〈Ｂｎｏ〉『もしかしたら本当に小説か何か書いてる人じゃないの？』

〈Ａｋａ〉『いや、Ｂｎｏさんや、そこまで詮せん索さくせんでもええでしょう。要するにわしらはアイデアを出すことが求められているわけだからして』

〈Ｂｎｏ〉『まあ、そう言われればそのとおりだな。詮索は抜きにしましょう』

〈Ａｋａ〉『というわけでＳｉｍａくんよ、こないだと同じだ。まず勝利条件と、装備のレベルだ。それが決まらねば、アイディアの出しようが無い』

〈Ｃａｔ〉『なんでもありの世界では、そもそもアイディアの出しようが無いですからね。様様な現実的な制約があるからこそ、その制約をどう切り抜けるかという方法を考え出すことができるわけですから』

　龍也は、サラサから言われたことをそのまま書き込んだ。

〈Ｓｉｍａ〉『この都市は地方都市です。首都ではありません。しかし、この都市を陥かん落らくさせれば、相手側はかなり不利になりますから、交渉のテーブルにつくと思われます。都市の全滅は勝利条件ではありません。都市の防ぼう御ぎよ軍を降伏させた時点で勝利になると思います』

〈Ｂｎｏ〉『ふむ、つまりこれは戦術的勝利という事実を相手に突きつけて、戦せん略りやく的譲じよう歩ほを引き出すのが目的である、ということだな。最終目的はその譲歩だが、そのためにはその都市を落さねばならないということか』

〈Ａｋａ〉『戦術を論じる前に、一つ聞いておきたいことがある。その都市、というか城を攻め落とすために許される犠ぎ牲せいはどれくらいだ？　この犠牲ってのはこっち側と向こう側の両方を含む数字だ』

〈Ｓｉｍａ〉『両方の犠牲といいますと？』

〈Ａｋａ〉『つまり、敵も味方も、いくら犠牲を払ってもいいと言うのなら、戦術も何もいらない。ただ正面から力押しに攻せめればいい。圧倒的数かずで屍し山さん血けつ河がを築いてでも闇やみ雲くもに兵士を突とつ撃げきさせて、攻め落とすのが一番手っ取り早いし、それが正解だ』

〈Ｓｉｍａ〉『でも、そういう攻め方は下げ策さくだと聞きましたが？』

〈Ｂｎｏ〉『その、力攻めは下策というのは孫そん子しの兵へい法ほうの考え方だな。そしてＡｋａ師し匠しようが言っているのはクラウゼヴィッツの戦争論だ。この二つは同じ戦争だけど考え方が違うんだ。戦争の勝敗ってのは、どっちかが「もうやめた」と両手を挙げたときに決まる。つまり、戦争の目的は、いかに相手の戦う意志を喪そう失しつさせるか……この理屈はわかるよね？』

〈Ｓｉｍａ〉『ええ、わかります』

〈Ｂｎｏ〉『孫子の兵法というのは、相手の戦う意志を喪失させるためには、さまざまな方法がある。実際に血を流して殺しあうというのは、その方法の一つに過ぎない、という考え方だな。そしてクラウゼヴィッツの戦争論というのは、相手の戦う意志を喪失させるには、実際に血を流して殺し合い、陣じん地ちや家や工場や畑を破壊して、相手を戦えない状態にしてしまう、消しよう耗もう戦という戦い方が唯一の有効な手段だという考え方だ』

〈Ａｋａ〉『そして、近代の戦い……つまりナポレオン戦争以降の戦争というのは、ほとんどがこの消耗戦という戦い方で戦われてきたわけだな。なぜかと言うと、この消耗戦の考え方は、わかりやすいのだ。大たい砲ほうの数、兵士の数、戦車の数、そういった品物の数で説明できるから、誰が見ても、戦力の優劣が一目でわかるからな』

〈Ｂｎｏ〉『この消耗戦の考え方の恐ろしいところは、その計算の中に人間の命の価値が含まれていないということだな。人間なんてものは誰でも同じで、ただの数字の一つにすぎない、という割りきりがそこにある』

〈Ａｋａ〉『そこで、最初の質問に戻るのだな。城を攻め落とす必要がある、ということは、消耗戦を意味するのかどうか、ということだ。つまり、徹底的に破壊し、殺さつ戮りくし、その膨ぼう大だいな犠牲を敵てきに突きつけて、戦争を続ける意欲を失わせることが目的なのか、それとも、犠牲を突きつけるのではなく、拠きよ点てんが陥かん落らくしたという心理的喪失感によって敵の意欲を失わせることが目的なのか、ということだ』

〈Ｓｉｍａ〉『実を言うと、この戦争は内戦なんです。同じ国の人間どうしで血を流すのは愚ぐの骨こつ頂ちようだと思います。犠牲者はなるべく出したくありません』

〈Ａｋａ〉『おお、内戦なのか、ならば犠牲者は少ないに越したことは無いな、となると孫子の兵法方式ということだな』

〈Ｓｉｍａ〉『ええ、そう思います。そこでネットで調べたところ、戦国時代の城攻めのときに豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが使った攻こう城じよう戦のポイントとして、城を孤立化させて補給と情報を絶つ・城内に忍にん者じやを忍しのび込ませて撹かく乱らんする・守備兵の士気を挫くじく・指揮官を説得する、という四つの方法が示されていたわけですが、これは今でも通用する方法でしょうか？』

〈Ａｋａ〉『城攻めってのは、基本的に昔も今も変わらない。逆に現代の近代装備の軍隊の方が弾だん薬やくとかの消しよう耗もうが激しいから補給は重要になってくる。補給路を断たれれば、あっという間に戦闘力が落ちる。ただし補給と情報を断つ、という方法だが、こいつは現代と戦国時代とでははるかに難なん易い度どが違うな。戦国時代は道路と伝令しか無かったが、今は空輸と電波があるから、そう簡単には孤立させられない』

〈Ｂｎｏ〉『空輸という方法は、馬鹿にできないんだ。ベルリン封ふう鎖さの話は知っているかい？』〈Ｓｉｍａ〉『昔、ドイツが東ドイツと西ドイツに分かれていたってことは知っていますけど、ベルリン封ふう鎖さという話は知りません』

〈Ａｋａ〉『うーむ、昭和は遠くなりにけり、だなあ』

〈Ｂｎｏ〉『ドイツの首都ベルリンは、東ドイツ側にあったんだけど、ベルリンの市街地の西側はアメリカとフランスとイギリスの統治下にあったんだ。東ドイツを占領していたソビエトは市民が西ベルリンに逃げ込まないように塀へいで囲い、一九四八年には西ドイツとベルリンの間のすべての鉄道と道路を閉鎖して、電力の供給も止めて、完全な陸の孤島にしてしまったんだ。これが「ベルリン封鎖」というヤツだ』

〈Ａｋａ〉『当時の西ベルリンの市民の数は二百二十万人。どこからも物資が来なければ、あっというまに飢うえと寒さで餓が死し者が出るだろう。そこで当時の米大統領は、残された最後のルートである空を使って大型輸送機で物資を輸送することにしたんだ。この大空輸作戦は一年間続けられ、延べ飛行回数二十七万七千回以上。輸送物資約二百十一万トンを孤立したベルリンに運び込んだのだ』

〈Ｂｎｏ〉『つまり、いくら道路を封鎖しても、飛行機やヘリコプターを使われれば、物資は運び込める。完全な制空権とかが無い限り補給を断つ事はできないということだ。そして情報も然り。電波はどこでも届くからね。無線機でなくてもラジオがあれば、いくらでも情報は入るから、情報を断つのは不可能に等しいね』

〈Ｃａｔ〉『その点、兵士の士気を挫くじくというのは、今でも充分効果があるかもしれないな。でも、その場合狙ねらうのは最前線の兵士だけじゃなくて、国民全体の士気を挫いたほうが効果がある。ベトナム戦争は、国民の大半が戦争に嫌いや気けが差して「ＮＯ」と言ったから終わったようなものだしね』

〈Ａｋａ〉『戦争というのは、自分たちが正しいことをしているという思い込みがあるからできるんだな。自分たちの正義を疑いはじめたら戦争なんかやってられない。つまり、兵士の厭えん戦せん気分を煽あおるような宣伝とか報道とかそういったものには効果がある』

〈Ｂｎｏ〉『現代の戦争は、さっき言ったように情報の孤立化が難しくなったが、逆にこういった情報戦は実にやりやすくなった、とも言えるだろうね。マスコミを使った情報操作の効果は絶大だ』

〈Ｓｉｍａ〉『指揮官を説得するというのは、要するに城の領主を降伏させるってことなんでしょうけど、これは今のような組織化された軍隊では難しいですよね』

〈Ａｋａ〉『戦国時代の兵士ってのは今の軍隊の兵士と違って、領主に直接雇用されていたからな。いわゆる子こ飼がいの部下というヤツだ。今の軍隊は国家という組織に所属していて、指揮官も要するに管理職でしかない。指揮官個人の影響力がその部隊全体に及ぼす割合は低い』

〈Ｂｎｏ〉『最前線の指揮官が上層部の意思とは異なる決断を下し、部下を動かすというのは、クーデターとかと一緒で、一種の反逆罪のようなものですからね。指揮官をそこまで追い詰めるのは難しいと思いますよ』

〈Ａｋａ〉『ああ、そうだ、一つ聞き忘れていたが、敵てきの国家体制はどんなものかな？　アメリカとか日本とか、曲がりなりにもデモクラシーを標ひよう榜ぼうしているのなら、指揮官の権限は制約が厳しいが、中国や旧ソビエトのような独裁制の国家なら、その辺は結構いろんな権限を持っていたりする』

〈Ｓｉｍａ〉『えーと、一応大統領と名乗ってますけど、やってることは独裁者ですね。有能な部下を手元に置くと反逆されるというので、地方の守備隊に追い出したりしてます。この都市の守備隊の指揮官も追い出された一人です』

〈Ａｋａ〉『おお、独裁者に警戒されているなら好都合ではないか。反乱のウワサを立てて、独裁者の猜さい疑ぎ心しんを煽あおるのだ。そうすれば、都市の戦力が増えることは無い』

〈Ｂｎｏ〉『反乱軍とまではいかないにしろ、反乱を起こすかもしれないと疑えば、そいつの手持ちの戦力を増やすことを躊ちゆう躇ちよするのは間違いない。逆に削そごうとするかもしれないからな』

〈Ａｋａ〉『ウワサを流すのじゃ、敵の将しよう軍ぐんと我が軍は通じている、とな。それを敵の間かん者じやに聞かせて、敵の王に将軍を疑わせるのじゃ。有能で優秀な将軍であればあるほど周囲にはそいつを妬ねたむヤツがいるはずじゃ。そいつらはきっとそのウワサの尻しり馬うまに乗って、王に有ること無いこと吹き込んで、火のないところに煙けむりを立てるに違いない。さればいかなる聡そう明めいな王でも猜疑心を抱いだく。王と敵将の間に楔くさびを打つ。これぞ孔こう明めいの反はん間かんの計！』

〈Ｂｎｏ〉『んでもって、喚かん問もんされた敵の将軍が叫ぶのですな、王よ、うろたえてはなりません、これは孔明の計略ですぞ！　とかなんとか』

〈Ｃａｔ〉『戦国は戦国でも中国の戦国時代です。もっと古くなっちゃったじゃないですか』

〈Ａｋａ〉『なに、時代がいくら変わっても人間の心の動きなんてものは、そう変わりゃせんのだ。だから千年も前の三さん国ごく志しでもガリア戦記でも、今の我々が読んで理解できるし楽しめるのだ。どんなに装備が発達した戦争でも、人間が指揮して行われる限りその本質は同じなのだ』〈Ｂｎｏ〉『孫そん子しの兵へい法ほうの中にある「兵とは詭き道どうなり」という概念は基本だな。孫子の兵法をビジネスに応用した本とかがいっぱい出ているから一冊ぐらい読んでみるといい。

　ただ、読んで理解する能力とそれを実際に応用できる能力は別だから、本を読んだからってその概念を使えるとは限らないがね』

〈Ａｋａ〉『そうそう、孫そん子しの兵へい法ほうというのは、具体的なノウハウが書かれた本じゃない。受験参考書のように一発で正しい答えが書いてあるわけじゃない』

〈Ｂｎｏ〉『補給を断ったり宣伝で敵てきの戦意を挫くじく、という方法は、いわば小こ細ざい工くに過ぎない。間接的で、まったくもって地味だし、時間がかかる。だが、がむしゃらに力攻ぜめで莫ばく大だいな損害を出して攻める方法より、はるかに効果的で損害が少ない。作戦ってのは小細工の積み重ねを言うんだ。一つ一つは小さいけど、複合的に組み合わせれば意外と大きな効果を生むんだ』

〈Ｓｉｍａ〉『参考になりました。いろいろ考えてみます。どうもありがとうございました』

〈Ａｋａ〉『またよろしくー』




　龍たつ也やはサーバーとの接続を切断すると、パソコンの画面を切り替えて考え込んだ。

　……今、チャットで聞いた話をまとめてみよう。

　まず、インナルドの孤立化だ。

　インナルドには飛行場は無いから、物資のほとんどは街道を走るトラックで運び込まれているはずだ。でも、サラサさんは、補給路に対する攻こう撃げきは、武装ヘリコプターの攻撃を受けて失敗したって言っていたよな。

　と、なると、まず考えなくちゃならないのは、ヘリコプターに対抗する方法だ。

　ヘリコプターを撃げき墜ついしなくても、ヘリコプターが飛べなくなる方法を考えればいい。となれば狙ねらうのはパイロットか燃料か機体か。

　そういえばシャクドー中ちゆう尉いが乗っていた飛行機があったよな、あの小さなプロペラ機。

　あれは対抗手段にならないんだろうか？　一度聞いてみよう。

　龍也は、思いついた項目をパソコンの画面に打ち込んだ。

　……さて、次が、情報操作だ。

　マスコミの宣伝ってのが重要だって言っていたよな。国民にセンドルクのやっていることの愚おろかさをアピールして、セルム族の言い立てる正義は正義でもなんでもない、と訴えかけて、人の心をつかむことができれば、この内戦を終わらせられるかもしれない。

　……でも、どうやって？

　このセリカスタンにマスコミは無い。新聞もテレビもラジオも全部政府のものしかない。

　龍也は、昼間部屋で聞いている、一日の番組の半分以上が政府広報で埋うめ尽くされた国営セリカスタン放送のラジオを思い出した。

　あんな、お堅い番組じゃなくて、もっと音楽とか、ＤＪの面白い語りとかリクエストとかそういった物を取り入れて娯ご楽らくに振った番組をつくればいいのにな……。

　……まてよ？

　そういった番組を自分たちで作って流すというのはどうだ？

　反政府同盟のラジオ局を作るんだ。いわゆる海かい賊ぞく放送ってヤツだ。そして流す番組は音楽とＤＪとお笑いみたいな娯ご楽らくたっぷりの番組にして、ときどき、センドルク大統領への批判とか、並べ立てているウソに対する主張を交ぜるようにする。

　そうすれば、きっと聞いてくれる人は増える。敵てきの兵士たちも聞くかもしれない。さっきのチャットでも言っていたけど、自分たちの正義を疑わせることができれば、戦いは続けられなくなるはずだ。

　設備とか電源とか問題はあるかもしれないけど、この方法は他ほかのどの手段より有効なような気がする。

　……そして最後が、敵の司令官を罷ひ免めんさせて士気を落とす方法だ。

　センドルク大統領は猜さい疑ぎ心しんが強そうだから、そこを突付いてやればいいかもしれない。突付く方法はいろいろあるけど、やっぱりラジオの放送局を手に入れるのが一番手っ取り早いような気がするな。

　でも、センドルクの言っている正義をセリカスタンの人々に疑わせることができれば、司令官の罷免までやらなくとも、何とかなるような気がする。

　そして、アイディアのテキストを読み直した龍たつ也やは、小さくため息をついた。

　……こうやってみると、何一つ決定的な方法じゃないなあ。小こ細ざい工くばかりだ。

　でも、作戦ってのは、その小細工の積み重ねを言うんだって、さっきのチャットでも言っていた。たとえ一つ一つは小さなことでも、それを複合的に組み合わせれば意外と大きな効果を生むって……。

　そのとき、龍也の部屋の壁にかかった柱時計の鐘が、午前二時を告げた。

　……うわ、もうこんな時間だ。とりあえず今夜はこの辺でまとめて、明あ日すの朝にでもサラサさんに回答しよう。

　龍也はノートパソコンの電源を落とすと、立ち上がって部屋の中央にぶら下がっている白熱電球のスイッチを切った。




　次の日、集会室で龍也の考えた攻こう略りやく法を聞いたサラサは、しばらく黙ったまま考え込んでいたが、やがて難しそうな顔で言った。

「……なんとなく、こう、ぱっとせんな。どうも、こう……地味な小細工にしか見えん」

　龍也は、昨日きのうのチャットで聞いた言葉をそのまま受け売りで言った。

「いや、違うよサラサさん。たとえ一つ一つは小さな小細工でも、それを複合的に組み合わせれば意外と大きな効果を生むんだよ」

　サラサは、にやっと笑った。

「ほう……誰からの受け売りじゃ？」

　あっさり見抜かれた龍たつ也やはあわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いや、受け売りとかそんなんじゃなくて、これは作戦の基本的な考え方なんだよ」

　サラサは笑いながらうなずいた。

「まあ、どこから引っ張って来ようと、問題はその策に効果があるかどうかということじゃな。確かに正面作戦はできん、補給路は叩たたけない、できれば犠ぎ牲せいを最小限に食い止めたい、ということになれば、こういった小こ細ざい工くの積み重ねをやるしかない、というところか……ところでお前、足の傷はええんか？」

「うん、なんとか歩けるよ」

「馬にも乗れるの？　よし、わしと来い！　同盟軍の総合作戦会議に出席してもらうで」

「ええ？　俺おれも行くの？」

　目を丸くした龍也を軽く小突いてサラサが言った。

「何を言ゆうとる。立案者はお前さんじゃろうが！　さっさと荷物をまとめえ。昼過ぎには出るで例のノートパソコンを忘れるなよ」

　龍也は、仕方ないや、という風に肩かたをすくめた。

「わかった、支し度たくしてくる」

　集会室を出て行く龍也の後ろ姿を見送ってサラサは胸の中で言葉を付け足した。

　……あのパソコンは、あんたの、小細工作戦を信用させる立派な小道具なんだからね。







　　　第四章　「神算鬼謀」







「どん！」

　会議室の壁に貼はられたインナルドの陣じん地ち配置図を右手のひらで叩たたいてサラサが言った。

「敵てき軍の将しよう軍ぐんを誉ほめる気にはなれませんが、インナルドの防衛陣地の配置は完かん璧べきです！　防衛軍のバンユー少しよう将しようは短時間の間に堅固な防衛陣地を構築してのけました。

　あの縦じゆう深しん防ぼう御ぎよ陣地を抜き、インナルドを陥かん落らくさせるには、我々反政府同盟軍の総戦力を投入せねばならないでしょう。そしてインナルドを陥落させたとしても、甚じん大だいな損害を被こうむることは間違いありません。

　我々同盟軍が政府軍より優まさっている点は、兵士の数です。セルム族のみを主体とした政府軍には兵士の絶対数が足りません。政府軍は、このインナルド防衛戦で我々同盟軍に出血を強いることにより、その兵士の数の差を埋うめるつもりなのです！　我々は敵の待ち受ける罠わなに頭から突っ込んでいくような馬鹿な真ま似ねはしない！　では、どうするのか……」

　サラサはインナルドの地図の脇わきに貼り出してある、一枚の紙を指差した。

　そこには、キリル文字で三つの単語が書かれていた。

「我々同盟軍は、この三つの作戦によってインナルドを陥かん落らくさせる！　『補給路の攻こう撃げき』『ラジオ放送局の確保』『敵の正義の否定』の三つだ！

　この作戦は、おそらく諸君らの理解の外にあると思う。華はな々ばなしい砲ほう撃げき戦も戦車戦も騎き馬ば兵へいの突撃も無い、今までの諸君らの戦いとは全く違う方法だ……しかし、この作戦は、無む駄だな血を流すことが無い！　最小限の犠ぎ牲せいによって目的を達することができるのだ！」

　そのとき、黙ってサラサの言葉を聞いていたサゴンが不満そうな顔つきで首を振った。

「甘い！　そんな方法でセンドルクが折れるわけがない！　人間は利害と恐怖だけで動く生き物だ！　我々は死をも恐れぬ戦士だということを示し、インナルドの守備兵と市民を一人残らず血祭りに上げ、その事実を突きつけ恐怖に震え上がらせて、はじめて奴やつらセルム族は譲じよう歩ほするだろう。この内戦を一刻も早く終わらせたいのなら、ここで手をこまねいて小こ細ざい工くを並べている場合ではない！　総攻撃だ！　総攻撃あるのみ！　我々の手には今や戦車部隊も砲ほう兵へい部隊もあるではないか！　ナガス族の部隊をここまで持ってきて、それで何もしないというのか！」

　サラサとサゴンがにらみ合っているその部屋は、ダワフの村の宿屋を借り上げて作られた反政府同盟軍の前線司令部だった。

　この前、ここで開かれた会議と違って、今、この司令部の会議室には、二日前に到着したナガス族の第一軍の指揮官と、オードン族のゲリラコマンド部隊の指揮官など五十人以上が出席していた。

　サラサが示した三つの目標に対する攻こう略りやく作戦を聞いた指揮官たちは、お互いの顔を見合わせて訝いぶかしげな顔をするばかりだった。

　サゴンはその不安と不満を代弁する形でサラサに嚙かみ付いたのである。

　サラサは、そのサゴンの提示した疑問をあっさり認めるようにうなずいた。

「確かに今の我々の戦力は兵士だけを比較すれば敵てきの三倍近い数があるわ。犠牲を省みぬこと無く闇やみ雲くもに正面から攻せめかかっても、インナルドを落とすことはできるでしょう、しかし、多大な犠牲を払い、インナルドの市民と兵士を皆殺しにして……それでも恐怖が譲じよう歩ほを引き出すという保証は何一つ無い。譲歩すれば何をされるかわからないと考えた敵は、徹底抗戦を唱となえるかもしれない。そうなればこの内戦は互いに相手の部族を根絶やしにするまで終わらない。先の見えない泥どろ沼ぬまの戦いになるわ。

　この作戦は、そうならないために、まず無む駄だな犠ぎ牲せいを出さず、なおかつ一刻も早く内戦を終わらせるのが目的なのです」

「では、戦闘部隊はなんのためにあるのだ！　敵とにらみ合うだけのためか！　ならば張りぼてとカカシを作って置いておけばいいではないか！」

「張りぼてとカカシでは、敵にプレッシャーを与えることはできないわ。我々はいつでもお前たちを攻め落とせるのだという姿勢を見せて、初めてこの作戦は成功するのです。そのために遠距離からロケット弾だんを数発撃うち込んで逃げる、という心理的な揺さぶり攻こう撃げきを連日仕掛け、敵てきを常に緊張状態に置くのです。その上で、この戦いの落としどころを探るのです。敵であるセルム族も相手を根絶やしにするような不毛な戦いを望んでいるわけがありません。そんな戦いを続ければ行き着く先がどんなものか、彼らにもわかっているはずです」

　そして、サラサは、にやっと笑って付け足した。

「交渉はより多くの手て札ふだを持っている方が有利だわ。我々はインナルドという手札を手に入れるために戦っているわけで、テーブルをひっくり返して暴れるために戦っているのではないわ。そして、そのインナルドを支えているのは、多重縦じゆう深しん陣じん地ちと、そこに無数に配置された防ぼう御ぎよ火器、そしてそれを扱う兵士の意思よ。

　この作戦はその防御陣地を直接攻撃するのではなく、それを扱う兵士と、その兵士の家族、つまりセンドルクの政府を支えるセルム族全体に対して、戦いの意義を問いかけるものです。

　兵士は自分たちが正しい、自分たちに大義正義があると信じているから戦えるのです。

　我々は、まず、そのセルム族の大義正義を攻撃するのです。兵士がセンドルク大統領の言うことややることに疑問を持ち始めれば、その軍隊はもはや満足に戦うことはできません。

　敵の縦深陣地をそうやって骨抜きにしておけば、そのあとに停戦交渉を呼びかけるなり、総攻撃をかけるなり、いずれにしろインナルドは簡単に落ちるでしょう」

　サゴンは、さっきよりはいくぶん声のトーンを落として不満げに鼻を鳴らした。

「まあいい……とにかく、俺おれは、こういった小こ細ざい工くは好かんという事は言っておく。才子、才に溺おぼれる、ではないが、作戦というのはもっと単純であるべきだ」

　言葉の矛ほこ先さきを収めはじめたサゴンを見て、サラサは胸の中で小さくガッツポーズをした。

　……この単純直情熱ねつ血けつ馬鹿を抑え込めば、この会議の目的は達したようなものね。

　そして、サラサは会議室の中にいる、他ほかの指揮官たちにすばやく視線を走らせた。

　サゴン以外に、明確な反感を抱いだいている人間はいないみたいね……というより、今までの戦い方に比べるとあまりに違いすぎて、どう反応していいかわからなくて戸と惑まどっていると言った方がいいかもしれない。

　サラサは、自分の向かいに座って、仏ぶつ頂ちよう面づらで机の上のノートパソコンをいじっている龍たつ也やを見てから、会議室に集まっている各部族の戦士の部隊指揮官を見回して言った。

「この作戦は、すべて我がキンリ族の客人まろうどにして神しん算さん鬼き謀ぼうの軍ぐん師しであるシマオオカミ殿どのがパーソナルコンピューターに、さまざまな可能性を入力し、人間の計算能力とは比べ物にならぬ演算能力で計算してはじき出したものである。キンリ族がリューコフ率いる戦車部隊を撃げき退たいしたのも、オードン族に加えられた無差別空くう爆ばくをやめさせることができたのも、すべてこのコンピユーターとそれを手足のごとく扱うシマオオカミ殿の御み技わざである。諸君らは、安心してこの作戦を遂行してもらいたい」

　会議室に居並ぶ指揮官の中に、感嘆と驚きと賛同のざわめきが広がっていくのを聞きながら、龍たつ也やは背中がむずがゆくなるのを必死にこらえてポーカーフェイスを続けていた。




　総合会議が終わったあとで、龍也はサラサとネマコルと共に、ナガス族から借りた一台のＧＡＺ66トラックに乗って、ダワフの村の外れに向かった。

　ナガス族第一軍の戦車や装そう甲こう車が並んで補給や整備を受けている列の脇わきを走り抜けるトラックの助手席で、龍也はサラサに言った。

「さっきの会議のときの、あのコンピューターの説明はどうかと思うよ。あれじゃあ逆に信しん憑ぴよう性が無くて疑われちゃうんじゃないかなあ？」

　トラックのハンドルを握ったまま、サラサは笑った。

「安心せい、あそこにいた指揮官で、コンピューターの概がい念ねんを理解していたり、自分で扱ったりした事のあるヤツは、ほとんどおらん。何かよくわからんが、スゴイものだ、ぐらいの認識しか持っておらんだろう。中に小こ鬼おにがいて望みをかなえてくれるんだ、と説明した方が受け入れやすいかもしれん」

「そんな馬鹿な……」

　笑おうとした龍也をサラサは横目で見て言った。

「いや、本当じゃ。この国は貧しい。特にインフラの恩恵を受けておらん辺境は、日本に比べれば二十年以上遅れておるじゃろう。やっと電気がきた、と喜んでおる集落がまだまだたくさんあるのじゃ。コンピューターについての教育を受けられるのは、首都にいる裕ゆう福ふくな家の子供くらいのものじゃ」

　そして、サラサは龍也を見て笑いながら言った。

「キンリ族の巫み女こはテンジンからの神しん託たくを受けて、それを伝えるのが仕事じゃ。まわりの部族から見れば神秘的でどこか得体が知れん一族に見えるじゃろう。お前も同じようにコンピューターの神から神託を受けて作戦を決めたと思われておるのかもしれんぞ……おお、飛行場が見えてきた。同盟軍空軍司令部の建物はあそこかの？」

　龍也は、あわてて前を見たが、そこには草が生い茂った空き地が広がっているだけだった。

「飛行場？」

「おお、そうじゃ、れっきとした飛行場じゃ。見ろ、ちゃんと風向きを見る吹き流しが立っておる。きっとあの建物が空軍司令部じゃろう」

　サラサはそう言うと、トラックを草むらの中に建っている古ぼけた小屋に向けた。

　玄げん関かんの脇わきの柱に『反政府同盟軍空軍司令部』と、キリル文字で書かれた看かん板ばんが打ち付けられているその小屋の中には、簡単な無線機らしい機械と数人の兵士、そして軍服の上にラフなジャンパーをひっかけた、パイロットらしい男が椅い子すに座り、机の上にブーツを投げ出して雑誌を読んでいた。

　玄関を開けて入ってきたサラサを見て、パイロットはあわてて机の上から足を下ろして敬礼した。

「ああ、どうも、お久しぶりです」

「相変わらずのマイペースね、シャクドー中ちゆう尉いも」

　シャクドーは、肩かたをすくめた。

「一応名目は同盟軍空軍部隊ですけど、実態は、あのプロペラ練習機に機関銃じゆう乗っけただけのクラージ攻こう撃げき機一機だけですからね……まあ、立ち話も何ですからどうぞお座り下さい。何もありませんけどチャイだけは確保してきましたから」




　テーブルの上に並べられたそれぞれのチャイグラスから、紅茶の香りを含んだ湯ゆ気げが一筋立ち昇っていた。

　飛行場代わりの草原を渡ってきた昼下がりの風が、開けはなたれた小屋の窓から流れ込んできて、その白い湯気をふわっと吹き消していく。

　……なんか、戦争とか内乱とかどうでもいいような気分になりそうだ。

　龍也と同じようなことをサラサも思ったのだろう、小さくため息をついてからシャクドーに話しかけた。

「やることがなくて、のんびりしているところに悪いんだけど、インナルド攻こう略りやくに協力してもらうわ。あなたの飛行機で、インナルド周辺の制空権を握っている武装ヘリをなんとかできないかしら？」

「あのクラージで、武装ヘリと戦えってことか？」

　古びた椅い子すに腰こし掛けたシャクドー中尉は、身体からだをひねるようにして、窓の外に張られた大きなテントを見た。

　兵員用の大きなモスグリーンのテントの端はしから、ちょこんと四角い尾び翼よくと左右の翼よく端たんが見えている。

「そうよ、政府軍が使っている武装ヘリは、ＭＩＬ８ＴＢという武装強化型で、最高速度は約二百六十キロ、そしてあんたが乗っているあのクラージは最高速度が三百五十キロ。百キロの差があれば、充分戦えるんじゃないかと思うんだけど」

「そりゃあ、カタログスペックだけを見れば、確かに俺おれのクラージの方が速い。でも、それは新品の状態での話だ。今のあのオンボロの状態じゃあ最高速度は二百キロがせいぜいだ。それに、一番の問題は武装だ。クラージには七・六二ミリの小口こう径けい機き銃じゆうが二門搭とう載さいされているだけだ。こいつで武装ヘリを落とすのはなかなか大変だ。それに、もし首尾よく撃げき墜ついできたとしても、次からはそうはいかない。おそらくヘリが出撃するときは空軍がカバーに来るだろう。ジェット機を相手に戦えるわけがない……」

　シャクドー中尉が難しそうな顔でそう答えたとき、ドアを開けてツナギの作業服を着た小太りの男がぶつぶつ言いながら入って来た。

「シャクドー中ちゆう尉い、ベアリング取り替えましたよ。古い機体だから無理しないで下さいってあれほど言っているのに……あ、お客さんだ」

「あ、お客さんだ、じゃねえよ。まったくいつもうすらぼやーっとしてやがるなあカルケンは……家の前にトラックが止まっていただろうが、何を見てる」

　カルケン軍ぐん曹そうは唇くちびるを尖とがらせて文句を言った。

「トラックが止まっているからってお客さんとは限らないでしょう？　いつものように中尉が補給物資をかっぱらってきたのかな？　とか……」

「人聞きの悪いことを言うんじゃねえ！　知らない人が聞いたら本気にするじゃねえか！」

「知っている人が聞いたら納得すると思いますけど」

「うるせえ！」

　サラサが笑いながら言った。

「本当にあんたらはいいコンビだね。そのやりとりをずっと見ていたいけど、とりあえず話を戻すよ。確かにシャクドーの言うとおり空中戦でヘリを落としたって、敵てきが本ほん腰ごしを入れてくれば勝ち目は無いってことなのね。でも、使いようによってはそのたった一機の飛行機でも結果は出せるかもしれない。たとえば燃料集積所を狙ねらうってのはどう？　次の燃料が送られてくるまでヘリは飛ばないわ。たとえ一時的でもいいの。とにかくヘリが飛ばない状況を作り出したいのよ」
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「なるほどな。燃料が無ければヘリは飛べない。固定目標だから破壊は簡単ということか……だが、まわりに対空陣じん地ちが作られていたら、こっちもお陀だ仏ぶつだ。

　ふらふら飛んでいけば叩たたき落とされて終わりだぞ。燃料集積所を破壊するなら対地ロケット弾だんを山ほど撃うちこんだ方が早い。こっちには飛行機はあれ一機しかないんだ。飛行機でなければできない攻こう撃げき目標を、飛行機でしかできない方法で攻撃するのがいいと思うぜ」

「確かにその通りね。でも対地ロケット弾は命中精度が悪い……というより精度なんてものは考えちゃいけない武器だわ。何千発という数を一いつ斉さいに撃って面の制圧をするならともかく、燃料集積所を破壊するなんてピンポイントの攻撃ができる武器じゃないわ。

　それに、ロケット弾だんの弾だん頭とうは破片効果を主体に考えているから、目標が土ど囊のうやコンクリートで覆おおわれていたら、その表面で爆ばく発はつしてしまって、内部の燃料を破壊することはできないわ」「理屈はわかったが、対空陣じん地ちはどうするんだ？　爆ばく撃げきに行きました、撃たれました、落ちました、はいおしまい……じゃあどうにもならんぞ」

「夜間爆撃ならなんとかなるんじゃないかしら。シャクドー中ちゆう尉いは夜間飛行もできるだけの技量をお持ちよね？」

「夜間飛行もできるし夜間爆撃だってやれる……だがそれは目標の位置とかがしっかりわかっていればの話だ。いきなりぶっつけ本番で飛んで行っても、どこに爆弾を落としていいのかわからん」

「そこは、我々がなんとかしよう」

　いままでずっと黙っていたネマコルが、初めて口を開いた。

「我々は一度首都に潜もぐり込み、そこからザケンの街を経由してインナルドに忍び込む。あの街は、一般市民や商人の出入りが認められている。夜間外出禁止令が出ているし、軍事関係施設周辺への立ち入りは禁止されているが、街に入ってしまえばこっちのものだ。発光信号で燃料集積地を教えるからそれを目標に爆撃してもらえればいい」

「ふうむ……」

　シャクドー中尉はしばらく考え込んだあとで、気が進まないような口調で言った。

「対空陣地の機関砲ほうにはレーダーがついているものもある。夜間でも狙ねらわれれば同じだ。チャフとかデコイとか、まあレーダーを欺ぎ瞞まんする方法は色々あるが、どれも一長一短で決め手に欠ける。昼であろうと夜であろうと危険性はそう変わらない。成功すれば効果的であることは認めるがね……それにインナルドに工作員を忍び込ませることができるなら、その工作員に爆発物を仕掛けさせて破壊した方が確実じゃないのか？」

　サラサは、シャクドー中尉の顔を見つめて、ゆっくりと言った。

「その方法は考えたわ。でも、インナルドの市街地と軍の駐ちゆう屯とん地は少し離れているし、ヘリポートとか燃料集積所は警戒が厳重な駐屯地の中心部にあって、忍び込むのは難しいわ。

　さっき、あなたは言ったわよね。飛行機でなければ破壊できない目標を、飛行機でしかできない方法で攻こう撃げきするために、飛行機があるんだって。これこそがそうでなくて？」

　そして、サラサは付け足した。

「……正直に言いましょう。この作戦はあんたの生命と飛行機一機を元手にしたギャンブルよ。失敗すれば最小の犠ぎ牲せいで済み、成功すれば最大の効果を生むという言ごん語ご道どう断だんの作戦だわ。

　まともな神経と価値観の持ち主なら間違いなく断るでしょうね。こんな作戦に志願する人間は間違いなく馬鹿よ。それも大馬鹿。

　だけどね、今、私たちはその大馬鹿を求めているの。

　この作戦ができるのはあなただけよ、あなた以外にこんなことがやれる人はいない。だから決定権はあなたにあります。あなたには拒否権があるわ。嫌いやだと言うならこの作戦は無しね」

　シャクドーは、小さくため息をつくと、苦笑いして言った。

「正直なのも良し悪しだな……そんでサラサさん、あんたは実に卑ひ怯きようだ。これが一方的な命令なら従うしかない。悪いのは命令を下したヤツだから、そいつをボロクソに言って、精神のバランスを取れる。でも、下げ駄たを預けられれば、決定権は俺おれにある。全部自分で背負い込まなくちゃならない。一方的に命令を下された方がはるかに楽だ……」

　シャクドー中ちゆう尉いは、そこで言葉を切ると、窓の外のテントから突き出しているクラージ軽攻撃機の尾び翼よくを見た。

　そこにはシャクドー家の紋もん章しようである赤い菱ひし形がたと、シャクドーのパーソナルマークである白いユニコーンを組み合わせたイラストが描かれていた。

「……まあ、なんだかんだ言って、考えてみれば俺は空を飛べればあとはどうだっていいのかもしれないな。長生きしようとか、金持ちになろうとか、そういった望みはあんまりない人間だからな。空を飛んで、ついでに誰かの役に立てるなら、それに越したことはない……その作戦、受けるぜ」

　サラサは龍たつ也やを見てうなずいたあとで、シャクドー中尉に向き直った。

「では、さっそくインナルドの街の情報と爆ばく撃げき目標について確認し、細かいところを打ち合わせしましょう。ネマコルとキンリのリネト衆しゆうは、今夜にもこの村を立って、首都方面に向かいます。インナルドの街に潜せん入にゆうするのは五日後。目標選定が終われば、鳩はとを飛ばします。作戦決行日は次の新月の夜ということでいい？」

　サラサの言葉を聞いたシャクドー中尉は目を見開いた。

「鳩って？　伝書鳩か？」

「ええ、伝書鳩は前近代的で確実さに欠けるとお考えのようだけど、実を言うとキンリ族は昔から鳩を使って情報を送っていたの。検問に遭あってもニワトリの籠かごの中に一緒にいれておけばまずわからないしね。電波を出す無線機なんか見つかったら言い逃れできないし、電波を出すのが危険な場所……首都とかでも自由に使えるのよ」

　シャクドー中尉は横にいたカルケン軍ぐん曹そうを見て言った。

「……というわけだから、お前は一週間以内に、まともに使える爆ばく弾だんを作れ」

　カルケン軍ぐん曹そうは目をむいた。

「いきなり俺おれに話を振らないで下さいよ！　なんですかその爆弾って！　聞いてないっす！」

「そりゃあ聞いているわけない。今決まったんだ。お前、爆弾製造責任者に決定。任務は一週間以内に使える爆弾を作ること。できなけりゃ……」

「できなけりゃ……なんです？」

　不安そうな顔をするカルケン軍曹を見て、シャクドー中ちゆう尉いはさらりと言った。

「ナガス族の恥をさらした、ってことで公開銃じゆう殺さつ刑けい」

「そんなのないっすよ～爆弾作って銃殺刑ならわかりますけど、なんで爆弾が作れないからって銃殺なんですか！」

「知らん、とにかくお前は前にも一回爆弾作ってるんだから、ノウハウはあるはずだ。あのときと違って、爆弾の素もとになる無反動砲ほうの砲ほう弾だんとか野や砲ほうの砲弾とかはいくらでも手に入る。頑がん張ばって作れ！」

「……わかりましたよ、作ればいいんでしょ作れば……俺は航空機の整備兵であって、工こう廠しようの技術者じゃないんですけど」

「ぶつぶつ言うな。お前は他ほかに何のとりえもない人間だけど、唯一の才能が機械いじりの腕うでなんだから、それを世のため人のために使うのは当然だろうが！」

「はいはい、シャクドー中尉が言うと説得力がありますね」

「どういう意味だ？」

「だって、中尉も他に何のとりえもない人間だけど、唯一の才能が飛行機操そう縦じゆうの腕なんでしょう？　それを世のため人のために役立せようと、この作戦に志願したんでしょう？」

「うるせえ、ほっとけ！」

　サラサは笑いながら立ち上がった。

「本当に飽あきないわねあんたたち。このまま明日あしたまでここにいて、あんたらのやり取り見ていたいけど、忙しいからこれで失礼するわ」

「ああ、そうか、わかった。爆弾の試作品ができたら、試験爆ばく撃げきをやってみる。結果は逐ちく一いち知らせるから」

「ちゃんと効果があればいいわね。爆弾ができなけりゃ意味がないものね」

「問題は信管なんだ。精密で加工が難しいからな。敏感すぎても危険だし、鈍にぶすぎると不発弾になってしまうからな……つまりはこの作戦の成功の鍵はお前が握っているということだ」

　カルケン軍曹は目を丸くした。

「もしかして、俺って重要人物っすか？」

「そう、この作戦の成功の是ぜ非ひはお前の肩かたにかかっている、お前は責任重大な最重要人物だ。今夜から寝るな休むなメシ食うな、わき目も振らずしっかり働け！」

「それって重要人物の扱いじゃないっす！」

　マンザイを続けるシャクドー中ちゆう尉いとカルケン軍ぐん曹そう、そして打ち合わせのためのネマコルを残して、トラックに乗り込んだサラサと龍たつ也やは、しばらく笑いが止まらなかった。

　笑いすぎて滲にじんだ涙なみだをぬぐってサラサが言った。

「いや、ホントに、あの二人はいいコンビじゃ。会話が全部笑いの種たねになっておるんじゃな。まるで昔話のサナキアとラナキアみたいな二人じゃな」

「サナキアとラナキアって？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサは、あ、そうか、という顔をした。

「セリカスタンに昔から伝わっているお話じゃよ。爺じいさん婆ばあさんが子供に話して聞かせる寓ぐう話わじゃな。その中に頭のいいサナキアと、少し馬鹿なラナキアという男が出てくるのじゃ。

　馬鹿なラナキアを笑ったサナキアが、しっぺ返しを食らうという話や、単にラナキアの馬鹿さ加減を笑うという話もある。そうやって子供に人生の知恵を授さずけていたんじゃろうな……一つ教えてやろう。馬鹿のラナキアが水を入れる壺つぼを買いに市場に行ったときの話じゃ。

　いろいろな壺を売っている露ろ店てんが並んでいる市場の中に、一軒だけ他ほかと違って壺を伏せて売っている店があったそうじゃ。まあ、中にゴミが入らんようにしていただけなのかもしれんが、馬鹿のラナキアはその店の前に立ってこう言ったそうじゃ。『おや、この店の壺には口がない。これでは水は汲くめないじゃないか』店の主人があきれて『ひっくりかえしてごらんなさい』と言うと、ラナキアの馬鹿は壺をひっくり返してこう言った。『なんと、おまけに底もない！　これでは水は汲めない、ひどい壺だ』……とな」

　笑いながら龍也は思った。

　……日本の昔話の、与よ太た郎ろうや三年寝ね太た郎ろうが出てくる話にも同じようなのがあったような気がする。民話とか昔話ってのは世界中にあるって聞いたけど、セリカスタンにもあるんだな。ダワフ村に入ったトラックは、司令部がある方角とは逆に曲がった。

「こっちにナガス族の無線通信部隊の本部がある。そこに以前国営放送で技術職をやっておったものがおる。その者にお前さんの計画を話して、協力を求めようと思っての」

「同盟軍にはいろんな人がいるんだね」

　サラサは眉まゆをひそめた。

「内戦じゃからのう……センドルクの阿あ呆ほが、セルム族だけを優先する馬鹿な法律を作って、自分たち一族だけがセリカスタンの人間のような顔をする前は、それなりにいろんな部族が入り交じって暮らしておったのだ。

　ソビエト時代は、確かに自由も物も何もない貧乏な社会主義の国じゃったが、各部族が一番仲良う暮らしておった時代かもしれんのう……さて、着いたぞ、無線通信部隊の本部じゃ」

　サラサがトラックを止めたのは、村の外れの高台の上にある一軒の家の前だった。

　龍也の目に最初に飛び込んできたのは、家の裏手に建てられた十メートルほどもある大きなアンテナと、その脇わきに停められている、荷台に積んだ大きなディーゼル発電機を、ごうごうとうならせているトラックだった。

　龍たつ也やの視線を追ったサラサが、エンジン音に負けないような大声で言った。

「近くに川でもあれば、キンリの里のように水力発電ができるが、何も無い場所では電力も自前でなんとかせねばならんからな。このセリカスタンでは、こういったディーゼル発電機は必需品じゃ。無線通信部隊の技術将校のウルカンという者が待っておるはずじゃ、行くぞ」

　龍也はあわててサラサのあとを追って家の中に入って行った。




　サラサたちを出迎えたウルカンという男は、あまり軍人っぽくない雰囲気を持つ二十代後半の男だった。

　ウルカンは、サラサから放送局を作るという作戦を聞いて目を丸くした。

「ラジオ局を作る、ですって？」

「そうだ。ラジオ局と言っても本格的なものではない。いわゆる海かい賊ぞく放送とか地下放送とか呼ばれるものだ。同盟軍の主張を流し、政府の宣伝に対抗しようというわけだな。軍用の無線機を改造すればなんとかなるのではないか、と考えたが無理か？」

　ウルカンは目を輝かせて、首をぶんぶんと音がするくらいの勢いで振った。

「無理も何も、軍用の無線機なんか改造しなくたって、ヌルカの街にある国営放送の支局の設備が修理できれば、簡単にラジオ局なんか開局できますよ！　いやあ、感激だなあ、指導者クラスにラジオの重要性を認識してくれる人がいるなんて！　さすがはキンリのシマオオカミ！　外国の人はマスコミの重要性がわかっていらっしゃる。

　ナガス族の長老連中は、その辺のところがまったく理解できていないんですよ。ラジオ局なんてのは電気の無む駄だ遣づかいだって言って、全然興味が無いんですから」

　喜び勇いさんでまくし立てるウルカンに、今度はサラサが目を丸くした。

「スルカの街に、放送局があるの？」

「ええ、セリカスタンの首都の放送塔とうの電波が届く範囲ならいいんですけど、遠距離とか山の陰とか谷あいとか、電波の届きにくい地区があるわけです。そういった地区……サービスエリアって言うんですけど、ここに国営放送の電波を届けるために、地方の都市とかに放送設備を伴った支局と言う施設が作られていたんです。

　ただ……ヌルカの支局の送信機は終しゆう段だん管かんが破損してしまって使えないんですよ。使える真空管があれば、なんとかなるんですけどねえ」

　サラサは急せかすように答えた。

「部品は手に入らないの？　その辺の軍用無線機の真空管引っこ抜いて使うとかなんとか」

　ウルカンは少し首をひねったあとで、つぶやくように言った。

「中ちゆう継けい局に行けばなんとかなるかもしれないなあ」

「中ちゆう継けい局？」

「ええ、山の上とかにラジオの電波を受けて増ぞう幅ふくして送り出す装置が設置されていたんです。支局と違って、単に専用回線で送られて来た番組を、ラジオの電波に乗せて送信するだけの設備ですけどね。まあ送信機に変わりは無いわけでして、中継局の機器を手に入れることができれば、支局の設備を修理して放送することは可能じゃないかと思います……軍用の無線機を改造するよりは楽じゃないかと思いますよ」

　サラサは真剣な顔になってウルカンに詰め寄った。

「そんなものがあるなら、最初から言いなさいよ！　その中継局ってのは、どこにあるの？」

「え、ええと、私が勤めていた頃は全国に二十六箇所ありましたが、内戦が始まったときに破壊された場所もありますから……今現在稼か働どうしている局の数はよくわかんないんですけど、たぶん十箇所以上あるんじゃないかと思います」

　ウルカンの言葉を聞いたサラサは、目を見開いた。

「そんなにいくつもあるの？」

「内戦が始まったときに、セルム族はナガス族支配地域の中にあった中継局は、すべて破壊して撤てつ退たいしましたけど、セルム族の支配区域内の中継局ならば、まだ使われている場所がいくつか残っているはずです。そこに行けば放送用に使える真空管や部品が手に入ると思います」

「今、動いている中継局が、どれなのか、場所とかわかる？」

「ええ、わかりますよ。私が国営放送局にいた頃のデータと、電波チャートを見比べれば、すぐに見つかります」

　サラサはウルカンの前にある机に、ばん！　と手を突いて身を乗り出した。

「調べて！　大至急！　他ほかの仕事は後回し！　上司が文句言ってきたら私のところに回しな！　私がケリつけてやるから！」

「は、はい！」

　サラサの剣けん幕まくに驚いたウルカンは、ぴょんと飛び上がるように敬礼すると、あわてて部屋から出て行った。

「中継局か……そんな施設があるなんて知らなかったな」

　感心したようにつぶやく龍たつ也やを見て、サラサはうなずいた。

「わしもじゃ。思いもよらんかった。戦いがどこか遠くで行われているなら、人間まだしも余よ裕ゆうがあるが、目の前で撃うつか撃たれるか、家族が殺されるかどうか、家が焼かれるかどうかという状態になれば、目の前の戦いにしか目が向かないのは当然じゃ。なかなか宣伝だの放送だのそういったところまでは気が回らん。戦いの全体を見通す目を持つ、お前のようなものがおらんと、戦いは終わらんということかもしれんな」

　龍也は心の底の方にある罪悪感の痛みを感じながら首を振った。

「それは違うよサラサさん。俺は、やっぱりこの戦争を他ひ人と事ごとだと思っているんだ。この戦争をゲームのような目で見ているんだ。だから、こんな作戦を思いつくんだと思う……誉ほめられるようなことじゃないよ」

　サラサは少し驚いたような目で龍たつ也やを見ると、すっと手を延ばしてその頭を軽く、こん、と小突いた。

「タワケたことを抜かすな。それでええんじゃ。お前さんは他人でよそ者で、ついでにまだ青二才の高校生じゃ。いかなる国とも組織とも企業とも無む縁えんの完全なる第三者じゃ。だからこそ、お前の言葉には人を動かす力があるんじゃ。わしの言ゆっている意味がわかるか？」

「わからない。だって、人は利害でなくちゃ動かないはずだ」

「いや、もう一つ人を動かすものがある。善意じゃ。裏も表も無い、何の打算も下した心ごころも無い善意でも人は動く」

　龍也はその言葉を笑った。

「そんなのただのキレイゴトだよ、人間の心を善意なんかで動かせるもんか」

「そうか……では聞くが、お前さんはリューカ姫ひめが巡じゆん礼れいの者にかける言葉に下心とか打算とかがあると思うか？」

　龍也は、はっとしたように目を見開いて、しばらく黙って考えていたが、やがて小さく首を振った。

「……そんなものはないよ。あるわけない。リューカ姫はそんなこと考えちゃいない。あの子は本当に巡礼にやってくる人たちの身を案じて、その願いを聞いて励ましている……あれは演技でも自分の言葉に酔よっているわけでもない。あれがリューカ姫の本心なんだと思う」

「そういうことじゃよ。お前さんが立てた作戦の根底にもそれと同じ善意がある。なるべく犠ぎ牲せい者を少なくしようという善意がな……この話はまたあとにするぞ……」

　サラサの言葉が終わるのと、部屋の中に地図を抱かかえたウルカンが飛び込んでくるのは同時だった。

「判明しました！　現在稼か働どう中の中ちゆう継けい局は十七箇所です！」

　ウルカンが机の上に広げたセリカスタン全土の地図の上に、赤いインクでいくつか丸がつけられていた。

「この印をつけた場所が、現在も稼働している中継局です」

　サラサは地図の上を素早く見回したあとで、その赤い印のついている一点を指差した。

「この、インナルドの西にあるカンナ峠とうげにも中継局があるのか？」

　ウルカンは手元にある書類と地図を見比べてうなずいた。

「ええ、そこにある中継局には、他ほかの中継局より出力の大きな機器が設置されていますね。インナルドの街中にある電波塔とうから電波を出すと南の山に反射して返ってきて打ち消しあってしまうんです。それで、少し離れたこの西の峠に中継局を作ったんです。出力が大きいのは、南部州のオードン族に向けて宣伝放送を聞かせるためだったんですけどね」

「それは好都合だわ。その中ちゆう継けい局の見取り図とか手元にある？　地図が無ければその中継局に行ったことのある人間でもいいわ。とにかくどんな場所にあって、周りがどんな状況なのかそれが知りたいの」

「見取り図とかはちょっと手元にありません。ただ、あの中継局なら、私は何回か機器のメンテナンスに行ったことがありますけど……」

「よし、決まった！」

　サラサは、びしっ！　と音がしそうな勢いでウルカンを指差した。

「あんたは今日から、同盟軍放送局作戦部隊に転属よ！」

「ええっ？　いや、でも、いきなりそんなことを言われても、今やっている仕事だってありますし……」

　困こん惑わくするウルカンの顔の前で、サラサは人差し指を立てて振ってみせた。

「大丈夫、ナガス族のラクアク将しよう軍ぐんに、ちゃんと話しておくから！」

「まあ、そういうことでしたら喜んでお手伝いします。またラジオの仕事ができるなら、願ったりかなったりです……よろしくお願いします」

　ウルカンはそう言うとにっこりと笑った。

　龍たつ也やは、ウルカンが言っていた言葉の中に少し気になることがあった。

「あの……一つお聞きしてもいいですか？　さっき、あなたは、ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街の支局は、首都から直接電波が届かないために設置された、と言っていたような気がしますけど……」

　ウルカンはうなずいた。

「ええ、そうですよ、ナガス族の支配地域である東部州は、首都の電波塔とうのサービスエリアのぎりぎりのところにあるんです。ですから州都のスルカに支局を作ってそこから電波を出していたのですよ」

「……ということは、もしヌルカの街の支局が使えるようになっても、そこから出したラジオ電波は、首都まで届かないのではありませんか？」

「ええ、電でん離り層そうの位置によっては明めい瞭りように聞こえることもありますけど、かなり雑音が交じったり音が小さくなるでしょうね」

　龍也はサラサに向かって日本語で言った。

『どうしよう、サラサさん。俺おれが計画している地下放送は、セリカスタン全土の人たち……それも首都にいる人に聞かせなくちゃ意味が無いんだ。ヌルカの街の支局を修理しても、それじゃあ目的は果たせないよ』

　サラサは眉まゆをひそめると、小さく舌した打ちをした。

『ほうじゃったの。わしらが相手にするんは、インナルドの兵士だけじゃのうて、その後ろにいるセルム族全体じゃった。いくらラジオを放送しても電波が届かんとどうにもならんのじゃな……』

　龍たつ也やとサラサの日本語の会話を怪け訝げんそうに聞いていたウルカンが、おずおずと言った。

「あの……首都まで電波を届ける方法なら、ありますけど？」

「あるの？　どうやって？」

　ウルカンは、机の上にある地図を指差して言った。

「このカンナ峠とうげにある中ちゆう継けい局をそのまま使うんです。ここの中継局は出力が強力ですし、山の上にありますから、首都まで電波が届きます。周波数も違いますから混信しませんよ」

「その中継局とヌルカの支局との間に回線があるんですか？」

「いいえ、回線はありません。それに支局の放送設備は壊こわれていますから使えません」

「じゃあ……どうやって？」

「番組を録音パッケージにして中継局に持ち込んで、そこから放送するんです。首都の本局から回線で送られてくる番組の音声の代わりに、こっちの番組の音声を流すようにインターフェイスの部分を改造してしまえばいいんです」

「そうか！　中継局を乗っ取って、そこを放送局にしてしまえばいいってことなんだ！」

　目を輝かせた龍たつ也やを見て、ウルカンは顔を曇らせた。

「アイディアとしては言うことないのですが、実際にやるとなると問題がありますね……まず番組を作成する機材がありません。まあ、ラジカセでも録音さえできればなんとかなりますけど番組を作って録音しても、こんどは中継局にそれを再生する機材とかミキサーとか音声をコンバートする機材とか、かなりの量の機材を持ち込まねばなりません。政府軍の実効支配区域のど真ん中にある中継局に、どうやって持ち込むのか、これが一つ目の問題点。そしてもう一つは電波を出し始めれば、中継局が我々の手に落ちたことが明らかになります。政府軍は放送をやめさせるために、中継局を奪だつ還かんするよりも破壊する方を選ぶでしょう。中継局が砲ほう撃げきや爆ばく撃げきの目標になるのは間違いありません。その危険性。これが二つ目の問題点です」

　サラサは、拍ひよう子し抜けしたように言った。

「なんだ、そんなことか……そんなのは些さ細さいな問題に過ぎないわね。技術的な問題さえクリアできるなら、あとは現場でどうにでもなるものよ。私たちがあなたに聞きたいのは、それはできるのかできないのか、ということなのよ。で？　結局のところその中継局を使ってラジオを放送するということは可能なの？　不可能なの？」

「……技術的には可能です」

「よろしい」

　サラサはうなずいた。

「では、この作戦をスタートさせます。あなたは、中継局を放送局に変えるための機器や、改造を加えるのに必要な回路や部品といったハードウェアを調達してください。ラジオに乗せて流すメッセージや音楽というプログラムは、我々が担当します」

「了りよう解かいしました！」

　ウルカンは、嬉うれしそうに笑って敬礼した。




　帰りのトラックの中で、サラサが龍たつ也やに言った。

「わしは、いろいろやることがあるけえ、ラジオの番組はお前さんが作ることになりそうじゃが……どんな番組を作るつもりじゃ？」

「うん、地下放送は、音楽とお笑いの二本立ての娯ご楽らく番組を流そうと思うんだ」

「音楽とお笑いィ？」

　サラサは目を丸くした。

「お前は何を考えておるんじゃ！　そんなものを放送するためにわしらは命がけでラジオ中ちゆう継けい局を占せん拠きよしに敵てき陣じん深く潜せん入にゆうせにゃならんのか？」

「いや、だって、まずみんなに聞いてもらうことを考えなきゃ。視聴率……ラジオだから聴取率って言うのかな？　それが優先だと思うんだ。せっかくラジオを放送したって誰も聞いてくれなくちゃ意味が無いじゃないか。メインは音楽と面白おかしいおしゃべりにして、みんなに聞いてもらって、ところどころに反政府同盟軍の主張を込めるんだ。戦いを求めたのは我々じゃない。血に餓うえたならず者はどっちだ？　ってね……国営放送の反対だよ」

「うむ、そう言ゆわれて見ればそのとおりかもしれんの……で？　その主張とかは誰に言ゆわせるんじゃ？　同盟軍の中を探せば、元、国営放送のアナウンサーとかが、おるかもしれんが今からでは間に合わんぞ」

　龍也は考え込むようにつぶやいた。

「……それなんだけどね。まだ了解をもらってないけど……リューカ姫ひめにやってもらおうかと思うんだ」

「リューカ姫に？」

「うん、サゴンとか、ナガス族の長老とかが、いくら平和を訴えたって説得力が無いよね。サラサさんが訴えても、逆に警戒されそうな気がする……何か裏でたくらんでるんじゃないかって思われちゃうんじゃないかな。そうやって考えて見ると、平和を訴える言葉に一番説得力があるのはリューカ姫じゃないかと思うんだ」

　サラサは横目で龍也を睨にらんだ。

「なんというか、こう、今ひとつ気に入らんが……まあええ、それはお前の言ゆうとおりかもしれん。リューカ姫の言葉には裏も表もないからのう。聞いている人間の心にそのまま届くじゃろう……じゃが、その平和のメッセージを送る前にクリアせねばならん最大の問題がある」

「最大の問題？」

「そう、血の復ふく讐しゆうを叫ぶオードン族の連中と、その族長のサゴンをどうやって説得するかじゃ。ヤツらは自分たちの街ハネイスを空くう爆ばくされ、子供、妻、両親を容よう赦しやなく殺された身じゃ。インナルドの兵士と市民、そして首都にいるセルム族を皆殺しにしてその血を大地に吸わせることを求めて戦っておる。生なか半はん可かな理想や言葉では納得せんじゃろう。

　我々は戦いを求めていない、無む為いな殺し合いをやめて、話し合おうと、リューカ姫ひめが休戦を呼びかけるのは、まずオードン族を納得させてからじゃ。そうでないと、リューカ姫の言葉が噓うそになる……それは不ま味ずかろう？」

　龍たつ也やは考え込むように下を向いてつぶやいた。

「俺おれは……リューカ姫を噓つきにしたくない……そんなのは死んでも嫌いやだ」

　サラサはしばらく黙ったままトラックを運転していたが、やがて寂しそうに言った。

「じゃが……わしには無理じゃ……お前がさっき言ゆったとおり、わしが何を言ゆってもサゴンはわしの言葉を信じようとはせん。きっと裏があるに違いないと思い込むじゃろう……わしは信用されておらんのじゃ……」

「サラサさんは頭が良すぎるんだよ、だから警戒されちゃうんだ……」

　……ついでにナイスボディで美人だし、付け込むスキがなさすぎるよなあ。

　龍也は、残りの言葉を吞のみ込んだ。

「弱小のキンリ族を、このわしが何とかせねば、と肩かた肘ひじ張って抜け目無く生きてきたからの、警戒されるのも無理はないわ」

　サラサは自じ嘲ちようするように笑ったあとで真ま面じ目めな顔になった。

「……じゃが、タツヤ。お前は違う。お前の言葉にもリューカ姫と同じ力がある。ましてお前は何の得にもならん、無関係のオードン族の窮きゆう地ちを救うために、自分の身体からだを張ってまで空くう爆ばくをやめさせた男じゃ。そんな人間はおらん。だからサゴンはお前を認め、お前の指揮下に入ったのじゃ。サゴンは……オードン族は、お前の言うことなら聞くかもしれんな」

　龍也は大きくため息をついた。

　……オードン族の人たちの憎にくしみは痛いほどわかる。俺だって家族や兄弟を目の前で殺されたら、復ふく讐しゆうを誓うと思う。それが普通の人間だ。

　その人たちの前に立って『復讐は何も生み出さない』とか『許すことによって新しい未来が来る』とか、いくら言ったって、そんな言葉に耳を傾ける人はいないだろう。

　その言葉は本当のことだ、噓やごまかしじゃない。殺されたから殺し返す、やられたからやり返す。そんなことを未来永えい劫ごう続けても、何も解決しない。

　みんな、そんなことはわかっているんだ。言われなくたってわかっているんだ。でも、それに従いたくないんだ。

　本当のこと、正しいこととは別の次元のことなんだ。

　……その人たちの心に、俺の言葉が届くのだろうか？

　俺に、オードン族の人たちの血の復讐をやめさせる力なんてあるんだろうか？




　サラサたちが各部族の指導者のところに行って、作戦のための根回しと、装備や補給に関する様々な打ち合わせを終えて同盟軍総司令部に帰ってきた頃には、太陽はすっかり西に傾いていた。

　ドアを開けて建物の中に入った龍たつ也やは目を丸くした。

　司令部の中には、真剣な目をした何人もの人間が右う往おう左さ往おうしており、昼過ぎに司令部を出たときに部屋の中に漂ただよっていたのんびりした空気とは、打って変わったような殺気にも似たぴりぴりした空気が漂っている。

「何かあったのかな？　まさか、敵てきが攻せめてきたとか！」

　不安そうな顔で聞いた龍也に、サラサは首を振ってみせた。

「いや、違うな、走りまわっとるのはナガス族の砲ほう兵へい連隊の連中じゃ。こいつはインナルドの防衛軍に揺さぶりをかけるために、明あ日すの早朝行われるロケット弾だん攻こう撃げきの準備じゃろう。さっさと部屋に引っ込んだ方がいいな」

「そうだね、ここにいたんじゃ邪じや魔まになりそうだ」

　龍也がそう答えたとき、部屋の奥から、だぶだぶの砂さ漠ばく迷めい彩さいの戦闘服を来た一人の少年兵が走ってきて龍也に抱だきついて叫んだ。

「シマオオカミ！　怪け我がはもういいの？」

　それは軍服を着たシーデだった。

「シーデ！　なんでここに？　なんでそんな格好してるんだ？」

「へへへ、オードン族の補給部隊に志願したんだ。村から麦集めて、前線の補給所まで届ける仕事だよ！　いざというときは護衛もするんだ、ボクはコマンドの訓練を受けてるからね」

　そのとき、周りの様子を見ていたサラサが日本語で声をかけた。

「こんなところでの立ち話は、邪魔になるじゃろう。話をするなら、わしの部屋に来い」

「いいの？」

　サラサは、にやっと笑った。

「お前の部屋にシーデを連れ込むわけにもいかんじゃろう？」

「サラサさん！」

　思わず赤くなった龍也を見て、きょとんとするシーデに、サラサはセリカスタン語で声をかけた。

「ここは騒がしい。私の部屋に来い、そこで話そう」

「うん！」

　シーデはにっこり笑って、サラサのあとをついて歩き出した。




　司令部の建物は木造二階建てで、一階は大広間の食堂になっており、二階に旅人が泊まる小部屋がある。

　そして食堂として使われていた一階の大広間が同盟軍の司令部、兼会議室になっている。ダワフ村には、この店以外に大広間を持つ建物が無かったために、この店が司令部として借り上げられることになったのだ。

　サラサが使っている二階の部屋は、ベッドと簡単なテーブルと椅い子すが一個ずつ置かれたいわゆるシングルルームのような造りだった。

「悪いが椅子が無い、そこのベッドに座ってくれ」

　シーデと龍たつ也やはサラサに言われたとおり、並んでベッドに腰こしを下ろした。

「今、チャイを入れてやる。元は宿屋だけあって、魔ま法ほう瓶びんに入れたお湯だけはちゃんと用意してくれるのはありがたいな」

　サラサはそう言いながらテーブルの上にチャイグラスを並べ始めた。

　シーデは、ものめずらしそうに部屋の中を見回して言った。

「へえ、これが宿屋の部屋なんだ。どこも同じようなつくりなんだね……って、まだ二回しか泊まったこと無いけど」

「宿屋が二回？」

　びっくりしたように聞いた龍也に、シーデは恥ずかしそうに答えた。

「うん、宿屋は高いから、お金持ちの商人とか村の顔役くらいしか泊まらないよ。普通の人はみんな野の宿じゆくしたり、馬小屋の隅すみっことか軒のき先さきに寝るの。だから、この前リューカ姫ひめやサラサさんたちと泊まったとき、すっごい嬉うれしかった。柔やわらかいベッドで寝ることができるなんて思わなかったもの！」

　龍也は、トラックの中でサラサと交わした会話と、そしてセリカスタンの首都アーディンに立つ大統領府の高層ビルを思い出していた。

　……あのアーディンには何でもある。電気だって水道だって電話だってある。道路は舗ほ装そうされ、夜は街がい灯とうが点ついて街を明るく照らし出していた。

　それに比べて地方は貧しい。同じ国とは思えないくらいだ。

　それは途上国にとって当然の光景なのかもしれない。日本だって昔は道路が舗装されているのは東京の都心部くらいのもので、地方に行けば道路は未舗装で穴ぼこだらけで、雨が降れば泥どろんこだったそうだ。

　アニメ映画の「となりのトトロ」に出てきた、でこぼこ道を飛び跳はねるように走ってくるバスのシーンは、誇こ張ちようでもなんでもない、今から四十年前の当たり前の日本の光景だって、何かの本で読んだことがある。

　日本は、あの状態からたった二、三十年で、農道や山の中の林道まで舗装されている国になった。だから、このセリカスタンも同じように発展するのかもしれない。

　……でも、あのセンドルク大統領が、そんなことをするだろうか？　セルム族以外の他の部族が住んでいる土地のインフラを整備するだろうか？

　龍也がそんなことを考えていると、シーデが嬉しそうに言った。

「あ、そうそう、ハネイスの学校がまた始まったんだよ、空くう爆ばくされなかった建物を使って、焼け残った教科書とか集めて。サゴンはボクも学校に行っていいって言ってくれたんだ！　だから、輸送部隊の仕事が無いときは学校に行って読み書きを習ってる！」

　そして、シーデはしみじみと言った。

「学校で地図を見せてもらって、初めて知ったんだけど……日本って遠いところにあるんだね、中国のもっと向こうの地図の端はしっこの方。シマオオカミは、あんな遠い国から来たんだ。すごく簡単に来たみたいに言っているから、もっと近い国かと思ってた」

「いや……」

　……簡単に来れるよ、と言おうとした龍たつ也やの言葉が止まった。

　簡単なものか。こんな安宿に泊まることすらできない子に、何が簡単なものか。

　日本円で二十万円とちょっと……その格安ツァーの料金だって、このセリカスタンの地方に住んでいる人間にしてみれば、どれほどの金額に相当するのだろう？

　龍也の想いに気づかぬまま、シーデは白い歯を見せて笑った。

「学校に行って、いろんなことを教わったよ。百科事典って本も見せてもらった。難しい言葉ばっかりでよくわかんなかったけど、物には全部名前があるって聞いて驚いちゃった。一体誰がそんなめんどくさいことをやったんだろう？」

「一人の人が名前をつけたんじゃないよ、長い長い何百年という歴史の中で何万人という人が名前をつけて本に書いて、それが残ったのさ。そういった大昔からの積み重ねなんだ」

「なんだ、そうなのか。ボク、てっきり一人の人が全部調べて名前とか付けたんだと思ってた……すっげーヒマ人がいるんだなあって」

　そして、シーデは龍也の顔を見て真剣な目で言った。

「……勉強って面白いね。知らなかったことを覚えるって面白いね。ボク、本当に何も知らなかったんだって思うよ。いろんなものを見てみたいし、いろんなところに行ってみたい！

　ねえ、シマオオカミ。この戦争が終わって、平和になればシマオオカミは日本に帰るの？」

　龍也はサラサの方をちらっと見てから、あわてて答えた。

「え？　あ、うん……ずっと帰ってないからね、両親とかが心配してると思うし……」

「そうかー、帰っちゃうのかー、ずっといればいいって思ったけど、でもシマオオカミにだって家族がいるんだもんね」

　そして、シーデは目を輝かせて聞いた。

「日本って、どんなところ？　まだサムライっているの？　ニンジャとかも？　日本人ってみんなシマオオカミみたいに、メガネかけてて、パソコン抱かかえて歩いてるってホント？」

「うーん、日本についての知識がだいぶ偏かたよってるみたいだなあ」

　苦笑する龍也を見て、シーデはふくれ面になった。

「だって、ボクは日本のことまだ何も知らないんだから！　ボクが知っている日本人ってシマオオカミと、アーディンで会ったソウモトって人だけなんだよ！」

　シーデは両手を頭の後ろで組んでつぶやくように続けた。

「あーあ、一度でいいから日本に行ってみたいなあ……シマオオカミのお父とうさんとかお母かあさんとか、育った街とか、見てみたい……」

　リューカ姫ひめの言葉を思い出した龍たつ也やが、思わず小さく笑ってしまったのを、シーデは聞き逃さなかった。

「ひどい！　笑うことはないじゃないか！　ボクは本気なんだよ！」

　シーデの剣けん幕まくを見て、龍也はあわてて言い訳をした。

「あ、ごめん、君を笑ったんじゃない。今の君と同じことをリューカ姫も言っていたんだ。それを思い出して笑ったのさ」

「リューカ姫が？」

「うん、俺おれの両親に会ってみたい、俺の育った街を見てみたい……ってね」

「ふーん、そうなんだ……」

　シーデは複雑な表情で自分の足元を見ていたが、やがて顔を上げてにこっと笑った。

「きっと、リューカ姫もボクと一緒なんだね……シマオオカミが好きなんだ」

「え？」

「だって、そうでしょ？　その人のことを知りたい、もっと知りたいって思うのは、その人のことが好きになったからだよ……うん、そうだと思う」

　シーデはちょっと上気したような顔で小さくうなずくと、ぴょんとベッドから飛び降りた。

「じゃあ、補給部隊の隊長さんが心配するといけないから、今日はこれで帰る！　シマオオカミの足の傷が、ちゃんと治っていたので安心したよ……サラサさん、チャイごちそうさまでした！」

　シーデはそう言うと、サラサにぺこりと頭を下げて帰って行った。

　サラサは、シーデが出て行ったあとのドアを眺ながめてつぶやくように言った。

「人間、変われば変わるもんじゃな……最初にキンリの里に来た頃は餓うえたオオカミの子供みたいだったのにのう」

「環境が変わったからかな？」

　龍也の言葉を聞いたサラサは小さく首を振った。

「環境だけでのうて、やはり教育じゃろう。知識を与えられて、視野が広がったんじゃ。あの子は、普通の教育やら知識から隔かく離りされて、人殺しの方法だけを教えられて育てられた。最初会ったときは殺すか殺されるか、それだけしか考えとらんかったじゃろ？」

「うん、二言目には『さあ殺せ！』だったものなあ」

　苦笑いする龍也を見て、サラサは微笑ほほえんだ。

「あの子の視野を広げたのはお前じゃ、龍也。お前が許すという価値観をあの子に教えたんじゃ。殺す、殺される、以外の選択肢しをの……」

　龍たつ也やは、さっきまでシーデが座っていたベッドのシーツの上の凹くぼみを見つめて、考え込むようにつぶやいた。

「学校に通うシーデを見て、サラサさんが部族の子供たちに未来を与えるために、センドルク大統領と戦うって言った言葉の意味がわかったような気がした……センドルク大統領が推し進めている政策には、シーデみたいな子に教育の機会とか、まともな就職口とか、そういった未来を与える選択肢が無いんだね」

「そうじゃ、部族同志で争ったり殺しあったりすることが無い日本人のお前には、このセリカスタンの部族同志の差別とか敵てき対たい心しんとか、そういった感覚がよくわからんじゃろう」

「なんで、そんな風に部族同志でいがみあっているんだろう？」

「セリカスタンは、水に乏とぼしい過か酷こくな場所じゃ。生きていくだけで精一杯の土地じゃ。一つの井戸を共有し、仲良く暮らしておった二つの部族が、その井戸の水が枯かれはじめたため、殺しあわんとならんかった……などという伝説は、数え切れんほど伝わっとる。

　死ぬか生きるかという環境の中で、思いやりとか、信頼とか、そういった生きていくうえでの余よ裕ゆうを共有できるのは自分の一族の中だけなんじゃ。

　セリカスタンの人間はみんな、自分の一族以外は信用できないヤツらだと考えとる。他ほかの部族の男は一人残らず泥どろ棒ぼうで詐さ欺ぎ師で他人を騙だますことしか考えていなくて、女はみんな尻しり軽がるで淫いん乱らんでだらしない……それがこのセリカスタンの常識じゃな」

「サラサさんも、そんな風に思ってるの？」

　サラサは笑いながら首を振った。

「いいや、みんな同じじゃと思うとる。どの部族だけが立派だとか、どの部族が馬鹿ばかりだとか、そんなことあるわけがない。オードン族にもナガス族にもキンリ族にも立派な人間もいれば、どうしようもない馬鹿な人間もおる……それが真理じゃ。

　わしは、軍隊に入って、ロシアの学校に進んだ。そこでいろいろな国のいろいろな人間を見てきた。自分の部族の外、そしてセリカスタンの外を見てきた。だからそれがわかる。しかし生まれてからずっと自分の部族以外の人間と話もせん人間にはそれはわからん。そしてそう思いたがらんのじゃ」

「なんで、そう思わないんだろう？」

　考え込んだ龍也を見てサラサは小さく肩かたをすくめた。

「人の善よし悪あしを血筋で決めるんは、楽じゃけぇの。自わ分しの部族が偉い、自わ分しの部族には、これこれこういう英雄がおる。これこれこういう出世頭がしらがおる。自分の部族の血筋は優秀だ。ということにしてしまえば、自分は何もせんでもええ。その部族に生まれただけで、自分は優秀だと胸を張れるじゃろう？　これほど楽なことはないぞ。そして自分の部族の優秀さを証明する一番簡単な方法は、他の部族を貶おとしめることじゃ。あいつらは馬鹿だ屑くずだ最低だ、と悪口を言って、それに比べて我が部族は……と自じ慢まんするのは気分がええんじゃな」

「そうかもしれないな……」

　龍たつ也やはなんとなく、日本の東京と大阪の違いを思い出していた。

　……考えてみれば、言葉も習慣も食生活だって全然違うんだよな、関西と関東って。

　こっちで言うオードン族とキンリ族より違うところがいっぱいある。

　サラサさんが言っていた部族差別ってのは、大阪の人間が東京の人間のことを、田舎いなか者ものがカッコつけてるだけだ、と馬鹿にしたり、東京の人間が大阪の人間のことを、大阪にはヤクザとアキンドとヨシモトしかいない、と馬鹿にするのと同じようなものかもしれないな。

　でも、いくらなんでもそれが原因で殺し合いまではしないよなあ。

　ぼんやり考え事をしていた龍也の顔を、サラサが心配そうに覗のぞき込んだ。

「……どうした？　疲れとるんか？」

「え？　あ、いや、その……慣れない事が続いてるし……責任も一杯あるしね」

　あわててベッドから立ち上がった龍也を見て、サラサは小さくため息をついた。

「確かに、お前には無理をさせとると思うとる……じゃが、お前にしかできんこともたくさんあるんじゃ。あと少し頑がん張ばってくれるか？」

「うん……責任から逃げない、責任を果たす、ってのも、それはそれで結構カッコイイかもしれないからね……じゃあおやすみなさい！」

　龍也は、ドアのところでぴょこんとサラサに頭を下げて部屋を出て行った。

　姿が消えた部屋のドアを見て、サラサがつぶやいた。

「一国の未来なんて、一いつ介かいの高校生が背負えるものじゃない……かと言って、無責任に投げ出せるものでもない……とんでもないモノ背負わせちゃったかな……」







　　　第五章　「エージェント」







　セリカスタンの首都にある官庁街。

　大統領府のあるビルをはじめとする様々な国家機関の建物が立ち並ぶ表通りから一歩奥に入ったところに、目立たない灰色の中層ビルがある。

　それは、機構上は内務省の管かん轄かつとなっているものの、実質的には大統領の直接指揮下にある国家安全保安局の建物だった。

　このセリカスタンがソビエト共和国の一部だった頃は、いわゆるＫＧＢの出先機関として活動していた組織であるが、セリカスタンが分離独立したあとも解体されること無く、そのままセリカスタン国内の反政府活動を監視する調査機関として活動を続けていた。

　調査機関とはいえ、部族間の武装闘争が当たり前のこのセリカスタンでは、その活動内容も単なる調査活動だけに留とどまらない。反政府部族のリーダーの暗殺や爆ばく殺さつといった破壊攻こう撃げき活動を行う実じつ働どう部隊を持つ準軍事的な組織でもある。

　その国家安全保安局の一室で、一人の若い女がコンピューターのモニターを眺ながめていた。

　メリハリの効いた身体からだを紺こん色のスーツで包み、プラチナブロンドの長い髪かみをざっくりと編んで後ろにまとめた彼女は、物憂げな表情でモニターに目を走らせていたが、やがて小さくつぶやいた。

「空軍のクラーゲン少しよう佐さの報告と、大統領警護隊のシャリフ大たい尉いの報告は興味深いわね……正体不明の日本人の少年か……」

　透すき通ったような白い右手を、同じ色の顎あごに当てて、彼女は考え込んだ。

　……巫み女こを信しん奉ぽうする北部辺境のキンリ族の下に突如現れた謎なぞの軍ぐん師しシマオオカミ。それがこの日本人の少年であるのは、ほぼ間違いないわね。

　最初に目撃されたのは、部族長会議場の爆破事件の日ね。現場から逃げたキンリ族の姫ひめ巫女とサラサ・クルティムと思われる人物と行動を共にしていた謎なぞの日本人。

　姫巫女を追跡していたシャリフ大尉のレポートには、この日本人の正体を、どこかの組織のエージェントではないかという予測が書かれている。

　……次にキンリ族の居留地を攻撃した戦車部隊の指揮官が狙そ撃げきされ攻撃が失敗した件で、この戦車部隊を撃退したのは、謎の軍師シマオオカミである、という風評が立つ。

　軍師シマオオカミについての風評はファイルがいくつもあるくらい集まってるけど、どれも憶おく測そくばかりで役には立たないわね。でも時間が経過するに従って、伝説の勇者みたいな情報は影を潜ひそめて来ているわ。

　最終的に複数の情報を重ねて串くし刺ざし検けん索さくをかけて絞しぼり込むと、シマオオカミとは、外国人である。モンゴロイドである。メガネをかけた若い男である。そして……日本人である。

　入国審査の記録から該がい当とうする日本人は三名。

　いずれもグィーランのコンチネンタルホテルに宿泊中に、部族長会議場爆ばく破は事件に巻き込まれ消息不明。

　……しかし、その中の一名の生存が確認されたことが日本のマスコミで報道されている。

　天山龍也（アマヤマ・タツヤ）十七歳さい。日本の東京都下にある公立高校三年生。

　日本のマスコミの報道によると、彼はセリカスタン北部の部族の集落に保護されているらしいことが本人からの電話で確認された……。

　彼女は身体からだを椅い子すの背もたれに預けて腕うでを組んだ。

　豊かな胸がブラウスの中で盛り上がる。

　うん、間違いないわ。きっとこの子がシマオオカミの正体ね。外国人とほとんど接触のない地方の部族の人間が異国の少年に神秘性を感じるのは、当然のことなのかもしれないわ。

　おそらくキンリ族の軍事リーダーのサラサ・クルティムあたりが、転がり込んできた日本人の少年を使って仕掛けた宣伝……。

「そう考えれば納得がいくんだけど……どうしても腑ふに落ちない部分が一つあるわね」

　小さくつぶやいた彼女は、首をひねったあとでもう一度モニターと向き直った。

　……カイトグループの輸送機が空港で反政府同盟の爆ばく撃げきを受けて破壊されたときに、現場で目撃された日本人が、このアマヤマ・タツヤだとすると、シマオオカミは単なる反政府同盟の宣伝用のシンボルではなく、作戦に参加し行動するコマンドの一員ということになる。

　もし、この空軍基地に現れたシマオオカミがコマンドだとすれば、ここに大きな矛む盾じゆんが生じる。

　日本人の、それも高校生にそんなことができるわけがない。

　私が過去に出会ったことのある日本人、そして日本に行って実際にこの目で見た民間人は、すべて軍事的なセンスは皆かい無むだった。

　あの国の国民は軍事的なものから完全に隔かく離りされている。教育も思想も何もかも一切の軍事訓練とは無む縁えんだ。ましてや高校生にそんなセンスなどあるわけがない。すべての責任や義務を強制されることなく、やりたい放題が許されていると信じている世界中で最もスポイルされた人間、それが日本の学生だ。

　……では、このシマオオカミとは何者なのだ？

　日本人の高校生の身分を持つアマヤマ・タツヤと、コマンドとして動いているシマオオカミは別人なのか？

　シマオオカミがアマヤマ・タツヤではなく、何らかの訓練を受け、コマンドとして動ける人間だとすれば、彼は誰の命令で、誰の権益のために動いているのだ？

　権益から考えれば、中国のエージェントの可能性が一番高い。中国は国際市場のタングステンを事実上独占している。セリカスタンのタングステンが採掘されて精錬され市場に流れるのを一分一秒でも遅らせることができれば、その一分一秒ごとに中国には利益が流れ込む。

　しかし、中国のエージェントであるとするとつじつまが合わない部分が多すぎる。

　中国はセリカスタン国内のナガス族に長年にわたって武器弾だん薬やくを供きよう与よしてきた。もしセリカスタンの内戦に積極的に介かい入にゆうするとすれば、中国に国境を接している東部州を勢力範囲とするナガス族を支援するはずだ。

　……それに、中国のエージェントは、こんなまどろっこしいことはしない。やるとしたら、もっと直接的な行動に出るだろう。

　西側の権益……これはロシアも含むヨーロッパとアメリカの連合……それを代表するカイトグループ、そして自国のタングステンの利益を守りたい中国。この二つの勢力以外に、このセリカスタンに介入する勢力があるということなのかしら？

　彼女は、しばらく考え込んでいたが、やがて、小さく、ふふっ、と笑ってつぶやいた。

「困ったわね……仕事抜きで興味が湧わいてきちゃったわ……」

　そして、彼女はコンピューターの電源を切ると、端たん末まつの脇わきに置いてあったブリーフケースに手を延ばしながら、後ろのブースで作業中だった男性の事務官に聞こえるように言った。

「そこのお目付け役の人。キータッチのリズムが単調よ、それじゃあバレバレね。上司に言っておきなさい。人を監視するときは人間と機材をケチらないように、って……それと、私はこれから記者の身分証で同盟軍の勢力下に潜せん入にゆうしますが、これは私の個人的責任行為ですから気にしないようにと言っておいて」

　後ろのブースに座っていた男が、思わず頭を下げそうになったのを、必死にごまかそうとしているのをちらっと見て、彼女は小さくため息をついた。

　……どう見てもシロウトの集まりよね、このセリカスタンって国は。




　部下から報告を聞いた内務大臣のリネムは、自じ嘲ちようするような微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「……確かにそのとおりだわ、怒る気にもなれないわね。身内のセルム族だけしか使えないとなれば、人材不足になるのも無理からぬところだわ。生き馬の目を抜く国際社会を向こうに回して活動しているエージェントの彼女から見れば、このセリカスタンの政府機関の内部で動いている調査員なんかアマチュアの探たん偵ていごっこにしか見えないのも当然ね……で？　彼女はどの部族と接触するつもりなのかしら？」

　リネムの前に立って報告していた局長が、手に持っていた書類挟ばさみを差し出して言った。

「それについては、このパーミッションカードの申しん請せい用紙に書いてあります。取材区域は北部辺境地帯、目的はキンリ族に対する取材となっております……この書類に書いてあることを信じれば、の話ですが……」

　リネム大だい臣じんは微笑ほほえんだ。

「それはおそらく本当よ、必要のない噓うそはつかないわ……プロと言われている人たちはね」

「で……いかがいたしましょう？　センドルク大統領閣かつ下かからは、カイトグループからのエージェントに対する監視を強化しろとのご命令が出ておりますが……」

「監視を強化しろと言われたって、首輪と鎖くさりをつけて首都に縛しばり付けておくわけにはいかないわよ。相手はれっきとした通信社の記者の身分だって持ってるし、何と言ってもカイトグループの調査エージェントなのよ」

　リネムはそう言ったあとで、目の前に立っている局長の顔色を見てため息をついた。

「……その辺の説明を大統領に向かってやれと言うのは、いささか酷こくな命令ね。わかりました、私が直接センドルク大統領の下に赴おもむいて説明します。ご苦労様でした」

　局長は、ほっとしたような表情を浮かべて一礼した。




「で？　結局あのエージェントの女を野放しにしてしまったということなのだな？」

　不ふ機き嫌げんそうな顔で答えたセンドルク大統領をたしなめるようにリネム大臣が言った。

「あの人は、あなたにとって大事なスポンサーの意向を代弁している重要人物よ。ちゃんと名前で呼びなさい、ナターシャ・リムスキーと……」

「ふん！」

　センドルク大統領は、不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「金のためならなんでもやるコングロマリットの調査員が名乗る名前など、本名かどうかもわかりゃしない」

「いいえ、あの人は間違いなく本人よ。数年前にネイチャー誌に論文を載のせたときの写真と同じ人物だわ。ナターシャ・リムスキー二十四歳さい。十二歳でモスクワ大学に入学、卒業後にオクスフォードに招かれ、学生兼助教授として、民俗学の権威ラスコフ・キンスキー教授に師事、その後の研究によって、ロシアのアカデミーから博士号を送られるに至る……」

　センドルク大統領は目を丸くした。

「本当か？　なぜそんな人間がカイトグループの調査員などをやっているんだ？」

「調査員には二種類あるわ、合法的リーガルな者と非合法的イリーガルな者。前者には学術的目的を理由にした調査も含まれるのよ。

　もっとも、彼女の場合は国家機関ではなく企業の委い託たくによる調査活動だから、合法的入国と活動しかできないのだけれどね……」

　そしてリネムはセンドルクを見て静かに言った。

「西側の企業体が動かしている資本の量は、このセリカスタンの国家予算よりもはるかに大きいのよ。企業体にとって国家とは、利り潤じゆんを生み出すための下部組織の一機関でしかないわ。支援している国家体制が、利潤を生み出さないと知れば、いとも簡単に見捨てるでしょうね」

「この私に向かって……それは脅おどしかね？」

「脅しでもなんでもないわ、これは事実よ。資本主義の理屈はあなたもよく知っているでしょう？　ようは正直になれと言っているの。まず良いところ悪いところその両方の事実を見せて、その上で我々にさらなる投資をしてくれれば事態は好転し、あなたがたにも利益が生じる、と、正々堂々と言えばいいのです。自分に都合のいいところだけを見せて、見せ掛けの利益を示す行為を彼らは嫌きらう。それはフェアではないということらしいわね」

「ははは、何がフェアだ。国際社会の国家間の争いに公正さなんてものが意味を持ったことは一度もないではないか。すべて力で決めてきたくせに」

　リネムはうなずいた。

「そうよ、何がフェアで何がアンフェアなのかそれを決めるのもまた強い力を持ったもの……でもね、勘かん違ちがいしないほうがいいわよ。あなたがその強きものでいられるのは、このセリカスタンの中だけなのよ。国際社会の中では、あなたはただの弱き者にすぎないのよ」

　センドルクは不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「そんなことは言われんでもわかっている！　まあどんなに調査しようと、この国に優良なタングステンの鉱脈があることはすでに立証されている。その事実は揺るがない。

　中国がタングステンの輸出を削さく減げんすればするほど国際価格は跳はね上がり、相対的に我々の重要性は増していく。西側資本がこの国を見捨てるわけがない。そして、セルム族の指導者であるこの私をもだ。

　確かに、セリカスタン全土の人口比率から考えれば、我々セルム族は総人口の三分の一に満たない。我々は二倍の兵力を相手に戦っていることになる。だが、戦いは数だけではない質だ。

　馬と小しよう銃じゆうしか持たぬ反政府同盟の民兵どもは、近代兵器で二重三重に守られたインナルドの防衛陣じんの前に無意味な突とつ撃げきを繰り返し、消しよう耗もうするだろう……」

　リネムは、皮肉な微笑ほほえみを唇くちびるの端はしに浮かべて言った。

「……だと、いいのですけどね」

　その微笑みを見たセンドルクの顔に怒気が走った。

「あなたは昔からそうやって私のことを、できの悪い弟扱いし続けてきた！　だが、見ろ、私は今やこの国の最高権力者だ！　もはや私を見下すことは許さない！　たとえ実の姉であってもな！」

　リネムは少し驚いたように目を見開いたあとで、小さく頭を下げた。

「気に障さわったのなら、謝ります……姉という立場であなたを見てしまうのはいけないことだとはわかっているのですけどね……」

　センドルク大統領は、すこしばつが悪そうに視線をそらした。

「あ、いや、私もいささか感情的になりすぎたな……ソナムルの馬鹿のせいで、ここしばらく心配事が多くてな……」

「空軍内部の反逆者の件ですか？」

「あ、いや、空軍に関してはすでに手を打った。今の空軍内部にいる連中はおとなしいものだ。私が頭を痛めているのは、ソナムルが私の立場を悪くするためにハネイスの小学校に仕掛けた空くう爆ばくのせいで、国連と西側各国から総攻こう撃げきを受けているということだ。

　カイトグループが裏で手を回してハネイスにいた国連関係者が撮った写真や証言がマスコミに流れるのを抑えているが……今のままでは我々は虐ぎやく殺さつ者であり、誰が見ても悪役だ。その裏返しとして反政府同盟軍に国際的な同情が集まることだけは避けたい」

「起きてしまったことは仕方ありません。政府としてはあれはあくまでも誤ご爆ばくであったということを押し通すしかないでしょうね……」

「……もしくは、反政府同盟側こそがテロリストであり虐殺者であり、我々の側に正義があることをマスコミにアピールするか、だな……」

　センドルク大統領は、考え込むようにつぶやいたあとで、顔を上げた。

「リューコフの言うとおり、オードン族どもが、どこかの街で血の復ふく讐しゆうを言い立てて大虐殺でもやってくれれば、それをマスコミにアピールできるのだがな……」

　リネムは目を見開いた。

「もしかしてあなたは、インナルドでそれを演出するつもりですか？　まさか……市民の脱出を認めないのは、そのためなのですか！」

　センドルク大統領は、あわてて首を振った。

「いや、そんなことはない、心配しなくていい。いくらなんでもそんなことは考えていない。これはリューコフの馬鹿が、ソナムルのやった後始末を挽ばん回かいする方法だと言って、私のところに持ってきた作戦だ。私がそんな作戦に同意するわけがない。私はインナルドの戦いに勝つつもりでいるのだからな」




　大統領府から内務省の執しつ務む室に戻って来たリネムは、自分の席に座るなりインカムで秘書官を呼んで告げた。

「海軍省から出向しているトルテ事務官を呼んでちょうだい、大至急よ」

　二分ほどして、秘書官が、小柄な二十代前半の赤毛の女性を伴って執務室に入ってきた。

「お呼びでしょうか？」

　リネムは、秘書官が執務室を出て行ったのを見送ってから、トルテに笑いかけた。

「あなたにお願いがあるの……と言っておきながら、お願いする相手を立たせて話をするわけにはいかないわね、そこのソファに座って。今お茶を入れるから」

「そんな！　大だい臣じん閣かつ下かにお茶を淹いれさせるなんて、そんな！」

　目を丸くして顔の前で手を振ったトルテ事務官を見て、リネムは笑いながら席を立って、執務室の奥にあるギャレーに向かった。

「いいのよ、自分で飲むぶんは自分で入れるの、これはおすそ分けだと思ってちょうだい」

「は、はあ……」

　ソファに座って、小さくなっているトルテを見て、リネムは笑った。

「そんなに堅くならなくてもいいわよ。私がお願いする方なんだから」

　二個の紅茶のカップをトレイの上に載のせてソファの前にやってきたリネムは、サイドテーブルの上にそのカップを置いて、トルテの前に座った。

「お願いというのはね、例のソナムルの反逆計画を調べ上げたあなたたち海軍省の給湯室ネットワークを、もう一度使ってもらえないか？　ってことなの。ぜひ調べてもらいたいことがあるのよ」

　トルテは顔を上げて聞いた。

「それは、どのようなことですか？　我々のネットワークが調べることができるのは、あくまでも、この首都にある官庁の内部の事情です。それ以外の件につきましては荷が勝ちすぎるかと……」

「安心して、それはわかっているわ。あなたがたに調べて欲しいのは、陸軍内部のことなの。怪け我がが治って退院してきたリューコフが、包囲攻こう撃げきを受けているインナルドを舞台に、何やら陰いん謀ぼうをめぐらしているみたいなのよ。陸軍と内務省は仲が悪いから直接情報が入って来ないの。うちとしては、リューコフが何を考えているか、それを詳くわしく知りたいの」

　トルテはほっとしたようにうなずいた。

「ああ、その件でしたら簡単です。明あ日すにでも報告できると思いますわ」

「そんなに有名なの？　こっちにはちっとも入って来ないけど」

　怪け訝げんな顔をするリネムに、トルテ事務官は笑ってみせた。

「立派な人が馬鹿なことをしたり、普通の人が馬鹿なことをすれば、ウワサの種たねになります。でも、みんなが馬鹿だなあと思っている人が馬鹿なことをしても、ウワサにはなりません……ひどいたとえ話ですけど、これが一番近いのではないかと思いますわ」

　内務省の大だい臣じん執しつ務む室で、リネム大臣とトルテ事務官が、紅茶のカップを前にして話をしていた頃。

　首都アーディンの中心部にある一流ホテルの一室で、ナターシャが携帯電話で誰かと話をしながら、ベッドの上に広げたスーツケースの中に着換えを詰め込んでいた。

「ええ、そうよ、その子、アマヌマ・タツヤって子。その子の個人データを全部送って。公的なデータだけじゃなくて、趣味や思考や思想、価値観、そういったものを全部。え？　そこまでは無理？　無理でもやって！　日本の支部にやらせればいいでしょう。取材名目で家族とか高校の友達とかに聞きに行けばいいんだから……え？　なんでそんなものが必要なのかって？　ふふふ、興味があるの。そうよ、私は年下の男の子が大好きなのよ……私情を持ち込むな、なんて野や暮ぼな説教はナシよ。そういうときは、趣味と実益を兼ねるって言わなきゃ……じゃあね、お願いね」

　ナターシャはそう言って携帯電話を切ると、ぽんとベッドの上に電話を投げて、その代わりに足元のトランクの中にあった黒いソフトケースを手に取ってつぶやいた。

「首都から離れれば、治安も悪いだろうし、こいつを持って行った方がよさそうね……」

　そして、ソフトケースのファスナーを開けると、その中から小型の自動式ピストルを取り出して構えた。

「……女の手でも、しっかり持てて反動は少ないし、やっぱり旧ソビエト圏なら、このマカロフちゃんが一番かな？　九ミリショート弾だんは最近はどこでも手に入るようになったから弾だん薬やく補給に気を使わないでいいもんね」

　そして、ナターシャは銃じゆうを撃うつ真ま似ねをしてにやっと笑った。

「シマオオカミのハートをこれで撃ち抜いたら、セリカスタンはどっちに転がるのかな？　それはこれから先の、お、た、の、し、み、ってヤツね」







　　　第六章　「作戦開始」







　夜の闇やみの中を一機の飛行機が飛んでいた。

　新月の夜空に月の姿はなく、あるのはただ、銀の砂を闇の中に撒まいたようにきらめく満天の星だけだった。

　翼よく端たん灯とうなどの照明をすべて消し、排はい気き炎えんも目立たぬようにエンジンの回転数を落としたその飛行機は、よたよた、とか、ふらふら、という形容詞が似つかわしいほどの速度で夜の闇の中を進んでいた。

　計器の文字盤ばんに書かれた夜光塗料の数字と針の位置を示す線だけが浮かび上がったコックピットの中で、シャクドー中ちゆう尉いは方位を示すコンパスと速度計をもう一度確認したあとで、翼つばさの下を覗のぞき込んだ。

　……こいつの排気管は胴どう体たいの下に延びていて、コックピットからは確認できんから少し不安だな。もっとも、これだけエンジンの回転数を落としておけば、炎ほのおは出ていないと思うが。

　不安といえば、翼の下につけてある爆ばく弾だんも不安だな。カルケンのヤツが野や砲ほうの砲ほう弾だんを改造して作ったんだが、信頼性がイマイチだ……爆ばく弾だんと作った人間の両方の信頼性がイマイチってのは勘かん弁べんして欲しいもんだが、『もし不発だったら、次はお前を信管にする、爆ばく薬やく背負わせて起き爆ばくスイッチ持たせて投下する！』とカルケンに脅おどしをかけておいたからきっと大丈夫だろう。

　……それより、そろそろ陽動作戦のロケット弾だん攻こう撃げきが始まる頃だな。

　シャクドー中ちゆう尉いがそう思ったそのとき、針路の先にある低い山の向こうに、いくつもの閃せん光こうが瞬またたいた。

　……始まったな。あそこが着ちやく弾だん地点ということは針路に誤りは無いということだな。

　ロケット弾の爆ばく発はつを意味する閃せん光こうが、落雷かストロボライトのように山の稜りよう線せんの向こうを不規則に輝かせている。

　ロケット弾攻撃の爆発音を聞いて耳がジーンとなったところに俺おれが突っ込んでも、飛行機の爆音だとは気がつかないかもしれない、という淡い期待を抱いだいているんだが……はてさてどんなものやら。

　シャクドー中ちゆう尉いの操そう縦じゆうするクラージ軽攻撃機は、ブーンというプロペラ機特有のエンジン音を奏かなでながらインナルドの西にある山地の最後の山を越えた。

　飛行場から直接北に向かって飛べばインナルドである。直線で飛べばせいぜい三十分の距離だが、インナルドの南側は防衛軍も厳重な警戒線を敷いており、対空銃じゆう座ざや対空レーダーなどもそのほとんどが南側が開けた場所に設置されていることが、事前に侵入したリネト衆しゆうからの情報で明らかになっていた。

　そこでシャクドー中尉の操縦する攻撃機は一いつ旦たん西に大きく迂う回かいして、インナルドの西側から攻撃することとなった。

　インナルドの西には、高い山と、その裾すそに延びるいくつもの峰みねが連なっており、その谷筋を飛んで近づけばレーダーに引っかからない可能性が高いと思われたのだ。

　最後の山を越えたとき、シャクドー中尉の目に、インナルドの街の灯あかりと、そしてその向こうにちらちらと瞬く小さな炎ほのおが見えた。

　……あそこが軍隊の駐ちゆう屯とん地だな。灯火管制しているから駐屯地は真っ暗だけど、ロケット弾の着弾で小さな火か災さいが生じているみたいだな。

　さて、用意してきたチャフをバラ撒まくとするか。

　シャクドー中尉が、コックピットの中に取り付けられた取っ手を握ってぐい、と引くと、そこから延びたワイヤーが、機体の後部にあるチャフ収納庫の扉を開いた。

　収納庫の中に詰め込まれていたアルミ箔はくとアルミの粉が夜の闇やみの中に撒き散らされていく。

　……さて、このアルミ箔がどれほどの効果があるのかわからんが、マイクロレーダー波に合わせて、アルミ粉末も混ぜてあるから、それなりの効果はあるだろう。

　しかし、月の無い闇夜に、山あいの谷筋を抜けて飛行機を飛ばすなんてのは普通じゃねえな、まず不可能だ。

　きっとインナルド駐ちゆう屯とん地の連中も、そんなことは不可能だと思っているに違いない。

　そして、相手が、そんなことは不可能だ、とか、まさかそんな、と思ってくれれば思ってくれるほど作戦の成功率と俺おれの生せい還かん率は高くなるというわけだ。

　シャクドー中ちゆう尉いは、自分の正面に広がる闇やみの中に小さく瞬またたく炎ほのおの灯あかりに目を凝こらした。

　その、いくつもの炎の灯りのどこかに、ネマコルたちが点ともしている燃料集積所を知らせる灯りがあるはずだった。

　近づくに連れて、地表の様子が見えてきた。どうやら、ロケット弾だんが駐屯地の真中に飛び込んで爆ばく発はつし、付近のテントが燃え上がったらしい。

　……くそ！　これじゃあ光が多すぎてわからねえ！　ロケット弾め！　風任せでどこに飛んで行くかわかりゃしねえくせに、こんなときに限って目標に命中しやがったらしいな。

　仕方ねえ、危険を覚かく悟ごで目標上空を一回フライパスして爆ばく撃げきやり直しだ。

　シャクドー中尉は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、左旋せん回かいを始めた。

　そのとき、シャクドー中尉の目が針で突いたような青い光の点を捉とらえた。

　……青い光？　ああ、あれだ！　目標の東西南北に青い光！　ネマコルの指示通りだ！　あの光と同じものがあと三つあるはずだ！　北と南、西と東を結んだ線が交差する場所、そこが目標だ！

　シャクドー中尉の目は必死に闇の中をまさぐった。

　そして、最初に見つけた青い光の右側にもう一個同じように光る青い点を見つけた。

　方位コンパスと、青い点の位置を何度も見比べて、脳内にあるインナルド駐屯地の地図にあてはめながら、さらに残りの点を探す。

　時間は、刻々と過ぎていく。

　駐屯地の混乱が収まれば対空陣じん地ちが火を噴ふくのは時間の問題だ。

　くそ、どこだ？　どこにあるんだ目印は……。

　そのとき、三つ目の点が目に飛び込んできた。

　その瞬間。シャクドー中尉の脳内の地図と、光の位置がぴったり重なった。

　……わかった！　目標はあそこだ！　……ということは。

　シャクドー中尉の目は、本来あるべき位置の青い光を探した。

　その光は、何かの影に隠かくれていたのだろう飛行機が旋回を開始し始めたときには無かった場所に、最後の青い点が見えた。

　間違いない。あの対面する二つの点を結んだ線が交差する地点。そこが燃料集積所だ！　行くぞ！

　クラージ軽攻こう撃げき機は、旋回を終えるとそのまま爆撃針路に入った。




　インナルド駐屯地にいた政府軍兵士の中には、飛行機の爆ばく音おんに気がついた者も多かった。

　複数の監かん視し哨しようから、飛行機が飛行中であるという情報を受けたモリスン大たい佐さは、電話で防空指揮所を呼び出した。

「駐ちゆう屯とん地の上空を飛行機が飛んでいるという報告が入った！　そっちのレーダーでは目標を補足しているか？」

『はい、それらしい機影を確認しておりますが、急に電波状態が悪くなりまして……山に当たって返ってくる干渉波はがいつもよりひどいために、明確に捉とらえることができません！』

「それは干渉波だけではなく、敵てきが欺ぎ瞞まん用のチャフを撒まいたからではないのか？　マイクロ波レーダーはどうだ？」

『マイクロ波の方にも干渉が出ておりまして……オペレーターの訓練度が低いために、手間取っております、申し訳ありません』

　モリスン大佐の持つ受話器から聞こえて来る責任者の言葉の後ろで、レーダーのオペレーターらしい者が大騒ぎしている声が聞こえてきていた。

　……くそ！　人材不足は、どこも同じか。いかに高価な装備を整えても、それを使いこなせなせる人間がいなければ意味はない！

　モリスン大佐は、防空指揮所の指揮官に向かって言った。

「レーダーが使えなくても構わん！　光学照準で対空砲ほう火か射しや撃げき開始だ！」

『し、しかし！　敵味方識別信号もいまだ確認されておりません！　もし、あれが味方の連絡機ならば……』

「そんなことはありえん！　政府軍の空軍パイロットは君の部下のレーダーオペレーターと同じで訓練度が低い。こんな闇やみ夜よに飛んでいるということが政府軍ではないことの証明だ！　敵機がいると思われる方角に向けて射撃しろ！　気休めでも構わん！」

『了解しました！』

　受話器の向こうで、防空指揮所の指揮官がそう答えて電話を切って、一分としないうちに、対空機関砲陣じん地ちが高射機関砲を撃うち出す砲ほう声せいが響き渡り始めた。

　駐屯地の上空を飛んでいたシャクドー中ちゆう尉いの目の前に、突然光の噴ふん水すいが噴ふき出した。それはあちこちに設営されている高射機関砲陣地に設置されたＳ─60五十七ミリ対空砲や、ＺＰＵ─４十四・五ミリ対空機関銃じゆうなどから撃ち上げられる曳えい光こう弾だんの噴水だった。

　対空砲や機関銃から撃ち出された弾丸は目には見えない。地上目標ならば弾着が目視で確認できるために問題ではないが、対空機関銃のように空に向かって撃つ場合、自分の撃った弾丸がどこに向かって飛んでいくのか確認できなくては照準を修正することができない。

　そのため、対空用の高射機関銃の弾丸には何発かに一発、光を発する曳光弾と呼ばれる弾丸が使われている。射手は、この光を見て弾道と照準を修正するのだ。

　シャクドー中尉は、操そう縦じゆう桿かんを握る自分の手が急に汗ばんで来るのを感じていた。

　……くそ！　さすがに気がつきやがったか！　考えてみればここまで撃たれなかった方がウソみたいなものだ。

　もう爆ばく撃げき針路に入っているから、あの曳えい光こう弾だんを避けるわけにはいかない。針路を変えたら、もう一度同じコースで突っ込まなくちゃならん……いちかばちかこのまま行くしかない！

　クラージ軽攻こう撃げき機は、駐ちゆう屯とん地の中心部めがけて真まっ直すぐ飛び続けた。

　いくつもの光の棒ぼうがシャクドー中ちゆう尉いの視線の中を横切って飛びすぎて行く。

　太いのは五十七ミリや二十三ミリの対空砲ほう。そして、細いものは十四・五ミリ対空機関銃じゆうのものだろう。

　そのどれか一発でも命中すれば、セスナ機と大して変わらないクラージ軽攻撃機など、ひとたまりもない。

　時間としては、ほんの十数秒の長さに過ぎなかった、しかし、シャクドー中尉にとって、その時間は、永遠にも等しい時間だった。

　そして、急造りの爆撃照しよう準じゆん機の中に、青い四つの点のような光の中心が飛び込んできた。

　それは、ただの暗くら闇やみに過ぎなかった。そこに燃料集積所があると信じることができるのは、カンと、想像力の世界の話だけだった。

　だが、シャクドー中尉はその暗闇に、燃料集積所があることを信じていた。

　繰り返し繰り返し見て、脳裏に叩たたき込んだ駐屯地の見取り図が、眼下の暗闇の中に浮かんで見えていた。

　……今だ！

　シャクドー中尉が爆弾投下スイッチを押すのと同時に、クラージ軽攻撃機がふわっと浮かび上がった。

　それは、両翼よくの下に下げてあった二個の爆弾の重さが無くなったことを意味していた。

　身軽になったクラージ軽攻撃機は、そのまま、くん、と翼つばさをひねって急旋せん回かいした。

　……爆撃が成功すれば、燃料が燃え上がる。その炎の光で照らし出されれば、あっという間に発見されて標的にされちまう。ここは少しでも早く逃げるに限る！

　エンジンスロットルを、オーバーブーストに入れ、機体が加速し始めたそのとき。

　インナルド駐屯地のほぼ中央に、轟ごう音おんと共に巨大な火柱が立ち上がった。

　その音と炎ほのおの塊かたまりは、龍たつ也やたちのいる、ダワフの村からも見ることができた。

　司令部の二階の窓から、インナルド駐屯地の方角をじっと見つめていた龍也は、思わず立ち上がって叫んだ。

「やったぞ！」

　それに応こたえるかのように、ダワフの村の中から、反政府同盟軍の兵士たちが挙げる、わあわあという歓喜の叫び声が上がった。

　宿屋の二階から駆かけ下りた龍也は、司令部の中で、サラサとばったり出会った。

「やったね、サラサさん！　大成功だよ！」

　サラサは、嬉うれしそうに笑ってうなずいた。

「おお、そうじゃな。あの火柱は、きっとザケンの町や、遠くゴダードの街からも見えるじゃろう。これで武装ヘリは飛べん。それに何よりも、あの火柱が与えた心理的な影響は取り返しがつかん。センドルクがいくらテレビやラジオで、インナルドは健在であり、政府軍はインナルドで勝利するであろう、と、わめいたところで、あの火柱の前では何の説得力も無いじゃろう……この爆ばく撃げきは燃料だけではなく、センドルクの言葉の信頼性も吹っ飛ばしたのじゃ」




　燃料集積所の火か災さいは、夜空を焦こがすほどの炎ほのおと黒こく煙えんを噴ふき上げ、時折小さな爆ばく発はつを繰り返しながら、朝まで続いた。夜が白々と明け始めた頃にはインナルド駐ちゆう屯とん地から立ち昇る黒煙が、空高くまでたなびいているのが見えるようになっていた。

　サラサの言うとおり、燃えたのは駐屯地に備蓄してあった燃料だけで、周辺に設営された防衛陣地の機能は、ほとんど影響を受けていなかった。しかし、その黒煙を見たインナルドの市民の中には、パニックに駆かられた者が続出した。

　この日の朝には、インナルドの北門周辺では、旅行許可証を持たずに市街地から脱出を計ろうとする人々と、市長の命令によってそれを制止しようとする州警察の警察官との間で口論や乱闘騒ぎが始まった。

　駐屯地にある防衛軍司令部で、参さん謀ぼうたちを集め、防衛計画の見直しに当たっていたバンユー少しよう将しようのところに市長がやってきたのは、昼少し前のことだった。

　執しつ務む室に足を踏み入れるなり、市長はバンユー少将を責め立てた。

「バンユー少将！　これはどういうことだ！　君は、このインナルドを守ってみせると豪ごう語ごしていたではないか！　それは噓うそかね？」

　バンユー少将は、静かに答えた。

「私は噓は申しておりませんよ、市長閣かつ下か。その証しよう拠こにインナルドは、まだ敵てきの手に落ちてはおりません。現に首都インナルドも何度と無くロケット弾だん攻こう撃げきを受けております。しかし、首都は陥かん落らくしたわけではありません」

「そ、それは詭き弁べんだ！　私は、このインナルドはいかなる敵の攻撃からも守られるべきだと言っているのだ！　君はその義務を負っているのだぞ！」

「我が軍は、軍としてその本分を尽くしております。防ぼう御ぎよ陣地の一角とて敵の手には渡してはおりません。飛来するロケット弾、砲ほう撃げき、ゲリラコマンドに対しても反撃を加えております。

　我々ができることはすべてやっております。インナルドを守る、という言葉の意味が、それらの敵の攻撃を完全に封じることだとおっしゃるのならそれは不可能です」

「不可能だと？　君は自分の無能さを認めるのだな！」

「このセリカスタンに、絶対安全な場所などありはしません。国家の治安は一軍人の能力でどうにかなるものではありません。この内戦が続く限りその種の攻撃は続くでしょう。敵はどこにでも入り込むことができますし、どこでも攻撃できるのです。私の言っている意味がおわかりですか？　私に不可能な要求を突きつけるより、敵てきの本格的攻こう勢せいが始まる前に、インナルドにいる非戦闘員を避ひ難なんさせることの方が先決でしょう！」

　市長は、とんでもない、という風に首を振った。

「市民を避難させるということは、インナルドを放ほう棄きすることだ！　そんなことはできん！　先ほどセンドルク大統領閣かつ下かから私に直じき々じきにお電話があった。インナルドは死守されねばならん、都市としてのインナルドをだ！　というわけでバンユー少しよう将しよう。インナルド市長としての私からの要求だ。この先、将来にわたってインナルドが敵の砲ほう撃げきを受けるようなことが絶対無いようにしたまえ！

　インナルドは磐ばん石じやくにして安全である……これは私の言葉ではない、センドルク大統領のお言葉だ！　君はインナルドを安全に保つ義務があるのだ！　私は、その職務を果たせ、給料分の仕事をしろと要求しているだけだ！」

　言いたい事だけを言って、さっさと帰って行った市長を見送って、バンユー少将はつぶやいた。

「この世には、給料のためだけに働く人間でも務まる仕事と、自分に何かを為す事ができると信じる人間でなければ務まらぬ仕事がある……そして、それが、わかる人間とわからぬ人間もいるということか……」

　市長と入れ替えに執しつ務む室の中に入って来たモリスン大たい佐さが、怪け訝げんな顔をした。

「給料がどうかしましたか？」

「いや、先ほど市長閣下から、給料分の仕事をしろと言われたのでね……」

　バンユー少将は大きくため息をついたあとで、モリスン大佐の持っている書類に目を止めた。

「被害状況が明らかになったようだな、焼失した燃料の合計はどれくらいだ？」

「車両用のガソリン及び軽油がドラム缶かん四百本、約八万リットル。ヘリコプター用のジェットタービン燃料が約五万リットル……総備蓄量の七割を失いました。武装ヘリの給油が不可能となります。このままですと陸路での燃料搬はん入にゆうを行う際に上空警戒が薄うすくなるという最悪の事態が生じます」

「沿線警戒班を増やし、なんとしてでも補給路の安全確保に全力をあげてくれ。燃料を最優先に運び込み、ヘリの飛行を可能にせねば、インナルドは孤立する……兵士の士気をこれ以上落とすわけにはいかんのだ」

「了解しました！」

　モリスン大佐は、真剣な顔で敬礼した。




　反政府同盟軍は、燃料集積所への爆ばく撃げきが成功した夜から行動を開始していた。

　かねてから準備してあったオードン族による少人数のゲリラコマンド部隊を、インナルド北方の補給路に送り込んだのだ。

　小しよう銃じゆうとＲＰＧ７対戦車ロケット弾だんしか装備していない部隊だが、狙ねらう相手は補給物資を運ぶトラック部隊であり、護衛の装そう甲こう車を相手にするにはそれでも十分だった。

　岩山の陰やタコツボ塹ざん壕ごうを掘ってその中にひそみ、輸送トラックの車列の先頭を行く装甲車をやりすごしておいて、その後方を進んでくるトラックを狙って様々な方角から同時にロケット弾と小銃を撃うち、破壊を確認したら、あとはばらばらの方角に逃げる、彼らはそうした一いち撃げき離り脱だつの待ち伏せ攻こう撃げきを得意とする部隊であり、正規軍と違って補給ラインを必要としないため、遠くアーディンの首都の近くまで出しゆつ撃げきすることすら可能であった。

　しかし、武装ヘリによって上空から待ち伏せ地点を発見されてしまえば、奇襲攻撃は不可能であり、正面から渡り合えば火力に勝まさる正規軍部隊の方がはるかに有利である。

　その、天てん敵てきとも言える武装ヘリが燃料不足のために飛べなくなった今こそが、彼らゲリラコマンド部隊の本領を発揮するときだった。

「セルム族に死を！」

「我らが子の血の償つぐないを！」

　オードン族の待ち伏せ部隊が、口々に血の誓せい約やくを叫びながら馬に乗って夜の闇やみの中に消えて行くのを龍たつ也やは不安そうな目で見送った。

　……サゴンをはじめとするオードン族の人たちは、政府軍の空爆で肉親を失っている。オードン族の人たちにとって、このインナルド攻こう略りやくは、その復ふく讐しゆうをする機会でしかない。

　自分の家族……幼い子供や愛する奥さんを殺された人間にしてみれば、それは当然のことなのかもしれない。

　龍也の脳裏に、空くう爆ばくを受けて家々が破壊されたフロラの村の惨さん状じようと、シグルムに供く物もつの団だん子ごを渡し、リューカ姫ひめからヘアリボンをもらって目を輝かせていた少女が、変わり果てた姿となっていた光景が甦よみがえった。

　あの子が、もし、俺おれの肉親……妹とかそういう存在だったら、俺はオードン族の血の復讐を止める事ができるだろうか？

　……答えは出ない。きっと一晩二晩考えたって答えは出ないだろう。

　俺に言えることは、個人の憎にくしみや復讐を、部族全体に広げることは間違っている、ということだけだ。

　龍也のため息を聞きつけたのだろう、サラサが小声で聞いた。

「サゴンと話をするのは不安か？」

「うん、だって、考えてみれば俺は他人を説得したことがないんだ。俺が今まで話をしてきたのは俺と気の合う連中だけなんだ。意見の合わないヤツや考え方が違うヤツとは話す気もなかったし、相手にする気もなかった。話の合わない連中は無視していればいいと思ってたんだ。どうやれば俺の考え方を理解してもらえるのか、俺の考え方に賛成してもらえるのか……いくら考えても、あの人を説得する言葉が見つからないんだ……俺は年下で、世間知らずで、おまけに外国の人間だ、あの人の迫力には勝てっこない……」

　サラサは小さくため息をついたあとで、小さく微笑ほほえんでみせた。

「安心せい、お前が本当に何もできん口先だけの若わか僧ぞうなら、サゴンは聞く耳持たん。だがお前は違う。ちゃんと自分の力で実績を積み上げた男じゃ。その実績が説得力になる。

　上う手まく言いくるめようなどと思うな。お前の思ったことをそのままサゴンにぶつければええ。心底から出た本音の言葉だけが、人を動かすんじゃ」

「うん……それはわかっているんだけどね……」

　龍たつ也やは、もう一度小さくため息をつくと、サラサと共に司令部の大広間の奥にある会議室に向かった。

　サゴンは、簡単なテーブルと椅い子すだけが並んでいるその殺風景な小部屋の一番奥に、不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組んで座っていた。

　サゴンは、ちらっと龍也に視線を走らせたあとで、目の前にいるサラサに声をかけた。

「俺おれに話があるそうだな……」

「話があるのはサラサではありません、私です」

　静かに口を開いた龍也を見て、サゴンは驚いたように目を見開いた。

「シマオオカミ殿どのが？　私に？」

「はい……あなたと、そしてオードン族のすべての戦士の方にお願いがあります」

「あなたは、我がオードン族にとって守り神にも等しい方だ。あなたの願いならば、このサゴン、畏かしこまってうかがおう」

　サゴンは、そう言うと組んでいた腕を解いて、両膝ひざの上に置き、居い住ずまいを正した。

　それを見たサラサは、小さく息を吞のんだ。

　……誰の命令も聞かないことを誇示するために、誰の前でも傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いをしてきたこの男が、居住まいを正す。それもよそ者に対して……。

　サゴンは、龍也のことを、それだけ買っているということなのだろう。

　居住まいを正したサゴンを見た龍也の顔に怯ひるみにも似た緊張が走る。だがそれも一瞬のことで、同じように背筋を伸ばし、サゴンを正面から見て言った。

「単刀直入に言います。お願いがあります、オードン族の血の復ふく讐しゆうをやめてください」

　サゴンは無言のまま龍也を見返した。

　その目には怒りの色も、嘲ちよう笑しようするような色も無かった。波一つ立たぬ湖のような色を湛たたえた目で龍也を見返してサゴンは静かに答えた。

「それはできません。我が一族は、あなたが成し遂げていただいたことに深く感謝している。あなたは異い邦ほう人じんであり我が一族とは縁えんもゆかりもない。だが、あなたはその縁もゆかりもない我々の窮きゆう状じようを救うためにみずから傷を負ってまで我が一族のために働いてくれた。あなたは我が部族の恩人であり守り神だ。しかし、そのことと、このことは別の話なのだ。血の復ふく讐しゆうは我が一族の魂たましいの原動力なのだ。我が一族の未来を支える背骨なのだ。そのしきたり無くしてオードン族は成り立たぬのだ」

「オードン族の人たちの憎にくしみは痛いほどわかります。私も家族や兄弟を殺されたら、復讐を誓うでしょう……それが普通の人間です。

　でも、殺されたから殺し返す、やられたからやり返す。そんなことを続けても、何も解決しないと思うんです。オードン族は、ずっとその仕返しを繰り返して来ましたよね。血の復讐というしきたりを守って、憎にくしみの言葉を叫んで……それで、何を得ました？　その結果何か得たものはあるんですか？」

　サゴンは深くうなずいた。

「ある。オードン族の存続だ。我々は血の復讐をすることによって、このセリカスタンの他部族から最も恐れられる存在となった。それによって我がオードン族は滅びることなく、今まで生き延びることができたのだ。もし、血の復讐を唱となえず、軟弱に堕だしていれば、我がオードン族はこの世にいないだろう。血の復讐を唱え、それを行うことによってのみ、我々は存在していくことができるのだ！」

「共存しようとは思わないのですか？　殺したら殺し返す、やられたらやり返す、という価値観ではなく、互いに相手を信頼し、話し合いで解決しようとは思わないのですか？」

　サゴンは笑った。

「シマオオカミ殿どのは頭が良い、理性的で信頼というものの重要性を理解していらっしゃる。だが、シマオオカミ殿は、世の中や人間の歴史から何一つ学んではいない。その証しよう拠こに大きな間違いを犯しておる。自分がそうだから相手もそうだと思い込むという大きな間違いをな。

　センドルク大統領は、シマオオカミ殿と同じように、その相互信頼と話し合いで部族間の揉もめ事ごとを解決しようと呼びかけ、アーディンのホテルに各部族の部族長を集めた。

　その結果はどうだったね？　会議場は爆ばく破はされ、生き残った私は政府軍の兵士に銃じゆうで撃うたれることとなった！

　……これが、互いに相手を信頼し、話し合いで解決しようという言葉を信じた結果だ！

　信頼というものは、自分の一族の中にしか無いのだ！　血を分けた一族のために存在する言葉だ！　他ほかの部族はすべて敵であり滅ぼすべき相手なのだ！　なぜなら、滅ぼさねば自分たちが滅びるからだ！　オードン族は滅びるわけにはいかない。私は族長としてオードン族の未来に責任があるのだ！」

　言いきるサゴンの顔を見て龍也は、シーデと会ったあと、サラサと交わした会話を思い出していた。

　……これが、あのとき、サラサさんが言っていた、セリカスタンの価値観なんだ。信頼という余よ裕ゆうを共有できるのは自分の一族の中だけという世界の価値観なんだ。

　龍也は首を振った。

「でも……サゴンさん。そうやって、すべての部族を敵てきにまわして、戦い続けるそのやり方こそが自分たちを滅めつ亡ぼうに追い込むかもしれないとは思わないの？　だって、それって自分たちオードン族だけが人間だ、他ほかの部族は人間じゃないから殺していい、って言ってるのと同じだよ。他の部族だって同じ人間じゃないか、サゴンさんは俺おれのことを認めてくれたじゃないか！　俺なんか他の部族どころか他の国の人間だよ？　なのにどうして同じ国の人間を敵てきだと思うんだ？　同じセリカスタン人じゃないか！」

　龍也の言葉を聞いたサゴンは薄うすく笑った。

「人間を区別するときに必要な基準は、信じられるか、信じられないか、もしくは利益になるかならないか……それだけだ。

　同じ国の人間だから信じる、などという基準は馬鹿げている。オードン族は、セリカスタンという国から今まで何一つ恩恵を受けておらん、セリカスタン政府の連中は、我らが命の糧かてとしていた豊かな放牧地を草も生えぬ荒野にし、我らを山の中に追いやった。我がオードン族はセリカスタンとは無関係だ。国など無くともやっていける！」

　龍たつ也やは、サゴンの視野の狭せまさ、見ている世界の狭さに、めまいにも似た絶望を感じた。

　そして、その絶望は、龍也の中で目の前にいる頑がん迷めいな男に対する怒りに変わった。

　龍也は叫んでいた。

「目を開け！　馬鹿野や郎ろう！　あんたはこの世界に生きているのがオードン族だけだと思っているのか！　確かにあんたの時代はそうだっただろう、顔見知りと親しん戚せきだけの付き合いだっただろう。でも、もう時代が違うんだ！　そんな生き方じゃあ生きていけないんだ！

　オードン族だナガス族だセルム族だ、部族が違えばみな敵だ……なんて、もうそんな時代じゃないんだ！」

　龍也は、両手を広げて必死に脳内にある言葉をセリカスタン語に置き換えて、つっかえつっかえながらサゴンに向かって話しかけた。

「あんたは、さっき、血の復ふく讐しゆうによってオードン族の未来を守るって言ったね？　でも、あんたがやってるのはその逆だ！　オードン族の子供たちから未来を取り上げているんだ！　あんたは自分たちの一族の子供たちに可能性を与えようとは思わないのか？

　この前……シーデと話をした。学校に行って、いろんな事を知って、すごく喜んでいた！　シーデは、日本に来たいと言っていた。セリカスタン以外の世界を見たいと言っていた！

　あんたの時代なら、そんなのは夢物語だろう。でも、今はもう夢でも何でもないんだ！　この俺おれを見ろよ！　高校生の俺がここにいるってことは、それと同じことが、シーデにもできるってことなんだ！　でも、外国に行くには、オードン族だけの力では無理だ。みんなが力をあわせて、国家というものを作り上げて、それがあって初めてできるんだ。あんたが関係ないと言った、そのセリカスタンという国がなければ、できないことがいっぱいあるんだ！

　未来のオードン族の子供が、シーデのように、世界を見たいと願ったらどうするつもりだ！　オードン族の未来を閉ざすつもりか！」

　サゴンは無言のまま龍たつ也やの言葉を聞いていたが、やがて、ゆっくりとサラサに聞いた。

「シマオオカミ殿どのは何を言っていたのかね？　意味がよくわからなかったのだが……」

　……やっぱり、俺おれのセリカスタン語は通じていなかったんだ。

　龍也が肩かたを落としたとき、サラサが静かに答えた。

「意味がわからないわけがないだろう……彼は拙つたない言葉ながらも、言いたい事を一生懸けん命めい言おうとしていた。言葉の意味や抑揚がおかしかったり、単語の意味がつながらなかったりする部分はあった。でも、意味がわからないほどひどいものじゃなかったはずだ！

　サゴン！　言葉が通じないという理由で、シマオオカミの言葉の意味するところから逃げるのなら、私はあんたを死ぬまで軽けい蔑べつする。あんたは骨の髄ずいまで臆おく病びよう者ものだ！」

「なんだと！」

　サゴンは顔に怒気を浮かべて立ち上がったが、サラサはひるまなかった。

「あんただって、気がついていたはずだ！　血の復ふく讐しゆうの因いん習しゆうが、どれだけオードン族の足を引っ張ってきたか！　確かにこの世に法律も、コミュニケーションも何も無い時代なら、血の復讐だけが一族を守る術すべだっただろう。血の復讐を守り、やられたらやり返すという方法論はメリットになった。

　でも、今はもうそんな時代じゃないんだ、サゴン！　シマオオカミが言っただろう？　世界は広い、もはや部族の間で罵ののしり、いがみ合い、殺し合う、そんな時代じゃないんだ！　私たちはこれから、世界と……セリカスタンのレアメタルを狙ねらっている外国の勢力と張り合わなくちゃならないんだ！　今、ここで私たちが結んでいる同盟と同じものを、すべての部族の間で結び、セリカスタンという一つの国になって戦わなくちゃならないときが来ているんだ！」

　サゴンは両手を広げて叫んだ。

「では、どうしろと言うのだ！　我が子を、妻つまを、両親を空くう爆ばくで殺された戦士たちに何と言えばいいのだ！　にっこり笑って敵てきを許せというのか！　自分の子供の、家族の、その仇かたきを討うつこともせずに、黙って見過ごせと言うのか！」

「やられたらやり返す……その憎にくしみの感情をどこかで断ち切らない限り、その憎しみは未来永えい劫ごう鎖くさりのように続いていくわ！　私たちは勝つために戦っている。確かに憎しみは戦う理由になる。だけど、戦いが終わったら憎しみを持つ事は許されない！　敵てきを許すことができるのは、勝ったものだけに許される特権なのよ！」

　サゴンは吐はき捨てるように言った。

「そんな特権などいらん！　野に捨てて狼おおかみに食わせてしまえ！」

　そのとき、サラサとサゴンのやり取りを聞いていた龍也が口を開いた。

「サゴンさん、俺も、空くう爆ばくで破壊された村や、殺された子供たちをこの目で見てきた。あれがもし俺の肉親だったら、きっと苦しみや憎しみで頭が一杯になるだろう。血の復讐を誓ちかうオードン族の人たちの気持ちは俺おれだってわかる！　でも……わかるけど……それでも人間は変わらなくちゃいけないんだ！　そうしないと未来はやってこないんだ！

　俺の言っていることは、ただのキレイゴトなのかもしれない。血の通わない、感情の無い、論理だけの理想の言葉なのかもしれない……でも、そのキレイゴトに、理想に一歩でも近づかなくちゃ、人間は前に進めないんだ！」

　龍たつ也やは、一回大きく深呼吸すると、口調を変えて聞いた。

「ねえ、サゴンさん。あなたは他人から恐怖の目で見られるのと、尊敬の目で見られるのとどっちを望むの？　他人から認められるってのは、鬼おにや悪あく魔まや毒どく蛇じやのように忌いみ嫌きらわれることじゃないよ。信頼され愛されることが認められるってことのはずだ！

　このまま血の復讐を続けていれば、シーデやオードン族の子供たちが、他人から恐怖や不信や憎にくしみの目で見られることになるんだよ。

　サゴンさん、あんたはそれに耐えられるの？　それを偉いことだとか素す晴ばらしい事だって本気で思ってるの？　そんなの悲しいと思わないか？　俺は悲しい！」

　サゴンはしばらく無言で龍たつ也やを見ていたが、やがて小さな声で聞いた。

「シマオオカミ殿どの、あなたの国は部族が無いと聞いた。しきたりや言葉が違う人々であっても、我々のように憎しみあったり殺しあったりはしないと……それはなぜなのだ？」

　龍也は考えながら、ゆっくりと答えた。

「日本には、セリカスタンみたいな戦士はいないんだよ、サゴンさん。街を歩く人は誰も銃じゆうを持っていないんだ。そして、俺もそうだけど、誰も銃を撃うったことなんか無いんだ、使い方も知らない。だから、最初俺はサラサさんとか、キンリ族の人たちに馬鹿にされたんだ。お前は軟弱者だってね……俺も最初、そう思ってた。俺は弱い人間だって。

　でもね、このセリカスタンで誰もが銃を持っている理由は、お互いを信じていないからだ。そのことに気がついたとき、もしかして本当に弱いのは俺じゃなくて、セリカスタンの人たちの方じゃないかって思ったんだ」

「……どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をするサゴンを見て、龍也は静かに言った。

「セリカスタンの人たちは、他人を信じることができないほど臆おく病びよう者ものだってことだよ……」

「臆病なのではない！　用心深いのだ！」

「それは同じことだと思う。日本って国は、確かに緊張感も無いし、他ひ人と任せの人間ばっかりで、最近は嫌いやな事件も多いけど、それでも他人を信じている人間が住んでいる国なんだ。お人よしで、甘っちょろい考えしか持っていなくて、詐さ欺ぎとかに簡単に引っかかっちゃう人がいっぱいいるけど、何かされないようにお互いに銃を突きつけあって暮らす国なんかよりよっぽど暮らしやすい国さ。豊かで平和で、街まち中なかのコンビニでは、毎日余った食べ物を捨てるのが当たり前の国なんだ」

　サゴンはしばらく無言で考え込んでいたが、やがて小さく言った。

「シマオオカミ殿どのの言うことは、おとぎ話にしか聞こえない……そんな国があるなんて想像もつかん。だが……本当のことなのだな」

「そうだ。俺おれは噓うそなんかついちゃいない。そして今になってわかるよ。日本があんな風に豊かになったのは、他人を信じているからだって……自分が守るように他人もルールを守る。それが当然だと誰もが信じているから、日本は豊かになれたんだ」

　サゴンは小さく首を振った。

「外国か……想像もつかん世界だ。わしは今までこのオードン族のことしか考えてはこなかった。セリカスタンの外に世界があるとしても、そんなものは無む縁えんだと思っていた。ましてや自分の妹が外国に行きたいなどと言い出す日がくるなど夢にも思っておらなんだ……だが、それができる時代がもう来ているのだな……」

　サゴンは、そう言うと、そのまま黙り込んだ。

　沈黙が支配する部屋の中で、サラサと龍たつ也やは、息をするのも忘れたまま固かた唾ずを吞のんでサゴンを見つめた。

　一分……二分……。

　サゴンは黙り込んだままだった。

　そして三分が過ぎたとき、サゴンがゆっくりと顔を上げた。その目には決意の光があった。

「わかった。戦いを挑いどむものには容よう赦しやせぬが、降伏したものの生命は保証する……オードン族は血の復ふく讐しゆうを捨てたわけではない。だが、同盟軍と共に行動をしている限り、そのしきたりを封じることにする。部下を説得するのは難しいだろうが、勇者としての寛かん容ようさが求められているのだと言って、説得しよう」

　その言葉を聞いた龍也が目を輝かせた。

「本当？」

「ああ、私の名前にかけて約束する」

「ありがとうサゴンさん！　これでラジオで和平を訴えるリューカ姫ひめを噓うそつきにしないで済む！　きっとインナルドの攻こう略りやくもうまくいくよ！」

　サゴンは、つぶやくように言った。

「そうか、キンリの巫み女こは、どの部族の御み霊たまでも分け隔へだてすることなく祀まつり、すべての巡じゆん礼れいに護ご符ふを渡し、その無事を祈る……キンリの里の巫女は憎にくしみも不信も持たず、祖そ霊れいを慰める……このセリカスタンで人々に和平を呼びかける資格があるのは、キンリの巫女だけなのかもしれん。

　人は御霊となって初めて争うことをやめることができる……生きるということは業ごうの深いものなのだな」

　サラサは何も言わず、ただ驚嘆の目で喜ぶ龍也を見ていた。

　……本当にサゴンを説得してしまうとは！

　オードン族に血の復ふく讐しゆうをやめさせることなどできるわけがない……せいぜいインナルド攻こう略りやくのときは非戦闘員の虐ぎやく殺さつは控えよう、くらいの答えを期待していたのに、まさか、血の復讐そのものを中断するという言葉を引き出すとは思わなかった！

　……龍たつ也やがやってのけたことは、インナルドを攻せめ落とすとかそういった次元の話ではないわ、もっと大きな……そう、このセリカスタン全体を変えていくことになるかもしれない……。




　次の日、同盟軍の前線司令部に、いつものフライトジャンパーではなく、ちゃんとした空軍の制服を着込んだシャクドー中ちゆう尉いと、これまたいつもの作業用のツナギではない、空軍の制服を着込んだカルケン軍ぐん曹そうの二人がやってきた。

「シャクドー中尉も、まともな服持ってたんですねえ、いつも作業ズボンにジャンパー姿だから、制服なんかとっくに売っぱらっちゃったのかと思ってましたよ」

「馬鹿野や郎ろう、俺おれは、れっきとした空軍士官だぞ、そんなことするもんか。そういうカルケンだってまともな服着てるじゃねえか。お前が折り目のついたズボンなんか持ってるとは思わなかったぜ」

　カルケン軍曹は嬉うれしそうに笑った。

「だって、勲くん章しようもらえて、ついでに一階級特進、んでもって特別休暇！　なんてイイコトが待ってるんですから、これくらいの服装じゃないと失礼にあたりますよ」

「まあな、正式の場に呼ばれたわけだから、これくらいの服装をしなきゃまずいよな……で？　式典会場はどこなんだ？」

　シャクドー中尉とカルケン軍曹の二人は、司令部の中を見回した。

　宿屋の食堂だった大広間を改造した司令部の中は、忙しげに走り回る伝令や通信兵、そして大きな地図を広げて、戦果を確認している指揮官たちがいるだけで、これといって式典らしいものが開かれそうな気配はない。

　シャクドー中尉が不安な顔でカルケン軍曹に聞いた。

「おい……カルケン。今日ここで、俺たちがインナルド駐ちゆう屯とん地に対する爆ばく撃げきを成功させた栄えい誉よを称える表彰式典が開かれるってお前の話……間違いないんだろうな？」

「ええっ？　だって、それはシャクドー中尉が言ったんですよ。出撃する前に、この任務を成功させたら、勲くん章しようがもらえて、一階級特進で、特別休暇だ！　って……」

「俺は、そのとき、その言葉のあとに『……かもしれない』ってつけただろうが！　そいつは決定事項じゃねえ、そうなるかもしれないって仮定の話だ！」

　シャクドー中尉は、真ま面じ目めな顔でカルケン軍曹を見て聞いた。

「おい、お前が司令部から受けた連絡を思い出せ。一いち言ごん一いつ句く間違いなく、そのままここで言ってみろ」

「えーとですね、電話してきたのは、司令部の通信係の女性兵士の方でした。なかなか可愛かわい声で、声だけ聞いたら俺おれの好みのタイプですね」

「お前の好みなんかどうでもいい、んで？　その通信兵の人は、何と言った？」

「ええ、まず空くう爆ばく成功おめでとうございます、と言われました」

「そこんとこは、問題なさそうだな……んで？　次に何と言われた？」

　カルケン軍曹は中ちゆう空くうの一点を見つめて、必死に記き憶おくをたどりながら答えた。

「あ、そうそう、それでシャクドー中ちゆう尉いはいらっしゃいますか？　と聞かれたんで、出しゆつ撃げきから帰ってきたけど、今は寝ている。ヨダレたらしてぐっすり寝てるから、当分は起きないだろう、って答えたんですよ」

「余計なことは答えなくていい！　んで？　そう言ったら向こうは何て言ったんだ？」

「シマオオカミ殿どのがシャクドー中尉及びカルケン軍ぐん曹そうのお二人にお話したいことがあるそうです。明あ日すの午前九時に前線司令部まで出頭して下さい……って言ってました」

「おい……」

　シャクドー中尉はカルケン軍曹をにらみつけて言葉を続けた。

「お前が受けた司令部からの連絡には、ただの一言も勲くん章しようだの一階級特進だの式典だのという言葉が無かったような気がするのは俺だけか？」

「あれえ？　おかしいなあ？　どこで間違っちゃったんだろう？」

　シャクドー中尉は、無責任に首をひねるカルケン軍曹の襟えり首くびをつかんだ。

「やい、カルケン！　要するにお前が脳内で勝手に作り上げた表彰式典のために、俺はわざわざ、こんな格好でやって来たってことか？」

「いやあ、ははは、参まいりましたねえ、シマオオカミ将しよう軍ぐんからの呼び出しだって聞いたから、もうてっきり表彰式典だとばっかり……でも、出頭しろって言われてやって来たんだから別に間違いじゃないでしょ？」

「ただ呼び出されただけなら、こんな格好で来る必要はねえんだ！　わざわざ制服にアイロンかけて、新品のシャツ下ろして……見ろ！　俺たち、まるっきり馬鹿みてえじゃねえか！」

　シャクドー中尉がカルケン軍曹を怒鳴りつけたところに、サラサが通りかかった。

「おや、何やってんの？　こんなところで……なんか、ずいぶんめかし込んでるけど、ラジオだから姿は映らないわよ」

「ラジオ？」

　目を丸くするシャクドー中尉とカルケン軍曹を見て、サラサはうなずいた。

「そうよ、自由セリカスタン放送って同盟軍の地下放送ラジオが開局されるのよ。その中の番組を、あんたら二人に担当してもらうって話……聞いてないの？」

「いや、話も何も、電話で呼び出しを受けて、今、司令部に来たところだから……」

「ああ、そうなんだ。シマオオカミが二階の一番奥の部屋で待ってるから、行って番組を録音してね」

「なんか、話がよく見えないっすけど……番組って、何をやるんすか？」

　怪け訝げんな顔で聞いたカルケン軍ぐん曹そうに、サラサは、あっさりと答えた。

「ラジオドラマよ」

「ラジオドラマぁ？　だって俺おれたちまるっきりのシロウトだぜ？　演技力もなにもありゃしねえんだ。そんなプロっぽい番組なんかできっこない！」

　困こん惑わくしたように答えたシャクドー中ちゆう尉いを見て、サラサは笑いながら首を振った。

「大丈夫よ。シマオオカミから、この番組にあんたらを使うってアイディアを聞いたときに、思わず、ぽん！　と手を打ったくらいのハマリ役だから、ホント。演技も何も無いわ、地じのまんまやってもらえばそれでバッチリよ……シマオオカミはこのあとキンリの里に戻ってリューカ姫ひめの呼びかけの言葉も録音しなくちゃいけないのよ。時間が無いわ、とりあえず部屋に行けば全部わかるから、早くしなさい」

　そう言い残して去っていくサラサを見送ったあとで、シャクドー中尉とカルケン軍曹はお互いの顔を見合わせた。

「……どうなってるんでしょ？」

「わからん、とにかくシマオオカミのところに行くぞ。行けば、どういうことなのかわかるだろう」

　二人を出迎えた龍たつ也やは、にこにこ笑いながら、タイプライター用紙の束を二人に差し出して言った。

「これがシナリオです。ちょっと読んでいただけますか？」

　渡された用紙の束に目を走らせたシャクドー中尉が、あれ？　という顔になった。

「この、サナキアとラナキアってのが俺たちの役か？」

「ええ、シャクドー中尉はサナキア。カルケン軍曹にはラナキアの役をやってもらいます」

　そのとき、黙って読んでいたカルケン軍曹が、くすっと笑った。

「何がおかしいんだ？」

「シャクドー中尉を笑ったんじゃないっす！　このシナリオを読んで笑ったんすよ。これ、元ネタはロシアジョークっすね？」

　龍也は、嬉うれしそうにうなずいた。

「ええ、アネクドートと呼ばれるロシアジョークの中から、スターリンジョークとか、ヒトラージョークとか、要するに独裁者をからかうジョークを集めて、独裁者をセンドルク大統領に置き換えたんです」

　カルケン軍曹は、面白そうにシナリオを読み上げた。

「ちょっと、読んでみます……俺、センドルク大統領の運転手なんだけどね。いやあ、街の人から花束とか、ケーキとか、いろんなプレゼントもらっちゃいましたよ、両手に抱かかえきれないくらい……次はシャクドー中ちゆう尉いのセリフですよ」

「え？　あ、ああ俺おれもやるのか……何でそんなにプレゼントもらったんだ？」

「今日、センドルク大統領が刑務所を視察に行ったときに車を運転していっただけなんだ」

「車を運転しただけで、プレゼントがもらえるわけないだろう？」

「いや、刑務所の前に車止めていたときに、通行人から、何やってるんだ？　って聞かれて、こう答えただけなんだ。俺は今、センドルク大統領を刑務所に送ってきたとこだ……って、そうしたらみんなが、よくやった！　って言って花束とかプレゼントとか……」

　シャクドー中尉とカルケン軍ぐん曹そうは、互いの顔を見合って声を上げて笑った。

「ははは、こいつは面白いっすねえ」

「他ほかにもあるぞ、こいつなんかシンプルだな……センドルク大統領とリューコフと、ソナムルが乗った飛行機が墜つい落らくした、さて、助かったのは誰だ？」

「答え……国民」

　顔を見合わせてにやっと笑ったあとで、シャクドー中尉は感心したように首を振った。

「いやあ、これは面白いな、これをラジオで流すってわけか」

「ええ、国営放送みたいな、ヒステリックな宣伝やらスローガンを並べ立てるより、よっぽど楽しいじゃないですか。きっとみんなが聞いてくれると思うんです。まず聞いてもらわないことにはどうしようもないですから」

　カルケン軍曹は、シャクドー中尉の袖そでを引っ張った。

「ねえねえ、中尉。これどうですか？　この世で一番偉い人ってヤツ。俺おれがラナキアやりますから、中尉はサナキアお願いします」

「え？　ああ、これか。いいぞ、やってみよう……おい、ラナキアよ、この世で一番偉いのは誰か知っているか？」

「オラ、そんなこと知らね」

「それはテンジンだ。最初、混こん沌とんとしてわけのわからないものだったこの世を、テンジンが槍やりで搔かき回し、天と地に分け、そしてこの世を創つくり出したのだ、だからテンジンがこの世で一番偉いのだ」

「いーや、サナキア、それは噓うそだあ。オラ、テンジンより偉い人知ってるだ。それはセンドルク大統領さまだ」

「なんでセンドルク大統領がテンジンより偉いんだよ」

「テンジンがこの世を創つくる前の、混沌っちゅうものをこの世に生み出したのは、センドルク大統領さまだ。だからセンドルク大統領さまが一番偉いに違えねえだよ」

　声を上げて笑いあうシャクドー中尉とカルケン軍曹を見て、龍たつ也やは満足げにうなずいた。

「そうです、その調子です。じゃあこのまま録音に入りますから……」

「録音？」

　シャクドー中ちゆう尉いは訝いぶかしげに部屋の中を見回した。

「テープレコーダーとか……どこにあるんだ？」

「テープレコーダーは使いません……というか、調達できなかったので、パソコンで録音します。ＭＰ３で圧縮かけてＨＤＤに記録すれば、何時間でも録音できますから」

　カルケン軍ぐん曹そうが目を丸くした。

「へえ、パソコンで録音できるんだ。何でもできるんすね。さっきのジョークじゃないっすけど、シャクドー中尉より偉いっすね、パソコンは」

「なんでだよ」

「だって、できないじゃないですかシャクドー中尉は……彼女が……」

「うるせえ、ほっとけ！」

　龍たつ也やは笑いながら言った。

「アドリブはそれくらいにして、本番行きますよ」




　夕方、前線の偵てい察さつから帰って来たサラサは、龍也のパソコンで再生された二人の会話を聞いて大笑いをしたあとで、目を輝かせて言った。

「タツヤ、これはすごいで。絶対に評判になる！　今までこの国の人間は、ラジオからこんな面白いものが聞けるとは思っとらんかったからのぉ。これが流れれば、みんなが競ってわしらの放送を聞くようになる！　ウソで固めたセンドルクの宣伝放送にカウンターパンチを食らわすことができるで！」

「うん、受けるだろうなあ……ってことはわかるんだけどね」

　今ひとつ嬉うれしそうではない龍也を見て、サラサが怪け訝げんそうに聞いた。

「どうした？　何か問題でもあるんか？」

「あ、いや、著作権の問題なんだ。実はこのシナリオの元になったジョークは、俺おれが考えたものじゃなくて、ネットで探し出してきたジョークをアレンジしたものなんだ」

「うむ、そうじゃろう、お前の得意とするところじゃな……それがどうかしたか？」

「いや、俺って、つくづくオリジナルで勝負できない人間だなあって……」

　自じ嘲ちようするように笑った龍也を、サラサは鼻で笑い飛ばした。

「オリジナルなんちゅうもんはこの世にありゃせん。およそこの世にあるアイディアはすべて順列組み合わせじゃ。文化とか文明ゆうんは、人間という生き物がこの世に生まれて、今まで数万年間積み重ねてきた先人のアイディアの模も倣ほうの蓄積じゃ。模倣する者が、少しずつ少しずつアレンジを加え続けてきた結果じゃ。そうやって人間は進歩していく生き物なんじゃ。お前ごときがオリジナルを求めるのは、身の程知らずじゃな。

　それに、ロシアジョークなんぞは、人から人に伝わって来たもんじゃ。面白いジョークは人の記き憶おくに残って広がってゆく、面白うないジョークは、それっきり。そうやって淘とう汰たされアレンジされて伝わって来たものに著作権を厳密に考える必要はなかろうが……」

　サラサはにやっと笑って付け足した。

「ましてや、わしらがやるのは海賊放送じゃ。いわばラジオの海かい賊ぞく版じゃ。著作権など気にするほうが間違っておるわい」

「そりゃあそうだけどさ……」

　腕うで時計を見たサラサが言った。

「世の中は結果を出さなきゃ評価はされん。逆に言ゆうたら結果が良ければすべては許されるということでもあるんじゃ。さてと……そろそろネマコルが迎えにくる時間じゃぞ。そのパソコンを仕し舞まった方がよかろう」

「え？　あ、もうこんな時間か。ネマコルさんたちは夜や目めが効くから平気で夜中に馬で動けるけど、俺おれなんか後を付いていくだけで精一杯だものな」

　龍たつ也やは、あわててパソコンの電源を落とすと、ＡＣアダプターを抜いて、リュックの中に詰め込み始めた。

　その様子を見たサラサは、小さくため息をついた。

「お前とパソコンは、ほんまに一心同体じゃのう……ああ、そうそう、街を出て移動するなら今夜のうちがええで。明日あしたからナガス族の装備を手に入れたオードン族の別べつ働どう隊が、首都の近くまで潜せん入にゆうして、ロケット弾だん攻こう撃げきをかける。検問や警戒が厳しくなるからな」

「首都攻撃までやるの？」

　驚く龍也を見てサラサは　知らなかったのか？　という顔をした。

「オードン族の首都攻撃は、今までも何度もやっとるぞ。お前が空港に潜せん入にゆうしたときもロケット弾だんを撃うち込んでおるじゃろう？　あれと同じように古いＢＭ─14ロケット砲ほうを射程ギリギリから一連射十六発撃ってすぐ逃げる、というゲリラ攻撃じゃ。以前は撃ちっぱなしで着ちやく弾だん地点も適当で、とにかく市内に落ちればええ、という攻撃じゃったが、明日あしたからはじまる攻撃はそういった無差別攻撃とは違う。ちゃんと発電所や変電所という都市インフラを狙ねらったピンポイント攻撃じゃ。大都市はライフラインを狙われると実に弱いからの、首都に住んでいるセルム族への心理的効果も大きいじゃろう。そこにお前の作った番組を流して、やつらの正義を根底から揺るがす。こういった二重三重の仕掛けが重なり始めると、その相乗効果は思ったより大きい。お前さんの作る番組……期待しとるで」

「うわ、プレッシャーだなあ」

「期待されんよりマシじゃろう」

　パソコンと周辺機器を詰め込んだリュックを持ち上げた龍也は、サラサに頭を下げた。

「じゃあ、ちょっとキンリの里に行って来る」

「ネマコルがおるから大丈夫だとは思うが……気ぃつけてな。キンリの里に帰ったら、リューカ姫ひめとフタルニ族長によろしく伝えておいてくれ」

「うん！」

　手を振って出て行った龍たつ也やを見送ったサラサは、ポツリとつぶやくように言った。

「……一ヶ月少し前まで、馬にもよう乗れん人間じゃったんが、今ではリネト衆しゆうとともに夜の道を馬で動けるまでになるとはのう。人間、変われば変わるもんじゃ」




　大きな赤い夕日が地平線に近づく頃、龍也はネマコルの率いるリネト衆の護衛部隊と共に同盟軍の司令部のあるダワフの村から、西の山岳地帯に向かって馬を進めていた。

　治安が悪く、さらに地方に行けば野生の平原オオカミなどが棲せい息そくするセリカスタンでは、夜中に人が移動することはほとんど無い。

　街道沿いに設置された監かん視し哨しようの検問も、夜間はほとんど行われていない。司令部から地方警備隊には各監かん視し哨しようでは二十四時間検問を強化するように、という通達が出されれていたが、現場の監視哨では、人の通らぬ夜間に検問を行っているところはほとんど無かった。

「あたりが明るいうちに谷筋の細い道を抜ける！　行くぞ！」

　ネマコルの声と共に、一行の馬の速度が上がった。

　……うひゃ、早駆がけかよ、この速度の時は馬が一番揺れるんだよなあ。

　龍也は胸の中でそうつぶやき、鐙あぶみをふんばると、馬の背中を挟はさんだ両足の太ふと腿ももに力を入れた。

　リネト衆と龍也が、夕ゆう闇やみ迫る中を西部山岳地帯に向かって馬の速度を上げ始めたその頃。

　キンリの里の入り口に一台の荷馬車が差し掛かろうとしていた。

　里のバザールで雑貨を売る行商人の馬車なのだろう、色とりどりの布や、真しん鍮ちゆうの水差しや鍋なべなどを山のように積んだその馬車の荷台の片かた隅すみに、三つ編みの金きん髪ぱつを背中に垂らした二十四、五歳さいの白人女性が乗っていた。

「キンリの里の入り口についたぞ」

　馬車の御ぎよ者しや台に座った男が振り返るようにして話しかけると、女性は谷の底の狭せまい道の両側から迫るような岩肌はだを見上げてから、荷台の上で立ち上がって馬車の行き先を見た。

「ここが入り口なの？」

「ああ、そうだ、あの先が広くなっている。そこがキンリの里だ」

　女性は小さくうなずいたあとで、自分の荷物らしいスーツケースの脇わきに座り込んで、ほっとしたように小さくため息をついた。

　……やれやれ、やっとついたか。

　グルデンの街まではバスとトラック便で三日。そっから先は馬車に交渉して乗り継ついでまた二日。五日かかって、何とかここまで来れたってわけね。

　できることなら日が暮れる前にキンリの里に入りたいものだわ。日が暮れてからだと、宿屋が強気になるから値引きできないのよねえ。

　そのとき、馬車が、がたんと揺れて停まり、前のほうでなにやら話し声が聞こえた。

　……何かしら？

　女性が顔を上げたとき、御ぎよ者しや台に座っていた行商人の声がした。

「キンリのリネト衆しゆうの検問だ。パスポートとパーミッションカードを出してくれ！」

　……よそ者と不ふ穏おんな人間はお断り、ってわけね。さすがに里の警戒は厳しいわ。

　やがて、背中にＡＫを背せ負おった男が馬車の荷台の後ろにやって来た。そして、そこに座っている同乗者が白人の女性であることを知って、ちょっと驚いたように目を見開いたあとで、片かた言ことのロシア語で言った。

「パスポート、パーミッション、見せる」

　白人の若い女性は、用意してあったパスポートとパーミッションカードを差し出して、にっこり笑って、流りゆう暢ちようなセリカスタン語で言った。

「私はセリカスタン語が話せます」

　リネト族の戦士は、パスポートと女性の顔を見比べて聞いた。

「ナターシャ・リムスキーか……ロシア人がキンリの里に何の用だ？」

　ナターシャは、胸元からもう一枚カードを取り出して差し出しながら言った。

「これも一緒に渡すのを忘れていたわ。インター・ミクサス通信社の記者証よ」

「記者だと？」

　怪け訝げんな顔をするリネト衆の男に、ナターシャはもう一度笑いかけた。

「そうよ、セリカスタン内戦の鍵を握る人物にして、謎なぞの軍ぐん師しシマオオカミに単独インタビューをしようと思いまして……」

「いや、それは無理だ」

　あっさり首を振ったリネト衆に、ナターシャは食い下がった。

「そこをなんとか！　よそ者を谷に入れたくないのはわかります。シマオオカミ殿どのはキンリ族の大事な軍ぐん師しであり、軽々しく人前に姿を現したりしないであろうこともわかっています。しかし、どうしてもお会いしてお話を伺うかがいたいのです」

　リネト衆は、笑いながら首を振った。

「いや、別に雪割り谷の奥にあるキンリの里へは出入り自由だ。よそ者も何も無い、キンリの民に仇あだなすものでなければ、いつでも誰でも好きに入ることができる。だが、シマオオカミ殿に会うことは無理だ」

「そこをなんとか！　なにゆえに異国の者、それも少年が、このセリカスタンで軍師として活躍しているのか、それをぜひ本人からお聞きしたいのです！　ぜひ、シマオオカミ本人にお取次ぎ下さい！」

「いや、無理なものは無理だと思うがな……まあ、詳くわしい事情は、里に行って族長に話をすればわかる、通っていいぞ」

　リネト衆の戦士が手を振って合図をすると、馬車の前で道を塞ふさいでいたもう一人のリネト衆が同じように手を振って道を空けた。

　がたん、と揺れて動き出した馬車の荷台から両側の崖がけを見上げたナターシャは、その崖のところどころに、岩の割れ目に見せかけた銃じゆう眼がんが開いているのに気がついた。

　……きっとあの銃眼の奥には機関銃が据すえ付けられているに違いない。この崖全体が、天然のトーチカになっているんだわ。

　たった二人の戦士だけでのんびり検問しているように見せかけているけど、実際には警戒厳重で準備は怠おこたらない……どうやらキンリ族ってのは一ひと筋すじ縄なわではいかない連中のようね。

　馬車がキンリの里に入った頃には、完全に夕暮れになっていた。

　立ち並ぶバザールのほとんどが店を閉め、料理を売る屋台のような店が何軒か灯あかりをつけて営業しているだけだった。

　スーツケースを下げて馬車から降り立ったナターシャは、楕だ円えん形けいの崖がけに囲まれたキンリの里を見回して、驚くようなため息をついた。

　……うわぁ、セリカスタンに、こんな場所があったなんて知らなかったわ。崖の中の洞どう窟くつ住居の窓の灯あかりを見ていると、どこかの集合住宅の真中に立って見上げているみたいな錯さつ覚かくに陥おちいるわね。

　そしてナターシャは我に返ったように視線を里の中に建ち並ぶ家々に戻した。

　……と、見とれている場合じゃないわ。まず今夜の宿を確保しなくちゃ。そして次は族長に面会ね。

　……二時間後。

　キンリの里にある宿屋の一室に、ベッドの端はしに腰こしを下ろしてがっくりと肩かたを落としたナターシャの姿があった。

「五日かけて来てみれば、肝かん心じんのシマオオカミがいなかった。なんて、ギャグにもなりゃしないわね……日本人が危険な場所に行くはずが無いって先入観が敗因かしら」

　ナターシャは、そのままごろん、とベッドに転がった。

「えーい、うだうだ考えたってしょうがない。こういうときは寝るに限るわ！　一晩寝れば風向きだっていい方にかわるかもしれないし、いい方法を思いつくかもしれないじゃない！　うん、寝よう！」

　ナターシャは自分にそう言い聞かせるようにつぶやくと、立ち上がって着替え始めた。




　ネマコルと龍たつ也やたちがキンリの里に帰ってきたのは、それから二日過ぎた日の昼過ぎだった。

　馬から降りた龍也が首に巻いた砂さ塵じん避よけのショールをほどいて、砂すな埃ぼこりを払っていると、そこに族長のフタルニと、リューカ姫ひめがやってきた。

「おお、シマオオカミ殿どの、ご無事でなによりです！」

「ええ、ネマコルさんとリネト衆しゆうの方々が一緒ですから心強く旅ができました」

　龍たつ也やはそう言ってうなずくと、リューカ姫を見て言った。

「サラサさんから連絡が来ていると思うけど……姫の助けが必要なんだ。お願いできる？」

　リューカ姫はちょっと恥ずかしそうに頰ほおを染めて小さく首を振った。

「私のような者の言葉にそれほどの力は無いと思いますが……」

「いや、それができるのは君だけなんだよ、リューカ姫。セリカスタンのすべての人々に向かって『戦いをやめましょう』と、ひとかけらのウソもない言葉で誠心誠意呼びかけることができるのは君だけなんだ」

「そんな、私なんて。でも……タツヤのお手伝いができるなら、私はなんでもします」

「うん、ありがとう……着替えたらすぐに録音を始めたいから、僕の部屋に来てくれないか？」

「はい、喜んで！」

　そう言ってにっこり笑ったあとで、リューカ姫ひめは何かに気がついたように、小さくうなずいた。

「ああ、忘れるところでした……タツヤを尋ねて、お客様が来ています……外国の人です」

「外国のお客様？　……誰だろう？　もしかして、領事館にいた相そう元もとさんかな？」

「いえ、ロシアから来た記者の方です……」

「ロシアの記者？」

　目を丸くする龍也を見て、リューカ姫はちょっと不満そうな顔で付け足した。

「きれいな女の人ですよ。シマオオカミ殿どのにインタビューしたいそうです」

　族長のフタルニが、笑いながらうなずいた。

「二日前に、この里に来られてのう。シマオオカミ殿が来るのを心待ちにしておられたようじゃ。お会いになるなら集会所に呼んでおきますが、いかが致しますかな？」

「……なんだかよくわかんないけど、わざわざキンリの里まで来てくれたのなら、まあ会ってあげないと悪いかもしれないな……録音が終わったら連絡します、と伝えていただけますか？」

「わかり申した。その旨むね伝えておきましょう」

　そう言って、フタルニは小さく一礼した。




　着換えを終えた龍也が自分の部屋にパソコンを置き、音声収録マイクをセットしていると、ドアをノックする音と一緒にリューカ姫の声がした。

「……よろしいでしょうか？」

「はい、どうぞ、もうすぐセットが終わりますから……」

　部屋に入って来たリューカ姫は、座ざ卓たくの上に並べられたノートパソコンと、マイク、イヤホンなどを見て、怪け訝げんな顔になった。

「録音をする……と聞いていたんですけど？」

「ああ、このパソコンのＨＤＤに音声ファイルとして取り込むのさ。ＭＰ３で圧縮かければ、長時間録音も可能だからね」

「タツヤはパソコンの達人ですね」

「あ、いや、達人というかなんというか、俺おれが持っているものってこれだけだから」

　リューカ姫ひめは、にこっと笑って首を振ると、日本語で言った。

『持ッテイル。ト、使エル。ハ、意味ガ違イマスヨ』

『なんか……深い言葉だなあ』

　龍たつ也やが思わず日本語でつぶやくと、リューカ姫がきょとんとした顔をした。

『深イ言葉……トハ、ドウイウ意味デスカ？』

「えーと……考えさせられるような言葉って意味かな……上う手まく言えないけど。まあいいや、とにかくそこに座って、そのマイクに向かって話してもらえればいいよ」

　龍也の言うとおりに、マイクの前にちょこんと座ったリューカ姫は、不安そうな顔で聞いた。

「あの……それで、どんなことを話せばいいのでしょうか？」

「特別なことを話さなくてもいいんだ、ほら、君たちが狙ねらわれることになった、あの部族長会議の爆破事件のとき、何が起こったのか本当のことを話してくれればいい。

　センドルクは国営放送で、この内戦の引き金になったあの事件を反政府ゲリラのせいにしている。それも、現場からいち早く逃げ出したサラサさんと君が怪しい、と名指しでね。

　反政府同盟が自分たちの利益のために、この内戦を引き起こしたのだ！　セリカスタン政府はこの内戦はセリカスタンに新たな秩序をもたらすための正義の戦いである！　……と、毎日ラジオで言い立てている。

　その正義の根こん拠きよを君の言葉でぶち壊こわして欲しいんだ。口汚ぎたなく罵ののしる必要も無ければ、感情的に怒鳴る必要も無い。君のいつもの言い方……そう、キンリの姫巫み女ことして人々に向かって語りかけている優しい言い方で、本当のことを言ってくれればいいんだ。

　キンリの巫女はうそをつかない、という信用。本当のことを言っているという自信。これさえあればいい。それはどんな演出や感情よりも強く伝わるものだと思うんだ」

「わかりました……」

　リューカ姫は真剣な目で龍也を見返して小さくうなずくと、座ざ卓たくの上に置かれたマイクに向き直った。

　そして、何かを言おうとしたとき、自分をじっと見つめている龍也の目に気がついたのだろう。急に頰ほおを赤く染めて下を向いた。

「どうしたの？」

「……じっと見つめられていると、恥ずかしいです」

「あ、ああ、ごめん、じゃあ横向いてる」

　龍也はあわてて横を向いて視線をそらした。

　リューカ姫は、それでもやはり気恥ずかしかったのだろう。目を閉じて、小さく深呼吸をしてから、小さな、でも、しっかりした口調で話しはじめた。

　静かな、それでいて力強く呼びかけるリューカ姫ひめの言葉を聞きながら、龍たつ也やは、このリューカ姫の言葉は一回だけではなく、何度も何度もラジオで流そう……と考えていた。




　録音を終えた龍也は、リューカ姫と共に、ナターシャと名乗る記者の待つ集会所に向かっていた。

「……その、ロシアの記者とかいう人はどんな人なの？」

「二は十た歳ち半ばくらいの年ねん齢れいの女の人です……美人で……雰囲気がサラサに似ています」

　こんなセリカスタンの辺境まで一人でやってくるんだから、きっと活動的で、やり手のバリバリのキャリアウーマンみたいな人なのかもしれないな。

　そんなことを考えながら集会室に向かっていた龍也の前に、闇やみの中から音も無く一人の人影が現れた。

　それは、ネマコルだった。

「うわ！　なんだ……ネマコルさんか、驚かさないでよ……」

「申し訳ない……これからあの記者のところに行くのですか？　できれば記者とはいえ、一対一で会わないほうがよろしいかと思われます」

「あの記者は……ニセモノなの？」

　不安そうな顔になった龍也を見て、ネマコルは小さく首を振った。

「あ、いや、パスポートとパーミッションカードについては間違いないようです。しかし、こちらに入っている情報の中に、例のレアメタルの採掘権の関係でセンドルクを支援している西側の企業の調査エージェントが入国した、というものがありますので……」

　龍也は目を丸くした。

「調査エージェントって……スパイのことだよね？　シーデみたいな暗殺者かもしれないってことなの？」

　ネマコルは小さく首を振った。

「いえ、エージェントには合法的に活動するリーガル、と呼ばれるものと、非合法活動を行うイリーガルと呼ばれる者がおります。彼女はリーガルですから、暗殺や破壊工作を行うことは無いと思われますが、万が一、ということもございます。

　サラサ殿どのからシマオオカミ殿の身辺警護について、念を押されておりますし、できることなら私も同席させていただこうと思いまして……」

　龍也は一瞬考えた。

　……確かに、万が一ということもある。ネマコルさんがいてくれれば百人力だな。

　お願いします……と言おうとしたとき、一緒にいたリューカ姫が、龍也の腕うでを、つん！　と引いた。

「私もご一緒させてください！　私は悪意を感じることができます。シーデのときのように、お役に立てると思います」




　集会所で敷物の上に座ったナターシャは、そこの天てん井じようを見上げて、ぼんやり考え込んでいた。

　……洞どう窟くつ住居って、もっとじめじめしているのかと思ってたけど、とんでもない、実に快適なものなのね。

　どうやらこの分厚い砂岩の岩がん盤ばんが余分な湿気を吸い取り、そして空気が乾燥してくると、今度は逆に抱かかえ込んでいた水分を大気中に放出する仕組みになっているんだわ。

　この地が祭さい祀しの場所になったのは、分厚い砂岩の岩盤に開いた巨大な竪穴という、このキンリの里の特殊な構造のせいかもしれない。

　しかし、一つだけわからないのは、どうやってこれだけの大穴が岩盤に開いたか……よね。

　石灰岩の大地なら雨水浸食で穴が開くことがあっても、砂岩ではそれは考えにくい。もしかして、ここは巨大なクレーターの跡なのかもしれないわね。

　そして、ナターシャは、はっとしたように我に返った。

　……いけないいけない、文化人類学の考察なんてのは後回し。今はスポンサーの意向を優先しないとね。

　自分に言い聞かせたナターシャが足元に置いてあったショルダーバックを手元に引き寄せたとき、集会室のドアをノックする音が聞こえた。

「失礼する」

　ネマコルの声と共にドアが開き、部屋の中に二十代後半の精せい悍かんな顔つきの若い男が、後ろに十七、八歳さいのメガネをかけたひょろっとした感じの青年と、リューカ姫ひめを伴って入って来た。

　その、メガネをかけた十七、八歳の青年を見たとき、ナターシャの心拍数が上がった。

　……シマオオカミこと、アマヤマ・タツヤだわ、間違いない！

　ナターシャはあわてて立ち上がると、足元のショルダーバッグの中からボイスメモを取り出した。

　簡単な自己紹しよう介かいと挨あい拶さつのあとでナターシャのインタビューが始まった。

「シマオオカミの正体が日本人だとは思わなかったわ。あなたは日本政府のプレゼンスを受けてここにいるわけではないのね？」

　龍たつ也やは、思い切り首を振った。

「とんでもありません！　僕は本来旅行者です。日本という国とも政府ともまったく関係のない、一人の人間としてここにいるんです」

「それはつまり、あなたは誰かの命令を受けたわけでもないし、誰かの利益を確保するためでもないし、何かの宗教上の理由もない、という意味に取っていいのかしら？　では、重ねて質問させて下さい。あなたはなぜこのセリカスタンで、反政府同盟軍のために戦っているのですか？　その理由を教えて下さい」

「俺おれがここにいる理由ですか？」

　龍也は考え込んだ。

　……えーと、俺おれはこのセリカスタンに平和な日々をもたらすために……いや、違う、それ、めちゃくちゃウソっぽいっていうか、そんな大それたことなんかできっこないし。じゃあ、何のために俺はここにいるんだろう……。

　言葉に詰まった龍たつ也やを見て、ナターシャが水を向けるように聞いた。

「有名になってみたかったとか？」

「いや、違います。そんなことは考えていません……というか、結果的に有名になっちゃったかもしれないけど、最初は有名になろうとかそんなことを考えていたわけじゃありません」

　ナターシャの目が細くなった。

「なりたくて英雄になったわけじゃない、というわけ？」

「ええ、英雄ってのは、なりたくてなるものじゃないような気がします。それに俺は英雄なんかじゃありませんよ、言ったでしょう？　俺はただの日本人旅行者です……」

「あなたの名前……シマオオカミ将しよう軍ぐんという名前は、このセリカスタンで知らない人はいない。リューコフの戦車隊を撃げき退たいし、政府軍の空くう爆ばくを阻そ止ししてオードン族の窮きゆう地ちを救い、反目しあっていたナガス族と手を結ばせて、強力な反政府同盟を作り上げ、南部州全土を掌しよう握あくするためにインナルドに対する包囲戦を展開中……これができる人間が、ただの日本人旅行者だと言い張るのは無理があるような気がしますけど？」

「いや、だから、それを目的に動いていたなら、そいつは英雄かもしれないけど。俺の場合は単に結果的にそうなってしまっただけで、最初からこのセリカスタンを何とかしようとか、考えていたわけじゃ無いんです。なんというかなあ……これは全部なりゆきなんですよ。俺はシマオオカミ将しよう軍ぐんじゃなくて、なりゆき将軍なんです」

「では、政府軍との戦いに身を投じたのも、本意ではない？」

　畳たたみ掛けるように聞いたナターシャの言葉に、龍也は言葉を選ぶようにして答えた。

「本意という言葉の意味がよくわかりません。俺は軍人でもなければ傭よう兵へいでもない。たまたまセリカスタンに来ただけの旅行者です。そうしたらそこで、殺されそうになっていた人たちを見たので助けた。それだけのことです」

「紛ふん争そうの片方の当事者を助けることは、その紛争に介かい入にゆうすることだとは思わなかったの？」

　龍也はどこか自じ嘲ちようするように小さく笑った。

「俺はガキで馬鹿で世間知らずでしたからね……今でもそうですけど……殺されそうな人、死にそうな人を見たとき、そしてそれが女の子や子供や老人だと知ったとき、俺の頭の中には、なんとかしなくちゃ！　という考えしか浮かびませんでした。紛争に介入するだの当事者になるだの、そんな大人おとなの理由なんて浮かびませんでしたね」

　ナターシャは今ひとつ納得いかない、という顔で食い下がった。

「逃げようとは思わなかったの？　だって、自分で言っていたとおり、あなたはこの国とはまったく無関係の旅行者だったのでしょう？　普通なら逃げるわね……特に日本人なら間違いなく、自分には関係ない！　自分は内戦に巻き込まれた被害者だ！　とかなんとか言って逃げると思うわ……なぜあなたは逃げなかったの？」

「逃げたいと思いましたよ……本音を言えば、今だって帰れるものなら何もかも放り出して日本に帰りたいと思ってます。でも、逃げちゃいけない！　なんとかしなくちゃいけない！　って自分に言い聞かせていたら、いつのまにかこんなことになっちゃった、というのが実際のところなんです。それに、今のままじゃあ国外に出られませんから、日本に帰るためには、この内戦を終わらせて、空港や国境の閉鎖を中止させるしかないわけです」

「つまり、戦いに身を投じている理由は、一刻も早く日本に帰るため、ってこと？」

　龍たつ也やはにやっと笑ってうなずいた。

「ええ、それも大きな理由の一つですね」

「じゃあ……あらためて聞くけど……あなたは本当に日本の高校生のアマヤマ・タツヤくんであって、それ以外の何者でもないのね？　何かの任務とか、誰かの意向を受けて送り込まれた人間ではなく、あくまでも善意によって行動を起こしてしまった日本人の高校生に過ぎない。こういうことかしら？」

「ええ、そうです、そういうことになりますね」

　ナターシャは、大きく息を吐はいて肩かたの力を抜いた。

　……第三勢力のエージェント説はあっけなく否定か。

　なんのことはない。甘っちょろい人道主義と博愛主義に目覚めた世間知らずの日本の高校生が、好き放題やってただけなのね。

　プロなら行動の理由が見えるからそれなりに対応できるんだけど、行動力のあるアマチュアってのは、全く見当がつかないから一番困るのよね。

　そして、ナターシャは目の前で無防備に笑っている龍也を見て思った。

　……イリーガルのエージェントなんか呼ばなくたって、このショルダーの二重底に隠かくしてある私の護身用マカロフで、簡単に始末できちゃいそうね。

　ナターシャが目の前にいる龍也の頭を、パン！　と一発で打ち抜くイメージを脳裏に思い浮かべた、そのとき。

　龍也の横にいたリューカ姫ひめの顔色が変わった。

「ネマコル！」

　リューカ姫の叫びと共に、部屋の隅すみにいた戦士風の若い男が音も無く動いた。そしてナターシャが声を上げるより早く、ナターシャの後ろに回って右手をねじり上げていた。

　手からすべり落ちたボイスメモが床ゆかに当たる乾いた音が集会室の中に響いた。

「ネマコルさん！」

　ネマコルは、左手で龍也に下がるように合図しながら言った。

「この女、どうやら武器を持っています……シマオオカミ殿どのと会うときは、一切の武器を持ち込まないという約束でしたが……どうやらその約束を破っているようですな」

「なによ！　これが善良な訪問者に対するキンリの里の仕打ちなの？　最低ね！」

「最低なのはどっちだ？　お前は約束を破った。リネト衆しゆうは、キンリの里の巫み女こと客人まろうどを守るのが仕事だ。女と言えども容よう赦しやはしない」

　そう言うとネマコルは、そのまま背中にねじり上げたナターシャの腕うでを前に押し、両膝ひざの後ろを両足で押した。

　両膝をかっくん、と折ったナターシャは、そのまま床ゆかに膝をついて四つんばいになった。

「なんて格好させるのよ！　あんたって見た目に寄らずサディストね！　こんな格好させておいて、もし私が武器を何も持っていなかったら、ただじゃすまないわよ！」

「なんとでも言うがいい、人間は自分の心にウソはつけない」

　ネマコルは、右手をねじり上げたまま、ナターシャを押さえつけ、足元に転がっているショルダーバッグを指差して龍也に言った。

「そのバッグを確認して下さい。きっとどこかに隠かくしポケットがある……おそらく底が二重になっているのだと思います。構わないからナイフで切り裂さいてみて下さい」

　ネマコルに押さえつけられたナターシャが、悲鳴交じりの声で言った。

「切っちゃだめよ！　それ、高かったんだから！　オーダーメイドなのよ！」

「ほう、どうやら特注のホルスターがついているらしいな。正直に話せば、バッグを切らないで済むぞ」

　ナターシャはネマコルをにらみつけた。

　……憎にくったらしい男ねえ、こいつ！　一見いい男だけど。このイケメン男に悲鳴を上げさせてみたいわ。どっちかの手が自由だったら、ブラの隙すき間まに仕込んだミニナイフで痛い目に遭あわせてやるんだけど！

　ナターシャが脳裏に、端たん正せいなネマコルの顔にナイフの刃やいばを当てて切りつけるイメージと、それに伴う倒とう錯さく的な欲望を思い浮かべたとき。再びリューカ姫ひめが叫んだ。

「ネマコル！　気をつけて！　その人、胸の間にナイフ！」

「え？」

　思っていることをずばりと言い当てられたナターシャが呆ぼう然ぜんとするのと同時にネマコルが左手をブラウスの胸元から滑すべり込ませた。

「失礼！」

「きゃあ！　何するのよ！　失礼も何もあるもんですか！　この暴力セクハラ男！」

　……うわ、すごい光景。

　龍たつ也やは身をよじって暴れるナターシャを押さえつけて、その豊かな胸の谷間に手を入れているネマコルの手元に思わず見とれてしまった。

「タツヤ！　見ちゃダメ！」

　リューカ姫ひめの不ふ機き嫌げんそうな声が飛んだ。

「あ、いけね」

　龍たつ也やはあわてて、手に持ったショルダーバッグをひっくり返して底を調べ始めた。

　口が開いたバッグからは、化粧品や手帳、携帯型の白いＭＰ３プレイヤーなどが足元にこぼれ落ちた。

　……あ、新型のＭＰ３プレイヤーだ、これ、欲しかったんだよなあ……と、そんなこと考えている場合じゃないや、ピストルを探さないと……。

　ネマコルの言うとおり、中身をすべて出して空っぽにしたのに、ショルダーバッグは何かが仕込まれているように重かった。

　五分後。ナターシャは後ろ手に縛しばられ、床ゆかに座らされた状態でネマコルと五人のリネト衆しゆうに取り囲まれていた。

　ブラジャーの中に仕込まれたシースから抜いた小さなナイフと、ショルダーバッグの底に入れてあったマカロフピストルを手に持ったネマコルが、ナターシャにそれを振ってみせながら言った。

「……もし、私が武器を持っていなかったら、ただじゃすまない、とかなんとか言っていたようだが？　逆に、もし武器を持っていたらどうなるか言うのを忘れていたよ……聞きたいかね？」

　ナターシャはつん、と顔をそらした。

「それは全部私の護身用よ！　治安の悪いところに女一人で来るんだから、それぐらい常に用意しておくのが当然でしょう？」

「確かに君の言うとおり、こいつは護身用なのかもしれない……でも、君はキンリの里に来た際に、巫み女この域の中に入るとき、そしてシマオオカミと姫巫女に会うときは、武器を持たないという誓せい約やくをしたはずだ。お互いにそれを守る、それがルールというものだ。君はそのルールを破った。キンリの掟おきてを破ったよそ者は、キンリの掟に従って処分される……つまり里の中央広場で縛しばり首にしたあと、死体を野原に放置して、オオカミのエサにするということだ」

「こ、恐くなんかないわよ！　好きにすればいいじゃない！」

　精一杯の虚きよ勢せいをかき集めて胸を張ったナターシャを見て、龍也が口を開いた。

「ネマコルさん……確かにルール違反かもしれないけど、それは少しひどすぎるんじゃないかな？　だって、ほら、俺おれとリューカ姫に毒剣を突きつけたシーデだって助けてあげたんだから。あれに比べれば、今回は、ここに武器を持ち込んだだけじゃない」

　ネマコルは首を振った。

「いつもながら甘いですな、シマオオカミ殿どのは。確かにこいつは銃じゆうもナイフも抜いてはいません。でも、それを向ける意思は充分にあったのですよ、だからリューカ姫が気がついたのです。行動に移すかどうか、が問題ではなく、意思があったかどうかが問題なのです」

「せめて、縛しばり首ってのはやめようよ……女の人だし……未来があるんだもの」

「確かに、シーデは十二歳さいの女の子でしたな。確かに子供には未来がありますから。助ける理由になりました。しかし、このような年とし増ま女には未来はありませんぞ」

「年増って言うな！　私はまだ二十四歳さいだ！」

　ネマコルは笑った。

「セリカスタンでは充分年増だ……とはいえ、シマオオカミ殿どのの要望を無む下げに断るわけにもいかんな。罪を半分に減じるとしよう」

　その言葉を聞いたナターシャは目を輝かせた。

「ホント？　助かるの？」

「ああそうだ、縛り首にしたあとでオオカミに食わせるのではなく、縛り首だけにしておいてやろう。温情に感謝するがいい」

「どこが温情だ！　殺されることに変わらないじゃないか！」

「わがままな女だな……よし、では縛り首にせずに、生きたままオオカミに食わせるとしよう、それなら文句ないな？」

「そっちも嫌いやだ！」

　ネマコルは、腕うで組みをして考え込んだ。

「どっちも嫌か、贅ぜい沢たくなヤツだな」

　龍たつ也やは、そう言ってもっともらしく考え込んでいるネマコルの目が笑っていることに気がついていた。

　……なんだかんだ言って、ネマコルさんは面白がっているんじゃないかな？

　しばらく考え込んだ振りをしたあとで、ネマコルはゆっくりと言った。

「では、交換条件だ。君の雇い主は、このセリカスタンの内戦をどこに着地させようとしているのかそれを教えてくれ。一いつ介かいのリーガルエージェントの君に、そんな権限が無い事ぐらいはわかっている。だが、グループの意向がどういう方向に動いているのか、それくらいはわかるだろう？　君は優秀なエージェントらしいしな」

　ナターシャは、ネマコルをにらみつけた。

「皮肉？」

　ネマコルは肩かたをすくめた。

「いやいや、敬意を表しているのさ。それはそうと、話を聞かせてくれないか？　どっちみち君の身柄は我々の手の中にある。できることなら手荒なことはしたくないのでね」

　ナターシャは小さくため息をついてから、忌いま々いましげにネマコルを見上げた。

「リーガルはリーガルらしく、何も持たずに動いた方が良かったのかな？　変な色気を出したのが敗因かしら」

「そういうことだな。正面から堂々とルールを守って動くのがリーガルエージェントの役目だ。荒事はイリーガルに任せておけばいい……普通はリーガルとイリーガルはペアで動くものだが……それらしい仲間はまだ姿を見せていないようだな」

「うちの会社は守秘義務がキツくてね。他ほかに何人仲間がいるのかどうかも知らされていないんだ、悪いけど」

　ナターシャの表情から攻こう撃げきの色が消えたのを見た龍たつ也やが言った。

「そろそろ縄なわを解いてあげた方がいいんじゃないかな？　この人はサラサさんみたいに、格闘技の訓練とか積んでいるように見えないし、そう危険はないと思うんだけど」

　龍也の言葉を聞いたナターシャは目を丸くしたあとで微笑ほほえんだ。

「ありがとう……あなたって、やっぱり基本的に優しい人なのね」

「あ、いや、それほどでも……」

　照れる龍也の横で不満そうに唇くちびるを尖とがらせるリューカ姫ひめを見て、ナターシャは何かに気がついたような顔になった。

「……そっか、そのお姫様が理由なのね、戦う理由……」

　ナターシャは声を上げて笑った。

「ははは、まいっちゃったな。クライアントに何て報告すればいいのかしら。毎月七百万ドルの資金援助をして装備を整え近代化したセリカスタン政府軍は、ボーイミーツガールの高校生に負けていますなんて報告したら、きっと契約解除されちゃうわね」

　そして、ナターシャはリューカ姫を見て言った。

「彼……優しいでしょ？　でも、どんな女の子にも平等に優しいから、むかっと来るんだよね。わかるわかる」

　頰ほおを赤くして下を向いたリューカ姫を見て、ナターシャは微笑ほほえんだ。

「でもね、誰にでも優しいって、欠点じゃないのよ。それを欠点だと思う自分の心が欠点なの……」

　ナターシャはそこで言葉を切ると、目の前にいるネマコルをにらんだ。

「こういったイイ性格の嫌いやな男よりよっぽどマシだわ」

　ネマコルは、にやっと笑って、部下のリネト衆しゆうに言った。

「縄なわを解いて差し上げろ。じっくりお話を聞かせてもらう大事なお客さまだからな……」

　そして、ネマコルはリューカ姫と龍也に視線を移して言葉を続けた。

「夜も遅くなりました。姫巫み女こ様とシマオオカミ殿どのはお部屋に戻ってお休み下さい。ナターシャの尋じん問もんは、私とリネト衆がやりますから」

　リューカ姫は釘くぎを刺すように言った。

「その方は、武器を持ち込んだとはいえ、キンリの里を訪れた客人まろうどです。あまり手荒なことはしないでください、お願いします」

「御安心下さい、紳しん士し的にお話を伺うかがうだけです……極めて……紳士的に」

　ネマコルは実にさわやかな笑顔を浮かべてナターシャを見た。




　集会所から戻る途と中ちゆうの回かい廊ろうで、リューカ姫ひめが、ぽつりと言った。

「……ネマコルの意外な面を見たような気がします」

「いやあ、あれは全部演技じゃないかな？　自分の言葉や表情が相手にどう捉とらえられるか、それを計算して、ああいった態度を取っているんだ。口でひどいことを言いながらにこにこ笑って見せるとか、逆に優しい言葉をかけながら、目が笑っていないとか……そうやって相手を混乱させるんだと思うよ」

「腹の探り合いと言われるものですか？」

　怪け訝げんそうな顔をするリューカ姫を見て龍たつ也やは笑った。

「相手が悪意を抱いだいているかどうか、とか、ウソをついているか、とか、すぐにわかってしまうリューカ姫には理解できないかもしれないな……人間はね、相手の表情とか仕し草ぐさを見て、そういったことを判断するのさ。だからマスコミの記者は、今日みたいに直接会ってインタビューするんだと思うな」

　リューカ姫は黙り込んだ。

　そしてしばらく無言で廊ろう下かを進んだあとで、ぽつり、とつぶやくように聞いた。

「さっきのインタビューで、何のために戦っているのかと聞かれたときタツヤは……日本に帰るために、戦っていると答えましたよね……あのとき、タツヤはウソをついていませんでした」

「あ、いや、あれは……」

　答えが胸の中にあった。でも、龍也は、その答えをリューカ姫に言おうか言うまいか迷った。

　やがて、龍也とリューカ姫は、廊下の突き当たりまで来た。ここを右に行けば龍也のいる客人まろうどの間に、左に行けば巫み女この寝所だ。

　龍也は、そこで立ち止まると、深呼吸をした。

　……素直になろう。もっと自分に素直になろう。

　龍也はリューカ姫に向き直って、ゆっくりと言った。

「さっきのインタビューで、日本に帰るために戦っているって俺おれは答えたよね。

　結果的にはそういうことになるかもしれない、でも、それだけじゃない……俺はこのセリカスタンが好きだ。このキンリの里が好きだ。そしてリューカ姫がもっと好きだ……だから戦っている。セリカスタンのために、キンリの里のために、そして誰よりもリューカ姫のために」

　その言葉が終わるのと同時に、リューカ姫は龍也に抱だきついた。

　そして、小声で答えた。

「わかっていました……私にはわかっていました……でも、私は……タツヤの声で聞きたかったんです」

　ふわっと、髪かみが匂におった。
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　　　第七章　「自由セリカスタン放送」







　双そう眼がん鏡きようの中に、土ど囊のうの後ろで昼寝をしている政府軍兵士がいた。

「どうだ？　見るからにやる気が無さそうな連中だろう」

　山の尾根筋の上から、ラジオの中ちゆう継けい局を双眼鏡で見下ろしていた龍たつ也やは、サラサの言葉にうなずいた。

「うん、戦場にいるって感じじゃないな……」

　双眼鏡をゆっくり動かすと、白いコンクリート造りの中継局の軒のき下したで、トランプに興じる兵士たちの姿が飛び込んできた。

「……どっちかというと、リゾート地にいるって感じだ」

　くねくねと曲がりながら山を上ってきた道が、山の尾根筋を越える、そのいわゆる鞍あん部ぶと呼ばれる場所に、ラジオ中継局はあった。

　高さ二十メートルほどのアンテナ塔とうの真下に建てられたラジオ中継局の周りには、塹ざん壕ごうが掘られ、あちこちに土囊を積んだ機関銃じゆう陣じん地ちらしいものが作られている。

　その陣じん地ちと山道の脇わきに設けられた検問所とは連絡壕ごうで繫つながっており、中ちゆう継けい局の窓に洗濯物がぶら下がっているところを見ると、どうやら中継局は兵士たちの宿舎になっているらしい。

「このカンナ峠とうげは、交通の要所じゃったが、インナルドが戦場になったけえ、みんな回り道するようになりよった。今では地元の者もんが日に数回通るだけじゃ。気が緩ゆるむのも無理からぬところじゃな」

　そして、サラサは、龍たつ也やの手から双眼鏡をひょいと取り上げて言葉を続けた。

「……やつらの気が緩ゆるんでいるからといって、全く安全なわけではない。やつらもちゃんと訓練された兵士じゃ。攻こう撃げきされれば、最初はうろたえるかもしれんがすぐに反撃して来るじゃろう。あそこは銃じゆう弾だんとロケット弾が飛び交う戦場になる。ええか、タツヤ。お前はここを動くな。わしらがあの検問所と中継局を完全に制圧したら、笛ふえを吹いて合図をする。そうしたらウルカンと一緒に来るのじゃ。それまで、くれぐれもここを動くでないぞ」

「うん、わかった……」

　真剣な目でうなずく龍也を見て、サラサは小さくため息をついた。

「お前があんなドジを踏まなければ最前線に来ないですんだものを……」

「それは何度も説明したじゃないか、あの中継局から流す放送の番組が俺おれのパソコンの中に入っているからだって。俺のパソコンは俺にしか使えないから仕方ないんだ。

　音楽やら、リューカ姫ひめのメッセージやら、ラナキアとサナキアのお笑いやら、必死になって録音して番組を構成したのはいいけれけど、肝かん心じんのテープに落とす時間を考えていなかった俺が悪いんだけどさ……」

「作戦開始の日時は動かせんけえ仕方ないが……それならそれで、わしかウルカンにでもパソコンの扱い方を教えればええだけなんじゃが。それを、俺のパソコンは誰にも触さわらせたくないんだ！　とかなんとか抜かしおってからに……」

　龍也は唇くちびるを尖とがらすようにしてつぶやいた。

「だって……もう一台あればデータだけ移せたけど、俺の手元にはこれ一台しかないんだから……これにはいろいろプライベートなデータも一杯入ってるし、他人に預けるなんて死んでも嫌いやだよ」

「死んでも嫌だ、とか言ゆうとる場合じゃないんじゃ。ここは戦場じゃ、弾が当たれば本当に死ぬんじゃぞ！」

「お説教をしているヒマはないよ、ほら、ネマコルさんが何か言いたがっているじゃないか」

　龍也は、サラサの後ろに立っていたネマコルを指差した。

　サラサは、龍也を一回睨にらんだあとで振り返った。

「準備完了ってことね？」

「ええ、まあそういうことですが、ＲＰＧ対戦車ロケット砲ほうは何門持って行きますか？　バンカーバスター用にちょっと多めに装備してきましたが……」

　サラサはちょっと考え込んだあとで小さく首を振った。

「警備隊の陣じん地ちが思ったより中ちゆう継けい局に近いのよね……誤射して建物を破壊するわけにはいかないから、各分隊に一門。射手はベテランを選んで、その代わり弾だん頭とうを多めに持っていくことにしましょう」

「わかりました、では、余ったＲＰＧは、馬と一緒に、ここに置いていきます」

　サラサは、龍たつ也やを振り返りセリカスタン語で言った。

「いい？　あなたはここを動かずに馬と荷物の番をしてるのよ」

「わかったよ、子供じゃないんだから」

　うんざりしたように答えた龍也を見て、ネマコルが笑った。

「シマオオカミ殿どのは、まるで、姉に叱しかられている弟のようですな」

　サラサがうなずいた。

「そうね、それもできの悪い弟ね」

「ひでえなあ……」

「とにかく、あんたは絶対に、ここを動かないこと、いいね！」

　ぼやく龍也に向かって、サラサは真剣な目でそう言い残し、待たい機きしている戦士たちのところに戻って行った。

　ネマコルと共に、キンリ族の戦士たちに様々な指示を与えているサラサの背中を見て、龍也はつぶやいた。

「できの悪い弟か……」

　横で、今までのやり取りを聞いていたラジオ局の改造担当のウルカンが笑った。

「できが悪かろうがなんだろうが、あの人の弟のポジションになれるのは、シマオオカミ殿どのだからですよ。普通の男は、とてもじゃありませんが近寄れません。私から言わせてもらえば、うらやましい限りです」

　……確かに、反政府同盟軍の兵士でサラサさんを知らない人はいない。美人だし、プロポーション抜群だし、スゴイ人気だ。でも、それはいわゆるアイドルとかそういったレベルの人気じゃない。頭はいいし決断力も戦闘力もある、どっちかというと頼りになる美人の上司、という感じなのかもしれないな。

　龍也がそんなことを考えていると、ウルカンが小声で言った。

「攻こう撃げき開始ですね、動き出しました！」

　見ると、キンリ族の戦士たちが岩陰に隠かくれながら山を下り始めていた。

　先頭を行くのは、リネト衆しゆうだろう。敏びん捷しような小動物のような身のこなしで、着実に検問所に近づいて行く。

　検問所のゲート脇わきに建てられた立りつ哨しよう所じよにもたれかかって、タバコに火をつけようとした兵士が、いきなり裏側に引きずり込まれた。

　龍たつ也やの位置からは、兵士の制服を脱がせたリネト衆しゆうが、それを着込んでいる光景が見えた。

　やがて、政府軍の制服を来たリネト衆がＡＫを背せ負おって、さっきの兵士と同じ格好で建物によりかかると、タバコに火をつけて、空中に煙けむりを吹いた。

　遠くから見ている龍也には、その仕し草ぐさはさっきの兵士と寸すん分ぶん違たがわぬものに見えた。

　兵士に化けたリネト衆は、ゆっくりタバコを吸いながら、辺りの様子をうかがっているようだった。

　龍也は、以前ネマコルから聞いた隠おん密みつ行動のノウハウを思い出していた。

　……成りすましを仕掛けるときは、いきなり動かずに、まず風景の中に溶とけ込み、違和感を覚えさせないことを心がける。

　そうか、それは、こういうことなんだ。

　道路の反対側に設けられた機関銃じゆう陣じん地ちの中の兵士に動きは無かった。

　政府軍に成りすましたリネト衆は、ぶらぶらと歩きながら、機関銃陣地に近づくと、そこにいる兵士に話しかける振りをして、いきなり飛び掛かった。

　土ど囊のうの向こうで何が起こっているのか、龍也の位置からは見えない。

　……大丈夫か？

　龍也が固かた唾ずを吞のんで見つめる中で、やがて、さっきのリネト衆が顔を出して手を振った。

　……やった！　検問所を制圧したぞ！

　その合図を見たのだろう、道路の脇わきに伏せていたキンリ族の戦士たちが、一いつ斉せいに立ち上がって、中ちゆう継けい局めざして走り始めた。

　そして、陣地の手前で何人かが、その場に膝ひざをついて肩かたにＲＰＧ７を載のせて構えた。

　ドバン！　という発射音と共に飛び出した弾だん頭とうは、十メートルほど先でロケットブースターに点火する。そして、オレンジ色の炎ほのおを引いてシュルシュルと音を立てて加速し、そのまま陣地の中に作られた土囊を積んだバンカーに吸い込まれて行った。

　次の瞬間、轟ごう音おんと火柱を上げて土囊の破片が空中に舞い、一呼吸ほどの間をおいて、辺りの山々から爆ばく発はつ音の残響が聞こえてきた。

　その残響が合図だったかのように、陣地のあちこちから銃じゆう声せいが聞こえ始めた。

　ＡＫの銃声は、あっという間に何十という数に増え、時折セリカスタン語の叫び声や、手しゆ榴りゆう弾だんの爆発音が混じる激しい戦闘となった。

　やがて、中継局の外にある陣地にいた兵士が倒されたり制圧されるに従って、銃声は散発的になった。しかし、中継局の中にはまだ数名の兵士が残っていた。

　その兵士たちは、時折中継局の窓から姿を現して、数発撃うっては隠かくれる、という戦法で持久戦に持ち込もうとしているようだった。

　建物の窓に向けてロケット弾を撃うち込むことができれば、この戦闘はあっけなく終わっただろう。しかし、中継局を無傷で手に入れなければ、この作戦は意味が無い。
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　……サラサさんは、建物の中にいる兵士を追い出すためのガスグレネードも用意してあると言っていたけど、どうやらそれを投げ込める距離に近づくことができないらしいな……どうするつもりなんだろう？

　そのとき、山の上から見下ろしていた龍たつ也やの視界の中で何かが動いた。それは目の前の戦闘とはまったく違う部分、いわば背景の中の動きだった。

　……何だ？　何が動いたんだ？

　龍也の目が捉とらえたのは、山の麓ふもとに続いている道路上を動く三つの黒点だった。

　あわてて双そう眼がん鏡きようを向けた龍也の目に飛び込んできたのは、装そう甲こう車に先導された二台のトラックだった。

　……応援だ！　建物に立て籠こもっている兵士が呼んだのか？　……いや、いくらなんでも対応が早すぎる。もしかするとあのトラックは、ここに来る予定のトラックなのかもしれない。

　そうか、きっと交代要員だ！　あの建物に立て籠もっている連中は、今日、交代要員が来ることを知っていたんだ。だから持久戦に持ち込もうとしているに違いない！

　龍也は目の前にいたウルカンに双眼鏡を差し出して声をかけた。

「ウルカンさん！　大変だ！　敵てきの増ぞう援えんが来た！　見て！　あそこ、山の下の道！」

「なんだって？」

　ウルカンは血けつ相そうを変えて双眼鏡をひったくると、龍也の指し示す場所を見た。

「くそ！　本当だ！　ＢＴＲ装そう甲こう車とトラックが山を登って来ている！　こいつはえらいことになったぞ！」

「敵てきの増ぞう援えんが迫っていることをサラサさんに知らせなくちゃ！」

「でも、どうやって……」

　……どうする？　どうすればいい！

　龍たつ也やは何かに助けを求めるかのように辺りを見回した。しかし、そこにいるのは、キンリ族の戦士が乗ってきた数十頭の馬だけだった。

　あの馬に乗って山を駆かけ下りる……なんてことはできっこないし……。

　そのとき、龍也の目が、馬の背中にくくりつけられている分解されたＲＰＧ７対戦車ロケット砲ほうに止まった。

　……あれが使えるかもしれない。戦車だって破壊できるんだ、装甲車だってやれるはずだ！

「ウルカンさん！　ＲＰＧ撃うてますか？」

「ＲＰＧだって？」

　ウルカンは目を丸くした。

「一応訓練を受けているから扱い方は知っているけど……俺おれは実戦で撃ったことは一度も無いぞ」

「じゃあ、扱い方を教えて下さい！　サラサさんたちは、あの装甲車とトラックに気づいていません！　迎え撃てるのは俺おれたちだけです！」

「しかし、ＲＰＧ７は横風に弱くて、命中精度が悪い。弾だん頭とう自体は九百メートル飛ぶが、狙ねらいをつけるためには五百メートルまでが限度だ。目標が移動している場合は三百メートルまで近づいて撃て、と教わった。どうやって近づくつもりだ？」

　龍也は、考え込んだ。

　……五百メートルまで待っていたら、装甲車はそのままサラサさんたちが戦っている場所に突っ込んできてしまうだろう。サラサさんの背後から突っ込まれたら、えらいことになる！　その前になんとかしなきゃ。

　……待てよ、ようはサラサさんたちに、装甲車が近づいているのを知らせることができればいいんだ。後ろから不意打ちを食らわなければ、サラサさんたちもＲＰＧは持っているから、充分対処できるはずだ！

　龍也は顔を上げた。

「当てなくてもいいんだ！　敵が迫っているってことをサラサさんたちに教えることができればそれでいい！　とにかくあの装甲車の方向に向けて、ぶっ放せば、その爆ばく発はつ音できっと気がつくはずだ！」

　ウルカンは目を輝かせた。

「そうか、そうだな、よし！　ＲＰＧを馬から下ろそう！　撃ち方を教える」

　ウルカンと龍たつ也やは馬に駆かけ寄って、鞍くらにくくりつけてあった運うん搬ぱんリュックを下ろした。

「ＲＰＧ発射筒とうの組み立ては俺おれがやる、君は弾だん頭どうを持って来てくれ。ＨＥ弾とＨＥＥＴ弾の二種類あるが、どうせ当てるつもりが無いのならどっちも同じだ！」

「わかりました！」

　龍也は、弾だん薬やくなどを背せ負おった荷に役えき用の馬に駆かけ寄ると、そこにあったＲＰＧの弾頭が三発差し込んであるリュックを外した。

　革かわの紐ひもを緩ゆるめたとたん、ずるっと落ちそうになったリュックを支えた龍也は、その重さに思わずよろけた。

　……うわ、重い。射手の人が背負って走り回ってるから、もっと軽いのかと思っていた。

　龍也は足を踏ん張って自分に気合を入れてリュックを肩かたから背負い、ウルカンのところに走って戻った。

「弾頭を持ってきました！　もっとあったほうがいいですか？」

「君と俺おれとで撃うつことを考えたら、もう三発ぐらいは欲しい」

「わかりました、もっと持ってきます！」

　龍也がもう三発の弾頭を持って帰ってくると、ウルカンはＲＰＧ発射筒とうを二門組み立て終わっていた。

「弾頭を発射筒の先から差し込むんだ、カチッと音がするまで。ラッチが嚙かめば筒つつ先さきを下に向けても落ちないからな」

　龍也は、言われたとおりにＲＰＧ７の弾頭の銀色のアルミ地じ金がねの部分を筒先から差し込んだ。

　三十センチくらい差し込んだところで、弾頭にカチッという感かん触しよくが伝わってきた。

「よし、次は弾頭の保護キャップを外すんだ。外すと弾頭の先せん端たんに針金のセイフティがついているからそれも外せ」

「セィフティを外しちゃうんですか？」

　ウルカンは真剣な目でうなずいたあとで、視線を山の下に投げて言った。

「時間が無い！　もう、すぐ真下にまで装そう甲こう車は迫っているぞ！　ぶっつけ本番だ！　さあ俺と同じようにＲＰＧを肩かたに載のせろ」

　龍也が、あわてて見よう見まねでＲＰＧを肩に載せると、崖がけの縁ふちに立ったウルカンが手招きした。

「ここに来て、崖下に筒先を向けて、照準器を覗のぞき込むんだ。ＲＰＧを落すなよ、一応発射されるまでは弾頭内部の信管は作動しないようになっているが、弾頭の中にはその機能がついていない安物もあるからな」

　おっかなびっくりへっぴり腰ごしで崖の縁まで近づいて、下を覗いた龍也は驚いた。

　さっき、遠くにいたはずの装甲車とトラックがずいぶんと近づいていた。きっと中ちゆう継けい基地を襲しゆう撃げきしているサラサたちの銃じゆう声せいに気がついて速度を上げたのだろう。

「照準の中にいくつか目盛りが見えるだろう。斜めに向かって曲がっている目盛りは横よこ風かぜ修正用の目盛りだ。幸運にも今は風が無いから、そのまま最大数値の位置に目盛りを持って来て、装そう甲こう車の前辺りを狙ねらって引き金を引けばいい……そのときにグリップ脇わきのセィフテイを外すのを忘れるといくら引き金を引いても発射しないから気をつけろ。照準は合わせたか？」

「え、ええ、自信ありませんけど、きっとこれでいいと思います……」

「よし、グリップ脇のセィフティを外せ！」

「外しました！」

「同時に撃うつぞ、一、二、三、それっ！」

　ウルカンの言葉と同時に龍たつ也やはＲＰＧの引き金を引いた。

　ドカン！　という小しよう銃じゆうの銃じゆう声せいとは比べ物にならないほど大きくそして腹の底に響くような爆ばく発はつ音と共に、弾だん頭とうが飛び出した……と思う間もなくその弾頭の後ろからオレンジ色の噴ふん射しや炎えんが噴ふき出し、むわっとした熱風を龍也に吹き付けて、弾頭は加速を開始した。




　山の上に突然ＲＰＧの発射音が響き渡り、バックブラストによる土煙けむりが立ち昇ったのを見て、サラサは怪け訝げんな顔になった。

　一体あいつらは、何をやっているんだ？　ＲＰＧなんか撃って……。

　次の瞬間、山の下の方でＲＰＧの弾頭が着弾した爆発音が響き渡った。

　そして、山の上から再びＲＰＧの発射音が聞こえて来た。

　サラサは、がばっと振り返ると、五メートルくらい先にいたネマコルに向かって叫んだ。

「山の下の道路から敵てきが来ている！　おそらく車両だ！　ＲＰＧ射手を連れて道に向かえ！　ここは私らでなんとかする！」

　その言葉が聞き取れたのだろう、ネマコルは小さく手を上げると、周りにいたリネト衆しゆうに声をかけて、すばやく移動を開始した。

　山を登るためにくねくねと曲がった道路を走らねばならない装そう甲こう車やトラックと違い、ネマコルたちは、道から外れて山をほぼ真まっ直すぐ駆かけ下りることができた。そのため、山の中腹の大カーブまで来たとき、まだ政府軍の車両はそこまでたどり着いてはいなかった。

　ネマコルは、一緒に山を下ってきたＲＰＧ７の射手に道路の脇わきの大岩を指差して言った。

「よし、ここで待ち伏せる！　射手は先頭車両の側面燃料タンクを狙ねらえ！　足が止まったら、包囲射撃だ！　持ち場に付け！」

　リネト衆が無言でうなずいて大カーブの両側の岩陰に素早く身を潜ひそめてから二呼吸もしないうちに、カーブの向こうからエンジン音が響いてきた。

　山の上の中ちゆう継けい局が襲しゆう撃げきされていることを知って、速度を上げた装甲車とトラックが猛もうスピードでやってくるのが見えた。

　そして、大岩の手前まで来たとき。

　ＲＰＧの発射音とともに正面と左右から三つの炎ほのおの矢が装そう甲こう車に突き刺さった。

　装甲車は一瞬のうちに爆ばく煙えんに包まれた。そして次の瞬間、ドアと窓の隙すき間まからオレンジ色の炎ほのおを噴ふん出しゆつして爆ばく発はつした。

「撃うて！」

　ネマコルの声とともに、道の両側から後ろのトラックに向けて一いつ斉せいに射しや撃げきが始まった。

　トラックの屋根の上に置かれた軽けい機関銃じゆうで応戦しようとした兵士が、集中射撃を食らって屋根から転がり落ち、停止したトラックの荷台から飛び降りて遮しや蔽へい物の影に潜もぐり込もうとした政府軍の兵士たちが次々に倒れていく。

　戦闘は、ものの十分ほどで終結した。よく訓練されたリネト衆しゆうの待ち伏せ連れん携けい攻こう撃げきの前に、応援部隊の兵士たちはほとんど抵抗することができなかったのだ。

　応援にやってきた装甲車が破壊され、交代要員が撃げき退たいされたことを知らされて、中ちゆう継けい局に立て籠こもっていた兵士たちは、ついに降伏した。

　こうして、実質的な戦闘は一時間足らずのうちに終了した。

　占領した中継局にあるラジオの中継送信機材に、支局から持ってきた機材を繫つないで改造しているウルカンを見ながら、サラサが龍たつ也やに言った。

「ＲＰＧなどよく撃うてたな」

「ウルカンさんに教えてもらって、見よう見まねでね。どうせ当てるつもりは無かったんだ。あれは、サラサさんたちに、敵の装そう甲こう車が近づいているよ！　って教えるために撃ったのさ」

「うむ、確かにＲＰＧを山の下に向けて撃つということは、そっち方面から敵てき、それもＲＰＧを必要とする敵が近づいている、という謎なぞかけじゃとすぐに気がついたが……それにしてもお前、よくそんなことを思いついたな」

　龍也は照れたように頭を搔かいた。

「いやあ、なんとかしなくちゃ、と思ってあたりを見たら、馬の背中にＲＰＧが載のせられているのが目に入ったからなんだけどね。ＲＰＧの扱い方を知っているウルカンさんがいてくれたおかげだよ。運がよかったんだと思うよ」

「いや、お前には才がある。運を逃がさぬのも才のうちじゃ……」

　そう言ってサラサが小さく微笑ほほえんだとき、放送機材を組み立てて繫つないでいたウルカンが立ち上がって振り向いた。

「準備できました。音源をお願いします！」

　龍也は、机の上に置かれたパソコンのＭＰ３再生ソフトを立ち上げ、番号順に並んだフォルダの一番目を開くと、その中の番組ソフトをクリックした。

　パソコンと繫がった放送機材のモニタースピーカーから、明るい民俗音楽っぽい曲が流れ始めた。

　それは、ここ最近市場などでよく流れている隣りん国こくカザフスタンの流行歌だった。

「大丈夫ですね、ちゃんと波に乗っています。あとは本出力で波を出すだけです」

　満足げにうなずいたウルカンに、サラサが怪け訝げんな顔で聞いた。

「もう、放送は始まっているの？」

「いいえ、この中ちゆう継けい局が番組を流すのは、午後六時を過ぎてからです。セリカスタンの人々が一日の仕事を終え、一家団だん欒らんを迎えたそのときに、ここから電波を出します。一日中電波を出すには、燃料が足りません。この中継局はディーゼルエンジンの発電機で電力を確保していますからね」

「でも、ここから電波を出しているってことは、すぐにわかっちゃうんだろう？　センドルクたちは、おそらくここを目の敵かたきにするはずよね」

「ええ、それは当然ですよね、自分たちに都合の悪いことをラジオで流されて平気でいるわけがありませんから」

　サラサはにやっと笑った。

「じゃあ、やられるまで、目一杯放送を続けてやろうじゃない。どうせ砲ほう撃げきか何かで吹っ飛ばされちゃったら放送できないんだし、そう考えてみれば、燃料節約しても意味無いと思わない？」

　ウルカンは考え込んだ。

「それもそうですね……番組のコンテンツは大丈夫なんですよね？」

　話を振られた龍たつ也やはあわててうなずいた。

「ええ、一日三時間だけの放送とは知らなかったから、三日分と聞いて、てっきり七十二時間分の番組が必要なんだと思い込んでいましたので……」

　龍也の返事を聞いて、ウルカンとサラサは目を丸くした。

「七十二時間！　二十四時間番組を流しっぱなしにするつもりだったのか？」

「あ、いや、日本じゃあそれが当たり前というかなんというか……テレビだって真夜中の二時三時にアニメを放映しているくらいだし……」

「夜中の二時三時に子供が起きてアニメを見ているのか！　日本という国は想像を絶する国じゃな……」

　龍也は、目を丸くするサラサに説明しようと口を開いたが、結局何も言わずにそのまま口を閉じた。

　……明あ日すの朝までかかって説明しても、わかってもらえそうにないや。

　龍也は腕うで時計を見た。

　……放送開始まで、あと一時間半か。リューカ姫ひめは、特製アンテナを立ててもらうんだって言っていたな。ラジオの電波が無事にキンリの里まで届けばいいけどな。




　そして、午後六時。

　ついに龍たつ也やが作った番組が電波に乗って流れ始めた。

　国営放送の番組では、まず聞いたことのない、明るいポップス調の歌が流れ、そこによく通る女性の声で、ナレーションが入った。

『セリカスタン国民の皆様、はじめまして。これは、我々反政府同盟がお送りする自由セリカスタン放送です。私たちはセンドルク大統領の独裁と、それを支えている民族差別を無くすために立ち上がりました。我々の目指す場所は、どの部族の人間でも平等に扱われ、平等な機会と未来が与えられる社会です……』

　中ちゆう継けい局の小さなモニタースピーカーから流れる声を聞いていたサラサが、何かに思い当たったように目を見開いた。

「この声は……キンリの巫み女この祭さい祀し長タユアンだね？」

　龍也は笑ってうなずいた。

「ええ、そうです。キンリの里にいる巫女の方の中で、一番通る声を持った女性を選んで、ナレーションを担当してもらいました」

「そんなオーディションみたいなことをやっているから、時間が無のうなるんじゃろうが！」

　龍也は唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「だって、番組を作るからには国営放送に負けないものを作りたかったんだ。確かに向こうはプロで、こっちはアマチュアだけど、聞く人にしてみれば同じラジオ番組なんだから、アマチュアだからって手を抜いてもいいって事にはならないと思うんだ、サラサさんはそうは思わない？」

　龍也の言葉を聞いたサラサは、ちょっと意外そうな顔をしたあとで微笑ほほえんだ。

「まあ、なんというか、質に対するこだわりがあるんは悪うはない……というか、お前にそれほどの覚かく悟ごがあるんを知って、ちょっと見直した。お前の作った番組……楽しみじゃな」

　龍也は照れたように頭を搔かいた。

「偉そうなこと言っておいて、結局は誰も聞いてくれなかったら、面めん目ぼく丸つぶれだけどなあ……」

　モニタースピーカーから流れる番組は、リューカ姫ひめの言葉に移っていた。

　リューカ姫は、決して相手を糾きゆう弾だんすることも感情を煽あおることもなく、ただ素直にそして真しん摯しに呼びかけはじめた。

「皆さん、私はキンリの里の姫巫女、リューカ・サラファンです。私はテンジンに誓ちかいを立て、噓うそ偽いつわりのないことを申しております。

　私は今から二ヶ月前、アーディンにあるミレニアムホテルで開かれた部族長会議に出席しておりました……あの日、その会議場が何者かに爆ばく破はされたとき、私とキンリ族の戦士総長であるサラサ・クルティムだけが、惨さん劇げきが起こる寸前にホテルから抜け出しました。

　なぜ、私たちだけが爆ばく弾だんの被害から逃れることができたのか。それを言葉で説明することは難しいと思います。

　……私には、子供の頃から不思議な能力があります。それは……テンジンのお告げを聞く能力です。あのとき、私は誰かに言われたような気がしたのです。ここにいては危険だ。なるべく早くこの建物から離れた方がいい……と。

　私はその声に従って、会議室に向かうことなく、サラサを伴い建物を出たのです。

　これは……皆様には理解できないことかもしれません。しかし、私にとって、それは当たり前のことでした。それができるがゆえに、私はキンリの姫ひめ巫み女こなのです。

　そして、私とサラサは、あのとき現場にいなかった、という理由だけで、部族長会議の爆ばく殺さつ犯人として疑われ、名指しで非難されています。

　現場にいなかった、ということが犯人の証しよう拠こだというのならば、あの日、あのとき、会議場に入らなかった、もう一人の族長の方は、なぜ犯人と呼ばれないのでしょう？　実を言うと、私ともう一人、会議場に入っていない族長の方がいらっしゃいます……車が故こ障しようして会議に遅れ、偶然にも助かった方。

　そう、国営放送で声高に私とサラサを犯人だと皆様に呼びかけ続けているセルム族の族長、センドルク大統領その人です。

　セリカスタンの皆さん。インナルドを巡めぐって今、行われているこの戦いは、そもそも誰が求めたのでしょう？

　血に餓うえたオードンですか？　欲深いナガスですか？　因習に凝こり固まったキンリですか？　いいえ、違います！　オードンもナガスもキンリも、そしてセルムに従うことを選んだラシクもエンキもセライも、これらセルム族以外の六つの部族の族長は誰一人として戦いを求めたわけではありません。話し合いの場を求めてあの日、あの会議場に集まっていたのです。

　戦いを求めたのは……センドルク大統領その人なのです。

　テンジンへの捧ささげ物を包むタンダルムの布の刺し繡しゆうの糸の七色は、このセリカスタンの七つの部族の色だと私は亡なき父から教わりました。

　教えてください……タンダルムの刺繡の糸は、どの色の糸が偉いのですか？　そして、どの糸が劣っているのですか？

　タンダルムはどれか一つの色の糸だけで作れるものなのですか？　そして、一ひと色いろで刺繡されたタンダルムを見て、テンジンは本当にお喜びになるのですか？

　七色の糸の七色の文もん様ようなくして、タンダルムはタンダルムにならないと私は思うのです……」

　黙ってその言葉に聞き入っていたサラサが、ぽつんと言った。

「この、リューカ姫の言葉を放送するだけでも、充分意味がある……センドルク大統領が叫んどる正義を、根底からひっくり返す内容じゃ。ましてや、その言葉にひとかけらも噓うそが無い。セリカスタンで、キンリの巫女がテンジンに誓ちかいを立てた言葉を疑うヤツは、まずおらんじゃろう」

「うん、俺おれもそう思う、だからこの言葉は何度も繰り返して放送するつもりなんだ。まず敵てきの行動の根こん拠きよとなる『自分たちは正義の戦いをやっているんだ』という考え方を、底からひっくり返すためには、このリューカ姫ひめの言葉は最適だと思うんだ……そして次に、オードン族は血の復ふく讐しゆうをしないというアピールをするんだ。

　俺たちは血に餓うえた野や獣じゆうでもなんでもない、真に平和を求めている人間なんだ。オードン族ですら復讐を止やめて、同じセリカスタン人だという融ゆう和わへの道に方向転換をしつつあるのに、なぜセルム族は、戦いを望むのか、と訴えかけるつもりなんだ」

　サラサは少しあきれたようにつぶやいた。

「……まさにメディア戦略じゃのう。、お前は、本当に高校生なんか？」

「日本に限らずメディアが発達した国では、どこでもこういった手法や考え方は、ごく普通に使われているのさ……もっとも、使ってるのは国じゃなくて、民間企業。そして目的は一つでも多くの商品を売るため……なんだけどね」

　放送をモニターするスピーカーからは、コミカルな音楽が流れ始めた。

　龍たつ也やは、ワクワクしたように言った。

「いよいよ始まるよ、この放送の目玉番組、サナキアとラナキアのセリカスタンお笑い講座。さて、受けてくれればいいんだけど……」

　スピーカーからは、シャクドー中ちゆう尉い扮ふんするサナキアと、カルケン軍ぐん曹そう扮するラナキアの掛け合い漫まん才ざいが流れ始めた。

『サナキアよ、テンジンの次に偉いセンドルク大統領様が、国民のために麦の配給を増やしてくれるそうだぞ』

『ラナキアよ、それは噓うそだろう？　お前は馬鹿だから騙だまされているんだ』

『そげなことはねえだ、オラあちゃんと聞いただよ。今までは一週間に二キロの配給だったのが、今度は二週間に三キロに増えるのだそうだ』

『……それは増えていないぞ』

『なにを言うだ、今までは一週間に一キロだったな？　今度からは二週間に三キロだ。一週間が二週間に、二キロが三キロと、両方とも増えているじゃないか、偉大なるセンドルク大統領に栄光あれ！』

『へん！　お前は、やっぱり馬鹿だなあ』

『そんなこと言っていると減らされてしまうぞ』

『へえ？　配給をかい？』

『いいや、寿じゆ命みようをだ。なんせお前の後ろに秘密警察がおるでな』

『せ……センドルク大統領ばんざああい！』

　ちゃんちゃん！　というオチの音楽が入るのと同時に、中ちゆう継けい局の中のあちこちで小さな忍び笑いが起こった。

　……やった、受けてる！　キンリ族の人たちに受けているんだから、きっと他ほかの人にも受けているに違いない！　大丈夫、行ける！

　龍たつ也やが自分に言い聞かせるようにうなずいたとき、モニタースピーカーから次のコントが流れ始めた。

　そのシャクドー中ちゆう尉いとカルケン軍ぐん曹そうの声を聞きながら、龍也は思った。

　……聞いている人が目の前にいれば、ダイレクトに反応がある。だから自分が作ったコンテンツがどう評価されているのか、すぐにわかる。

　でも、どこにいるかもわからない不特定多数の人に向かって一方的に送り出すしかない、こういったラジオ番組では、自分が作ったコンテンツがどう評価されているのかまったくわからないんだな。

　龍也は不安だった。

　セリカスタンには、ネットの掲示板もブログも無い。自分の作った番組がどう評価されているのか、それを知る術すべは無い。

　……このラジオ番組は、どれくらいまで届いて、どれくらいの人数が聞いてくれているんだろう？　今日始まったばかりだから、今は少なくとも、聞いてくれた人の中に面白い！　と思う人がいれば、きっとクチコミで広がるだろう。でも、俺おれはその反応を知ることはできない。

　龍也は、何の波は紋もんも浮かばない底なし沼に石を投げ込んでいるような気分だった。いくら投げても投げても、底なし沼は音もなくその石を吞のみ込み、波紋一つ起こさない。そんな感かん触しよくだった。

　正体が見えない大衆というものに対する大きな不安を抱かかえたまま、龍也はカンナ峠とうげにある中継局の窓の外に広がる赤あか紫むらさき色に暮れていく夕空を眺ながめた。その空の下でラジオを聴いているであろう、多くのセリカスタンの人々の姿を一生懸けん命めい思い浮かべ想像して自分を励ましていた。

　その頃、そこから遠く離れたキンリの里でも、リューカ姫ひめが心配そうな顔で、龍也が見上げていたのと同じ赤紫の夕空を見上げていた。

　……タツヤは無事だったのだろうか？

　中継局にいる警備兵との戦闘で怪け我がをしたりしていないだろうか？　サラサやネマコルのような信頼できる戦士の人たちと一緒だから大丈夫だとは思うけど……あの方は、銃じゆうを持って戦うことのできる方じゃない。

　リューカ姫は両手を合わせてテンジンに祈いのった。

　この日、何度目の祈りなのか、自分でもわからないほど、リューカ姫は祈り続けていた。

　口の中でつぶやく、テンジンの加護の祈りの言葉が終わりかけたとき、後ろの方で巫み女こ頭がしらの呼ぶ声がした。

「姫巫女様！　聞こえました！　ラジオが！　ラジオから姫巫女様の声が流れています！」

　リューカ姫は振り向くと、顔を輝かせた。

「本当ですか！」

「ええ、山の上に立てたアンテナが役に立ったようです！　雑音がひどいですけど、ちゃんとお言葉は聞き取れます！」

「今、行きます！」

　リューカ姫ひめは、そう言うともう一度西の空に向き直り、口の中で唱となえていたテンジンの加護の願いを最後まで唱え終えた。そして、二回頭を下げると、くるりと振り返って小走りに巫み女こ頭がしらのところに向かって駆かけ出した。

　キンリの里の巫女の域の奥にある控え室には、巫女たちが集まって、中央にある座ざ卓たくに置かれたラジカセを取り囲んでいた。

　ラジカセを真剣な目で見つめ、スピーカーから流れ出す雑音が混じった音楽を聴き逃すまいと息を殺していた巫女たちの間にささやき声が飛んだ。

「姫巫女さまが来られたわ！」

「場所を開けてあげて！　一番前に姫巫女さまを！」

　ざわざわという声の間に、リューカ姫の声が聞こえた。

「すみません……わがままを言って」

「何を言っているんですか、シマオオカミ様が無事である証しよう拠こを聞きたいのは当然でしょう」

「さあさあ、もっと前にどうぞ！」

　巫女たちに引っ張られるようにしてラジカセの前に連れて来られたリューカ姫は、そのままそこに座ってラジカセに耳を傾けた。

　電波状態が良くないのだろう。さっきまで聞こえていたラジオの音楽がどんどん小さくなっていくようだった。

「あら？　どうしたのかしら、さっきまであんなによく聞こえていたのに」

「距離が遠いとそういうことがよくあるみたいですよ」

「しっ！　静かに！　また聞こえてきたわ！」

　巫女たちは黙り込んだ。

　ラジオから流れてきたのは、オードン族が血の復ふく讐しゆうを止やめて、融ゆう和わの道を選んだことを告げる、女性の声だった。

「これは……祭さい祀し長のタユアンの声だね！」

「そうだよ、タユアンだ！」

　ざわめく巫女たちを、巫女頭がたしなめた。

「しっ！　静かにおし！　姫巫女さまのお言葉がまた始まるよ！」

　巫女たちが固かた唾ずを吞のんで耳を澄ます中で、ラジカセのスピーカーから、雑音に混じってリューカ姫の声が流れ始めた。

『……皆さん、私はキンリの里の姫巫女、リューカ・サラファンです……テンジンに誓ちかい……立て、噓うそ偽いつわりのない……申して……ます』

「姫ひめ巫み女こさまの声だ！」

「間違いない！　ちゃんと聞こえる！」

　わあっという歓声の中で、リューカ姫はにじんだ涙なみだをぬぐって両手を組み、テンジンに感謝の祈いのりを捧ささげた。

　……良かった。あの方は無事だったんだ。

　でも、センドルク大統領がこの放送を見過ごすはずがない。あの人がいる中ちゆう継けい局は激しい攻こう撃げきにさらされるだろう。

　……テンジンよ、あの方の上にさらなる加護を。

　あの方こそがこの世の平和を願うテンジンの意思をあらわす御お方かたなのです。




　リューカ姫が泣いていたことなど知る術すべも無いまま、龍たつ也やたちはその後、三日にわたって放置された。

　龍也の脳裏には、自分が作った番組は単なる自己満足であり、この放送も電波を垂れ流しているだけで誰にも受け入れられることは無く、自分はセリカスタン中の人間から笑いものにされているに違いない、という一種の疑ぎ心しん暗あん鬼きと被害妄もう想そうにも似た考えが浮かぶようになっていた。

　龍也が、それでも番組の放送を続けることができたのは、中ちゆう継けい局の中や外でモニタースピーカーから流れるサナキアとラナキアの掛け合い漫まん才ざいを聴いていたキンリ族の戦士が、小さく声を上げて笑ってくれるからだった。

　その、目の前の戦士たちの反応だけが龍也を支えていた。

　このとき、セリカスタン国内で自由セリカスタン放送が、どれほどの評判になっているのか、その情報はサラサの携帯電話には入って来なかった。

　反政府同盟軍司令部にとって、それは当たり前のことであり、いちいち取り立てて報告しなくてはならない重要な情報ではないと思われていたのだ。

　そして、三日目の昼過ぎに、ついにこの放送の効果が、龍也の目に見える形でもたらされた。

　このとき、龍也はウルカンと中継局の中で、自家発電装置の残存燃料を確認して、あと何日ぐらいここから電波が出せるのかを計算していた。

「今の発電機の備蓄燃料だと、一日六時間の放送としてあと三日ぶんかな……番組コンテンツは、まだ十分にあるんだろう？」

　ウルカンに聞かれた龍也はうなずいた。

「ええ、七十二時間分作ってきましたから……でも、ここで放送を始めて、もう三日になるのに、セリカスタン政府はまったく妨ぼう害がいも何もしてきませんね。電波とかを出して妨害してくると思っていたのに」

「そうなんだよ、俺おれもその点がちょっと腑ふに落ちないんだ……」

　ウルカンは小さく首をかしげたあとで言葉を続けた。

「この自由セリカスタン放送を妨害するなら、同じ周波数でもっと強い電波を出せば事足りるんだ。政府側にはそのための機材もアンテナなどの設備も揃そろっているのに、なんでそれをしないんだろう？　ってね」

「もしかして……相手にされていないんじゃないでしょうか？　シロウトが作ったこんな番組なんか誰も聴いちゃいない、だから妨害するまでも無い……って」

　龍たつ也やの言葉を聞いたウルカンは目を見開いたあとで、ぶんぶんと音がするくらいの勢いで首を振った。

「馬鹿なことを言うな！　そんなことがあるもんか！　内戦が始まる前、国営放送に携たずさわっていたこの俺が保証する！　この自由セリカスタン放送のような、こんな楽しい番組は今まで無かった。このセリカスタンでは、放送というのはまず政府の宣伝機関でなければならない。すべてにそれが優先する、国民に娯ご楽らくを提供するなんてのは二の次三の次だ。でも、君が作った番組は逆だ。まず聴いている人を楽しませるために番組があり、その娯楽の邪じや魔まにならないように、もしくはスパイスを効かせるように主張が含まれている……」

　ウルカンはそこで言葉を切ると、真剣な目で龍也の顔を覗のぞき込んだ。

「……君は本当にシロウトなのか？　日本でそういった関係の仕事についていたんじゃないのか？」

　龍也はあわてて首を振った。

「いえ、そんな！　……確かにラジオ番組とかが好きでよく聞いていましたけど、俺はただの高校生ですよ。この番組だって、日本で聞いていたラジオ番組とかそういうのをそのまま真ま似ねをしているだけなんですから」

「うーん……やっぱり環境の違いかもしれない」

　ウルカンは、腕うで組みをしてうなった。

「環境？」

「ああ、そうだ。日本とかそういった西側とセリカスタンのような旧東側の国とは、マスメディアの数が違う。西側では、それぞれのメディアは、より面白く、より人気のある番組を目指して激しく争っている。そういった番組を聴いて育った人間と、朝から晩まで代わり映えのしない一つだけのラジオ局を聴いて育った人間との違いかもしれないな……」

　そしてウルカンは、ちょっと微笑ほほえんで龍也に聞いた。

「一つだけ聞いてもいいかな？」

「はい、何でしょう？」

「センドルク大統領が、影で『チビタ』と呼ばれているのは知っているよね？　彼の背が低いことを馬鹿にする言い方だが……」

　龍たつ也やはうなずいた。

「ええ、知っています、サラサさんから教わりました」

「じゃあ、どうしてサナキアとラナキアの会話に、その『チビタ』という言葉が出てこないんだ？　国営放送のアナウンサーも二言目には俺おれたちのことをそういった蔑べつ称しようで呼んでいる。サゴンなんか『赤毛の人食い熊』だし、シマオオカミは『ペテン師』だ。

　このセリカスタンには、他ほかにも『血に餓うえたならず者』だとか『売春婦の息子むすこ』とか、そういった悪口が、いくらでもある。使おうと思えば使えるのに、君の番組ではその手の悪口は、ほとんど使われていない……どうしてなんだ？」

「どうしてか？　って言われても、なんと言うか、俺にセリカスタン語を教えてくれたのはリューカ姫ひめなんですよ。リューカ姫はそういった言葉を使いませんし、俺も悪口言われたから同じように悪口言い返す、子供のケンカみたいなことはやりたくなかったんです」

「そうか……この自由セリカスタン放送の番組には、そういった一種の余よ裕ゆうのようなものがあるから、聴いていて気分がいいんだな。悪意と憎ぞう悪おを捨てた番組全体の清すが々すがしいトーンが、リューカ姫の言葉に一層の説得力を持たせるんだ」

「……だと、いいんですけどね」

　龍也がそう言って気弱に微笑ほほえんだとき、何かが空気を切り裂さいて飛ぶようなキュルキュルというカン高い音が窓の外から聞こえて来た。

「あれ？　なんだろう？」

　龍也が立ち上がって窓の外を見ようとしたとき、いきなりサラサが後ろからタックルするようにして龍也の背中に飛びついて、その場に押し倒した。

「ちょ、ちょっと！　何をするんだよサラサさん！」

　サラサは真剣な目で言った。

「阿あ呆ほ！　ロケット弾だん攻こう撃げきだ、頭を押さえて伏せとれ！」

　その言葉が終わるのと同時に、腹の底から揺さぶられるような爆ばく発はつ音があたりに連続して轟とどろいた。

「うわあ！」

　悲鳴を上げる龍也の身体からだをかばうように上に乗っかったサラサが、爆発音に負けないような大声で怒鳴った。

「政府軍のロケット弾攻撃だ！　窓の近くから離れろ！　こいつは破片殺傷用の兵器だ！　コンクリートを貫通するだけの威力は無い！」

　サラサの言葉を裏付けるように、中ちゆう継けい局のすぐ近くに着ちやく弾だんしたロケット弾の破片が、爆ばく風ふうと共に建物の中に吹き込んできて、あちこちで金属音を立てた。

　ロケット弾の着ちやく弾だんによる爆ばく発はつは一分足らずで終わった。

「終わったのかな？」

　顔を上げた龍たつ也やに、サラサはうなずいてみせた。

「うむ、第一波は終わったようじゃな。じゃが、再装そう塡てんしてさらに追加攻こう撃げきをしてくるかもしれん、気を緩ゆるめるな」

　そして立ち上がったサラサは、中ちゆう継けい局の中にいた戦士たちに向かって命令を出し始めた。

「負傷者の確認をしろ！　建物の外の陣じん地ちにいた連中の確認もだ！　ウルカンとタツヤは、放送機材の点検にあたれ！」

　龍也は、身体からだについた砂すな埃ぼこりを払いながらへっぴり腰こしで立ち上がった。

　手や足が震えていたが、その震えは恐怖心というよりも、自分が狙ねらわれているということを知った極度の緊張感から来るものだった。

　今にも次のロケット弾が飛んでくるような気がして、龍也は立ち上がったまま一歩も動けずに、窓の外をじっと見ていた。

　そのとき、放送用の機材を点検していたウルカンの、ほっとしたような声が聞こえた。

「機材は無事です、放送は続行中です」

　その声を聞いたとき、龍也は、はっと我に返った。

　……あ、そうだ、パソコン！　俺おれのノーパソは無事か？

　中継局の中は、窓から吹き込んだ土埃とロケット弾の破片、そしてひっくり返った机や椅い子すで足の踏み場もない状態だった。

　……うひゃあ、ひどくやられたな。パソコンはどうなっているんだろう？　壊こわれていなけりゃいいけど。

　あわててひっくり返った机をどかして、放送機材のラックの中に置いてあったノートパソコンに近づいた龍也は、液晶モニターが無事に輝いているのを見て、安あん堵どのため息をついた。

　……ああ、よかった、ノーパソは無事だ。

　肩かたの力を抜いた龍也は、あらためて中継局の中を見回した。

　外で爆発したロケット弾の爆風が吹き込んだ室内は土埃で真っ白になっており、一歩踏み出すたびにスニーカーの底にじゃりじゃりという小石とガラスの破片の感かん触しよくが伝わってくる。

　ひっくり返った机や椅子が散乱している部屋のまん中に、サボテンのようなトゲが一杯出た板が一枚転がっていた。

　……あれ？　何だ？　この板。

　近づいたとき、龍也はその板の正体に気づいた。それは中継局の奥の部屋に取り付けられていた分厚い木の板のドアだった。

　中継局の直近で炸さく裂れつしたロケット弾の爆風は、そのままこの部屋のドアをも吹き飛ばしたのだ。

　サボテンのトゲのように見えたのは、ドアの表面全体に突き立った鋭く尖とがった金属片だった。

　その破片を前身に浴びることを想像した龍たつ也やの背筋が寒くなった。

「すごい破片だな……」

　思わずつぶやいた龍也の言葉を聞きつけたサラサがやってきて、ドアを見下ろして言った。

「ロケット弾だんは、爆ばく発はつしてこのような破片を撒まき散らし、兵士を殺傷するための兵器じゃ。短時間に集中して広範囲に着ちやく弾だんさせ、面単位で制圧するために使われる。風に弱くて着弾地点がバラバラになるうえに、貫通力とか破壊力はさほどでもないため、こういった中ちゆう継けい局のような小さな固定目標の破壊にはあまり向いておらんのじゃ……」

　そのとき、中継局の中に、ネマコルが飛び込んできて報告した。

「外周陣じん地ちに配置していた戦士に負傷者が三名出ましたが、いずれも軽傷で自力で動けます。実質的な戦闘力の低下はありません！」

「そう、それはよかったわ。でも、これから、この中継局は敵てきの波状攻こう撃げきを受けることになるでしょうね……」

　サラサは、放送用の機器の点検を終えたウルカンに向き直った。

「ヌルカの街にある支局の放送用の機械を修理するための部品は手に入ったの？　ほら、終しゆう段だん管かんとかいう真空管が手に入らないとか言っていたじゃない」

　ウルカンは顔をほころばせた。

「地下の倉庫に交換用の真空管があるのを見つけました。規格に合うものも何本かありましたので、あれをヌルカの支局に持って帰れれば、ヌルカの支局からラジオ放送を再開させることはできそうです……ただ、出力が足りませんし、途と中ちゆうに山岳地帯がありますから、セリカスタン全土には届きませんね。首都ぐらいまでしか聞こえないかもしれません」

「それでもいい、首都に届けば充分効果はある……ということは、支局の放送機材を修理するための部品調達という当初の目的は達せられたわけだな」

　ウルカンはうなずいた。

「ええ、この中継基地は山の上にありますから、電波の到達距離……サービスエリアと言いますけど、これが広いんです。ここから電波を出して、自由セリカスタン放送をセリカスタン中の人々に知らせるという目標も達成できたと思います」

　ウルカンの言葉を聞いたサラサは、決断したようにうなずいた。

「予定通り撤てつ収しゆう準備を始めましょう。いつでも撤収できる体勢を整えて、その上で一分一秒でも長く放送を続ける。それが次の目標よ。おそらく政府軍は空くう爆ばくとかロケット弾とか、ありとあらゆる攻撃方法で、この中継局を破壊しようとするでしょう。明あ日すか明後日あさつてあたりには本格的な砲ほう撃げきが始まるでしょうね、大たい砲ほうの砲ほう弾だんの破壊力はロケット弾とは比べ物にならないわ。集中砲火を食らえばひとたまりも無い。だからその寸前に脱出する」

　ネマコルはうなずいた。

「了解しました。その旨むね各員に伝えます」

　そしてサラサは龍たつ也やに振り返った。

「お前も準備しとけ、いつここが破壊されてもおかしゅうない」

「わかった！　バックアップの用意をしておくよ」

　龍也がそう答えたとき、建物の表から見張りの声がした。

「ジェット機の爆ばく音おんが聞こえます！」

　サラサの顔つきが変わった。

「くそ！　次は空くう爆ばくか！　ＧＰＳ爆ばく弾だんの残りがあれば、ここはひとたまりも無いぞ！　表の退たい避ひ壕ごうに行け！　急げ！」

　龍也たちは、先を争うように建物から飛び出して、表に作られた退避壕に走った。

　元からあったものをさらに深く掘り、機関銃じゆうバンカーの土ど囊のうを集めて屋根の上に載のせたその退避壕は、直ちよく撃げきさえ食らわなければ充分砲ほう撃げきや爆ばく撃げきに耐えられると龍也はサラサから聞いていた。

　退避壕に入るとそこは壁になっており、その壁を迂う回かいして奥の部屋に入るようになっている。この壁は爆風が直接壕ごう内ないに吹き込まないようにするためのものであり、壁の両側にはさらに二メートル四方の空間が作られている。

　この空間は、壕内の気圧の変化を和らげるものであり、これによって至し近きん弾だんの爆風の風圧によって生じる鼓こ膜まくなどの損傷を免れることができるのだ。

　龍也が壕に飛び込んで三十秒ぐらい過ぎたとき、上空を低空飛行するジェット機の爆音が聞こえたか、と思ったのと同時に、轟ごう音おんが退避壕全体を揺さぶった。

　天てん井じようの板の隙すき間まからばらばらと土くれが落ちてくる中で龍也は頭を抱かかえ込んだまま、ただ丸くなっていた。

　怖かった。

　さっきのロケット弾攻撃を受けたときは、何が何だかわからなかった。しかし爆風の凄すごさや、飛び散る破片の物凄すごさなどが理解できる今になってから、恐怖心が急に湧わいてきた。

　それは自分が死に直面していることを知ったことに対する恐怖心だった。

　今まで、龍也の心の中には、この戦争も砲撃も、どこか他ひ人と事ごとでしかないような、傍ぼう観かん者としての意識があった。

　自分は当事者じゃない、自分は旅行者だ、だから自分には関係ない。

　目に見えるものは何もかも、テレビやゲームの画面を見るような、夢の中にいるようなどこか薄うすい非現実のベール越しに見ていた。

　それは自分ではどうしようもない現実というものから自我を守るための一種の防壁のようなものだったのかもしれない。

　しかし、ロケット弾の攻撃は、その非現実の防壁をいとも簡単に吹き飛ばし、龍也の意識と自我の前に現実を突きつけたのだ。

　……お前は死ぬのだ……と。

　それは、退たい避ひ壕ごうの暗さのせいもあったのだろう。

　何も見えない、何の情報も入ってこない暗い土の下で龍たつ也やの想像力のベクトルは、ひたすら悪いほうに向かった。

　頭の中に、ドアの表面に刺さっていたのと同じ破片が自分の身体からだに突き刺さってずたずたに引き裂さくイメージと、退避壕を爆ばく弾だんが直撃して自分の手足がバラバラにちぎれ飛ぶイメージが交互に浮かんでは消えた。

　龍也は、じっとりと汗あせが滲にじむ自分の手の震えを抑えることができなかった。

　……何を震えているんだ！　俺おれはシマオオカミなんだぞ！　こんなことで自分を見失ってどうするんだ！　しっかりしなくちゃ！　俺には責任があるんだ！

　龍也は自分で自分を叱しかった。しかし、いくら自分に言い聞かせても、心の底から湧わき上がってくる恐怖心を抑えることができなかった。

　その恐怖心は自己保存の本能から発するものであり、いかに意思が強くとも人間の本能を抑えつけることは難しい。

　空くう爆ばくは続いていた。

　実際には空爆を行ったＬ─39アルバトロスは四機であり、投下した爆弾も八発に過ぎなかった。しかし、退避壕の中にいた龍也には、その時間は数時間に及んだような気がした。

　その異常さに、最初に気がついたのはサラサだった。

　サラサは龍也に駆かけ寄ると、その肩かたを抱だいた。

　龍也の口からは歯がぶつかり合うカチカチという小さな音が漏もれている。顔色は青ざめ、見開いた目は何も見ていなかった。龍也が見ていたのは自分の中にある恐怖心だけだった。

　……いかん！　シェルショックの初期段階だ！

　シェル戦争・ショ神経ック症とは、第一次世界大戦の最中に塹ざん壕ごうの中で戦った兵士の間に多発した、感情の昂こう進しん、金かな縛しばり、自閉、記き憶おくの喪そう失しつ、感受性の欠損という症状を示す症候群のことである。

　狭せまい穴倉のような塹壕の中で孤立した状態のまま、情報を与えられずに絶え間ない砲ほう撃げきにさらされるという極度のストレスを受け続けることによって生じるものであり、現在ではＰＴＳＤ「心的外傷後ストレス障害」と呼ばれている。

　意志の弱い者や精神的に未熟な者だけではなく、極限状態に放り込まれた人間ならば、誰でもなりうる可能性のある神経症である。

　サラサは龍也の肩を抱いてゆっくりと力づけるように言った。

「爆撃はすぐ終わる。大丈夫だ、全部外れるに決まっとる！　シャクドー中ちゆう尉いも言っとったじゃろう？　政府軍のパイロットの腕うではひどいもんだ！　と。だから安心しろ、お前は死なん！　こんなところで死んだりせん！　ええか？　わしの言葉がわかるか？　なら大きゅうに息を吸え、そして息を止めろ、苦しくなるまで息を止めて、そして吐はくんじゃ。それを繰り返せ」
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　サラサはパニックに陥おちいって過呼吸になった龍たつ也やを助けるために、自律で呼吸調整をする方法を教えた。

　八発目の爆ばく弾だんが、はるか遠くで爆ばく発はつする音が伝わってきた。

「ほれ見い、当たらんかったじゃろう？　大丈夫じゃ安心せい」

　サラサは腕うでの中にいる龍也に向かって諭さとすように言ったあとで、退たい避ひ壕ごうの入り口付近にいた戦士に声をかけた。

「外の状況はどう？　ジェット機の音は聞こえる？」

「空くう爆ばくを行った四機は遠ざかって行きます。後続する機体は無いようです」

　サラサは、龍也を抱かかえるようにして立たせるとそのまま引きずるようにして退避壕の出口に向かった。

「もう大丈夫だ、外に出るぞ」

　日光の光が差し込む壕の出口で、サラサは龍也の身体からだを揺すった。

「ほうれ、よく見てみい、お前の身体はどこも何とも無かろうが。塹ざん壕ごうを出てあたりを見回してみたら、中ちゆう継けい基地も無事じゃったゆうんがわかる。お前の作った番組は、今でもちゃんとセリカスタン中に流れとる！　お前の放送は効果があったんじゃ！」

　番組という言葉がサラサの口から出たとき、龍也の目に光が戻った。

「……番組？　……効果？　ってことは、この爆撃は、俺おれの作った番組を止やめさせるためのものなのか？」

　サラサはうなずいた。

「ほうじゃ、わしがさっき言ゆったじゃろう？　ロケット弾だんはこの中ちゆう継けい局のようなピンポイントの目標を破壊するために使う火器ではない。だが、政府軍は、その、施設破壊には向いておらん火器を、この中継基地に向けて撃うった……これはどういうことかわかるか？」

　龍たつ也やは目を見開いた。

「そうか！　政府軍は、ここから流している放送を、何が何でも止めたかった……つまり、俺おれの作った番組は効果があったってことなんだ！」

　サラサはうなずいた。

「ここから流しとるラジオ番組が、誰にも聞かれない取るに足らんもんなら、こんなにあわててロケット弾だん攻こう撃げきなどせん。みんなが聞いとって、放っとけんけえ、ここは攻撃目標になったんじゃ！　センドルク大統領は、ロケット弾を撃うち込んで、さらに、なけなしのジェット機を飛ばして空くう爆ばくをせんといけんほど追い詰められとるんじゃ。お前の作ったラジオ番組は、このセリカスタンを変えようとしとる。この攻撃は、それを食い止めようとするセンドルクの悪あがきじゃ！」

　龍也の顔に意志の力が宿った。

「そうか！　……そうなんだ。そうなんだよ！　この放送はみんなが聞いてくれているんだよ、だからここに攻撃が集中するんだ！　目立てば目立つほど、人気が出れば出るほど、叩たたかれるんだ！　本当にダメなものなら、誰の心にも届かないものなら無視される。心に届いたから、効果があったからこそ攻撃されるんだ！」

　龍也は、塹ざん壕ごうの土の壁を握りこぶしで叩いて笑った。笑いながら泣いた。

「ざまあみろ！　どんどん攻撃して来い！　お前らが攻撃すればするほど、俺は笑ってやる！　無視できない、気に食わない、許せない、そう思われることこそが俺の名めい誉よだ！」




　結果から言えば、この自由セリカスタン放送は大成功だった。

　今まで、国営放送以外の番組を聴いたことの無いセリカスタンの人々にとって、女性のおしゃべりを挟はさんで外国の音楽や流行歌を次々に流す、いわゆるディスクジョッキータイプのラジオ番組は目新しかった。そして、なにより大きく違っていたのが、ニュースの伝え方だった。

　国営放送のニュース番組は、威い張ばりくさったような口調のアナウンサーが、ひたすらセンドルク大統領を持ち上げる内容と、スローガンや声明を繰り返すものだったのに対して、自由セリカスタン放送のニュースは極めてシンプルで、その内容も実に控えめだった。

　そして、音楽とニュース以外にも、ラナキアとサナキアの掛け合いで、このセリカスタンの内戦の原因が、西側と中国のレアメタルの争奪戦に端たんを発していることや、センドルク大統領が、その利益を独ひとり占めにしたいがゆえに、部族長会議を爆破して実権を握ろうとしているのだということを、わかりやすく解説するお笑い番組など、実にバラエティに富んだ番組構成は聴く者を虜とりこにした。

　番組は、クチコミであっという間に人々の間に広がり、特にサナキアとラナキアのとぼけたやり取りは、娯ご楽らくの少ないセリカスタン中で大ブームを引き起こしていた。

　それは、反政府同盟軍との戦いの最前線にあるインナルドの街でも例外ではなかった。




　龍たつ也やがカンナ峠とうげから自由セリカスタン放送を始めて二日過ぎたその日、インナルドの街の真ん中にある広場に並んだ露ろ店てんには、人だかりができていた。

　久しぶりにインナルドの街にやってきた行商人のトラックが、積つみ荷にの商品を降ろして並べ始めるのと同時に、人々が集まってきたのだ。

「リンゴは一人二個までだ！　買占めはダメだぞ！　ちゃんと並んでくれ！」

　売り子たちが人々に向かって声を張り上げる中で飛ぶように売れていく品物を見ながら、バザールの元締めらしい中年の男がつぶやいた。

「よくもまあ、このインナルドの街にたどり着けたものだな。トラック便の業者は待ち伏せ攻こう撃げきを恐れて誰もトラックを出さないっていうのに……」

　行商人の店主は、笑いながら肩かたをすくめた。

「誰も行きたがらないところにこそ、儲もうけの種たねが転がっているんですよ。見て下さいよ。すごい売れ行きだ」

「確かに品不足のところに品物を持ち込めば、飛ぶように売れるだろう……だが、ずいぶん安く売っているじゃないか、五倍十倍吹っかけても売れるだろうに」

　怪け訝げんそうな顔で聞いた元締めに、店主は笑ってみせた。

「あんまり足元を見るような商売は、好きじゃないんですよ……上う手まいメシ食っていい夢みたいもんで……俺おれは、あんまり商売には向いていないのかもしれませんがね」

「ふむ……ものは考えようだな」

　元締めは小さく首をひねったあとで言葉を継ついだ。

「欲の皮を突っ張らせすぎると、危険な場所に危険を見なくなる。あんたみたいに、ほどほどに儲けていればいいと考える人間の方が安全に長く商売できるのかもしれんな」

「まあ、半分以上は運……というか、私の場合、九く分ぶ九く厘りん運のような気もしますけどね」

　肩かたをすくめて笑う行商人の店主を見ていた元締めが、一歩近づくと小声で耳打ちするように言った。

「……その、運のいいあんたに折り入って頼みがある……首都で手に入れてきて欲しい品物があるんだ……ポケットに入るくらいの小型の携帯ラジオだ」

「携帯ラジオ？　誰がそんなものを欲しがるんだ？」

　元締めは、にやっと笑った。

「兵士だよ、政府軍の連中さ」

「それって、もしかして、あの自由セリカスタン放送を聴くためか？　でも、あれって謀ぼう略りやく放送だから聞いているところを見つかると処しよ罰ばつされるって……」

　元締めは声を上げて笑った。

「ははは、誰がそんな法律を守るもんか。駐ちゆう屯とん地の中じゃあ、そいつを取り締まる憲兵自身がラジオの前から動かないそうだぞ……」

「憲兵がファンになっちまったのかよ……ここは最前線だろう？」

「まあな、最前線って言ったって、毎日ドンパチやってるわけじゃない。それにオードン族が血の復ふく讐しゆうを止やめたって話が伝わってきたんで、今までみたいに死ぬか生きるか殺すか殺されるかって状況じゃなくなったぶん、一気に緊張が緩ゆるんじまったみたいだぜ」

　そのとき、行商人の店長の前をバザールの中を走り回って遊んでいた子供たちの一人が通り過ぎながら叫んだ。

「お前は薄うすら馬鹿のラナキアだ！」

　もう一人が言い返した。

「サナキアだってドジじゃないか！」

「違うよ、一番馬鹿はセンドルクさ！　昨日きのうの放送で言っていたぞ！」

「それ、俺おれも聴いてたぞ！　山よりも高く海より深いもの、って話だよな！」

「俺、今度はサナキアやりたい！　お前がラナキアやれよ！」

「えー嫌いやだあ、俺サナキアのほうがいい！」

「じゃあ順番でやろう！」

　子供たちは笑い声を上げながら走り去って行った。

　元締めは、その子供たちを見送ったあとで、行商人の店長に向き直って笑った。

「わかるだろう？　なぜ、俺が携帯式のラジオを手に入れて来てくれって頼んだか……」

「わかりました、無事に帰れたら、品物を調達してきますよ」

　行商人の店長はそう言ってうなずいたあとで、自分のトラックの周りに集まっていた人だかりと、荷台から降ろした荷物の山が、すっかり消えてるのを見て驚いたように言った。

「あのトラック一台分の品物が小こ一時間で売れちまったのか！」

　元締めは、渋しぶい顔でうなずいた。

「ここんところ品物が入ってこないからな、バザールも火が消えたみたいになっちまった。俺の懐ふところも寂しいかぎりさ……売り上げの一割をあとで俺のところに持ってきてくれ……じゃあな」

　バザールの元締めを見送った店主は、トラックに近づくと、後片付けをしている売り子たちを集め、辺りをうかがったあとで小声で言った。

「シマオオカミ殿どのの作戦は大成功だ。我が姫ひめ巫み女こ様のメッセージは間違いなくこのインナルドの人々に伝わっている……」

　売り子に扮ふんした部下の一人が小声で聞いた。

「確かにインナルドの人々の間には、オードン族が血の復ふく讐しゆうを止やめたというウワサや、この内戦の引き金はセンドルクだってウワサが流れているようですが……肝かん心じんの兵士の方の戦意はどうなんでしょう？」

「聞いた話だが、兵士の士気も落ちているようだ……なんでも憲兵隊が率先してラナキアとサナキアの番組を聴いているらしい」

　売り子に扮したリネト衆しゆうの中から小さな笑い声が上がった。

「ようし、さっさと片付けろ！　今度は携帯ラジオを山ほど仕入れて来て兵隊にばら撒まくぞ！　念には念を入れろ……ってわけだ！」

　行商人に化けたリネト衆の戦士長がそう呼びかけたその頃。

　センドルク大統領は、関係機関の責任者を呼び集め緊急会議を開き、その場で龍たつ也やの作った自由セリカスタン放送に対する対策会議を開いていた。

　最初に発言したのは、内務大だい臣じんのリネムだった。

「一昨日おとといの夕刻から突然始まったあの自由セリカスタン放送を名乗る反政府同盟軍の謀ぼう略りやく放送の発信源はカンナ峠とうげにあるセリカスタン国営放送の中ちゆう継けい局で、そこの機器をそのまま利用しているようです。現在確認されている限り、首都を含むかなりの範囲で聴取することが可能です。この放送の影響は、はっきり言ってかなりのものと思われます。

　ご存じの通りセリカスタンにおけるラジオの普及率はほぼ百パーセント。特にテレビの受信できない地方都市や、経済的な理由でテレビを購入できない貧困家庭において、ラジオは欠かせないものになっております。

　セリカスタンでは今まで国営放送一局のみが放送されており、広く国民に親しまれておりましたが、言い換えればマンネリ化していたわけです。そこに、謀略放送とは言え、斬ざん新しんな西側のスタイルを真ま似ねた、大きく娯ご楽らくに振った番組を流したわけですから、人々が目新しい方に走るのは無理からぬところでしょう。

　とはいえ、あの放送は娯楽の中に我々に対する批判と、そしてこの内戦の責任が我々にあり、戦いを続ける大統領閣かつ下かを血に餓うえた独裁者として印象づけるように巧たくみに計算されております。あの放送をこのまま看かん過かすれば、間違いなく国民の多くは我々ではなく彼らを信じるようになるでしょう」

　リネムの言葉を聞いていた陸軍総司令官のリューコフが不満そうに言った。

「謀略放送を聴いたものは現行犯逮たい捕ほし投とう獄ごくするように命じたはずだ！　それでも聴くものがそんなにいるとは思えんが……」

「確かに人前で堂々と聴いている人間はいません。でもラジオは家庭の中にありますし、小型のポケットラジオも数多く出回っています。そのすべてを取り締まることは不可能です。

　我々は神ではありません、すべてを見てすべてを知ることはできない。判断し決断を下すその情報源は側近から教えられた情報です。

　その、側近から与えられた情報が誤っていれば、正確な状況判断はできません。

　ところが、側近という連中は、上に立つ人間のご機き嫌げんを損ねないように、常に都合のいいことだけを告げ、都合の悪いことや問題点を教えないものと相場は決まっています。上に立つ者が状況判断を誤る理由は、ここにあるのです。真実は真実として直視すべきでしょう」

　リネムの言葉を聞いていたセンドルクがうなずいた。

「うむ、確かにあの放送の影響力は大きいだろう。我々は国民に与える情報をコントロールすることで、この国を動かしてきた。その方法論は間違ってはいない。しかし、敵てきが誤った情報を国民に与えると、選択肢の無い国民は、我々ではなく敵を信じることになりかねない。

　セリカスタン政府の正当性とセルム族の正義を否定するデマ放送を許すわけにはいかない。一刻も早くあの放送を中止させねばなるまい」

　大統領の言葉を聞いて最初に発言したのは文化通信省の大だい臣じんだった。

「反政府同盟が使っているあの中ちゆう継けい局は、南部州のサービスエリアをカバーするために、かなり強力な出力を持たせて建設されたものです。とはいえ、電波出力はこの首都にある本局の比ではありません。本局の電波塔とうから同一周波数で強力な電波を出せば、あのたわ言を聴くことはできなくなります。準備も何も必要としませんスイッチ一つで可能です」

　そのとき、会議に出席していた陸軍総司令官のリューコフが手を挙げた。

「大統領閣かつ下か、放送が電波によって妨ぼう害がいされることは、おそらくヤツらも当然考えているものと思われます。いくら妨害しても、周波数を次々と変えられては、結局はいたちごっこになってしまうでしょう、事態の根本的解決にはなりません。それに、妨害行為を逆さか手てに取って、真実を隠かくすために妨害を行っている、という宣伝の口実を与えかねません。ここは、やはり準備を整え、中継局を一気に破壊してしまう方が、後あと腐くされが無くて良いと思われます」

　センドルク大統領は、しばらく考え込んでいたが、やがてリューコフに聞いた。

「どのような手段で破壊するつもりだ？」

「中継局は峠とうげの上にあり、周囲に防衛陣じん地ちが構築されております。襲しゆう撃げきしたのはおそらく少人数のコマンドでしょう。ラジオ放送を不可能にするだけなら歩兵部隊を差し向ける必要はありません。インナルド防衛部隊の砲ほう兵へい隊を使ってこの中継局に砲ほう弾だんの雨を降らせてしまえばいいだけのことです」

「だが、今、インナルドは敵の包囲を受けつつあるはずだ。防衛陣地から砲兵を引き抜けば、防御火力に間かん隙げきを生じるのではないか？」

　リューコフは安請うけ合いするようにセンドルク大統領に答えた。

「ああ、その点は御安心下さい。インナルドは現在膠こう着ちやく状態に陥おちいっておりまして、双そう方ほうが遠距離からロケット弾及び大たい砲ほうを撃うちあうだけ、という戦いが続いております。

　敵の本格的攻勢が始まるのと同時に阻そ止し砲ほう火かを撃うちこむために用意した砲兵部隊は、半分遊んでいるようなものですので、いくらでも転用が可能です」

　リューコフの言葉を聞いたセンドルク大統領は笑いながら言った。

「わかった、では君に任せよう……ついでと言ってはなんだが空軍も出そう。砲ほう撃げきと空くう爆ばくによって中ちゆう継けい局の息の根を止めるのだ」

「空軍ですか？」

　リューコフは露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてみせた。

「空軍は、あの裏切り者のソナムルの息がかかった連中ばかりです。そのような連中に爆ばく弾だんを扱わせるのは危険ではありませんか？」

「まあ、確かにその危険性は無いわけではない。だが、ソナムルの陰いん謀ぼうが発覚したあとで、堂堂と事を起こせるような根性の座った者はおらんよ」

　そう言って笑ったあとで、センドルク大統領は会議室に居並ぶ政府首脳を見回して言った。

「反政府同盟軍は、堅く守られたインナルドを攻こう略りやくすることができないがゆえに、このような奇策を取らざるを得なかったに違いない。首都のインフラを狙ねらってロケット弾だんを撃うちこむというテロ攻こう撃げきといい、このデマ放送といい、まったく飽あきもせずに次から次へと揺さぶりをかけてくるものだ。諸君らは浮き足立つことなく、粛しゆく々しゆくと職務に邁まい進しんしてくれたまえ」

　閣かく僚りようと役所の責任者を集めた会議で、言わずもがなのことを、わざわざ念を押さねばならない、ということが、今のセンドルク大統領の立場を意味していた。




　会議を終えたあとで、自分の執しつ務む室に戻ったセンドルクは、机の上を握りこぶしで、どん！　と叩たたいて忌いま々いましげにつぶやいた。

「……反政府同盟軍め、まるで自分たちが正しく、この私が悪の独裁者であると言わんばかりの放送を流しおって……自分たちの手は血塗られていないとでも言うのか！　オードン族が血の復ふく讐しゆうの名の下に今までやってきたロケット弾だんの無差別テロや、鉄道爆ばく破は、バス襲しゆう撃げきなどは知らん顔か！　あいつらのせいで、今までにどれほどの非戦闘員の女性や子供が犠ぎ牲せいになったのか、それを棚たなに上げて、自分たちはハネイスの空くう爆ばくの犠牲者面づらか！　ふざけるな！」

　内心の憤ふん懣ぬを押さえ切れぬように執務室の壁にかけられたセリカスタン全土の地図をにらみつけたセンドルク大統領の視線は、南部州にある、一つの都市の上に止まった。

　そして、しばらく無言のままその都市を見つめていたが、やがて、にやりと笑うと、机の上にある秘書官を呼ぶインターホンに手を伸ばし、呼び出しボタンを押して言った。

「陸軍総司令官のリューコフを呼べ……」

　センドルク大統領と陸軍総司令官のリューコフが立てた陰いん謀ぼうが動き始めて四日目。カンナ峠とうげにある中継局に対する政府軍の攻撃は激しさを増していた。

　この日の朝、退たい避ひ壕ごうの中にいた龍たつ也やは、昨日きのうのロケット弾だんとはまったく違う音を聞いた。

　それはシュルシュルという紙か布をこすり合わせるような音だった。

「あれは？」

　サラサに聞くのと同時に中ちゆう継けい局を越えた山の向こう側で、大きな爆ばく発はつ音が聞こえた。

　サラサは、緊張した顔で言った。

「あれは砲ほう弾だんじゃ！　おそらく百二十二ミリ榴りゆう弾だん砲ほうの試射じゃな、今度は距離を修正して撃うってくるぞ、時間が無い！　急げ！　撤てつ収しゆうじゃ！」

　龍たつ也やは退たい避ひ壕ごうを飛び出すと、中継局に向かって走った。

　昨日きのうのロケット砲ほうの攻こう撃げきや空くう爆ばくでも中継局の設備は、ほとんど損害を受けていなかったため、龍也はウルカンと相談して、夕べからラジオ放送を流し続けていたのだ。

　中継局に飛び込んだ龍也は、放送機器のところに待たい機きしていたウルカンに向かって叫んだ。

「ウルカンさん！　撤収だ！　急いで！　砲撃が始まった！」

「ああ、俺おれも音は聞いていた。機材の搬はん出しゆつは昨日きのうのうちに終えた。あとは今流している番組を出力している君のパソコンを外すだけだ」

「その番組なんだけど……」

　龍也はそう言うとポケットから白い小さな箱型の物を取り出した。

「パソコンの代わりにこれを繫つないで欲しいんだ。携帯式のＭＰ３プレイヤー。中には音楽の代わりにメッセージが録音されているから、こいつを流して」

　ウルカンは目を見開いた。

「そうか、そうすれば最後の最後まで放送を続けることができる！　わかった、それを貸せ、繫ぎなおす！」

　ウルカンは龍也の手から渡されたＭＰ３プレイヤーのイヤホンジャックに、パソコンからアンプに延びていたジャックを抜いて差し替え、放送開始のスイッチを入れた。

「早く！　今のうちにパソコンの電源を抜いてパソコンを持っていけ！」

「あ、うん、わかった！」

　龍也がパソコンを取り外していると、建物の入り口からサラサの怒鳴り声が聞こえた。

「何をやってるんだ！　早くしないと死んじゃうぞ！」

「わかった！　今行くよ！」

　龍也は、そう怒鳴り返すと、パソコンと電源などを放り込んだリュックを背せ負おって、ウルカンと一緒に部屋から飛び出した。

「遅い！　もうみんな馬のところに集合している！　急げ！」

　サラサに怒鳴られながら龍也が中継局を飛び出したとき、シュルシュルシュルという砲弾の落下音があたりに響き渡った。

「いかん！　近い！　走れ！」

　サラサに手を引っ張られるようにして走り出したとき、その後方に砲弾が落下した。

　ぐわっと地面が揺れて、足もとがよろけるのと同時に爆ばく風ふうが襲ってきて、龍也をそのまま前に突き飛ばした。

　二メートルほど吹き飛んで地面に叩たたきつけられた龍たつ也やは、すぐに誰かに助け起こされた。

　ネマコルの声がした。

「大丈夫か！　足は？」

「なんとか……立てます……」

「よし、つかまれ、最初に試射した砲ほう弾だんが落下した方向に逃げるぞ！　そこは狙ねらわれない！」

　龍也はネマコルに引きずられるようにして必死に走った。

　途と中ちゆうまで走ったとき、他ほかのリネト衆しゆうがやってきて、龍也のリュックを持ってくれた。

　やっとのことで、待たい機き場所にたどりついたとき、サラサがあとから追いついてきて、待機していたリネト衆に聞いた。

「全員無事か？」

「あなたが最後ですよ、サラサ殿どの」

「そうか、じゃあ、グズグズしている暇ひまは無いな、さっさと撤てつ収しゆうしよう」

　リネト衆が馬に乗り始めたのを見て、へたりこんでいた龍也があわてて立ち上がったとき、ウルカンがやってきて聞いた。

「あの携帯ＭＰ３プレイヤーには、どんなメッセージが入っていたのかね？」

「ああ、この放送が終わっても、ヌルカの街から放送は続くから心配するなってメッセージですよ。急いで作ったから、俺おれの声なんですけどね。サラサさんに聞かせて確認したら、発音はおかしいけど、言葉は間違っちゃいないって言われたから大丈夫だと思います」

「へえ……どんなメッセージか聞いてみたかったな」

　龍也は照れたように言った。

「演説なんてやったこともないから、どんなことを話していいのかわからないので、アニメの中でやっていた演説を真ま似ねしただけなんですけどね……」

　その頃、中ちゆう継けい局からは龍也の声でこんな演説が流れていた。

『このラジオを聞いているセリカスタン国民の方には、突然の無礼を許して頂きたい。私は反政府同盟軍に身を置く、一人の外国人です。

　話の前に、もう一つ知っておいてもらいたいことがあります。

　私はいまやシマオオカミという名で呼ばれている男です。

　私はこの場を借りて、一人の人間として語りたい。

　もちろん、シマオオカミとしてではなく、セリカスタンを愛する一人の人間として。

　セリカスタンは、センドルク大統領の牛ぎゆう耳じるような欲望に根差した国ではないはずだ。

　センドルク大統領がセリカスタンを作ったのではない。現在セルム族がセリカスタンを我が物にしている事実は、以前のソビエト時代のやり方より悪質であると気付く。

　私は、このセリカスタンをこれ以上人の血で汚けがすなと言っている。

　セルム族はすべて欲望に魂たましいを引かれた人々の集まりで、セリカスタンを食いつぶそうとしているのか？　そうではない。セルム族のすべてが悪いわけではない。

　セリカスタンの人々は長い間、このセリカスタンという揺り籠かごの中で戯たわむれてきた。

　しかし！　すでにセリカスタンの人々をこの小さな国から巣立たせるときが来たのだ。

　この期ごに至って何な故ぜセリカスタン人同士が戦い、血を流さねばならないのだ。

　誰もがこの美しい国を残したいと考えている。ならば自分の欲求を果たす為だけに、外国の利権に寄生虫のようにへばりついていて、良い訳がない。

　現にセンドルク大統領率いる政府軍は、このようなときに戦闘を仕掛けてくる。

　聞くがいい、この暴ぼう虐ぎやくな砲ほう弾だんの爆ばく発はつ音を！

　彼らはさからうものは全すべて悪と称しているが、それこそ悪であり、セリカスタンを衰すい退たいさせていると言い切れる。

　ラジオをお聴きの方々はお分かりになる筈はずだ。これがセンドルクのやり方なのです。

　この放送局はこのまま破壊されるでしょう。しかし、自由セリカスタン放送は終わりません。場所を変え、周波数を変えてまた再び皆さんの前に現れるでしょう。

　サナキアとラナキアの楽しいやり取りも、皆さんを楽しませてくれるでしょう。

　自由セリカスタン放送は永遠に不滅です』




　中ちゆう継けい局が砲撃で破壊されるまでの二十七分間にわたって、繰り返し繰り返し流されていたメッセージが途と切ぎれると、インナルド駐ちゆう屯とん地の司令部でラジオを聴いていた参さん謀ぼうたちの間から小さな歓声が上がった。

「任務達成だな」

「ああ、これで砲兵大隊も面めん目ぼくが立つ」

「だが、喜んでばかりはいられないぞ、大砲を再び南側に配置し直さなくてはならん」

　参謀長のモリスン大たい佐さは参謀たちの会話を背中で聞きながら司令部を出て、バンユー少しよう将しようの執しつ務む室に向かった。

　ドアをノックすると、バンユー少将の物憂げな声が答えた。

「開いておるよ、入りたまえ」

「失礼します！」

　執務室に入ったモリスン大佐が報告しようとしたのを、バンユー少将は右手で制して言った。

「中継局破壊に関する報告は、こちらでもラジオを傍ぼう受じゆしていたから了解している……ご苦労だった」

「閣かつ下かもあの放送をお聴きになっていたのですか？」

　驚いたように目を見開いたモリスン大佐を見て、バンユー少将は自じ嘲ちよう気味に笑って言った。

「この駐屯地で、あの放送を聴いていなかった人間などおるまい……取り締まる憲兵隊でさえ聴いていたのだ……敵てき情じよう分析という名目はつけていたがな……おかげで兵士の士気はどん底だ。人間というのは自分たちに正義の旗印があると信じることができるから戦えるのだ」

「しかし、あの謀ぼう略りやく放送を流していた中ちゆう継けい局は破壊しました。兵士たちはもはや放送を聴くことはできません、士気の建て直しを計ることができるのではありませんか……」

　バンユー少しよう将しようは笑った。

「謀略放送などと呼ぶ必要はない……ここには盗とう聴ちよう器はないのだ。正直なところを聞かせてくれないか？　君はあのラジオで流れたキンリの巫み女この言葉を信じるかね？　それともセンドルク大統領閣かつ下かの言葉を信じるかね？」

　モリスン大たい佐さは、一瞬戸と惑まどったような表情を見せたあとで、小さくため息をつくと、肩かたをすくめて答えた。

「キンリの姫ひめ巫女の言葉に噓うそはないと思います……二ヶ月前、アーディンで行われた部族長会議を爆ばく破はしたのは、陸軍の情報部のしわざだというウワサはずっと流れていましたし……やっぱりそうだったのか、というのが正直なところです」

　バンユー少将はうなずいた。

「自分でも信じていないことを他人に信じさせることなどできはせんよ。自分の正義の旗印を疑い始めた兵士は、いくら軍規で縛しばろうと脅おどしをかけようと、もはや戦う気は起こさんだろう……」

　そして、バンユー少将は視線を執しつ務む室の窓の外に投げて、つぶやくように言葉を続けた。

「反政府同盟軍が、戦車隊を含む正規軍並みの装備を整えて攻せめてくると聞いたとき、私は勝ったと思った。

　難なん攻こう不ふ落らくの堅けん陣じんを構築し、インナルドを破壊しようとするその拳こぶしを、野望もろとも打ち砕くだいてみせるつもりだったのだ。

　だが、彼らはそんな戦いをするつもりは最初からなかったのだ。彼らが破壊したのは陣じん地ちでも火砲でもない……我らセルム族の正義の旗印だったのだ。

　今、このインナルドはヘリの空輸のみに頼って何とか持ちこたえている……兵士の士気は地に落ち、満足な補給路も確保できんこの現状を、君はどう見る？」

　モリスン大佐は、黙ったまま、何も答えなかった。

　バンユー少将は、両手のひらをモリスン大佐に向けて小さく頭を下げた。

「あ、いや、私が悪かった……君の立場では、まさか、この戦争は負けですとは言えんだろう……」

　モリスン大佐は目を見開いた。

「バンユー少将！　それは！」

「いや、いいいのだ。我々はインナルドの戦いだけに負けたのではない。我々セルム族全体が負けたのだ……あの……シマオオカミの仕掛けた戦せん略りやくにな……」

　バンユー少しよう将しようは小さく首を振ってそう答えたあとで、小声で付け足した。

「この内戦が終わったら、会ってみたいものだな、シマオオカミとやらに……もっとも、この私が銃じゆう殺さつされなければの話だが……」







　　　第八章　「陰謀」







　首都アーディンの夜は、セリカスタンのほかの都市に比べると真昼のように明るい。

　広い片側四車線の中央通りの両側に並んだ水銀灯の街灯が地上の暗くら闇やみをどこかに追い払い、いくつも立つ高層ビルの窓の灯あかりが空に浮かぶ星を同じようにどこかに追い払っている。

　この夜景だけを見れば、セリカスタンの都市インフラの充実振りは他ほかの先進国とほとんど変わらないように見えるだろう。しかし、首都を一歩出れば、セリカスタンはいまだに電気や水道の恩恵に与くみすることができない、多くの人々が暮らす貧しい国なのだ。

　首都に建ち並ぶ高層ビルの一つ、セリカスタン内務省の奥にある執しつ務む室では、内務大臣のリネムが海軍省から出向しているトルテ事務官のまとめた情報レポートを読んでいた。

　数十ページにわたるレポートを読み終わったリネム大臣は、その用紙の束たばを机の上に置くと、体重を椅い子すの背もたれに移して、大きく深いため息をついた。

「……リューコフも馬鹿だけど、その策に乗るセンドルクも輪を掛けて馬鹿だわ……このレポートの内容を信じたくは無いわね」

　リネムの言葉を聞いていたトルテ事務官は小さく首を振った。

「信じたくないのはわかります……しかし、これは事実だと信じるに足りる情報なのです」

「そうね……このレポートの内容はおそらく真実……だからこそ信じたくないのかもしれないわね……」

　トルテは、ぽつりとつぶやくように言った。

「この首都にいるセルム族の中にも、もうこの戦いは勝てない、これ以上双そう方ほうの血が流れないうちに停戦に持ち込むべきだ、と公言する人が出てきているそうです……誰もがそれが一番正しい選択肢しだとわかっていても、それを選択できる人はいないのですね」

「そうよ、軍隊に限らず、およそ、どんな組織でも、それを支えるのは人材ね。

　ジエット機や戦車などの正面装備がどれだけ優れていたとしても、それを動かすノウハウを持った人間の絶対数が足りなければ、それは宝の持ち腐ぐされよ。

　センドルクは、各部族を各個撃破することで、このセリカスタンの実権握ろうとした……そのやり方は間違ってはいない。

　長年の因習と怨おん念ねんのしがらみにまとわり付かれた各部族同士が、手を握ることなどありえないと誰もが思っていたから……でも、その、ありえないこと……オードン族とナガス族が手を結んだ時点で、この内戦における我々セルム族の勝ち目はほとんど無くなっている。

　合理的、理性的に考えれば、我々に残された道は各部族との停戦しかない。センドルクもそのことはわかっているはずだわ……」

　リネムは、背もたれから身体からだを起こして机の上に両肘ひじをついて指を組んだ。

「私には……センドルクが考えていることがわかるような気がするわ。停戦が発効すれば、次に来るのは、当然、このセリカスタンを誰が統とう治ちするのかという問題よ。

　停戦というのは、実質的にセリカスタン政府が反政府同盟に屈したことを意味するわ。そうなったときに、センドルクを支持する人間は少ないでしょうね。同じセルム族の中でも、センドルクのやり方を非難する人間が後を立たない……センドルクはイメージ戦略で負けたのよ」

「……例の、あの自由セリカスタン放送のせいですか？」

　トルテの言葉を聞いたリネムは、小さくうなずいた。

「ええ、そうね、あのラジオの影響は馬鹿にできないでしょうね。ただでさえハネイス空くう爆ばくで、国際社会から悪役呼ばわりされているうえに、あの放送で、センドルクが今まで国民に向かって言い立ててきたセルム族の正義が台無しになってしまった……」

　そしてリネムは皮肉な微笑を唇くちびるの端はしに浮かべた。

「……テンジンに誓ちかいを立て、その前では噓うそをつかない。そう信じられている姫ひめ巫み女この言うことと、センドルクの言うことと、どちらの言うことを信じるかと聞かれれば、答えは決まっているわ……」

　リネムは机の上のレポートに視線を落とし、つぶやくように言った。

「この、リューコフがやろうとしている作戦は、そのイメージ戦略に対抗するためのものね。いわゆるネガティブキャンペーンと言われるものだわ。

　反政府同盟軍のオードン族が、いかに野や蛮ばんで信頼できない部族なのか、それを外国の特派員たちに見せつけて、自分の言葉と行為を正当化するためのものだわ……停戦の場でオードン族を挑発し、非武装の市民を虐ぎやく殺さつさせ、その光景を国営放送のテレビカメラと外国の特派員に撮影させるなんて吐はき気がするような馬鹿なことを本気で考えるとは……もはや血迷ったとしか言い様ようが無いわね」

「いかが……なさるおつもりですか？」

「センドルクはリューコフの計画に乗ってしまった。もはや、意見を言ってなんとかできる段階ではありません。いかに私が内務大だい臣じんで大統領の実の姉でも、陸軍の最高司令官と現職の大統領に逆らうことはできない。下へ手たをすれば私は身み柄がらを拘こう束そくされてそのまま罷ひ免めんされてしまうでしょう。この時期にこれ以上セリカスタン政府内に揉もめ事を起こしたくは無いわ」

「では……インナルドの虐殺を見過ごすおつもりですか？」

　リネムはしばらく黙ったまま机の上のレポートを見つめていたが、やがて小さく首を振った。

「……知らなかったのなら言い訳はできる。だけど知ってしまったら言い訳はできないわ」

「国民にですか？」

　トルテの言葉を聞いたリネムは顔を上げて笑った。

「違うわ、自分によ……」

　そしてリネムは、ゆっくりと立ち上がってトルテに言った。

「内務省の中にいる職員で、あなたが信用している人間を全員、大至急この執しつ務む室に集めて！　あなたをリーダーとしたプロジェクトチームを作ります」

「わ、私がですか？」

　いきなりの命令に目を白黒させるトルテを見て、リネムは力強くうなずいた。

「そうよ、この計画を止やめさせるために動くということは、いわばセンドルク大統領に対する反逆です。その覚かく悟ごがあって、そして動ける人間が誰と誰なのか、それはあなたが一番良く知っているはずだわ、違いますか？」

「でも、そんな大それたことを一いつ介かいの事務職員でしかない私の判断で……」

　リネムはぴしゃりと言った。

「逃げることは許しません。覚悟を決めて戴いただきます！　……もう、言い訳はできないの！　なぜならこの計画を知ってしまった人間の中に、あなたも含まれるのですから！」

「わかりました……」

　トルテは、真剣な目でうなずいた。

　この日、セリカスタン内務省のビルの明かりが消えることは無かった。




　そして、その日から三日ほど過ぎたある日の昼下がり。

　内務省ビルの中庭から一機のヘリコプターが飛び立って、南の空に消えて行った。

　執しつ務む室の窓からそのヘリコプターを見送ったリネム大だい臣じんは、小さくため息をついて言った。

「反政府同盟の最高軍事指導者であるサラサ・クルティムと、私の直属の部下であるシャリフ大たい尉いが、以前から面識があるということは知っていたが……まさか衛星携帯電話で直接会話するほどの関係が続いていたとは思わなかったわ……」

　リネムの後ろで、その言葉を聞いていたトルテが微笑ほほえんだ。

「たとえ立場は敵てき味方に分かれても、個人と個人の関係はそう簡単に壊こわれるものではありませんわ……シャリフ大尉は、部下に二言目には、セリカスタンをちゃんとした豊かな国にするには教育が必要で、サラサ中ちゆう尉いはその教育をするために必要な人材だと言っていたそうです。内戦は人材を失うだけの愚おろかな行為だとも……」

「私の大統領警護隊には、いい人材が揃そろっていたってことね……それにしても、あなたたち、よく二人の関係に気がついたわね」

「シャリフ大尉の名前で使われている衛星携帯電話の通話先を確認していたんですよ。通話料は大尉の工作費の限度内で抑えられていたので、通常の審査や監査には引っかかりませんが、経理課には明細が来ますからね」

「それを報告しなかったのはなぜ？」

　トルテは微笑ほほえんだ。

「シャリフ大尉は、部下の信頼も厚く真ま面じ目めな方です。こう言っては何ですが、内務省に限らずこのセリカスタン政府の中は、公的な予算を懐ふところに入れている人や公有物を私物化する人であふれかえっています。シャリフ大尉の行為を国家に対する裏切り行為だと断罪し告発する事は簡単ですが、それはあまりに公平さに欠けます」

「世の中には、もっとひどいヤツが一杯いる……ってことね」

　リネムは小さくため息をついて肩かたをすくめたあとで言葉を継ついだ。

「組織のトップに立つ人間のところに届けられる報告は、全部いい知らせばかり。私が聞いて不快になりそうな情報は全部途と中ちゆうでふるい落とされて、ほとんど耳に入ってこないわ。組織のトップがその組織の本当の姿を知っているとは限らない……独裁政治が失敗する理由と同じね……」

　そう言って、リネムは執務室の窓から、ヘリコプターが消えて行った南の空を見つめた。

　二呼吸ほどの沈黙のあとで、トルテがぽつりと言った。

「……シャリフ大尉の言うことを、反政府同盟軍の指導部は信じてくれるでしょうか？」

　リネムは自分自身に言い聞かせるように静かに答えた。

「……人間は言葉を信じるのではありません、それを言った人間を信じるのです。

　シャリフが、あなたの言うとおりの人物だとすれば、反政府同盟軍の人々は彼の言葉を信じるでしょう」

　そして、リネムは口に出さずに続きを思った。

　……でも、彼の言葉を信じたとしても、それがどういう結果を生むのかそれはわからない。自分たちの家族、子供や親兄弟を空くう爆ばくで殺されたオードン族は、セルム族への憎にくしみで凝こり固まっている。彼らにとって、血の復ふく讐しゆうは当然のことであり、それができぬものは臆おく病びよう者、役立たずということに他ほかならない。

　サゴンは戦いに勝つために同盟を結んだ。そして、その同盟を維持するためにオードン族は血の復讐を封じたのだろう。それはつまり、戦いが終わればその封印が解けるということでもある。

　インナルドにオードン族を引き入れ、そこで彼らを挑ちよう発はつすれば、彼らは再び血の復讐に走るだろう。インナルドにいる無抵抗のセルム族の市民を殺すことを、彼等はためらわない。

　自分たちの家族……妻つまや子や親兄弟の上に降りかかった死を、セルム族の上に同じようにもたらすことを彼らは当然の権利だと主張するだろう。

　……センドルクは、その場に国営放送の生中ちゆう継けいのカメラと外国の特派員を連れて行くつもりだ。マスコミの前でオードン族が血の復讐に走れば、反政府同盟軍の言い立てた正義は地に堕おちる。

　このセンドルクの仕掛けた罠わなから逃れる方法は、ただ一つ。オードン族を説得するしかない……それも、サゴン一人ではなく、末まつ端たんの兵士一人一人に至るまで。

　そんなことができるわけがない。でも、それをやらなければ、このセリカスタンの内戦は終わらない。

　リネムは、レポートの中にあった日本人の少年の写真を思い浮かべた。

　……あの子は、このセリカスタンの人間が三百年かかってもできなかったことをやろうとしているのかもしれない。

　そんなことはできっこないと嘲あざ笑わらうのは簡単だ。それが一番簡単だからだ。

　やろうとしたこともない人間に限って、やろうとする人間を貶おとしめ、嘲ちよう笑しようする。

　自分より優れた人間、高みに行こうとする人間を見つけて、そいつを引きずり落とすことに血ち眼まなこになる。

　自分も努力してそこに行こうとは思わない。そのための努力を惜しみ、そのための方法を考えようとはしない。

　そして、それが当たり前だ、それが当然だと主張する。

　……もし、それが当たり前でそれが当然なら、人間は今でも火も道具も使わぬただの二足歩行できる猿にすぎなかっただろうに。




　ザケンはセリカスタンの南部州にある地方都市である。

　セリカスタン南部の他ほかの町と同じように、街道沿いの小さなオアシスの周りに自然発生的に作られた街だが、インナルドやハネイスのように二つの街道が交わったり、水路と街道が交わったりする交通の要所ではないため、他の都市のように大きく発達せず、全体にこぢんまりとしたつくりになっている。

　とはいえ、都市である以上そこで生活する人々のための品々を売る市場もちゃんと存在する。

　そこには、近在で収穫した豆や野菜などを並べた小さな露ろ店てんが建ち並んでいる。灰色の民族衣装を着て、スカーフで顔を隠かくした一人の背の高い男が、その片隅すみで地面に紫むらさき色の布を広げて小さなりんごのような果物くだものを売っている老ろう婆ばに、小声で話しかけた。

「……いつもながら、お前は上う手まく化けるな、時々それが本当のお前の姿じゃないかと思うときがあるぜ」

　老婆はそっとあたりをうかがったあとで顔を上げると、サラサの声で言った。

「うるさい！　わざわざこんなところまで私を呼び出しておいて、それが挨あい拶さつかよ！」

「まあ、そう怒るな、大事な話があるんだ」

「ああ、そう聞いたからこうやって、ここまでやってきたんだ。これでどうしようもない話だったらタダじゃすまないからね！」

　老婆に変装したサラサはそう言って、布の上の果物を籠かごにまとめると、立ち上がった。

「行くよ……」

「行くよって……どこに？」

「あたしらのアジトだよ、大事な話をこんなところで聞くわけにはいかないだろうが！」

「そんなに怒ってると、本当の婆さんみたいに眉み間けんの縦たてジワが消えなくなっちまうぞ」

「うるさい！」

　サラサは籠の中にあった小ぶりのりんごをつかむと、男に投げつけた。

「それでもかじって、しばらくその減らず口を止めておけ！」

「へいへい」

　男はそのりんごを自分の服の胸のところできゅっきゅっとこすったあとで、かりっと音を立ててかじりついたが、すぐに顔をしかめた。

「うわ、酸っぱい」

「商品になりそうにないものを集めて売ってるからね、酸っぱいのは当たり前だ」

　サラサは笑いながらそう言うと、男の先に立って歩き始めた。




　サラサたちのアジトは、バザールからそう離れていない小さな宿屋だった。

　宿屋の部屋がアジトなのではない。宿屋自体をキンリ族、それもリネト衆しゆうの関係者が経営しているのである。

　奥の小部屋に通された若い男を見て、部屋の中で待っていたネマコルが手を上げて挨あい拶さつした。

「またお会いしましたね、シャリフ大たい尉い」

　シャリフは顔に巻いたスカーフを外しながら答えた。

「まったくだ……本当に俺おれたちは敵てきなのか？」

「立場は敵だ……だが、本当に戦っている相手は、もしかしたら同じものかもしれんな……」

　ネマコルはそう言って笑ったあとで、部屋の入り口のところにある椅い子すを勧めた。

「まあ、立ち話もなんだ。座ってくれ」

　シャリフは、その椅子の位置にネマコルの心遣づかいを感じた。

　……俺にとっては、ここは敵の本ほん拠きよ地だ。部屋の奥にある席に案内したのでは、監禁されたのと同じことだからな。

　シャリフがネマコルに示された椅子に座ろうとしたとき、部屋に変装を解いたサラサがやってきた。

　サラサは、部屋の入り口近くに座っているシャリフを見て言った。

「何で、あんたがそこに座るんだ？　もっと奥に行きなよ。これから部屋の奥にあんたを押し込んで、逃げられないようにしてから、根掘り葉掘り聞きだすつもりなんだから」

　仕方ないな、という風に黙って肩かたをすくめたネマコルを見て、サラサが言った。

「なによ、ネマコル、なんか文句あるの？」

「いや、別に……サラサ殿どのは、ずいぶん嬉うれしそうだな、と思っただけのことだ。話をすると喉のどが渇かわく、チャイでももらってこよう」

　ネマコルは、にやっと笑って、そう言い返すと、そのまま部屋を出て行った。

「……ったく！　何を馬鹿なことを！」

　部屋から出て行ったネマコルの後ろ姿を顔を赤くしてにらみつけたサラサに、シャリフは笑いかけた。

「そうか？　俺は嬉しいけどな、お前に会えて」

「そういうセリフを平気な顔で言うからあんたは信用できないのよ！」

「そいつは困ったな。俺の言うことを信じてもらえないとなると、俺がここまで来た理由がなくなる」

　腕うで組みをして考え込んだシャリフを見たサラサは、あわてたように言った。

「あ、いや、あんたの持ってきた話を信じられないんじゃなくて、あんたの気持ちが信じられないってことで……」

「俺の気持ち？」

　怪け訝げんな顔になったシャリフを見て、真まっ赤かになったサラサは、もっとあわてたように顔の前で両手を振った。

「いや、なんでもない！　忘れろ！　今はそんなのはどうでもいい。あんたの持ってきた話のほうが大切だ！」




　部屋の中に、ネマコルが持ってきたチャイの香りと共に沈黙が漂ただよっていた。

　最初に口を開いたのはサラサだった。

「……その話が本当だとしたら、停戦なんて夢のまた夢だな」

　シャリフが小さく首を振った。

「いや、停戦するしかないということは、センドルク大統領もわかっている。停戦する気はあるんだ。ただ、今のままでは、自分の面子メンツが立たない、ということだと思う」

「自分の面子を立てるために、インナルドの市民をオードン族に虐ぎやく殺さつさせようって神経がどうにも理解できないね。それに、こう、なんというか、自分を正しく見せたけりゃ自分が、より正しい行いをすればいいのに、相手を引きずりおろして相対的に自分を正しく見せようという、その根性が気に食わない！　襟えり首くびつかんで逃げられないようにして、国民の生命はあんたらの玩具おもちやじゃないんだと、ゲンコツで横っ面つら殴なぐりながら小こ一時間説教してやりたい気分だ！」

　鼻息荒く怒るサラサを見て、シャリフは真ま面じ目めな顔で言った。

「頭にくるのは当然だ。俺おれをここに寄こしたリネム内務大だい臣じんも同じことを言っていた。だが、問題は、このインナルドでオードン族に市民を虐殺させる、というリューコフとセンドルクの計画をどうやって阻そ止しするかだ……感情より、そっちを優先しろ」

「あんたは、そういうところが嫌いや味みなのよ！　人が怒ってると、必ず冷静に返すんだから！　たまには私と同じところで怒れ！」

「両方が頭に血を上らせていたんじゃ、まともな判断はできない。だから怒るのはお前に任せているだけだ」

　シャリフは、しれっとした顔で答えると、そのまま言葉を続けた。

「残念なことに、いかにリネム大臣と言えども、動き出した作戦を止めることはできない。大統領と陸軍の総司令官に逆らえるヤツはいない。今のリネム大臣にできる事は、センドルクの申し立てる停戦協定に罠わなが仕掛けられているのをリークすることだけだ。

　罠があることを知れば、反政府同盟側で、それをなんとか回避できるかもしれない。リネム大臣は、その可能性に賭かけたんだ」

　今まで黙って考え込んでいたネマコルが、ぽつりと言った。

「この罠は、実に巧こう妙みように仕掛けられている。まず停戦の申し入れだが、これは我々反政府同盟側が最初に呼びかけたものだ。センドルクがそれに応こたえて停戦を申し入れてくれば、断ることはできない……場所も含めてだ。

　インナルドには一般市民がいる。その犠ぎ牲せい者をこれ以上出さないために、まずインナルドで停戦の協定を結ぼう、と言われれば、それを拒絶できん。

　次がオードン族の存在だ。反政府同盟がオードン族、ナガス族、キンリ族の三つの部族で成り立っている以上、協定を結ぶ場所からオードン族を外すわけにはいかない。

　それにインナルドは敵てき地だ。いくら停戦協定の場だとしても、丸腰ごしで護衛もなしに族長をインナルドに向かわせることはできない。かなりの数のオードン族がインナルドの街に入ることになる。

　そこで、オードン族の兵士が挑ちよう発はつされれば、オードン族は黙ってはいない。

　サゴンは血の復ふく讐しゆうを行わないと明言した。しかし、末まつ端たんの兵士がその決断に納得しているとは思えない。自分たちの妻つまや子が殺された兵士にとって、その復讐のためにセルム族の女子供を殺すのは当然の権利だ。ヤツらはためらうことなく、目の前の市民に向かって銃じゆうの引き金を引き、ナイフでその首を切り落とすだろう……オードン族にとって、それこそが正義だ……」

　ネマコルの言葉をシャリフが継ついだ。

「かくして、血で血を償つぐなわせるというセリカスタンの因習は引き継がれ、センドルクの言う理想も反政府同盟の言う理想も、すべての理想と正義が等しく血に汚けがされ、踏みにじられる。

　セリカスタンは内戦が始まる前と同じ状態に逆戻りし、自分の握る既得権は揺るがない……すべてはセンドルクの目もく論ろ見みのままに推移する……というわけだ」

　ネマコルの言葉と、シャリフの言葉を聞いていたサラサが、決断するようにうなずいた。

「この罠は、がっちり張られていて、どう考えても取り除くことはできない。私たちはこの罠に足を踏み入れるしかない。でも、罠が作動しなければ私たちの勝ちだわ！」

　シャリフが怪け訝げんな顔をした。

「罠を作動させないって……どういう意味だ？」

「オードン族が挑発に乗らなければ、罠は罠として役に立たないわ。オードン族が血の復讐に走らなければ虐殺は起こらない。私たちの理想は血に汚よごれることも踏みにじられることもない！　高々と掲げて停戦後のセリカスタンに持ち込むことができる！　この罠は私たちが考えている新生セリカスタンが、本当に成立するかどうか、それが試されているんだと思う」

「確かにお前が言ったとおりオードン族が挑発に乗らなければ、この罠は発動しない。でも、どうやって？　あの、先祖代々の血の復讐に凝こり固まった連中を抑えこむことなんかできっこないぞ」

「抑え込むんじゃない。話して、理解させて、そして納得させるんだ」

「そんなことができるわけがない！」

　想像もつかない、という風に首を振るシャリフを見て、サラサは笑った。

「それをやった人間がいるんだ……オードン族の族長にね」

　ネマコルが声を上げた。

「シマオオカミ殿どのか！　……しかし、いかにシマオオカミ殿とはいえ、オードン族の戦士すべてを説得できるとは思えん！　それは無理だ」

　サラサは静かに首を振った。

「シマオオカミだけじゃない。私はキンリの里からリューカ姫ひめにも来てもらおうと思う」

「姫ひめ巫み女こ様を？」

「そうよ、シマオオカミは外国人の、それも高校生だわ。彼は一切の利権や宗教や権力とは無む縁えんの存在なの。彼がこの異国で戦っている理由はただ一つ。リューカ姫のため、それだけよ。その純粋さを知ったがゆえにサゴンは彼の言葉を認め、血の復ふく讐しゆうを封印したの。

　そして、リューカ姫の言葉にも一筋の噓うそも打算もないわ。姫巫女は真心のみで語りかける。キンリの里には、このセリカスタンのすべての部族の祖そ霊れいが祀まつられている……どの部族もキンリの里においては平等だわ。

　シマオオカミとリューカ姫、あの二人の噓偽いつわりの無い心で語られた言葉だけが、恨うらみと憎にくしみで固まったオードン族の戦士の心に届く……私はそう思う。

　もちろん、これは無む謀ぼうな賭かけでしかないのかもしれない。何不自由なく育ったシマオオカミと、キンリの里の奥でぬくぬくと育てられた姫巫女に、俺おれたちの気持ちがわかるものか！　と言い返されて終わるかもしれない……でも、今、私たちにできることは、あの二人の言葉の力を信じることだけだわ」

　ネマコルとシャリフは無言だった。




　ザケンの街で、サラサたちがセンドルク大統領の仕掛けた罠にどう対処するか、その解決策を話し合っていたその頃。

　セリカスタンの首都アーディンの郊外にある陸軍刑務所では、未み決けつ囚しゆうとして投とう獄ごくされていた空軍士官たちが、それぞれの独どく房ぼうや雑居房から呼び出され、広い体育館に集められていた。彼らは、大統領官邸を爆ばく撃げきする計画を立てた元の空軍司令官ソナムルに連座して逮たい捕ほされた者たちだった。

　パジャマのような薄うす緑みどり色のデニム地の囚しゆう人じん用作業服上下を着込んだ元空軍士官たちは不安そうに互いの顔を見合わせて小声でひそひそと言葉を交わしていた。

　その中の一人が、囚人仲間に話しかけた。

「おい、クラーゲン。俺おれたちどうなるのかな？」

　クラーゲンと呼ばれた目つきの鋭い男は、表情も変えずに首を振った。

「それは俺たちが決めることじゃない。囚人に選択肢しは無い。だが、周りの連中が言っているように、銃じゆう殺さつされるようなことはないだろう……」

「なんでそんなことがわかるんだ？」

　クラーゲンはにやっと笑った。

「反政府同盟が作られ、セルム族は数で劣勢に立っている。センドルクは一人でも兵士が欲しいはずだ。俺たちのように軍事的な訓練を受けたセルム族の人間は貴重なんだ。あの馬鹿でも人材の大切さは知っているだろう……おそらく俺たちに何か取引を持ちかけるつもりに違いない」

「取引だと？」

「ああ、国軍をセルム族で統一すると決めたとき、空軍の中にいた他部族の兵士を隔かく離りして陸戦隊に仕立て上げて、最前線に投入しただろう？　あれと同じことを俺おれたちにもやらせるつもりだろう」

「懲ちよう罰ばつ兵へい部隊ってわけか……」

「かまうものか。俺は、この境遇から抜け出すためならなんでもやってみせる……こんなところで朽くち果ててたまるものか」

　クラーゲンが凄すごみのある笑みを浮かべたとき、体育館の中に完全武装の憲兵一個分隊を引き連れた陸軍特殊部隊の大たい佐さが入ってきた。

「気をつけぇええい！」

　憲兵軍ぐん曹そうの大声と共に、元空軍士官の囚しゆう人じんたちは直立不動の姿勢を取った。

　大佐は、ゆっくりと囚人服の群れの前に進み出て、一段高くなった指揮台に立つと、一人一人と目を合わせながらゆっくりと言った。

「反逆者として収容された諸君らには、このあと軍事法廷が待っている。最高刑は死刑、最低でも五年の重労働と収容所生活だ！　五年間は道路建設と橋きよう梁りようの建設現場で働いてもらうことになる。労働環境は劣悪で、衛生状態は最悪だ。ここにいる諸君らのうち、何人が五年の刑期を務め上げることができるかわからん。もしかしたら誰一人生きて家に帰れないかもしれん。だが、反面、諸君らは軍人であり士官であり、わがセリカスタンにとって貴重な人材でもある。その貴重な人材を、道路の敷石や橋梁の鉄骨の代わりに浪費するのは国家の損失でもある。そこで、センドルク大統領閣かつ下かは、諸君らに一つのチャンスを与えることとした。

　セリカスタン政府軍は、近く、インナルドにおいて反政府同盟軍と停戦協定を結ぶ……」

　停戦協定という言葉を聞いたとき、囚人たちの間に言葉にならないざわめきが広がった。

　大佐は、もう一度声を張り上げた。

「だが、その停戦協定の日こそが、わがセルム族の最後のチャンスなのだ！　我々は反政府同盟軍の自滅を誘うために、特殊部隊を編制し、オードン族に対し捨て身の攻こう撃げきを行うこととなった。生死の保証はできん危険な任務であるが、無事成功し帰き還かんしたあかつきには、元の階級と職場に復帰することができる！　これより諸君らの中から志願者を募つのる！　志願するものは前に出ろ！」

　クラーゲンは、何のためらいも見せることなくその場から進み出た。







　　　第九章　「試練」







　その日、反政府同盟軍の前線司令部が置かれたダワフの村の広場は、千人近いオードン族の戦士で埋うめ尽くされていた。

　前線司令部に使われている宿屋の中から、その戦士の群れを見て、龍たつ也やは思わず小声でつぶやいた。

「すごい、みんな強そうな人ばかりだ……俺おれの言うことなんか聞いてくれるかなあ……」

　後ろに立っていたサラサが、励ますように龍也の肩かたを叩たたいた。

「大丈夫だ。お前はあのサゴンですら説得した人間だ。あのときと同じように誠せい心しん誠せい意い呼びかければいい……それに、今日はお前一人ではない」

　龍也は自分の横に立つリューカ姫ひめを見た。

　その視線を受け取ったリューカ姫も、龍也を励ますようにうなずいて言った。

「大丈夫です……信じましょう。自分の言葉を信じれば、きっとその思いは伝わります」

「……そうだね。自分で自分の言葉を信じていないような人間の言うことは伝わらない。俺の言葉を信じてくれなくていい……俺が本気でなんとかしなくちゃと思っているんだ、俺は本気なんだ、ってことが伝われば、それだけで、きっと何かが変わると思う。

　本気になる……それだけしかないんだよな……俺みたいな、年ねん齢れいも経験も、知識も能力も無い人間にできることは、きっとそれだけなんだ」

「そうじゃよ、龍也。お前さんの言うとおりじゃ。何かをする、何かを成し遂げるには、本気になるしかないんじゃ。何をするときも遊びのポーズさえ取っておれば、失敗したときに責任を負わんで済むし、何と言っても自分が傷つかんで済む。じゃが、安全地帯から一歩も出ないままではいつまで経たっても何かを成し遂げることはできんのじゃ」

　サラサはそう言うと笑いながら龍也の背中をどん、と押した。

「さあ行ってこい！　誰もお前を馬鹿にしたり笑ったりはせん！　本気になっている人間を馬鹿にするヤツは、臆おく病びような者だけじゃ！」

「うん、わかった……」

　龍也は自分に力を込めるようにこぶしをぎゅっと握ってリューカ姫ひめに呼びかけた。

「じゃあ、行こう！」

「はい……」

　リューカ姫は少し上気したように頰ほおを染めて小さく頷いた。




　司令部の建物の中から姿を現した龍たつ也やとリューカ姫ひめを見て、広場に勢ぞろいしたオードン族の戦士たちから歓声が上がった。

「勇者シマオオカミ！　賢者シマオオカミ！　オードンの恩人シマオオカミ！」

　龍也は、照れたような微笑を浮かべて戦士たちに小さく頭を下げると、リューカ姫の手を取って司令部の建物の前に設けられた演説用の舞台に上って、マイクスタンドに近づいた。

　オードン族の戦士たちは黙り込んで、面した家の軒のき先に設置されたスピーカーから流れて来るであろう龍也の言葉を待った。

　やがて、ラウドスピーカーが龍也の言葉を流し始めた。

「オードン族の戦士の皆さん……センドルクは戦うことの非を悟さとり、停戦協定を結ぶことを正式に表明しました。この戦いは、もうすぐ終わります。今夜午前零れい時じを持って、停戦が発動され、三日後にインナルドで正式の停戦協定が調印されます！　言葉は停戦ですが、これは間違いなく我々の……そしてオードン族の皆さんの勝利です！」

　広場全体がどよめくような歓声と拍手と叫び声で満ちた。

　龍也は両手を上げて、その歓声を抑え込むような仕し草ぐさをして戦士たちに呼びかけた。

「しかし、喜んではいけません！　この調印式は、あなた方オードン族と我々に仕掛けたセンドルクの罠わななのです。センドルクは、調印式に出席したオードン族の方々の武勇の誇りを侮ぶ辱じよくし、辱はずかしめ、唾つばを吐はきかけることで、あなた方の怒りの炎ほのおに油を注ぎ、再び戦いの炎を燃え上がらせ、この停戦協定を台無しにしようと企たくらんでいます。

　センドルクは、そうやって停戦協定が破は綻たんした責任をあなた方オードン族に押し付け、あなた方を悪役にすることで、もう一度セリカスタンの主導権を自分が握ろうと考えているんです！　俺おれは、自由セリカスタン放送で、戦いを求めているのはセンドルクだ、血を求めているのはセンドルクだと、何度も攻こう撃げきしました。この罠は、それに対するセンドルクの答えなのです。つまり、センドルクは、オードン族を怒らせ、そして戦わせ、「お前もなー」と言って嘲ちよう笑しようするつもりなのです。

　俺が、あなた方に望むのは、ただ一つです……。

　お願いします！　我が慢まんして下さい！　耐えて下さい！　センドルクの卑ひ劣れつな罠に引っかからないで下さい！」

　オードン族の戦士たちの中から、次々に不満の声が上がった。

「侮ぶ辱じよくを、なぜ耐えねばならんのだ！」

「そうだ！　我が一族が辱めを受けて、黙だまっていうというのか！　そんな惰だ弱じやくぶりを見せれば侮あなどられるだけではないか！」

「そうだ！　先祖に顔向けができん！」

　龍也は、小さく両手を胸の前にあげて、その声に賛同するようにうなずいた。

「そのとおりです。皆さんの言うことは間違ってはいません。何一つ！

　……でも、耐えて欲しいのです！

　ヤツらは人間じゃありません。ヤツらの考えていることは、野の良ら犬いぬと同じです。

　ヤツらの挑ちよう発はつに応こたえることは、野良犬に吠ほえられた人間が、犬と同じように四つんばいになってワンワンと吠え返すようなものなんです！

　あなた方は人間です！　立派な誇り高きオードンの戦士です！　野良犬と同じレベルに下がる理由はありません！　相手にしなければいいのです」

　オードン族の戦士たちの間から声が飛んだ。

「そんな野良犬は撃うち殺しちまえばいいんだ！」

「そうだ！　その方が後腐くされも無くてすっきりするぞ！」

　オードン族の中に賛同の笑い声が広がった。

　龍たつ也やは苦笑してその笑いを受け入れた。

「そうですね……戦争が続いているなら、それは許されます。でも、停戦協定が結ばれるとなれば、それは許されないんです。なぜなら、それが世界の掟おきてなんです。

　センドルクの侮ぶ辱じよくに武力を以て報復することは、世界の掟に反するのです。

　世界なんて関係ない。俺おれたちは俺たちの掟で動く……皆さんはそう考えているのかもしれません。

　確かに今まで、あなた方はオードン族の掟だけに従って生きてきました。一族だけを信頼し、一族以外の人間をすべて敵てきだと信じて……。

　でも、今はもうそんな時代じゃないんです！　オードン族だけの狭せまい世界で生きて行ける時代じゃないんです！　あなた方はずっと、このセリカスタンの南部州で生まれ育ち、そして生きてきました……今までどおりの暮らしを続け、この地から一歩も出るつもりがないのなら、何一つ変わらなくてもいいでしょう。でも、時代は動き世界は変わります。もはやそうやって部族だけの世界を作って生きていける時代じゃありません」

　戦士たちの間から不満の声が上がった。

「俺たちは、ここから出て行くつもりはない！」

「そうだ！　オードンはオードンだ！　先祖から与えられた土地を守ることがオードンのすべてだ！」

　龍也は両手を広げて自分自身の身体からだを示すようにして言った。

「俺は、外国の人間です。遠く離れた海を渡ったところにある島国の人間です。それも、一人前にもなっていないごく普通の高校生です。

　俺がここに立って、あなた方に話しかけることができるように、あなた方も私の国に来て話すことができるのだと、どうして気づかないのですか？

　あなた方は、子供の頃、あの山の向こうには何があるのかと考えたことはありませんか？

　自分が見ている世界のはるか遠く、まだ見たことのない世界に行ってみたいと考えたことはありませんか？

　それは、無理なことでも、不可能なことでもないんです！　俺おれがその証あかしです！

　まわりにある広い世界に背を向けて、自分たちだけの狭せまい世界に閉じこもって、周りは全部敵てきだと思い込む今のオードン族の生き方は、自分たちの世界をどんどん狭せばめていくだけです。

　真にオードンの未来を考えるなら、遠くを見て、世界を知って、他ほかの部族との共存を図るしかないのです！

　センドルクは、この停戦協定の場に、世界中の記者を連れてくるつもりです。

　その記者の前で、血の復ふく讐しゆうに走るあなた方の姿を見せつけ、世界中のラジオや新聞にオードン族が、人間のルールが通じない野や蛮ばんで血に餓うえた最低の動物であるとアピールするためにです。

　あなた方が侮ぶ辱じよくされ、馬鹿にされ、それを理由に報復に走れば、世界中から『オードン族は最低の部族だ』と言われることになるでしょう」

　その言葉を聞いた戦士たちの間から怒りの声が上がった。

「オードンの血の復讐は神聖なる行為だ！」

「オードンの誇りを動物呼ばわりするのか！　いかにシマオオカミと言えども許さんぞ！」

「血だ！　我らを侮辱するものに死を！」

　その罵ば声せいのうねりは、人一人を黙らせるには充分な迫力があった。だが、戦士たちの頑がん迷めいな態度に、龍たつ也やは怒りを感じ叫ばずにはいられなかった。

「まだわかんないのか！　血の復讐は、神聖な行為でも、正しい行為でも、誇り高き行為でもない！　それは最低の行為なんだ！　世界の掟おきてから見ればそれは唾だ棄きすべき犯罪だ！

　確かに、犯罪を犯したものに被害者が報復する権利はあるのかもしれない。でも、それは直接手を下した犯人に対してだけだ！　同じ部族の人間が犯人だからという理由で、何の関係も無い人間を殺す権利なんか無いんだ！

　セルム族の政府軍にハネイスを空くう爆ばくされ、自分の奥さんや子供や親兄弟を殺された……その憎にくしみはわかる。殺された肉親の仇かたきを取りたいと思うのは当然だ。

　でも、その憎しみを、同じセルム族だという理由で、何の関係も無いインナルドに暮らす普通の人々にぶつけ、その人たちを殺すことは間違っているんだ！

　そんなことをやっていたら、オードン族は世界中から馬鹿にされる！

　あんたたちのような考え方しかできない人間は俺の国にもいる！　不良とかチンピラとか言われている連中だ！

　そいつらは、目が合った！　馬鹿にされた！　頭にきた！　そんな理由で人を殴なぐったり殺したりする馬鹿野郎どもだ！

　確かにそういった連中が道を歩けば、周りの人は道を開けるだろう……でも、それは尊敬されているからじゃない！　その逆だ！

　そいつらは人間じゃないからだ！　人間の常識とか、人間の尊厳とか法律とか常識とかそういったものが理解できない人間の形をした馬鹿な獣けものでしかないと思われているから人は道を開けるんだ！

　オードン族も同じだ！　あんたたちは尊敬されていない！　あんたたちは嫌けん悪おと恐怖の対象でしかない！　それは人間としての評価じゃない！

　このままのやり方を続ける限り、あんたらの評価は変わらない！　あんたらの子供や孫まごが世界に出たとき、こう言われる！『オードン族というのは人間のルールが守れない無法者だ、餓うえた狼おおかみと同じ生き物だ』と！

　あんたらはそれを望むのか！　自分たちの子供や孫が、世界中の人間から馬鹿にされ、蔑さげすまれることを望むのか！」

　怒りの叫びが渦うず巻く中で、一人の中年の戦士が立ち上がった。

「俺おれは、ハネイスの空くう爆ばくで三人の子供と、妻つまと、両親と、妹のすべてを殺された！　温かい家も、やっと増えた家畜も、すべて消え去った……今の俺に残されているのは、この憎にくしみをセルム族にぶつけることだけだ！　シマオオカミよ！　空くう爆ばくをやめさせたあなたのことは尊敬するし恩義を感じている。だが、この俺の復ふく讐しゆう心だけは絶対に捨てる気は無い！

　……俺の子供は……女の子が二人に男の子が一人、三歳さいと五歳と七歳だった。

　七歳の長女はやっと家の仕事ができるようになったことを……母親の家事を助けることができると喜んでいた……五歳の長男は、やんちゃな暴れん坊で、馬に乗りたがって駄だ々だをこねて私を困らせた……そして三歳になった末っ子の娘むすめは、いつも長男にくっついていた……。

　家の中はいつもにぎやかで、子供たちの笑い声が消えたことは無かった……夜、仕事から帰った俺は妻と二人で三人の子供の寝顔を見ることが……それだけが俺の楽しみだった。

　俺は……何も悪いことはしていない！　ただ、妻と三人の子供の幸せだけを願って働いてきた！　父から譲ゆずられた三十五頭の羊と、二頭の馬……それだけが俺の財産だった！

　あの日……センドルクの爆ばく弾だんは、俺の手の中にあったそれを跡形も無く吹き飛ばした！　知らせを受けて家に戻った俺が見たものは……バラバラに吹き飛んだ家と家畜の死体だった！

　……俺は必死に瓦が礫れきの山をひっくり返して妻と子供たちを探した……死んでいた！　……四人とも……死体はバラバラになって見つかった……でも、どうしても長女のアンジュークの右手だけが最後まで見つからなかった！

　あの日から俺の夢の中に長女が現れる……右の肩かたを押さえて泣きながら俺に聞くんだ！　お父とうさん……わたしの右手が見つからない……私の右手を捜さがして……と！

　俺は三人の我が子の御み霊たまのために、その三倍の人数……九人のセルム族の子供を殺すことを先祖に誓ちかった！　この誓いを果たすまで、我が子は成じよう仏ぶつしない！　そして俺も成仏はしない！

　蔑むなら蔑むがいい！　馬鹿にしたければするがいい！　たとえ何と言われようと、世界を敵に回そうと、俺はこの誓いを成し遂げる！　それが殺された三人の子供の望みだ！　セルム族九人の子供の首をこの手で切り落とし、その血を大地に吸わせるまで、俺おれは死なない！」

　オードン族の戦士たちの賛同の叫びが、ダワフの村の広場を揺るがした。

　……やっぱり無理だったか。

　遠くからその光景を見ていたサラサが、小さくため息をついた、そのとき。

　龍たつ也やの後ろに立っていたリューカ姫ひめがすっと前に出た。

　そして、静かな口調で言った。

「それは……間違っています。亡なくなったあなたのお子さんの御み霊たまはそんなことを望んでいません」

　一瞬、広場が静まり返ったが、すぐに抗議と怒りの声が静寂に取って代わった。

　我が子の復ふく讐しゆうを誓った中年の戦士が、リューカ姫をにらみつけた。

「お前に何がわかる！　俺の子供たちの望みがお前にわかるというのか！」

「わかります……貴方あなたにもわかるはずです」

　リューカ姫はそう言うと、そのまま広場を埋うめ尽くしたオードン族の戦士の間に入って行った。

　ざわざわというざわめきが広がる中で、中年の戦士の前に立ったリューカ姫は、優しく微笑ほほえんで両手を差し出した。

「さあ私の手をお取りください」

　自分の手を見た中年の戦士は、あわてて服の横で手のひらをごしごしとこすったあと、おずおずとリューカ姫の両手に手を伸ばし、その白く細い指先を握った。

　リューカ姫は静かに言った。

「目を閉じて、大きく息を吸って吐はいて、生前のお子さんの姿を思い浮かべてください。お子さんが一番楽しそうに笑っている顔を思い浮かべてください」

　戦士は、半信半疑の顔つきのまま目を閉じて大きく深呼吸した。

　広場を埋め尽くしたオードン族の戦士たちが固かた唾ずを吞のんで見つめる中、中年の戦士の表情に変化が現れた。

　最初、眉まゆをひそめ、怪け訝げんな顔つきになったあと、はっとしたように顔を上げたのだ。

　そして、中年の戦士は手足を小刻みに震えさせると、つぶった目から涙を流し始めた。

　そのとき、何が起こったのか、わからない。

　広場にいたすべての戦士たちの表情が変わった。

　それが何なのか、龍也にはわからなかった。それは、胸の中に、何か温かな光のようなものが湧わき上がる感触だった。

　それは、すべての人間の心の中にある共通の価値観を揺さぶる何かだった。

　腕うでの中ですべてをゆだねて眠ねむる幼おさな子ご、笑う子供、じゃれつく子犬、手のひらの中で眠るハムスター。
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　いとおしいもの、失いたくないもの、守るべきもののイメージを思い浮かべたときに浮かぶ、心を揺さぶる何か。

　その何かが大きく膨ふくれ上がったとき。

　中年の戦士が叫んだ。

「ああ、セリム！　タシュト！　アンジューク！」

　あとになって、その場にいた戦士たちの中には、リューカ姫ひめの手を握った男の周りに浮かぶ三人の小さな子供の姿を見たと証言する者もいた。

　しかし、その場にいた多くの者が見たのは、がっくりと膝ひざをつく男の姿だった。

　中年の戦士は、子供のように泣きながら言った。

「わかりました……姫巫み女こ様……あなたの言うとおりだった。

　子供たちは……望んでなんかいない！　子供たちはこれ以上殺すなと言っていた！

　いま、わかった！　それは子供が望んだことではない！　それは私が望んでいたことだ！　私は、父として、子供たちを守れなかった自分を責めた！　なぜ、お前たちを守ってやれなかったのかと私は自分自身を責め続けた！

　そして、それに耐えられなかった私は、自分の身代わりを欲した！　自分に代わって責めるべき相手を！

　誰でも良かった……この苦しみを背せ負おうべき相手がいれば良かった！

　私は……血の復ふく讐しゆうを自分のために使おうとしていたのだ！　先祖の名前も掟おきてもすべて自分をごまかすための理由でしかない！

　……あの子たちは笑っていた……お父とうさんありがとう……そう言って笑っていた……守ることのできなかったこの私を責めようともせずに……。

　ありがとうございます……姫ひめ巫み女こさま……私は救われました……私は……」

　あとは言葉にならなかった。

　静まり返った広場の中で、子供のように泣く男の泣き声だけが響いていた。

　リューカ姫は、座り込んだ男の肩かたに手を置くと静かに、鎮ちん魂こんの祈いのりを捧ささげ、そして広場を埋うめ尽くすオードン族の戦士たちに向かって言った。

「我が子を想い、妻つまを愛し、平和な安らぎを得ようとする気持ちは誰も同じです。それはオードン族だけの望みではありません。

　世界には、より良い平和のために、未来永えい劫ごうの平和をもたらすために、その大義名分のために必要な犠ぎ牲せいだという理由で、目の前にある幸せを否定し、壊こわしてもやむをえない、と考える人々がいます。

　でも、そうやって目の前の平和を壊し、幸せに暮らす人々を不幸に追いやって、より良い平和やより幸せに暮らす理想の社会が訪れたことは、ただの一度もありません。

　目の前にある平和、手の中にある幸せを守り、それをいとおしむことを、堕だ落らくだ軟弱だとそしる人々は、それがどれほど尊いものなのか知らないのです。

　あなた方は、それと同じことを繰り返すおつもりですか？

　血の復讐という大義名分を振りかざし、同じように平和を壊し、幸せに暮らす人々を不幸に追いやるおつもりですか？

　あなたがたは、それで何を得るのですか？　満足ですか？　血を流し、破壊し、泣き叫ぶ人人を見て溜りゆう飲いんを下げ凱がい歌かを歌うことが本当の望みなのですか？

　それが、本当に楽しいのですか？　心の底から晴れ晴れと笑うことができますか？」

　オードン族の戦士たちは無言だった。

　リューカ姫は真剣な表情で言葉を続けた。

「復讐は復讐を呼び、憎にくしみは憎しみを呼びます。

　血の復讐を続ける限り、オードン族の人々に魂たましいの安らぐ日は来ないでしょう。

　もし、オードン族に真の安らぎと平和と未来を望むのなら、シマオオカミのお言葉に従ってださい。

　その日は、おそらくオードン族の長い歴史の中で最大の試練の日として記されることになるでしょう。

　しかし、この試練を乗り越えたとき、オードン族には今までにない賞賛と、そして尊敬が与えられるでしょう。

　勇者とは、絶体絶命の危機に瀕ひんしたとき、一時の感情の爆ばく発はつに任かせて剣や拳こぶしを振るい、相手を倒す者のことではありません。それは愚おろかな乱暴者に過ぎません。

　確かに敵てきを倒せば讃たたえられるでしょう。しかし尊敬はされません。

　真の勇者とは常に理性を失わず、今、目の前にある事柄のその先を見通し、ときには忍耐と寛かん容ようを持ってその危機を乗り越えるだけの度量の広さと機知を持つもののことを言います。

　オードン族が真の勇者であり、信頼され尊敬するに足りる部族であることを、広く人々に知らしめることが、オードン族の未来に繫つながります。

　皆様の子が、そして孫が、弟が、妹が、未来のセリカスタンにおいて名誉ある地位に立つことができるかどうか、それが試されているのです！

　どうか、耐え忍んでください……お願いです！　オードン族の未来のために！」

　静まり返った戦士たちの前に、サゴンが立った。

　サゴンは、目の前にいる龍たつ也やを見て言った。

「シマオオカミ殿どのよ、あなたに聞きたい。あなたは先ほど、真にオードンの未来を考えるなら、遠くを見て、世界を知って、他ほかの部族との共存を図るしかない、と言った。

　この挑ちよう発はつに乗ることなく、忍耐と寛容で切り抜ければ、オードン族には素す晴ばらしい未来が来るのか？　あなたには、それが保証できるのか？」

　龍也は、しばらく考え込んだあとでゆっくりと答えた。

「俺おれは、神様でもなんでもない。そんなことを保証ができるような偉い人間じゃない。

　俺が言えるのは、世界を知って、他ほかの部族と共存できれば、可能性は広がるという事実だけなんだ。

　なぜ、それが事実だって言い切れるのか、それはつまり俺の国がそうだからだ。

　俺の国は、人間を部族で区別したりしない……食い物の好みや、言葉や、結婚式や葬そう式しきのしきたりも地方地方で全部違うけど……誰もその違う相手を敵だなんて思っていない。そういった生活の環境が全部違う地方同士の出身者が、ごく普通に結婚して仲良くやっているのが、当たり前の国なんだ。

　だから、平和で……ときどき平和すぎるかもと思うときもあるけど……誰も銃じゆうを持っていない。銃を持っているのは警察官だけで、警察官が銃を使うと新聞やテレビのニュースになるような国なんだ……」

　広場の中に「信じられない」「ウソだろう？」という小声のつぶやきが広がった。

「信じられないかもしれない。でも、それは本当なんだ。俺の国の人間は、基本的に他人を信じている……最近は信じられないような事件もあるけど……それでもやっぱり他人を信じている。他人も自分と同じように、社会のルールを守る人だと信頼しているんだ。

　銃を持って剣を振り回して、考え方の違う相手を皆殺しにすれば、確かに向かうところ敵無しかもしれない。でも、それってどこに行っても味方なし、って事だと思うんだ。

　俺おれは、世界中に誰一人味方がいない部族に未来はないと思う。もっと広い世界を見て、共存する道を選ばない限り、未来への可能性は広がらないと思う……保証はできないし……そんなに長く生きてきたわけじゃないから経験に裏付けられた言葉でもないけど……でも、その短い経験でもわかるんだ。俺の言っていることは間違っちゃいないって」

　サゴンは、力強くうなずいた。

「そうか……これはつまり、シマオオカミ殿どのの言葉を信じるかどうかということなのだな……今までのオードン族の生き方を貫くか、シマオオカミ殿の言葉を信じ、血の復ふく讐しゆうを捨てるか、その二つに一つということなのだ！」

　サゴンは、広場を埋うめ尽くす戦士たちに向かって呼びかけた。

「勇ゆう猛もうなるオードンの戦士諸君！　シマオオカミ殿の言葉を聞いたことと思う！　見てのとおりこの男は、異国の者で、歳とし若く、経験もなければ武勇に優れた才能があるわけでもない！　我がオードン族から見れば、惰だ弱じやくで糞くそ生なま意い気きな青二才でしかない！　こんな青二才の言葉に耳を傾けることなどできはしないだろう。

　だが……私は諸君らに問う！　わが勇猛なるオードンの戦士の誰がリューコフの戦車に勝てるのだ？　誰がセンドルクの空くう爆ばくに勝てるのだ？

　この男は勝ったのだ！　そして今、このセリカスタンの内戦すら収めようとしているのだ！　私はこの男の言葉を信じることはできない。それはあまりにも突とつ拍ぴよう子しのないことだからだ！　おそらく諸君らも同じ想いだろう……だが、私はこの男の言うことに従おうと思う。

　なぜなら……私はこの男を信じるからだ！」

　そしてサゴンは両手を広げて叫んだ。

「我がオードンは、シマオオカミを信じシマオオカミの言葉に従う！　誇り高きオードンの戦士よ！　汝なんじらは弱き者か！」

　戦士たちが口々に応こたえた。

「否！　否！　否！」

　サゴンは大きくうなずいて言った。

「オードンの戦士は強き者だ！　その強さは戦いにおいても、忍耐においても変わらぬ！　我らが戦うべき相手は、他者にあらず！　我が心なり！……耐え！　忍べ！

　怒りを封じよ、歯を食いしばり前を向け！　たとえ唾つばを吐はき掛けられようと、糞くそを投げつけられようと、黙ってそれをぬぐい、そして胸を張れ！　それこそが新しき勇者の証あかしだ！

　我らはシマオオカミを信ずるものなり！　我らは新しき勇者なり！」

　広場を埋うめ尽くした戦士たちは武器を差し上げ口々に叫んだ。

「我らはシマオオカミを信ずるものなり！」

「我らは新しき勇者なり！」




　オードン族が、新たな道へ一歩を踏み出したその頃、インナルドの政府軍駐ちゆう屯とん地に着陸した輸送ヘリから降り立った人々の中に、セリカスタンでは珍しい外国人の一団の姿があった。

　遠くからその光景を見ていた、インナルド防衛部隊のチタ少しよう佐さが、補給物資の運行管理担当の士し官かんに小声で聞いた。

「……あれが、例の外国人記者の一行か？」

「ええ、停戦協定の式典の取材が許されたんで、首都からヘリでやって来たんだと思います」

　チタ少佐は、小さく首をひねった。

「停戦協定が結ばれたとはいえ、インナルドの中で敵てき同士が顔を付き合わすのだ。いつ発はつ砲ぼう騒ぎが始まるかわからん。一いつ触しよく即そく発はつの状態に変わりはない。ましてや空輸で運び込める補給物資の量が限られているというのに、わざわざ外国人記者を連れてくるのは納得がいかないな」

　運行管理士官は、肩かたをすくめた。

「現場を知らない総司令部の連中のやることですからね……」

「うむ、それはそうだが……納得がいかないことに変わりはない」

　チタ少佐が、そう言って、もう一度首をひねった頃、インナルド駐屯地の総司令部では、同じようにバンユー少しよう将しようが首をひねっていた。

「納得がいかんな」

「何がですか？」

　停戦調印式の式典会場の警備計画を読んでいたモリスン大たい佐さが聞き返すと、バンユー少しよう将しようはその警備計画の書類を指差した。

「式典会場はインナルド市役所前に設けられた特設会場であり、反政府同盟軍の各部隊が、そこまで市内を行進するという式次第はまあ仕方ない。停戦という形を取っているとはいえ、実質的に我々は負けたのだからな。

　だが、その場所にインナルドの一般市民を参列させるというのが納得いかんのだ。

　確かに平和が来るというイメージを作り出すためには、停戦の式典の場に女性や子供を並べるというのは効果的だろう。だが、どこかの愚おろか者がオードン族を罵ののしれば、ハネイスを空くう爆ばくされ、妻つまや子供たちを殺されたオードン族が黙っているわけがない。一発の銃じゆう弾だん、一言の罵ば声せい、何かきっかけがあれば、そこは再び戦場に逆戻りするであろうことは容易に想像がつく。実質的な敵同士、それも血の復ふく讐しゆうを唱となえるオードン族とセルム族の市民を同じ場所に立たせればどういうことになるのか……総司令部は、その危険性がわからぬほど愚おろかなのか？」

「ええ、そう言われてみればそうですね。本日午前零れい時をもって停戦が発効しており、今のところどこからも同盟軍側から発はつ砲ぼうを受けたという報告はありませんが、実に危あやうい状態であることに変わりはないわけですからな」

　バンユー少将はうなずいた。

「私が納得いかないというのは、この計画が現場の状況を知っている我々の手によってではなく、一切を総司令部で仕切っているという点だ……」

　バンユー少しよう将しようはそこで言葉を切ると、小さく首を振って付け足した。

「私には、まるで軍の総司令部とセンドルク大統領閣かつ下かが、この停戦が破は綻たんすることを望んでるように見える……まさか、とは思うがな……」

　モリスン大たい佐さは顔を上げて司令部の壁に貼はられた物資輸送計画表を見た。

「ヘリコプター用の燃料を爆ばく撃げきされて、武装ヘリの哨しよう戒かい飛行の回数が減ったとたん、補給路に対するゲリラコマンドの待ち伏せ攻こう撃げきが激化して、インナルドに入ってくる補給物資は予定量の四割を切っていました。市民生活にも大きな影響が出ています。ここで停戦しなければ、このインナルドはどうなっていたかわかりません。ですから大統領閣下が停戦を受じゆ諾だくしたことは大英断であり、賢明な方だと見直したのですが……下へ手たをすると、その見直しをもう一度見直さねばならんようですな」

　バンユー少将は笑ってみせた。

「いや、これは私の考えすぎだ。いくらなんでもそれほど愚おろかではあるまい。下げ衆すの勘かん繰ぐりというヤツだよ」

「……だと、いいですな。というより、そうあってもらいたいものです」

　モリスン大佐はそう言うと小さくうなずいた。




　そして三日後。ついにセリカスタン政府代表と反政府同盟軍との間に結ばれた停戦条約の調印式が始まった。

　インナルドの街の中に通じる道路に整列したオードン族の戦士たちはすべて、オードン族の証あかしである黄色い布を身にまとい、肩かたに掛けたＡＫは同じ黄色い布で包まれていた。

　その戦士たちに向かって、サゴンが最後の檄げきを飛ばしていた。

「いいか！　いよいよ我らはセンドルクの罠わなに踏み込む！

　一時の怒りと欲望に身を任せるは勇者にあらず！　それは野の良ら犬いぬなり！　我がオードンに野良犬はいない！　我らは等しく勇者である！　それを証明せよ！

　我らは今日、みずからの手で武器にオードンの色の布を巻き封印をした。この戒いましめを破ってはならない！

　我らは武器を持つ！　我らにはその権利がある！　しかし、それを使うのは最後のときだ！　オードン族の存亡をかけた戦いのとき、そのとき我らは封印を解くであろう！

　だが、よいか！　今はそのときではない！　今は和平のときだ！　たとえいかなる侮ぶ辱じよくを受けようとも、怒りに、はらわたが煮え繰り返り、嚙かみ締めた唇くちばしの血が口にあふれようとも、自分の胸に言い聞かせよ！　胸に収まらぬときは、口に出し唱となえよ、オードンの未来のためにと！」

　戦士たちは、口々に叫んだ。

「オードンの未来のために！」

　サゴンは自分の脇わきに立つ、オードン族の黄色い布をまとった若者にそっと声を掛けた。

「あなたは、本来キンリ族の客人まろうどです……なぜ、我がオードン族と共に？」

　黄色い民族衣い装しようを身にまとった若者は、龍たつ也やの声で答えた。

「オードンの人たちは、俺おれを信じてくれました……俺は、その信頼に応こたえる方法を他ほかに思いつかなかったんです……」

　サゴンは真剣な目で龍也を見て、大きくうなずいた。

「あなたは我がオードン族の恩人であり客人だった……だが、今、あなたは我が一族と共に生きる兄弟となった……我らはそれを心から誇りに思う！」

　そして、サゴンは目の前に整列した戦士たちに向かって叫んだ。

「胸を張れ！　インナルドの街に向かって前進！」

　オードン族の隊列の中にいた楽隊が、羊の皮を張って作った大太だい鼓こを叩たたき始めた。

　ドン、ドンというベースリズムに、団扇うちわのような太鼓を叩くタン、タン、タタタンというリズミカルな音が重なり、チャルメラのような真ちゅう製のラッパの物悲しいメロディ音がその上に乗った。

　西洋音楽の行進曲とは違う、どこか馬の蹄ひづめの音にも似た一種独特のリズムを刻むその民俗音楽に乗って、オードン族の部隊は進み始めた。




　オードン族の部隊は、調印式に臨む反政府同盟軍の部隊の先頭だった。この先に待つであろうセンドルクの罠わなを考えて、それを危あやぶむ声も多かった。だが、この内戦で最も多くの犠ぎ牲せい者を出したオードン族こそが、インナルド入城の先頭に立つ資格があるという意見が同盟軍の大たい勢せいを占めたのだ。

　もっとも、その意見が大勢を占めた理由は、サゴンがオードン族が挑ちよう発はつに乗ることはないと誓せい約やくしたためである。

　インナルドの街の入り口には、何百人という政府軍の兵士たちが並んで、反政府同盟軍の戦士が近づいてくるのを出迎えていた。

　鉄条網や塹ざん壕ごうはそのままであり、大たい砲ほうや機関銃じゆうも据すえつけられたままだったが、銃じゆう口こうは上を向いて固定され、銃じゆう座ざに人の姿はなかった。

　塹壕の脇わきに積み上げられた缶かん詰づめのようなものを見て、サゴンがつぶやくように言った。

「政府軍が本気で停戦を望んでいるのがよくわかるな……あれは埋うめられていた地じ雷らいだ。おそらくこの三日の間に必死になって取り除いたのだろう」

　インナルドの古い城壁の門の前に隊列が差し掛かったとき、そこに立っていた一人の政府軍の士し官かんが敬礼した。

「セリカスタン政府軍インナルド防衛部隊のチタ少しよう佐さであります！　これより、調印式会場まで、先導させていただきます！」

　そして、チタ少しよう佐さは、くるりと回れ右をして、目の前にあるインナルドの城門に向かって叫んだ。

「客人まろうどの到来だ！　門を開けよ！」

　その言葉が合図だったのだろう、古びた城壁の門がゆっくりと開いた。

　軍楽隊の太たい鼓この音が再び響き渡り、オードン族の隊列がゆっくりと動き始めた。

　インナルドの街の中には何百という人が、通りの両側に並んで、オードン族がやってくるのを出迎えていた。

　門をくぐり、市内に入ったオードン族を出迎えたのは、人々の顔に浮かぶ恐怖と、そして嫌けん悪おの表情だった。

　その表情こそが、オードン族の信しん奉ぽうする血の復ふく讐しゆうの掟おきてが、恐ろしさと野や蛮ばんさのイメージを植えつけてきたことの証あかしだった。

　龍たつ也やは、人々の間に、カメラを構えた外国人の姿があるのに気がついた。

　……あれが、センドルクが呼んだ外国の記者たちだな。いくつか並んでいるテレビカメラは国営放送のカメラだろう。

　オードン族が信頼できない血に餓うえた最低の連中であることをアピールするために、わざわざ用意したに違いない。

　……でも、見ていろ。あのカメラが捉えるのは、薄うす汚ぎたない挑ちよう発はつを繰り返すセンドルクの手下の言葉と行動だけだ！




　最初の挑発は言葉の暴力だった。

　通りに並んだ市民の列の後ろから、誰かの声が飛んだ。

「見ろ野や蛮ばん人じんどもが行くぜ！　サルの仮か装そう行列だ！」

　列の一番前に並んでいた人々の顔から血の気が引き、その場が静まり返った。

　だが、目の前に並んだオードン族は、表情も変えずに前を向いたまま堂々と胸を張って歩き続けていた。

　人々の間に、ほっとした空気が流れたとき、道の両側に並んだ人々の後ろの方から、再び誰かの声が飛んだ。

「臆おく病びよう者め！　戦うこともできねえのか！　悔くやしかったらかかってこい！」

「オードン族は見掛け倒しだ！　子供でも勝てるぞ！」

　だが、その言葉もまた、オードン族の戦士たちに完全に黙殺された。

　言葉に反応したのは、そこに並ぶ市民たちだった。

「誰だ！　くだらないことを言っているのは！　恥を知れ恥を！」

「そうだ！　俺おれたちセルム族の恥だ！」

　道路の両側に並んだ群衆に紛まぎれ、挑ちよう発はつの罵ば声せいを浴びせていた男たちは、市民たちの声を聞いてその場からあわてて離れ、少し離れた場所に集まった。

「少しよう佐さ……どうします？　オードン族の連中、何を言っても無視するつもりです」

「あいつら、耳みみ栓せんか何かやっているんじゃないかと思いますよ。今までのオードン族ならとっくに血の雨が降っていてもおかしくないのに……」

　少佐と呼ばれた目つきの鋭い男は、悔しそうに爪つめを嚙かみながら答えた。

「俺おれたちの任務は、オードン族どもを挑発して暴れさせ、停戦の調印式を台無しにした責任をあいつらに負わせることだ。このままじゃあ任務を果たせない……仕方ない、実力行使だ。石を投げろ、投石されれば、オードン族どもは黙っちゃいないはずだ」

　部下たちが目を丸くした。

「投石ですか！　そいつは危険です！」

「危険は承知で志願したんだろうが！　この任務を果たさなければ、また軍刑務所に逆戻りなんだぞ！　急げ！　このまま式典会場に到着されたのでは予定が狂う！」

　少佐の言葉を聞いた部下たちは、生なま唾つばをごくりと吞のみ込むと青ざめた顔のまま散った。

　最初に飛んで来た石は誰にも当たらずに、道路に落ちて、カツン！　というカン高い音を立てた。

　通りの両側に並んだ群衆は、凍こおりついたように道路に転がった石を見つめていた。

　隊列を組んだオードン族の中にさっと緊張が走るのが、後ろで見ていた龍たつ也やにもわかった。

　……投石してくるなんて！　これは攻こう撃げきと同じじゃないか！　人間に当たったら間違いなく怪け我がをするだろう。そうすれば充分自衛のために銃じゆうを撃うつ理由になる！

　青ざめた龍也の顔を見て、サゴンがゆっくりと首を振った。

「安心めされよ、シマオオカミ殿どの。我らは石を投げられたくらいで反はん撃げきはしない」

「でも……もし怪我人が出たら……」

「たとえ、石で額ひたいを割られ、血を流そうとも、われらは耐え忍ぶと誓ちかった。我々はシマオオカミ殿の言葉を信じたのだ。だから、シマオオカミ殿も彼らを信じてはくれまいか」

　龍也ははっとしたように目を見開いた。

「そうだね、俺も信じなくちゃいけないんだ……サゴンさん、ごめん」

　小さく頭を下げる龍也を見て、サゴンは小さくうなずいた。

「前を見て欲しい、我らの忍耐の輝きを……耐えることが、我らの誇りだ」

　サゴンがそう言い終わったそのとき、また一つ石が飛んできた。

　その石は、隊列の中ほどにいた若い戦士の額を直ちよく撃げきした。

　ゴツッ！　という鈍にぶい音とともに、その戦士はよろけてその場に膝ひざをついた。

　周りの人間が駆かけ寄り、助け起こしたその手に赤いものが見えた。それは、投石によって生じた傷口から流れた血の色だった。

　オードン族の中に怒りの空気が高まるのがわかった。

　倒れた戦士の周りにいた仲間が、血けつ相そうを変えて、沿道に並ぶ群衆をにらみつけたとき、しゃがみこんでいた戦士が血が流れる額ひたいを押さえて立ち上がり、歯を食いしばるように言った。

「俺おれは……大丈夫だ……」

「だが、傷口が……額が割れている、血を抑おさえなくては！」

　仲間が肩かたにかけたＡＫを包んでいた布を取り外そうとしたのを見て、負傷した戦士は首を振った。

「その布を外すな！　血を止めるなら俺の服の袖そでを切ればいい！　銃を封じた布を血で汚けがしちゃだめだ……たとえそれが俺の血でもだ！」

　仲間は、布を外そうとした手をはっと止めた。

「そうか……そうだったな。わかった、この布は外さない！」

　自分の服の袖を破り、それを額に当てて縛しばり付けた戦士は、隊列を組んだ仲間たちを見て言った。

「さあ、何をしている！　行くぞ！　勝利の行進をセルム族に見せてやれ！　オードンの未来のために！」

　隊列を組んだオードン族たちは、歯を食いしばって顎あごを引き、胸を張って口々に叫んだ。

「オードンの未来のために！」

「オードンの未来のために！」

　オードン族の行進は何事もなかったかのように再開された。

　そして、五分しないうちに再び何かが飛んできて、オードン族の民族衣い装しように当たった。

　衣装に土色の染みを飛び散らし、道路に落ち、湿しめった音を立てたそれは、牛の糞ふんだった。

　どよめく群集の後ろの方から誰かのあざける声がした。

「腰こし抜けどもめ！　糞くそ食って笑ってろ！」

　最初に動きがあったのは、オードン族ではなかった。セルム族の群衆の中にいた男たちが後ろの方に向かって叫んだ。

「止やめろ！　セルム族の恥だ！」

「糞を投げた奴やつを捕つかまえろ！　憲兵に突き出せ！」

　通りの両側に並んだ群衆の中で誰かが走った。

「こいつだ！　俺は見たぞ！　こいつが糞を投げて逃げたんだ！」

　見ると、腕うでをつかまれた男が必死に逃げようとしていた。

　その現場に、憲兵たちが駆かけ寄って行くのを見て、龍たつ也やはうなずいた。

　……ここまでやれば、さすがに犯人を無視できないだろう。

　だが、次の瞬間、龍也は自分の目を疑った。憲兵が捕まえたのは牛の糞を投げた犯人ではなく、犯人を取り押さえようとしていた男の方だったのだ。

　群集たちは憲兵を指差して叫んだ。

「ふざけるな！　その人は犯人じゃないぞ！」

　しかし、その隙すきに、牛の糞ふんを投げた男は群集の中に紛まぎれ込んでしまっていた。

　……予想はしていたが、憲兵たちもグルということか。

　サゴンの声がした。

「止まるな！　前を向け！　我らの目的はここで争うことではない！」

　次に飛んできた牛の糞は、そのサゴンの顔面に命中した。

　その光景を見た誰もが息を吞のんで凍こおりついた。オードン族の軍楽隊さえも、思わず演奏を止やめてしまった。

　その、張り詰めた空気の中で、サゴンが、ゆっくりと顔についた牛糞を手でぬぐったとき、誰かの叫ぶ声がした。

「臆おく病びよう者には糞が似合いだ！」

「見掛け倒しのオードン族め！　糞でも食ってろ豚ぶた野や郎ろう！」

　オードン族の間から叫び声が上がった。

「族長！　もういい！　もうたくさんだ！」

「我らは、これほどの屈くつ辱じよくを耐えねばならないのですか！」

「これが、誇りですか！　その糞まみれの顔が！」

　それは、血のにじむような魂たましいの叫びだった。

　食いしばった歯の、その隙すき間まから出てくる叫びだった。

　……だめだ。

　オードン族の人たちの忍耐ももう限界なんだ。

　龍たつ也やは思わず下を向いた。

　悔くやしくて涙なみだが止まらなかった。

　……自分の子供や家族を殺された、その憎しみを押さえつけて、耐えることで新しい生き方ができると俺は、あの人たちに言った。

　そうすれば、オードン族は尊敬されるだろうと俺は言った。

　でも……それが、こんなに辛つらいことだなんて、俺は思ってもいなかった。

　俺は……バカだ。俺は……無責任だ。

「サゴンさん……」

　龍也は、流れる涙なみだをぬぐおうともせずに、サゴンに呼びかけた。でも、言葉が続かなかった。

　……なんて言えばいいんだ？　俺に何かを言う資格があるのか？

　サゴンは、ゆっくりと龍也に視線を移した。そして、泣いている龍也の顔を見て力強くうなずいた。

「兄弟よ、泣いてはならぬ、今は泣く時ではない……」

　そしてサゴンは、自分の部下たちのほうを向くと割れるような大声で怒鳴った。

「軍楽隊！　行進曲が止まっているぞ！　目的地はここではない！　さあオードンの戦士よ胸を張れ！　センドルクの目の前に、我らが整列するときまで足を止めるな！　前に進め！　我がオードンの戦士は、ただ自衛のためだけに銃じゆうを持つ！　市民に銃を向けることはない！　さあ行くぞ！　調印式の会場はすぐそこだ！」

　張り詰めていた空気が溶とけて、ふわっと動き出した。

　我に返った軍楽隊の音楽が始まり、オードン族の隊列は再び進み始めた。

　その光景を見ていた人々の間から、ぱらぱらとまばらな拍はく手しゆが起こった。

　やがて、それはいくつもの拍手に変わっていった。

「見直したぞサゴン！　あんたは大人おとなだ！」

「偉いぞ！　オードン族の戦士たち！」

　いくつもの声が群集の中から飛んだ。

　サゴンと、そして彼に従うオードン族の顔に、自信と誇りの色が甦よみがえった。

　隊列を組み、行進を始めたオードン族に、再び石と牛ぎゆう糞ふんの投とう擲てきが始まったが、それは長くは続かなかった。

　通りの両側で、再び石を投げようとした男たちが、周りの群集に取り押さえられ、袋ふくろ叩だたきにされ始めたのだ。

　龍たつ也やは、犯人を取り押さえている男の一人に見覚えがあった。

　……あれは、確かリネト衆しゆうの一人だ。

　そうか、ネマコルさんたちは、このインナルドの街の中に潜せん入にゆうして、センドルクの工作を妨ぼう害がいしているんだ！　さっきの拍手や掛け声を最初に仕掛けたのも、リネト衆の仕し業わざなんだ。

　両側で、取り押さえられた犯人を救出しようとする憲兵隊と、それを阻そ止ししようとしてもみ合う人々の姿があちこちで見られる中を、オードン族は進み続けた。

　その頃、調印式の会場にいたリューコフの下に、オードン族が想像もつかない自制心を持って行動しているという情報が伝わった。

「まったく挑ちよう発はつに乗らないというのか！」

　伝令役の部下は小さくうなずいた。

「罵ば声せいを浴びせかけ、投石し、牛糞を投げつけても、オードン族は無視しております。これほどまでに訓練され、自制心を持った部隊は政府軍にもありません」

「馬鹿者！　敵を誉ほめてどうする！　こうなれば最後の手段だ！　調印式の前に、ここでサゴンを撃うて」

「……それは！」

　部下の顔色が変わった。

「ここでサゴンを撃てば、言い訳が立ちません！　調印式をぶち壊こわしたのは我々だということになってしまいます！」

「構わん！　それでオードン族が激げつ昂こうし見境い無く暴れてくれれば理由はどうにでもつく！」

「マスコミがおります！　それも外国の記者が！　外国人記者は国営放送のように言うことを聞きはしません！　逆効果になります！」

　リューコフは首を振った。

「大丈夫だ。一般市民を虐ぎやく殺さつするオードン族の映像があれば、それが一人歩きしてくれる。感情に訴えかける映像があれば、それだけで大義名分が立つのだ！」

「わかりました……その旨むね特殊部隊に伝えます」

　伝令の士し官かんは小さく頭を下げると、リューコフの脇わきから去って行った。




　その頃、行進を続けるオードン族の様子をカメラに収めている外国人記者の中に交じって、沿道の群集や投石した男の周りのトラブルに向けてビデオを回すナターシャの姿があった。

「……センドルクの挑ちよう発はつに乗らないなんて、一体全体オードン族に何があったのかしら？」

　カメラのファインダーから目を外して、隣となりにいた記者仲間に話しかけたナターシャの後ろから声がした。

「オードン族はシマオオカミの言葉を信じ、血の復ふく讐しゆうを捨てたのさ」

　びくっとしたように振り返ったナターシャの目が丸くなった。

　そこに、涼しげに微笑ほほえむネマコルの姿があった。

「なんであんたがここにいるのよ！」

「我々の仕事は、姫ひめ巫み女こさまの護衛だ。うさんくさい人物がいれば、警戒するのは当然だろう？」

　ナターシャはネマコルをにらみつけた。

「今の私はインター・ミクサス通信社の記者よ！　変なことをするわけないでしょう！」

「そんなことはわかっている。君とは良好な関係を築きたいので、挨あい拶さつしただけだ……キンリの里での扱いはいささか気がとがめるので、若干の特ダネを君に渡そうと思ってね」

「特ダネ？」

　ナターシャは怪け訝げんな顔をしたあとで再び目を見開いた。

「そういえば、さっき、あんたはオードン族が、シマオオカミの言うことを信じているって言ったわね。本当に？　あの誰にも従わないことを掟おきてとするオードン族が？」

　ネマコルはうなずいた。

「そうだ、オードン族はシマオオカミの言葉を信じ、血の復讐を捨てることを誓ちかった。他ほかの部族と共存し、共にこのセリカスタンを支える一員として新しい掟を作り、それを守ることを誓った……忍耐と寛かん容ようこそに未来があるという掟だ」

　ナターシャは信じられないという風に首を振った。

「それって、やれ眼めが合ったとか、やれ顔つきが気に食わないとか、そんな理由で殴なぐり合っていたギャングエイジのワルガキが、一夜あけたらいきなり大人おとなの価値観を身につけた、みたいな話よね……そんなことってありえるのかしら？」

「オードン族のすべてが変わったわけじゃない。物分かりのいいヤツもいれば悪いヤツもいる。あそこにいるのは、このままじゃいけない、なんとかしなくてはオードン族に未来は無いと以前から考えていた連中だ。シマオオカミの言葉はそういった連中の背中を押したんだ。オードン族は変わっていくだろう……」

「このセリカスタンで、もっとも頑がん固こで旧来の掟おきてに固こ執しつしていたオードン族が変わるってことは、このセリカスタンそのものが変わっていくきっかけになるってことね」

　ネマコルはにっこり笑った。

「さすがは才さい媛えんとして名高いだけのことはあるな……」

「あんたに誉ほめられてもあんまり嬉うれしくない……それはそうと、なんでオードン族はあの少年の言葉を信じたのかしら？　だって、あの子は何の権力も利益も宗教的背景も持ってないただの日本の高校生よ。どこにでもいるごく普通の子じゃない」

「確かに、シマオオカミ殿どのは何の利権も持ってはいないし、経験も技能も無い。彼の言うことを聞いても金がもらえるわけでもなんらかの地位につけるわけでもないだろう。確実な見返りは何一つ無い。彼はただ、我々には無い情報源を持ち、その情報を軍事的に応用できるセンスがあるだけの少年だ。

　だが、それがゆえに信じられるのだ。

　彼は、自分の利益のために他人を利用しようとは思っていない、その逆だ。

　彼は他人のために自分に何ができるかを考え、そして他人のために動く人間だ……。

　生まれながらにして権力と富を持ち、それを自由に使える人間だけが英雄になるわけではあるまい。実力とは他人の信頼を得る能力だ。その人間を信頼する他人の力が権力となり、富となるのだ」

　そして、ネマコルは、にやっと笑って付け足した。

「もしかすると、あなたと私は、一人の英雄が生まれるところを見ているのかもしれんぞ」




　オードン族の隊列は、ただの一発も銃じゆうを撃うつことなく、一度も諍いさかいを起こすことなく、式典会場であるインナルド市役所前にある広場までやってきた。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で、その隊列をにらみつけていたセンドルクに、リューコフがそっと何かを耳打ちすると、彼の表情に余よ裕ゆうが戻ってきた。

　やがて、市役所前の広場にやってきた、隊列を見た人々は困こん惑わくするような表情で、オードン族たちを見た。

　黄色い民族衣い装しようのあちこちに、茶色い染みをつけたり、額ひたいから血を流した彼らの姿は、式典に参加するような姿には見えなかった。しかし、その顔の表情は、他ほかの部族よりも誇りに満ちていたからである。

　やがて、オードン族に続いてキンリ族とナガス族の部隊も到着した。

「では、調印式に行ってくる」

　反政府同盟軍三部族の部隊が揃そろったのを確認したサゴンは龍たつ也やに一言言い残すと、隊列から出て、広場に設けられた一段高くなった調印式の会場に向かって歩き始めた。

　サゴンの後ろにキンリ族の代表であるリューカ姫ひめとサラサが、そしてナガス族の長老の代表が続いて調印式の会場へと続く階段を上り始めたとき。

　リューカ姫が、何かに気がついたかのように、はっと顔を上げた。

　そして、次の瞬間、リューカ姫は先頭を行くサゴンに向かって走り出しながら叫んだ。

「サゴン！　危あぶない！」

　サゴンが、ぎくっと足を止めて振り返ったのと、会場を取り囲むように集まった群衆の中から、顔に灰色のスカーフを巻いた一人の男が転がるように走り出すのは同時だった。

　その男は調印式の会場に向かって走りながら、懐ふところから黒いピストルようなものを取り出して階段の先頭にいるサゴンに向かって構えた。

　後ろから走り寄ってくるリューカ姫とサラサに気がついたサゴンは、誰もが思わぬ行動に出た。身をひるがえすことなく、両手を広げてピストルを構えた襲しゆう撃げき者の前に立ちはだかったのだ。それは、オードン族の価値観が大きく変わったことを示す光景だった。

　オードン族の族長であるサゴンが、他ほかの部族の代表をかばおうとする様は、テレビの生中ちゆう継けいのカメラがしっかりと捉とらえていた。

「くたばれ！　これで停戦協定は終わりだ！」

　襲撃者が叫ぶ声と、パン！　パン！　パン！　という九ミリショート拳けん銃じゆう特有の軽い乾いた銃じゆう声せいが三発連続して広場に響き渡るのは同時だった。

　次の瞬間、その場に崩くずれ落ちるように倒れたのは、サゴンに向かってピストルを構えていた男の方だった。

　……誰が撃うったんだ？

　あわてて見回した龍也の目に、政府軍側の列席者席に漂ただよう薄うすい硝しよう煙えんが飛び込んできた。

　そこに護身用のマカロフピストルを構えた一人の将しよう官かんがいた。

　リューコフは、その将官を信じられないような目で見ていたが、やがて我に返ると怒鳴りつけた。

「バンユー少しよう将しよう！　貴様！　裏切るのか！」

　バンユー少将は手に持ったマカロフの安全装置を確認して、腰こしのホルスターに戻しながら、ゆっくりと言った。

「裏切る……とは何のことですか？　私はこの内戦を終わらせるための大事な式典を妨ぼう害がいするテロリストを撃っただけのことですが？」

「貴様……ただでは済まんぞ……」

　真まっ赤かな顔になったまま、そうつぶやいたリューコフに向かって、バンユー少しよう将しようは表情も変えずに一言答えた。

「ああ……お前もな」

　バンユー少将に撃うたれた襲しゆう撃げき者は、死んではいなかった。駆かけ寄った憲兵隊が腕うでをつかんで引き起こすと、その男の顔を覆おおっていたスカーフが外れ、顔が見えた。

「……あの男は！」

　龍たつ也やはその男の顔に見覚えがあった。それは、空港に忍び込んだとき、龍也を尋じん問もんした空軍のクラーゲン少しよう佐さだった。

　……そうか、この一連の騒ぎの後ろで何が行われているのか、おおよその見当がついた。

　でも、センドルクの張った罠わなは閉じることなく終わるだろう。今日、オードン族はその銃じゆうに封印をし、何があっても戦わぬことを誓ちかったんだ！

　オードン族の蛮ばん行こうを記録し世界に広めるためのマスコミのカメラと記者の目は、逆にお前の卑ひ劣れつさを世界にさらけ出すことになるんだ！

　やがて、停戦協定の調印式が始まった。

　尊大な態度で進み出たセンドルク大統領が、生放送のテレビカメラの位置を確認してから、ゆっくりとした言葉で演説を始めた。

「我が親愛なるセリカスタン国民の諸君！　私は、今日ここに停戦の調印が行われ、このセリカスタンに平和が訪れることを心から喜びたい！

　しかし、この平和は実に危あやういものであることも付け加えておかねばなるまい。三ヶ月前に行われた部族長会議を爆ばく破はしたのと同じ、このセリカスタンに戦乱を起こすことを望む勢力が今日もまた、この停戦の調印式を妨害しようとしたのだ……」

　その勢力こそ、このセリカスタンを戦乱の日々に追いやった元げん凶きようである！

　今日、ここで結ばれた危うい平和を守り抜くためには、確たる意思と力を兼ね備えている人間が必要である！

　停戦後のこのセリカスタンの人々を指導し、よりよき道へと導くことができるのは、この私しかいない。

　この私が、今後ともこのセリカスタンの代表者の地位にあり続け、そして各部族の方々の意見を参考にして、このセリカスタンという国を運営していく必要があるのだ……」

「噓うそはいけませんよ、大統領閣かつ下か」

　センドルク大統領の演説をさえぎって、少女の声が飛んだ。

　リューカ姫ひめが立ち上がっていた。

　凍こおりついたように静まり返った式典の会場中に、リューカ姫の言葉が静かに響いた。

「セリカスタンに戦乱を望む勢力とは、センドルク大統領閣下、あなたではないのですか？　先ほどサゴン族長を狙ねらったあの男は、リューコフ将しよう軍ぐんの密命を受けた政府軍の兵士です。この調印式を妨ぼう害がいし、破は綻たんさせ、その責任をサゴン族長とオードン族に押し付けようと考えたのは、あなたと、そしてそこにいるリューコフ司し令れい官でしょう？」

　センドルク大統領の顔に、一瞬狼ろう狽ばいの色が走ったが、すぐにその色は消えた。

　大統領は大きく咳せき払ばらいをすると精一杯の威厳をかき集めて胸を張った。

「これはまた、異いなことを……何の証しよう拠こもなくそのように一方的に決め付けられても困るな」

　リューカ姫ひめはにっこり笑った。

「証拠ですか？　証拠は、あなたの心の中にあります。そしてあなたが命令を下した部下の心の中にも……いくら心に扉を閉め鍵をかけても、真実は覆おおい隠かくせるものではありません！」

　大統領はその言葉を鼻で笑った。

「それは、証拠とは言わんのだよ、お嬢じようさん……いかにあなたがキンリの巫み女こで、テンジンに誓ちかいを立てたとしてもだ。人の言葉などに信用などおけるものか！」

　リューカ姫は、静かに答えた。

「あなたは、かわいそうな人なのですね……人を信用しないくせに、自分を信じてもらえるとお考えなのですね……」

「なんだと！　証拠もないままそのような一方的な言い方は、たとえあなたがキンリ族の族長代理という立場でも許しませんぞ！」

　そのとき、龍たつ也やは思わず叫んでいた。

「証拠ならある！　さっきサゴンを狙ねらったヤツを調べてみろ！　あいつはセリカスタン空軍のクラーゲンという将しよう校こうだ！」

　そして、龍也はその場にいる群集に向かって叫んだ。

「見ろ！　このオードン族の姿を！　石を投げられ割れた額ひたいの血と、投げつけられた糞ふんの染みで汚よごれたオードン族の服を！　オードン族はハネイスを空くう爆ばくされ、妻つまや子供たちを失った。でも、その恨みも憎しみもすべて封印し、先祖から引き継ついだ血の復ふく讐しゆうを捨てた！　この停戦を心から望んでいたオードン族は、どんな挑ちよう発はつにも耐えることを誓ちかった！

　その結果がこの姿だ！　……平和を願い、銃じゆうに封印をし、黙々と式典に向かうオードンの戦士に石を糞を投げつけるのがセルム族の礼儀か！　これがお前らの正義か！」

　群集の中から声が上がった。

「違う！　俺おれたちは何もしていない！」

「やったのは兵隊だ！」

「そうだ！　軍服を着ていなかったけど、憲兵たちがそいつらを手助けしていた！」

　龍也は、センドルクを指差して叫んだ。

「聞いたか！　人々の目は確かだ！」

　絶句したセンドルクの脇わきに、リネム内務大だい臣じんが立って、サゴンたちに向かって言った。

「その問題は、後日私が調査します。今は停戦の調印を先に行いましょう。セリカスタン中の人々がこの日が来るのを心待ちにしているのですから」




　そして、この日、セリカスタンの内戦は終わった。

　あくまでも停戦であり、双そう方ほうの戦争状態が解除されたわけではない。だが、セリカスタンの南部州を中心とした戦火の応おう酬しゆうは終わりを告げた。

　そして、一部始終を放送されていたセンドルク大統領とセリカスタン政府は、この日を境に自分たちの支持基盤であるセルム族たちの支持を急速に失い始めた。

　特に陸軍は、リューコフに対する反感から、完全に分ぶん裂れつ状態に陥おちいっていた。

　リューコフが完全に掌しよう握あくできているのは、一握りの上級将しよう校こうに過ぎず、下級将校と将兵は離反しつつあった。

　センドルクの派は閥ばつから次々に支持者が消えていく姿は、沈みかけた船からネズミが逃げ出す姿に良く似ていた。

　インナルドで停戦条約が結ばれた日から四日後。

　大統領府にある会議室では、センドルク大統領をはじめとする閣かく僚りようが集まり、事態を打開するための緊急会議が開かれていた。

　緊急会議は毎日開かれていたが、明確な結論も方策も決定されることは無く、センドルクとリューコフが責任を互いに相手に押し付けあうという醜みにくい争いを繰り返すばかりだった。

　そしてこの日、いつものようにセンドルクとリューコフの責任の押し付け合いが始まったとき、リネム内務大だい臣じんが、たまりかねたように立ち上がって発言した。

「セリカスタン政府閣僚の方々に聞いていただきたい！　昨さく日じつ、私の元に一人の外国人記者が参りました。彼女は記者であるのと同時に、このセリカスタン政府に莫ばく大だいな資金援助を行っている西側のコングロマリットであるカイトグループの調査エージェントでもあります。彼女は、カイトグループに対し、センドルク大統領に統治能力無しという結論を報告するつもりであると申し立てました！」

　一瞬、会議室が静まり返った。

　センドルク大統領の政治的基き盤ばんは、カイトグループの経済的なバックアップが無ければ維持できない。センドルクの権力はいわば、カイトグループの金によって維持されているのだ。

　その経済的バックアップが無くなるという事は、センドルク大統領の権力が失われるのと同じ意味を持つ。

　センドルクはわめいた。

「ウソをつくな！　そんな話は聞いていないぞ！」

「当たり前です、誰がこれから見捨てる人のところに行って、わざわざそんなことを言うもんですか！　見捨てるときは黙ってやるのが常識です！」

　リネムは、ぴしゃりと言ったあとで、閣かく僚りようたちを見回して言葉を続けた。

「カイトグループが興味があるのは、センドルクでもこのセリカスタン政府でもありません！　このセリカスタンにあるレアメタルだけです！　それを安全に確実に採掘し、安定して供給できることを保証できる人間や組織なら、誰でもいいのです。そう、それがたとえ反政府同盟でも、カイトグループは喜んで手を結ぶでしょう……先日の停戦条約調印式は、反政府同盟が充分交渉相手となりうるだけの組織力と指導力を持っていることを示しました。私たちは今、未み曾ぞ有うの危機に瀕ひんしているのです！　にもかかわらず、センドルクとリューコフは、それを理解しないどころか、その責任を押し付ける相手を探すことしか頭に無い！

　もうたくさんです！　あんたたちにこのセリカスタンを任かせておくわけにはいかない！　私はセンドルク大統領の退陣と、リューコフ陸軍総司し令れい官の罷ひ免めんを要求します！」

「なんだと？」

　血けつ相そうを変えて立ち上がった大統領に向かって、リネムは冷たく言い放った。

「私はね、もうあんたみたいなできの悪い弟の面倒を見る気はしないってことよ！」

　センドルク大統領は怒りと憎ぞう悪おに顔を歪ゆがませると、会議室の控え室に向かって叫んだ。

「憲兵隊！　こいつを逮たい捕ほしろ！　反逆罪だ！」

　その言葉と同時に、会議室に黒い戦闘服姿の完全武装の兵士たちがなだれ込んできた。

　勝ち誇ったような表情を浮かべたセンドルク大統領の顔がそのまま凍こおりついた。

　会議室に飛び込んできた部隊はセンドルク大統領の子こ飼がいの部下の憲兵隊ではなく、リネム大だい臣じんの直属の実働部隊である大統領警護隊の一団だったのだ。

　リネムは静かに笑った。

「お生憎あいにくさま。あなたの手て下したは今頃陸軍の情報部と、第一連隊の手で拘こう束そくされているわ……そうそう、リューコフにも言っておかないとね。あんたの部下も今頃同じように取り押さえられているわよ。陸軍はもうあんたの手足じゃないの。陸軍は将しよう官んも士し官かんも兵士も、ほとんどがあなたを見限ったわ。今、この国の陸軍を率いているのは、あなたが逮たい捕ほして銃じゆう殺さつを命じたバンユー少しよう将しようよ。これで国軍も少しはまともになるかもしれないわね」

　センドルク大統領は、リネムをにらみつけた。

「私を追い払って、その後あと釜がまに誰を据すえるつもりだ！　お前が大統領になるつもりか！」

　リネムは顔をしかめて手を振った。

「はん！　誰がそんなものになりたいものですか！　腹黒い、裏で陰いん謀ぼうをめぐらしてそれでうまくやっていこうなんて考えは、キンリの巫み女こにきっちり見抜かれるでしょうね。キンリの巫女は噓うそを見抜く能力があるわ。反政府同盟と付き合うには、あんたや私みたいな人間では務まりはしないわ！」

「では、誰が私の代わりに大統領をやるんだ？」

　リネムはにっこり笑った。

「決まっているじゃない海軍提てい督とくのキシトンよ」

　センドルクは目を見開いた。

「なんと！　あの馬鹿を大統領にするだと？」

「ええ、馬鹿は馬鹿でもキシトンは馬鹿正直よ。交渉をまとめるには、誠意が必要だわ」

　そのリネムの言葉をセンドルクは聞いていなかった。センドルクは腹を抱かかえると、ヒステリックな笑い声を上げた。

「わはははは、誠意だと？　馬鹿か？　そんなもの何の役にも立ちはしない！　交渉に必要なのは利益誘導と恫どう喝かつだけだ！」

「違うわ、誠意ってのはね、曲がらないの。そのまんまなのよ。だから使いようによっては陰いん謀ぼうを巡めぐらすよりもはるかに効果的なのよ……さあ、この二人を連れて行きなさい！　この人たちはもはやこの会議室に不必要です！」

　大統領警護隊に両脇わきを抱かかえられたセンドルクは、会議室から連れ出される前に振り返って聞いた。

「私は銃じゆう殺さつかね？」

　リネムは静かに首を振った。

「いえ、殺したりはしません。でも、しばらくおとなしくしていただきます」




　センドルクは、再び声を上げて笑った。

「わはははは、我が姉ながら甘っちょろい！　俺おれを生かしておいたことを後悔するぞ！」

　会議室から連れ出されていくセンドルクの後ろ姿を見て、リネムは小声でつぶやいた。

「……そうね、後悔するときが来るかもしれないわね……でも、それほどまで愚おろかだと思い込みたくは無いのよ……姉としてはね」




　センドルク大統領とリューコフが失脚し、代わりに海軍提てい督とくのキシトンが新しい大統領となったというニュースは、セリカスタン中を駆かけ巡めぐった。

　その日の夕方にセリカスタン国営放送のテレビとラジオで、キシトン新大統領は国民に向かって次の三つを公約に上げた。


　一・出身部族を理由にした差別を前提にした法律の廃止。

　二・センドルク大統領の公職追放と、すべての部族出身者からなる国民議会の開設。

　三・レアメタル鉱山に関する調査と、交渉の公開と報告。



　そして、近い将来に国民議会を召集して新憲法を制定し、新生セリカスタンとして新たな一歩を踏み出すことを約束した。

　テレビの中に映る、純真な子供のようなキシトンの笑顔を見たとき、セリカスタンの国民は、その微笑ほほえみの中に、新たな時代が訪れたことを実感した。

　ダワフの村にある同盟軍の総司令部で、サゴンやサラサたちと、そのキシトンのテレビ放送を見ていた龍たつ也やは、つぶやくように言った。

「確かに、新たな時代が来ようとしているのかもしれない。でも本当のところは何も終わっちゃいない。何も変わっちゃいない。ただ戦いの炎ほのおが収まっただけで、火ひ種だねは残ったままだ」

　ナガス族の指揮官であるラクアクは静かに首を振った。

「確かにそのとおりだ、しかし、今はその戦いの炎が収まったことを喜ぼう」

　サラサが笑った。

「そうだよタツヤ。あんたはもっと喜ばなくちゃいけない。これで日本に帰るめどがついたんだからね。停戦が休戦に代わるのも近い。そうすれば空港も国境も開かれるだろうし、各国の領事館も再開するだろう。セリカスタンに平和なときが戻ってくるんだ……これはすべてあんたがやったことなんだからね」

　そして、サラサは悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべて付け足した。

「この戦いが始まる前に、私はあんたに、この戦いが成功すればあんたはシマオオカミとは別の呼び名で呼ばれる、戦いが終わったときにそれを教えてあげるって言ったよね、覚えてる？」

「え？　あ、ああそういえばそんな話をしたっけ」

　思い出した、という風にうなずいた龍たつ也やを見て、サラサはもう一度にっこり笑って言った。

「あんたはね、今日から名前が変わるんだ。軍ぐん師しシマオオカミでも、シマオオカミ将しよう軍ぐんでもない、あんたは今日から英雄シマオオカミなんだ」

　サゴンが笑いながら立ち上がった。

「そうとも、これはすべてシマオオカミ殿どのの功績だ！　この者はいまだかつて誰もなし得なかったことをやってのけた！　我が一族の……いや、このセリカスタンの英雄だ！」

　誰かが叫んだ。

「讃たたえよ！　シマオオカミ！　英雄シマオオカミ！」

　司令部に使われていた宿屋の食堂の中に、拍手と歓声と口笛ぶえが響き渡った。

　その中でサゴンが叫んだ！

「おい！　飲むものは無いのか！　本当の祝賀会はあらためてやるとして、今日は今日で楽しもうではないか！　宿しゆく敵てきセンドルクが、大統領の椅い子すを追われた祝いだ！」

　サゴンの提案は大歓声と共に満場一致で認められた。

　時ならぬ大宴えん会かいが始まった中で、龍也はそっと食堂を抜け出した。

　ダワフの村のあちこちから聞こえてくる、同じように陽気に歌い騒さわぐ戦士たちの声を聞きながら、龍也は村を通り抜けて、少し外れたところにある草原にやってきた。

　あたりに人家は無く、ただ満天の星空と草むらの中でリーリーと小さく鳴く虫の声だけが龍也を包んでいた。

　龍也は、草の上に腰こしを下ろし、星空を見上げた。

　セリカスタンだの、日本だの、地球の上を細かく区切ってその中で争ったり愛し合ったり。

　人間って結局はそこから一歩も出ることができない生き物なのかもしれないな。

　そのとき、龍也の後ろで足音が聞こえた。

　その遠慮がちな足音だけで、龍たつ也やにはそれが誰なのかわかった。

「リューカ姫ひめ……ですよね」

　足音がびくっと止まって、聞き覚えのあるリューカ姫の声がした。

「……心配だったので後をついてきてしまいました……ご迷めい惑わくなら帰ります……」

　龍也はあわてて振り向いた。

「いや、とんでもない！　一人で出て来たことを少し後悔していたんだ……君がそばにいてくれるなら……俺おれは嬉うれしい」

　リューカ姫は、ほっとしたように小さくため息をつくと、龍也の横にやってきて、おずおずと腰こしを下ろした。

　二人は黙ってしばらくそのままじっとしていた。

　やがて、龍也がぽつりと話し始めた。

「みんな、誤解しているんだ……俺は英雄なんかじゃない。俺は、ただ知らん顔できなかっただけなんだ。関係ないと言って、見過ごすことができなかった、ただそれだけの人間なんだよ……俺はどこにでもいる普通の人間なんだ」
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　リューカ姫ひめはしばらく無言だったが、やがて小さく首を振った。

「それは違いますよ、タツヤ。あなたは英雄なんです……英雄とは、条件とか血筋とかそんなもので決まるものじゃありません。ごく普通に生きてきた人間が、人間として当たり前のことをすることで英雄になるんですよ」

「当たり前のことをしたんじゃ英雄になんかなれないよ」

「いいえ、違います。人間には、当たり前のことはできないんです……たとえば約束を守る、悪いことはしない、正直に生きる……これは全部当たり前のことです。でも、この当たり前のことを当たり前にできる人はいません……違いますか？」

　龍たつ也やは黙り込んだ。

　そして二呼吸ほどの沈黙のあとで静かに答えた。

「そうだね……それができる人はいない……当たり前のことなのに……」

「あなたは、困っている人を見て、知らん顔をしなかった。関係ないよ、と言って見過ごしたりしなかった……それが英雄の証あかしです。

　それは人間として当たり前のことに過ぎません……でも、その当たり前のことを当たり前にやったとき、あなたは英雄になったのですよ」

　龍也は深呼吸をして、そして万ばん歳ざいするように両手を上げて草原に仰あお向むけにひっくり返った。

「あーあ、そんなつもりなかったんだよなあ……俺おれは本当に軽い気持ちでこの国に観光にやってきただけの人間だったんだぜ……人間の運命ってわかんねえよなあ」

　リューカ姫は小さくくすっと笑ったあとで、ちょっと悲しそうに聞いた。

「飛行機が飛ぶようになれば……タツヤは日本に帰るのでしょう？」

　龍也は、小さくうなずいた。

「うん、帰る」

　リューカ姫は黙ったまま下を向いた。

　そして静かに泣き始めた。

　龍也は、身体からだを起こすと、両手で顔を覆おおって泣いているリューカ姫の頭にそっと手を載のせて、つぶやくように言った。

「……帰れば、また来ることができる……一生懸けん命めいバイトしてお金を溜ためて、もう一度ここに帰ってくる。そして君を連れて日本に行く！　約束しただろう？　君に日本を見せてやるって……俺おれは約束を守るよ」

　顔を上げたリューカ姫は、顔をくしゃくしゃにして龍也に抱だきついた。

「タツヤは……やっぱり……英雄です」

　バランスを崩くずした龍也はそのままリューカ姫に押し倒されるように草原に転がった。

　夜空の星と、草むらで鳴く虫の声だけが二人を包んでいた。







　　　終章







　それからちょうど一年が過ぎたその日。

　セリカスタンの北部州は快晴だった。

　そこには、空と大地だけがあった。

　ぐるりと周囲を見渡せば、はるか南の地平線に白く光る天てん山ざん山脈の峰みね々みねと、そして北の地平線にアルタイ山脈の白い峰々が見えるが、その他ほかに視界に入るものは無い。

　そこにあるのは、一切の人工物が無い大草原だけだった。

　いや、正確に言うならば、人工物はあった。それは、足もとにある一本の白い道だった。

　草原の中を突っ切るその未舗ほ装そうの白い道が、ここが無人地帯ではないことの証明だった。

　その道は左のゆるやかな丘の向こうからやってきて、そのまま右の草原の地平線へと消えていた。

　視界の中には動くものすらない。

　やがて、白い道が陸の頂上で空と交わるあたりに、ぽつん、と白い点が見えた。

　その白い点はやがて一頭の白い馬に乗る一人の少女の姿となった。

　その少女は、龍たつ也やに向かって力いっぱい手を振った。

　手を振り返した龍也の頰ほおを撫なでて、セリカスタンの風が渡って行った。




　龍也が再びセリカスタンの地を踏んだその頃。

　セリカスタン東部州にあるナガス族の本ほん拠きよ地では、長老たちの前に一人の東洋人風の風ふう貌ぼうの男が立って、業務的な微笑ほほえみを浮かべていた。

「中華人民共和国は、あなたがたナガス族こそがこのセリカスタンの指導的役割を果たすべきだと考えています。そのためには、援助を惜しみません……このままではレアメタルの利権を北部州のキンリ族に独占されてしまうでしょう……レアメタルの採掘権をめぐって議会が紛ふん糾きゆうしているこのときに、シマオオカミが再びこのセリカスタンに現れる……これは偶然ではありますまい」

　シマオオカミが戻ってきたという知らせは、龍也が知らないうちにセリカスタン全土に広がった。そして、憶おく測そくは憶測を呼び、ウワサの嵐あらしは、いったん消えた火ひ種だねを再び燃え上がらせるかのように吹き荒れ始めていた。





いまどき英雄の巻　終









　　　あとがき




　……というわけで、この中央アジアの小さな国セリカスタンの物語は、次の『小さな国の救世主・シャカリキ勇者の巻』へと続きます。

　この物語は、当初、全三巻で完結という予定で書き出したものですが、読み終わった方はおわかりのとおり、物語はまだまだ続くことになりました。

　物語が延びてしまう原因は、要するに私の能力が不足しているからでしょう。私には主人公が活かつ躍やくするわかりやすくて面白いメリハリのある物語を書く能力がありません。私に書ける物語は、どこにでもいる、ごく普通の男の子や女の子の物語だけなのです。

　私の書く物語の主人公は、危機に直面した、その絶体絶命のピンチのときに、隠かくされていた能力が目覚め、一気に状況を逆転し、敵てきを倒す……といった、ヒーロー性にあふれた魅み力りよく的な主人公ではありません。

　危機に直面したとき、誰でも知っている、もしくはちょっと調べればわかる範囲の、ありふれた知識と知恵を使って、機転と応用でその危機を切り抜けるという主人公です。

　イマジネーションの世界に翼つばさを広げ縦じゆう横おう無む尽じんに暴れまわるきらびやかで自由な主人公たちとは正反対の場所に立つ、地味で、そして現実という地面に足をつけたまま、全く飛ぶことのないダサい主人公たち。

　でも、それが私にとっての主人公でありヒーローなのかもしれません。

　私は、自分の書く物語を現実と地続きにするのが大好きです。現実の地平に両足をつけて立っているキャラクターこそが、本当のキャラクターだと思うのです。

　もしかすると、私は自分の書いているものに自信が無いから、実在するもの、リアルというものを取り込んで補強しようとしているだけなのかもしれません。

　それは、はっきり言って、私の精神構造の中にある自己満足と自己防衛のための行動。つまり「お前の書いていることは間違っている」と言われないための防ぼう御ぎよ行動であり、創作とは無縁の部分なのかもしれません。

　でも。たとえガチガチの「リアル」を物語世界の中に取り込んだ、制約だらけの世界でも、面白いドキドキワクワクするドラマを作れると私は思います。

　私をとりまく、この現実は実にダイナミックで実にエキサイティングです。現実の面白さ楽しさは創作を超えています。それこそ筆ひつ舌ぜつに尽くせるものではないと私は思っています。

　そのエキサイティングな現実を物語の中に再現し、そして物語でなければできない方法で現実の制約を出し抜いてみせる。

　私が書きたい物語が、そういうものである以上、私は「現実リアル」というものの呪じゆ縛ばくから離れることはできないのだろうと思っています。

　私にとって物語とは「あるわけないし、ありえない、でも、あるかもしれない、と思わせるお話」なのです。




　さて、自分語りはこれくらいにして、今回この本を書くにあたって助力いただいた方々に謝しや辞じを述べたいと思います。

　今回の口絵に登場するシャクドー中ちゆう尉いと共に描かれている飛行機は、本文中にも書きましたがユーゴスラビアのＳＯ-ＫＯクラージ軽攻こう撃げき機です。

　この機体が日本で書かれた物語に登場することはまず無いでしょう。こんなドマイナーな機体を私がお渡した少ない資料から、現実に存在するもののように描き起こしてくれたＨｉｍｅａｋｉさんに心から感謝の言葉をお送りしたいと思います。

　そして文中のサラサの広島弁につきましては、一巻二巻と同様に、七割の真実と三割のホラ話を武器に、世の中を窮きゆう屈くつにする原理主義者たちと日々戦い続けている三割英雄こと、広島市内在住のゲームデザイナー「銅あかがね大だい」氏に監かん修しゆうしていただきました。

　ネイティヴな広島弁は、もはやサラサというキャラクターとは切っても切れないものになりました。彼女に言こと霊だまという名前の魂たましいを吹き込んでいただけたことを心より感謝する次第であります。


（締め切りは重なるのに、なぜか幸せが重ならない　鷹たか見み一かず幸ゆき）
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変わり者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身をもって体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。現在続刊執筆中。
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イラスト／Himeaki

最近メインパソがＭａｃからＷｉｎに変わったり、モニタに液晶使ってみたり、２０００年に購入したパソコン達がいろいろリニューアルです。描くモノも日々進化していったらイイな。

Himeakiサイト http://www.unisexline.com
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